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Unified Communications System リリース 7.1
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C H A P T E R 1

Cisco Unified Communications System 
Test

エンタープライズ音声ソリューション管理に不可欠な Cisco Unified Communications System Test
（UC System Test）は、Cisco Enterprise IP Communications System 内のさまざまな製品およびプラッ

トフォームのシステム レベル ソリューションを検証およびテストするプログラムです。

システム統合レイヤである Cisco Unified Communications System Test によって、関連するエンジニア

リング チーム全体に Unified Communications コンポーネントが配布されることが保証され、Unified 
Communications システム ソフトウェアの品質が向上します。これは、さまざまなコンポーネントのテ

ストを通して実現されます。

Cisco Unified Communications System Test に関する要件は、次に基づいて抽出されます。

• 一般的な顧客シナリオ

• さまざまな BU、現場、および CA からの入力 

テストベッド アーキテクチャは、SRND や製品展開モデルの代表例などに基づいて構築されます。

Cisco Unified Communications System Test の一部として実施されるテストの種類は次のとおりです。

• 相互運用性 /互換性

• 機能性

• 可用性 /信頼性 /安定性

• パフォーマンス /スケーラビリティ /容量

• ユーザビリティ、サービスアビリティ

• 特別な焦点領域：CAP、TAC

• セキュリティ
1-1
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第 1 章     Cisco Unified Communications System Test
  Cisco Unified Communications System Test for Japanese
Cisco Unified Communications System Test for 
Japanese

同様に、Cisco Unified Communications System Test for Japanese は、ソリューション レベルのアドオ

ン テストであり、収集される要件は日本での使用状況と市場に依存します。この要件は、次に基づい

て抽出されます。

• 特定の UC 製品内の顧客発見障害

• Cisco Unified Communications System Test チームで扱われる最優先ケース

• シスコ ジャパンの SE や TAC チームからの入力

テストは、日本セグメントに影響を与え、シスコ ジャパン チームの SE によって優先順位が付けられ

た特定の UC 製品に対して実施されます。日本語ロケール、ISDN スイッチ タイプ（NTT）、番号計画

用の JPNP などの日本固有の同等品が実装されます。

Cisco Unified Communications System Test for Japanese の目的は、Cisco Unified Communications 
System Test でカバーされないシステム テストのサブセットを実行し、JOS やローカライズされたアプ

リケーションなどの日本語環境用の同等品を実装し、J-CDTP III 通話機器を選択することです。
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第 1 章     Cisco Unified Communications System Test
  略語  
略語
略語 説明

AMWI Audible Message Waiting Indicator（音声メッセージ受

信インジケータ）

AAR Automated Alternate Routing（自動代替ルーティング）

ACN Alternate Contact Number（代替連絡先番号）

BAT Bulk Administrator Tool（一括管理ツール）

BLF Busy Lamp Field（ビジー ランプ フィールド）

CAS Channel Associated Signalling（チャネル連携シグナリ

ング）

CDR Call Detail Record（呼詳細レコード）

CFA Call Forward All（不在転送）

CFB Call Forward Busy（話中転送）

CFD Customer Found Defect（顧客発見障害）

CFNA Call Forward No Answer（無応答時コール転送）

CIPC Cisco Unified IP Communicator
CFNC Call Forward No Coverage（カバレッジなし時コール転

送）

CFUR Call Forward Unregistered（未登録時コール転送）

CLI Command Line Interface（コマンドライン インター

フェイス）

CLID Caller ID（発信者番号）

CSS Call Search Space（コーリング サーチ スペース）

CTI Computer Telephony Interface（コンピュータ テレフォ

ニー インターフェイス）

CU Cisco Unity
CUC Unity Connection
CUP Cisco Unified Presence
CUCM Cisco Unified Communications Manager
CUPC Cisco Unified Personal Communicator
CUPS Cisco Unified Presence Server
DCR Device and Credential Repository（デバイスおよびク

レデンシャル リポジトリ）

DHCP Dynamic Host Configuration Protocol（ダイナミック ホ
スト コンフィギュレーション プロトコル）

DN Directory Number（ディレクトリ番号）

DND Do Not Disturb（サイレント）

DPNSS Digital Private Network Signaling System（デジタル プ
ライベート ネットワーク シグナリング システム）

DSCP Differentiated Services Code Point（差別化サービス 
コード ポイント）

FXS Foreign Exchange Station（外部交換ステーション）
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第 1 章     Cisco Unified Communications System Test           
  略語
GW Gateway（ゲートウェイ）

ICT Inter Cluster Trunk（クラスタ間トランク）

IPMA Cisco IP Manager Assistant
IPPM IP Phone Messenger
ISDN Integrated Services Digital Network（総合デジタル通

信網）

MGCP Media Gateway Control Protocol（メディア ゲートウェ

イ コントロール プロトコル）

MOH Music On Hold（保留音）

MWI Message Waiting Indicator（メッセージ受信インジケー

タ）

NLP Non Linear Processing（非線形処理）

NTT Nippon Telegraph and Telephone Corporation（日本電

信電話株式会社）

PCA Personal Communication Assistant
PRI Primary Rate Interface（1 次群速度インターフェイス）

PSTN Public Switched Telephone Network（公衆電話交換網）

RSS Really Simple Syndication
QRT Quality Report Tool
QSIG Q-Signaling protocol（Q-Signaling プロトコル）

SIP Session Initiation Protocol（セッション初期化プロトコ

ル）

SCCP Skinny Client Control Protocol（Skinny クライアント 
コントロール プロトコル）

SRST Survivable Remote Site Telephony
SSL Secure Sockets Layer（セキュア ソケット レイヤ）

TNP The New Phone
TUI Telephony User Interface（テレフォニー ユーザ イン

ターフェイス）

UCS Unified Communication Systems
UMG Unified Messaging Gateway
VGW Voice Gateway（音声ゲートウェイ）

VoIP Voice over IP
VPIM Voice Profile for Internet Messaging（インターネット 

メッセージ用音声プロファイル）

VMN ボイスメール通知

略語 説明
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C H A P T E R 2

テスト トポロジと環境

この項では、テスト トポロジ、サポート環境の詳細、および未解決の警告に関する情報を提供します。
2-1
(3) 日本語版および 7.1(5) 日本語版 検証レポート



 

第 2 章     テスト トポロジと環境

  テスト トポロジ
テスト トポロジ

図 2-1 使用中のトポロジ
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第 2 章     テスト トポロジと環境

  7.1.3 日本語版の環境マトリクス
7.1.3 日本語版の環境マトリクス
カテゴリ コンポーネント バージョン

呼制御 Cisco Unified Communications Manager 7.1.3.10000-11 

ロケール JP

ダイヤル プラン dp-ffr.3-1-7.JP.cop.sgn
Cisco Unified Survivable Remote Site 
Telephony（SRST）

バージョン 4.3
IOS 15.0(1)M

アプリケーション Cisco Unified Presence 7.0.5.10000-18

ボイスメールとユニファ

イド メッセージング

Cisco Unity 7.0(2)
Cisco Unity Connection 7.1.3.1000-68

エンドポイントと 

クライアント

Cisco Unified IP Phones
SIP 3911 8.5.3 JP ロケール 8-1-2SR1
7961G 8.5.3 JP ロケール 8-5-3JP1S
7975G 8.5.3 JP ロケール 8-5-3JP1S
7985 8.5.3 JP ロケール 8-5-3JP1S
7940 8.5.3 JP ロケール 8-5-3JP1S
7961 8.5.3 JP ロケール 8-5-3JP1S
7985 cmterm_7985.4-1-7-0
7975 8.5.3 JP ロケール 8-5-3JP1S
Cisco IP Communicator 7.0.3
Cisco Unified Personal Communicator 7.0.2
Cisco UC Integration for Microsoft Office 
Communicator

7.1.3、MOC Version -2007
OCS Version -2007

通信インフラストラク

チャ

Cisco Integrated Services Router（ISR） IOS 15.0(1)M
Cisco IOS Voice and Data Gateways IOS 15.0(1)M

Cisco Catalyst 3550（アクセス スイッチ） IOS 122-25.SEE4

Cisco Catalyst 6506、6509（音声アクセス 
スイッチ、スーパーバイザ 2/MSFC2）

IOS 12.2(18)SXF9

クライアント オペレーティング システム Win-XP Windows XP - SP2（日本語）

ブラウザ IE IE 6.0
Outlook MS-Outlook Outlook 2007
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第 2 章     テスト トポロジと環境

  7.1.5 日本語版の環境マトリクス
7.1.5 日本語版の環境マトリクス
カテゴリ コンポーネント バージョン

呼制御 Cisco Unified Communications Manager 7.1.5.10000-12

ロケール JP (7.1.5.9901-21)

ダイヤル プラン dp-ffr.3-1-7.JP.cop
Cisco Unified Survivable Remote Site 
Telephony（SRST）

バージョン 7.2
IOS 15.0(1)M2

アプリケーション Cisco Unified Presence 7.0.6

ボイスメールとユニ

ファイド メッセージン

グ

Cisco Unity 7.0(2)
Cisco Unity Connection 7.1.3.30000-1

エンドポイントとクラ

イアント

Cisco Unified IP Phones
SIP 3911 8.1.2 JP ロケール 8-1-2SR1
7961G 9.0.2 JP ロケール 9-0-2SR1S
7975G 9.0.2 JP ロケール 9-0-2SR1S
7985 cmterm_7985.4-1-7-0
7975 9.0.2 JP ロケール 9-0-2SR1S
7961 9.0.2 JP ロケール 9-0-2SR1S
Cisco IP Communicator 7.0.3
Cisco Unified Personal Communicator 7.0.2
Cisco UC Integration for Microsoft Office 
Communicator 

7.1.3、MOC Version -2007
OCS Version -2007

通信インフラストラク

チャ

Cisco Integrated Services Router（ISR） 15.0(1)M2
Cisco IOS Voice and Data Gateways 15.0(1)M2

クライアント オペレーティング システム Win-XP Windows XP - SP2（日本語）

ブラウザ IE IE 8
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第 2 章     テスト トポロジと環境

  未解決の警告
未解決の警告
未解決の警告とは、Unified Communications System のリリース 7.1(3) 日本語版およびリリース 7.1(5) 
日本語版で発生する可能性のある予期せぬ動作を意味します。

障害 ID 障害タイトル

CUCIMOC
CSCte40715 日本語ロケールで無効な番号を使用して会議に参加しようとしても正しいエラー 

メッセージが表示されない。

CUP
CSCtf75148 Presence Viewer で CUPC のステータスが「ログ アウト」から変化しない。

CSCtf58570 CUPS で非アクティブなバージョンに切り替えることができない。

CSCtf58555 CUPS でパーティションのアップグレードを実行するための自動再起動に失敗する。

CSCte38830 Presence Viewer に Pizza guy の連絡先 pkid が表示される。

CSCte10929 GUI からのログアウトが CIPC に反映されない。

CSCtb98775 フェールオーバー中の DB 応答が遅いと CUPC エンドポイントがログインできなく

なる。

CSCte41212 Presence Viewer 内の特殊文字が正しく表示されない。

CSCte38750 クライアントのバージョンとタイプが管理ページに正しく表示されない。

CSCte16215 ステータスの代わりに CUPC バージョンが表示される。

CUPC
CSCte45019 コール パーク中に自動的にコールが切断される。

CSCte44850 発信者の詳細が Toast ウィンドウに表示されない。

CSCte45490 グループ名フィールドに日本語文字が入力できない。

CUCM
CSCtf60355 [Reporting] ページの [Generate Report] アイコンの動作が正しくない。

CSCtf60396 [Phone Template Dep Record] でヌルが表示される。

CSCte48920 JIS 標準 3（IBM 拡張）漢字が IPPH でサポートされていない。

Unity
CSCtf71214 csv ファイルをインポートすると CUBI のヘッダが正しくない。

CSCtf55460 CUBI を使用して管理者アカウントをインポートすると削除できない。

CSCte41097 Unity 用の PCA に音声サーバのエラー メッセージが表示される。

Unity Connection
CSCtf83882 JPN I/P で [Creating Voice Mail Users] を実行すると BAT エラーが出力される。

第 3 世代電話機

CSCte41541 短縮ダイヤル設定内の日本語文字が SRST モードで文字化けする。

SRST
CSCte52834 3 者間会議に 4 つ目のコールを追加すると 3 つ目のコールが切れる。
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  未解決の警告
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Unified Communications System リリース 7.1
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C H A P T E R 3

リリース 7.1(3) 日本語版 検証レポート概要

この項では、リリース 7.1(3) 日本語版のさまざまな機能、機能ごとのテスト ケース、およびその結果

を一覧表示します。テスト対象機能は次のとおりです。

• アナログ

• ゲートウェイ

• Unified SRST

• Unity

• Unity Connection

• 相互運用性

• IP Communicator

• Unified IP Phone

• UC Integration for MOC

• Unified Presence

• Unified Personal Communicator

• アップグレード

• Unified Communications Manager
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第 3 章     リリース 7.1(3) 日本語版 検証レポート概要          

  アナログ
アナログ

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害

UC713L.ANA.
001

Unified 
Communications 
Manager

IP からアナロ

グへのコール

東京サイトの Unified IP 
Phone から大阪サイトのア

ナログ電話機へのコールが

成功することを確認します。

合格

UCJ713F.ANA.
T.005

アナログ Unified IP 
Phone とアナ

ログ電話間の

コール

TKY Unified IP Phone から 
ISDN ネットワーク経由で接

続された OSA アナログ電話

機へのコールが成功するこ

とを確認します。

合格

UCJ713F.ANA.
T.004

アナログ PSTN 電話機の

オンフック時

の外部

（PSTN）と 
Unified IP 
Phone 間の

コールに対す

る接続解除

トーン

音声ゲートウェイで [call 
application voice default 
disc-prog-ind-at-connect 1] 
を設定します。Unified IP 
Phone と外部回線（アナロ

グ PSTN）間のコールが切

断された場合は必ず接続解

除トーンが流れることを確

認します。

ステージ 1：アナログ

電話機 --> 音声ゲート

ウェイ --> PRI --> 音
声ゲートウェイ

（H.323）--> Unified 
Communications 
Manager --> Unified 
IP Phone

ステージ 2：アナログ

電話機 <-- 音声ゲート

ウェイ <-- PRI <-- 音
声ゲートウェイ

（H.323）<-- Unified 
Communications 
Manager <-- Unified 
IP Phone

合格

UCJ713F.ANA.
T.005

アナログ H.323 と ISDN 
の相互運用性

H.323 で [voice call 
convert-discpi-to-prog] を設

定します。H.323 と ISDN 
ネットワーク間のコール フ
ローで ISDN ネットワーク

上の DISCONNECT メッ

セージと RELEASE メッ

セージが使用できることを

確認します。

Unified IP Phone 1
（音声ゲートウェイ 1）
--> PRI --> 音声ゲー

トウェイ 2（H.323）
--> Unified 
Communications 
Manager --> Unified 
IP Phone 2 --> CFA 
--> PRI -->（音声

ゲートウェイ 3 サイ

ト 2）--> アナログ電

話機

合格
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  アナログ  
UCJ713F.ANA.
T.012

アナログ DTMF ディ

ジット収集

MGCP 対応音声ゲートウェ

イを使用したアナログ電話

機から Unified IP Phone へ
のコールに対してディジッ

ト収集（トーン、パルス）

が正しく行われることを確

認します。

アナログ電話機 1 --> 
FXS --> 音声ゲート

ウェイ --（MGCP）
-> Unified 
Communications 
Manager --> Unified 
IP Phone

合格

UCJ713F.ANA.
T.024

アナログ コール ピック

「oPickUp」に

対するコール 
プリザベー

ションの

チェック 

コールを保留にして、

[oPickup] と [End call] を同

時に押せばそのコールを取

得できることを確認します。

また、グループ内の別の電

話機でもオリジナルのコー

ルを取得できることを確認

します。

ステージ 1：電話機 1 
--> Unified 
Communications 
Manager --> 電話機 2

（鳴動）

ステージ 2：電話機 3 
--> oPickup --> コー

ル終了

ステージ 3：電話機 4 
--> oPickup --> 電話

機 1

合格

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  ゲートウェイ
ゲートウェイ 
ID 機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害

UCJ713F.VGW.
J.001

音声ゲー

トウェイ

VoIP と T1 経由の

コール フロー

VoIP（SIP）と T1 PRI 回線

経由のコールが確立されるこ

とを確認します。

FXS ポートは、cptone = JP、
ring cadence Pattern04、T1 
switch type = NTT に設定さ

れます。

アナログ電話機 --> 音
声ゲートウェイ 1 --> 音
声ゲートウェイ 2 --> 
T1 PRI --> 

音声ゲートウェイ 3 --> 
アナログ電話機 2

合格

UCJ713S.VGW.
J.002

音声ゲー

トウェイ

PSTN と IP Phone 
間のコールに対す

る NLP の影響

アナログ電話機と Unified IP 
Phone 間のコールに対して音

声ゲートウェイ（Unified 
Communications Manager に
登録された MGCP）で NLP 
をイネーブルにすることに

よって、外部ノイズ /エコー

の減少を確認します。FXS 
ポートは、cptone = JP、ring 
cadence Pattern04、T1 
switch type = NTT に設定さ

れます。

Unified IP Phone --> 
Unified 
Communications 
Manager --> MGCP --> 
音声ゲートウェイ 1 --> 
T1 PRI --> 音声ゲート

ウェイ 2 --> アナログ電

話機

合格

UCJ713F.VGW.
J.003

音声ゲー

トウェイ

発信者情報を伴わ

ないアナログ電話

機から Unified IP 
Phone へのコール

発信者情報を伴わないアナロ

グ電話機から ISDN リンク上

の Unified IP Phone へのコー

ル接続が成功することを確認

します。

アナログ電話機 --> 音
声ゲートウェイ（H23）
--> T1 PRI --> 音声ゲー

トウェイ --> Unified 
Communications 
Manager --> IP Phone

合格

UCJ713S.VGW.
T.002

音声ゲー

トウェイ

VoIP と ISDN 上
の音声コール 

VoIP ネットワークと ISDN 
ネットワーク上の音声コール

が正常に確立されることを確

認します。

アナログ電話機 A、B 
--> 音声ゲートウェイ 1 
--> 音声ゲートウェイ 2 
--> T1 PRI --> 音声ゲー

トウェイ 3 --> アナログ

電話機 C、D

合格

UCJ713S.VGW.
T.003

音声ゲー

トウェイ

同時着信コールの

コール接続

T1 CAS 回線からアナログ電

話機への着信コールと VoIP 
からの別のコール（アナログ

/Unified IP Phone）が同時に

発生した場合に、コール接続

が成功することを確認しま

す。

ステージ 1：アナログ

電話機 1 --> 音声ゲート

ウェイ 1 --> T1 CAS 
--> 音声ゲートウェイ 2 
--> アナログ電話機 2

ステージ 2：アナログ

電話機 2 <-- 音声ゲート

ウェイ 2 <-- 音声ゲート

ウェイ 3（SRST）<-- 
アナログ電話機 
3/Unified IP Phone

合格
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  ゲートウェイ  
UCJ713F.Fax.T.
020

ファック

ス

MGCP 経由の

ファックス パスス

ルー

MGCP 経由で Unified 
Communications Manager に
登録された 2 つの音声ゲート

ウェイ間のファックス パス

スルー コールが成功するこ

とを確認します。

ステージ 1：ファック

ス --> 音声ゲートウェ

イ 1 --> Unified 
Communications 
Manager --> 音声ゲー

トウェイ 2 --> ファック

ス

ステージ 2：ファック

ス --> 音声ゲートウェ

イ 1 --> T1 PRI --> 音声

ゲートウェイ 2
（Unified 
Communications 
Manager への MGCP 
バックホール）--> 
ファックス

合格

UCJ713F.Fax.T.
021

ファック

ス

H.323 経由の

ファックス パスス

ルー

H.323 経由で Unified 
Communications Manager に
登録された 2 つの音声ゲート

ウェイ間のファックス パス

スルー コールが成功するこ

とを確認します。

ステージ 1：ファック

ス --> 音声ゲートウェ

イ 1 --> Unified 
Communications 
Manager --> 音声ゲー

トウェイ 2 --> ファック

ス

ステージ 2：ファック

ス --> 音声ゲートウェ

イ 1 --> 音声ゲートウェ

イ 2 --> ファックス

失敗 CSCte
63404

UCJ713F.Fax.T.
022

ファック

ス

MGCP と H.323 
経由のファックス 
パススルー

H.323（音声ゲートウェイ 1）
と MGCP（音声ゲートウェ

イ 2）経由で Unified 
Communications Manager に
登録された 2 つの音声ゲート

ウェイ（音声ゲートウェイ 1 
と音声ゲートウェイ 2）間の

ファックス パススルー コー

ルが成功することを確認しま

す。

ファックス --> 音声

ゲートウェイ 1
（H.323）--> Unified 
Communications 
Manager -->（MGCP）
音声ゲートウェイ 2 --> 
ファックス

合格

ID 機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  Unified SRST
Unified SRST
ID 機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害

UCJ713F.SRS
.J.002

Unified 
SRST

共有回線用に設定

された 7911 SCCP 
TNP 電話機への

コールの転送

共有回線用に設定された 7911 
SCCP TNP 電話機が SRST 
ゲートウェイに正常に登録さ

れ、WAN で障害が発生したと

きに、共有回線上のコール転送

を受信できることを確認しま

す。

コールが、設定済みの CFNA 
からボイスメールに正常に転送

されることを確認します。

ステージ 1：Unified IP 
Phone -> CCM -> PSTN 
リンク -> SRST ルータ 
-> Unified IP Phone -> 
転送 -> 7911 SIP TNP 電
話機 -> 応答なし -> ス
テージ 2：CFNA -> 
SRST ルータ -> PSTN -> 
Unified Communications 
Manager -> ボイスメー

ル

合格

UCJ713F.SRS
.J.003

Unified 
SRST

WAN リンク回復

時の基本コール フ
ロー

WAN のダウン時に PSTN から 
SRST サイト内の SIP IP Phone 
へのコール接続が成功すること

を確認します。WAN の回復時

に、次のシナリオでコール接続

が成功することを確認します。

 • SRST サイト内の電話機間 

 • WAN 上の SRST サイト内

の電話機と中央サイト内の

電話機間

ステージ 1：アナログ電

話機 --> Unified 
Communications 
Manager --> SRST ゲー

トウェイ --> SIP IP 
Phone

ステージ 2：SIP 電話機

（リモート）--> Unified 
Communications 
Manager --> SIP 電話機

（リモート）

合格

UCJ713F.SRS
.J.004

Unified 
SRST

WAN で障害が発

生した場合の中央

サイトとリモート 
サイト間の短縮ダ

イヤル

SRST に登録された電話機と 
Unified Communications 
Manager に登録された電話機

が短縮ダイヤル設定を通して相

互に到達可能なことを確認しま

す。

ステージ 1：電話機 A
（短縮ダイヤル）-> 
Unified Communications 
Manager -> バックアッ

プ リンク -> SRST -> 電
話機 B

ステージ 2：電話機 B
（短縮ダイヤル）-> 
SRST -> バックアップ 
リンク -> Unified 
Communications 
Manager -> 電話機 A

合格

UCJ713F.SRS
.J.005

Unified 
SRST

CCM と SRST 
ゲートウェイに登

録された電話機に

対するコール転送

中の発信者 ID/名
前の表示

WAN で障害が発生した場合に

コール バックを中央サイトに

登録された電話機に転送する 
SRST ゲートウェイに登録され

た電話機への中央サイトからの

コールに関する発信者 ID/名前

情報が正しく表示されることを

確認します。

電話機 A（中央サイト）

-> 電話機 B（SRST）-> 
転送 -> 電話機 C（中央

サイト）

合格
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  Unified SRST   
UCJ713F.SRS
.J.006

Unified 
SRST

SRST ゲートウェ

イに登録された電

話機用の共有回線

に転送されるコー

ルに対するグルー

プ ピックアップと

コール ピックアッ

プ

コールがビジー回線に転送され

た場合に、SRST ルータに登録

された共有回線である Unified 
IP Phone に対するグループ 
ピックアップとピックアップが

正しく機能することを確認しま

す。

ステージ 1：PSTN --> 
Unified Communications 
Manager --> バックアッ

プ リンク --> SRST ゲー

トウェイ --> Unified IP 
Phone 1 --> gPickup --> 
Unified IP Phone 2

ステージ 2：PSTN --> 
Unified Communications 
Manager --> バックアッ

プ リンク --> SRST ゲー

トウェイ --> Unified IP 
Phone 1 --> CFA --> 
Unified IP Phone 2 --> 
ピックアップ --> 
Unified IP Phone 3

合格

UCJ713F.SRS
.J.007

Unified 
SRST

SRST モードへの

フォールバック後

の 7940G ソフト

キーの可用性

WAN で障害が発生した場合

に、7940G が SRST ゲート

ウェイに再登録され、設定され

たソフトキーが正しく表示され

ることを確認します。

合格

UCJ713F.SRS
.J.008

Unified 
SRST

WAN の障害時と

回復時における IP 
Phone に対する 
Unified 
Communications 
Manager 内の 
DSCP 値変更の影

響

WAN で障害が発生すると 
Unified Communications 
Manager 内で Unified IP Phone 
の DSCP 値が変更される（CS3 
から EF に）が、WAN リンク

が回復されたときに Unified IP 
Phone が Unified 
Communications Manager に正

常に登録されていることを確認

します。

合格

UCJ713F.SRS
.J.010

Unified 
SRST

SRST で正確な情

報を表示する電話

機ディスプレイ

電話機が SRST モードのときに

行テキスト メッセージが正し

く表示されることを確認しま

す。

合格

UCJ713S.SRS
T.T.006

Unified 
SRST

アクティブ コール

中の WAN 障害

アクティブ コール中に Unified 
Communications Manager がダ

ウンした場合に、コール プリ

ザベーションと SRST ゲート

ウェイへの電話機登録が成功す

ることを確認します。

ステージ 1：Unified IP 
Phone 1 --> Unified 
Communications 
Manager --> Unified IP 
Phone 2 

ステージ 2（WAN 障
害）：Unified IP Phone 1 
--> SRST 音声ゲート

ウェイ --> Unified IP 
Phone 2

合格

ID 機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  Unified SRST
UCJ713S.SRS
T.T.007

Unified 
SRST

SRST でのコール

転送

電話機が SRST モードのとき

に、トランスレーション パ
ターンが設定されたコール転送

が正しく機能することを確認し

ます。

Unified IP Phone 1 --> 
SRST --> Unified IP 
Phone 2 --> コール転送 
--> Unified IP Phone 3

合格

UCJ713S.SRS
T.J.008

Unified 
SRST

電話機ディスプレ

イでの短縮ダイヤ

ル

ユーザが SRST モードのとき

に、短縮ダイヤルの番号とテキ

ストが必要な言語で表示される

ことを確認します。

失敗 CSCte
41541

UCJ713S.SRS
T.J.009

Unified 
SRST

SRST フォール 
バック モードでの

会議

SRST フォール バック モード

での会議が正しく機能すること

を確認します。

失敗 CSCte
52834

ID 機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  Unity  
Unity
ID 機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害

UCJ713L.CU.J.
001

Unity-Addressing 
拡張

短いプロンプト

言語

短いプロンプトが必要

な言語で再生されるこ

とを確認します。

合格

UCJ713L.CU.J.
002

Unity メール ボックス

に保存された名

前のディレクト

リ検索 

加入者が電話機ディス

プレイに送信者のディ

レクトリ名を入力する

ことによって、必要な

ユーザからのボイス

メールを取得できるこ

とを確認します。

Unified IP Phone A -> 
Unity（ディレクトリ 
コンタクト）-> 
Unified 
Communications 
Manager（Unity と同

期したユーザ）-> 
Unified IP Phone A で
の取得

合格

UCJ713F.CU.J.
003

Unity - Microsoft 
Exchange

Microsoft 
Exchange 送信

クォータを超え

た加入者

加入者が送信クォータ

割り当てを超えた場合

は、適切な受信者ヘッ

ダー アナウンスが再生

され、メール受信がブ

ロックされることを確

認します。

合格

UCJ713F.CU.J.
004

Unified 
Communications 
Manager - Unity

セキュア モード

でイネーブルな 
AAR を使用した 
Unity

セキュア モードでは、

Unity が Automated 
Alternate Routing

（AAR; 自動代替ルー

ティング）を使用して

コールを正常に転送で

きることを確認します。

Unified IP Phone
（CSSP）--> PSTN --> 
Unity AA --> AAR --> 
Unified 
Communications 
Manager --> Unified 
IP Phone

合格

UCJ713F.CU.J.
005

Unified 
Communications 
Manager - Unity

Extension 
Mobility を備え

た IPMA と IP 
Communicator

DPNSS 電話機からの

コールが、Assistant で
受信されてから、

IPMA Manager 電話機

に転送され、応答がな

いまま、ボイスメール

に転送された場合に、

AMWI がオンになるこ

とを確認します

（Assistant は IP 
Communicator を使用

し、Extension Mobility 
に対応しています）。

DPNSS-Westell --> 
QSIG --> Cisco 
Unified 
Communications 
Manager --> SCCP 
IPMA Assistant 電話

機 --> SCCP IPMA 
Manager 電話機（応

答なし）--> Unity

合格

UCJ713F.CU.J.
006

Unity - DCR DCR の動作 DCR を使用して設定さ

れた加入者の場合は、

発信者の内線番号が適

切な音声アラートを

伴って正しく表示され

ることを確認します。

NA 合格
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  Unity
UCJ713F.CU.J.
007

Unity - ACN ACN の動作 設定されたルールに基

づいて、Alternate 
Contact Number

（ACN; 代替連絡先番

号）が正しく機能する

ことを確認します。

NA 合格

UCJ713S.CU.J.
008

Unity - 代替内線

番号

デュアル統合

モード用の代替

内線番号

Windows2000/Window
s2003 用の代替内線番

号を使用したクロス 
サーバ ログオンが SIP

（デュアル）統合上で正

常に機能することを確

認します。

Unified IP Phone A -> 
Unified 
Communications 
Manager（AE）-> 
Unity -> AE 番号 -> 
Unified 
Communications 
Manager -> Unified IP 
Phone B（AE 鳴動）
-> Unity VM Recorder

合格

UCJ713S.CU.J.
009

ボイスメール [Dial By 
Extension] を使

用したボイス

メールの取得

0 を 2 回押すことによ

り、[Name] から [Dial 
By Extension] へ切り替

えます。

加入者が送信者の内線

番号をダイヤルするこ

とによって、必要な

ユーザからのボイス

メールを正常に取得で

きることを確認します。

NA 合格

UCJ713F.CU.J.
010

ボイスメール 共有回線用に設

定された 
Unified IP Phone 
に対する Unity 
サポート

共有回線がビジーまた

は応答がない場合に 
Unity でボイスメール

が正常に記録できるこ

とを確認します。

ユーザが共有回線経由

でメッセージを正常に

取得できることを確認

します。

ステージ 1：Unified 
IP Phone A -> Unified 
Communications 
Manager -> Unified IP 
Phone B（共有回線）
-CFNA/CFB-> Unity 

ステージ 2：Unified 
IP Phone B/Unified IP 
Phone C-（共有回線）
-> Unified 
Communications 
Manager -> Unity（取

得）

合格

UCJ713F.CU.J.
011

ボイスメール Unity 経由の

メールボックス 
アクセス

ユーザが、個人用のグ

リーティング メニュー

に記載された事前定義

のキーを使用してメー

ルボックスに正常にア

クセスできることを確

認します。

NA 合格

ID 機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unity  
UCJ713F.CU.J.
012

ボイスメール データベース復

元力 - MWI
パブリッシャがダウン

してから再び回復した

ときに、MWI の状態が

維持されることを確認

します。

NA 合格

UCJ713F.CU.J.
013

ボイスメール SRST - ボイス

メール取得

SRST モードの加入者

が、SRST フォール

バック前にメールボッ

クスに残しておいたボ

イスメールを正常に取

得できることを確認し

ます。

ステージ 1：Unified 
IP Phone A -> Unified 
Communications 
Manager -> Unified IP 
Phone B -> Unity

（Unified IP Phone B 
用のボイスメール）ス

テージ 2：Unified IP 
Phone B（メッセー

ジ）-> Unified 
Communications 
Manager -> Unity（記

録された VM の取得）

合格

UCJ713F.CU.J.
014

Unity - SRST PSTN トランク

経由の SRST ボ
イスメール統合

SRST モードの加入者

が、PSTN トランクを

使用して中央サイト内

の Unity にアクセスで

きることを確認します。

PSTN 電話機 -> PSTN 
トランク -> Unified 
SRST -> SIP IP Phone 
-> Cisco Unity（中央

サイト）

合格

UCJ713F.CU.J.
015

Unified 
Communications 
Manager - Unity

電話機ディスプ

レイからのボイ

スメール受信箱

の表示

加入者が、[Voicemail] 
キーを使用して Unified 
IP Phone ディスプレイ

からボイスメール受信

箱を表示できることを

確認します。

Unified IP Phone A
（メッセージ）-> 
Unified 
Communications 
Manager（ログイン 
アクセス）-> Unity

（ボイスメールの

チェック）

合格

UCJ713F.CU.J.
016

ボイスメール CFB からボイス

メール保管まで

PSTN ユーザが、着信

側がビジー（CFB）の

ときに、ボイスメール

を記録して、PSTN 回
線経由でそのメッセー

ジを正常に取得できる

ことを確認します。

ステージ 1：PSTN 電
話機 -> Unified IP 
Phone -> CFB -> 
Unity

ステージ 2：PSTN 電
話機 -> Unity

合格

ID 機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unity
UCJ713F.CU.J.
017

Unity - MWI Unified 
Communications 
Manager のリ

ロード後に 
MWI がオンに

なる

ボイスメール ボックス

内に未読ボイスメール

が残っている場合に 
Unified 
Communications 
Manager または Unity 
のリフレッシュ /リ
ロード後に MWI がオ

ンになることを確認し

ます。

失敗 CSCte0
7301

UCJ713F.CU.J.
018

ボイスメール PCA からのボイ

スメールへのア

クセス

ユーザが PCA からボイ

スメールに正常にアク

セスできることを確認

します。

失敗 CSCte4
1097

ID 機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unity Connection   
Unity Connection
ID

テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害

UCJ713F.CUC
.J.001

Unity 
Connection

グリーティングと複

数のコーデックを使

用して記録された

メッセージ

Unity Connection で使用中

のコーデックが G.711ulaw 
の場合に、ユーザがボイス

メールを正常に記録できる

ことを確認します。Unity 
Connection 内のコーデッ

クが G.729 に変更されても

記録した同じメッセージを

取得できる必要がありま

す。

ステージ 1：Unified 
IP Phone 1 -> Unified 
Communications 
Manager -> Unity 
Connection -> 
Unified IP Phone 2

（MWI）

ステージ 2：Unified 
IP Phone --> Unity 
Connection UM --> 
Unity Connection

（取得）

合格

UCJ713F.CUC
.J.002

Unity 
Connection

電話システムと Unity 
Connection で使用さ

れているコードとパ

ケット サイズが異な

る

ユーザが、正常に、ボイス

メールを記録し、そのボイ

スメールを電話システムで

取得できることを確認しま

す。この電話システムの

コーデックとパケット サ
イズは Unity Connection 
上で設定されたものと異な

ります。

電話機 1 -> Unified 
Communications 
Manager -> IP Phone 
2 -> Unity 
Connection

合格

UCJ713F.CUC
.J.003

Unity 
Connection

特殊文字を含むユー

ザ テンプレート

特殊文字を含むユーザ テ
ンプレートを Unity 
Connection に正常に追加

できることを確認します。

合格

UCJ713F.CUC
.J.004

Unity 
Connection

設定されたタイム 
ゾーンでグリーティ

ングが使用できるこ

との確認

Unity Connection のメッ

セージ処理が、設定された

タイム ゾーンに基づいて

正しく機能することを確認

します。

Unified IP Phone --> 
Unified 
Communications 
Manager --> Unity 
Connection（グリー

ティング）

合格
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  Unity Connection
UCJ713F.CUC
.J.005

Unity 
Connection

ポート 7993 で TLS 
を使用した Unified 
Personal 
Communicator からの

ボイスメールへのア

クセス

Unity Connection 上でボイ

スメール ポート 7993 とプ

ロトコル TLS を設定しま

す。

共有回線 IP Phone 用に設

定された Unified Personal 
Communicator ユーザが、

管理者権限を使用してボイ

スメールを正常に取得でき

ることを確認します。

ステージ 1：Unified 
IP Phone 1 --> 
Unified 
Communications 
Manager --> Unified 
IP Phone 2--（共有回

線）IP 
Communicator/Unifi
ed Personal 
Communicator --> 
Unity Connection

ステージ 2：Unified 
Personal 
Communicator --> 
Unified 
Communications 
Manager --> Unity 
Connection（取得）

合格

UCJ713F.CUC
.J.006

Unity 
Connection

必要な言語を使用し

たユーザ グリーティ

ングの記録

加入者が、個人のグリー

ティングを必要な言語で正

常に記録して再生できるこ

とを確認します。

ステージ 1：Unified 
IP Phone -> Unified 
Communications 
Manager -> Unity 
Connection

ステージ 2：Unified 
IP Phone --> Unity 
Connection UM --> 
Unity Connection

（取得）

合格

UCJ713F.CUC
.J.007

Unity 
Connection

電話機ディスプレイ

経由で削除された E 
メールの Microsoft 
Outlook プレゼンテー

ション

電話機ディスプレイ経由で

作成されたメッセージの該

当ステータスが Microsoft 
Outlook に反映されること

を確認します。

ステージ 1：Unified 
IP Phone --> Unified 
Communications 
Manager --> Unity 
Connection --> TUI 
--> メッセージの削除

ステージ 2：Outlook 
--> Unity Connection 
統合 --> Unity 
Connection 

合格

UCJ713F.CUC
.J.008

Unity 
Connection

Microsoft Outlook で
受信されたボイス

メールの暗号化

ユーザがボイスメールにア

クセスしようとすると、

Microsoft Outlook（SSL 
対応）からユーザ名とパス

ワードの入力が促されるこ

とを確認します。

ステージ 1：Outlook 
-> サーバ設定 -> SSL

ステージ 2：Outlook 
-> Unity Connection 
統合 -> メールの受信

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unity Connection   
UCJ713F.CUC
.J.009

Unity 
Connection

バックアップからの

クラスタ復元

再インストールすることな

く Unity Connection クラ

スタをバックアップから正

常に復元できることを確認

します。

復元された Unity 
Connection で VPIM メッ

セージを経路指定できるこ

とを確認します。

Unity Connection -> 
UMG -> MWI

合格

UCJ713F.CUC
.J.010

Unity 
Connection

一括編集を使用した

言語設定更新

一連の加入者に対する一括

編集経由の言語設定変更が

正しく反映されることを確

認します。

合格

UCJ713F.CUC
.J.011

Unity 
Connection

外部発信者への折り

返し電話

外部発信者への折り返し電

話設定で不特定の外部コー

ルに応答できることを確認

します。

電話機 1 --> ボイス

メール番号 --> Unity 
Connection --> 
Unified 
Communications 
Manager --> 発信者

合格

UCJ713F.CUC
.J.012

冗長性 Unity Connection 
フェールオーバー

プライマリとセカンダリの 
Unity Connection サーバ 
ロール切り替えが、フェー

ルオーバー中に正常に機能

することを確認します。

ステージ 1：Unified 
IP Phone 1 -> Unified 
Communications 
Manager -> Unified 
IP Phone 2 -> Unity 
Connection

ステージ 2：フェー

ルオーバー：Unified 
IP Phone 2 --> 
Unified 
Communications 
Manager --> Unity 
Connection（取得）

合格

UCJ713F.CUC
.J.013

冗長性 冗長性と代替連絡先 セカンダリ Unity 
Connection サーバがアク

ティブになったときに、

ユーザが代替連絡先を使用

して Unity Connection に
正常にアクセスできること

を確認します。

アナログ電話機 --> 
Unified 
Communications 
Manager --> Unity 
Connection

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unity Connection
UCJ713L.CUC
.J.014

冗長性 冗長性：適切なロ

ケールのセカンダリ

ユーザが、アクティブ 
モードのセカンダリ Unity 
Connection サーバ上で必

要な設定値を正常に構成で

きることを確認します。

プライマリ Unity 
Connection サーバ上で構

成されたロケール設定値と

ユーザ設定値が、フォール

バック中に、セカンダリ 
Unity Connection サーバに

正常に反映されることを確

認します。

電話機 --> Unified 
Communications 
Manager --> Unity 
Connection

合格

UCJ713L.CUC
.J.015

ボイスメー

ル

ダイヤル ルールから

継承された発信者に

再生される言語

発信者に再生される言語

が、設定されたダイヤル 
ルールに基づいて正常に継

承されることを確認しま

す。

Unified IP Phone --> 
Unified 
Communications 
Manager --> Unity 
Connection

合格

UCJ713L.CUC
.J.016

Unity 
Connection

必要な言語による SA 
ページ内の加入者リ

スト

Unity Connection と 
Unified Communications 
Manager が AXL を使用し

て正常に同期できることを

確認します。

Unity Connection 内の 
[Service Access] ページの

左ペインに必要な言語で加

入者が一覧表示されること

を確認します。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unity Connection   
UCJ713F.CUC
.J.017

ボイスメー

ル

複数のサイト上での 
Unified 
Communication 
Manager フェール

オーバーを使用した

ボイスメール取得

サイト 1 内のユーザ 1 がサ

イト 2 内のユーザ 2 にコー

ルします。ユーザ 2 が応答

しません。サイト 2 内のプ

ライマリ Unified 
Communications Manager 
がダウンして、サイト 2 内
のセカンダリ Unified 
Communications Manager 
が起動します。

ユーザ 1 がユーザ 2 に対す

るボイスメールを正常に記

録できる（Unity 
Connection をセカンダリ 
Unified Communications 
Manager に正常に再登録

できる）ことを確認しま

す。

ステージ 1：Unified 
IP Phone 1 --> 
Unified 
Communications 
Manager 1 --> Unity 
Connection --> 
Unified IP Phone 2

ステージ 2：Unified 
IP Phone 2 --> 
Unified 
Communications 
Manager 2 --> Unity 
Connection（取得）

合格

UCJ713F.CUC
.J.018

ボイスメー

ル

ボイスメール通知 ユーザがビジーで、着信

コールがハント グループ

に転送された後でタイムア

ウトした場合に、発信側で

メッセージを記録すること

ができ、ボイスメール通知

がユーザに正常に送信され

ることを確認します。

ステージ 1：Unified 
IP Phone 1 --> 
Unified 
Communications 
Manager --> Unity 
Connection --> 
Unified IP Phone 2

（ビジー）--転送 --> 
ハント グループ --> 
タイムアウト --> 
Unity Connection --> 
MWI

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  相互運用性
相互運用性

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害

UCJ713F.INT.
U.001

相互運用性 ICT トランク経由の 
Interoperability 7.1.2 
～ 7.1.3 着信コール

2 つの異なる 
Communications 
Manager バージョン

（7.1.3 と 7.1.2）間の音

声コールが正常に確立

されることを確認しま

す。

IP Phone --> Unified 
Communications 
Manager（7.1.2）--> 
ICT --> Unified 
Communications 
Manager（7.1.3）

合格
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  IP Communicator   
IP Communicator
ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害

UCJ713F.CIPC
.C.001

IP 
Communicator

バックアップ 
Unified 
Communications 
Manager への IP 
Communicator 
フェールオーバー

プライマリ Unified 
Communications Manager 
で障害が発生した場合に、

IP Communicator がバック

アップ Unified 
Communications Manager 
にフォールバックすること

を確認します。

合格

UCJ713F.CIPC
.C.002

IP 
Communicator

自動応答タイマー

に関する IP 
Communicator と 
SIP 電話機の応答

IP Communicator-SCCP 電
話機と Communicator SIP 
電話機の両方が 10 秒以内

に自動応答することを確認

します。

合格

UCJ713F.CIPC
.C.003

IP 
Communicator

IP Communicator 
アプリケーション

（共有回線）からの

パークされたコー

ルのピックアップ

パークされたコールが、IP 
Communicator アプリケー

ション（共有回線）から正

常にピックアップできるこ

とを確認します。

合格

UCJ713F.CIPC
.C.004

IP 
Communicator

IP Communicator 
と Unified 
Presence

IP Communicator と 
Unified Presence の統合を

確認します。Unified 
Presence から提供される

機能の一部が欠落していて

も IP Communicator は引

き続き正常に機能する必要

があります。

合格

UCJ713F.CIPC
.C.005

IP 
Communicator

IP Communicator 
とファイアウォー

ル：Interop

ファイアウォールを挟んで

反対側にある別のクラスタ

内の IP Communicator へ
の音声コールが成功するこ

とを確認します。

IP Communicator --> 
IOSFW --> IP 
Communicator

合格

UCJ713F.CIPC
.C.006

IP 
Communicator

複数のバージョン

の IP 
Communicator

ある IP Communicator（あ

るバージョン）から別の 
IP Communicator（別の

バージョン）へコールが成

功することを確認します。

合格

UCJ713F.CIPC
.C.007

IP 
Communicator

外部 PSTN 電話機

の発信コールのリ

ングバック

H.323 ゲートウェイ経由の

外部 PSTN 電話機への発信

コールでリング バック 
トーンが鳴り、正常に接続

されることを確認します。

合格

UCJ713F.CIPC
.C.008

IP 
Communicator

IP Communicator 
での Meet-Me 会議

IP Communicator 参加者が

「Meet-me」を使用して正

常に会議に参加できること

を確認します。

合格
3-19
Unified Communications System リリース 7.1(3) 日本語版および 7.1(5) 日本語版 検証レポート        

OL-22736-01-J



 

第 3 章     リリース 7.1(3) 日本語版 検証レポート概要          

  Unified IP Phone
Unified IP Phone
ID

テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネ

ント フロー

ステー

タス 障害

UCJ713F.
Phone.U.0
01

Unified IP 
Phone

 ビジー ランプ フィー

ルド短縮ダイヤルと

コール ブラインド転

送の組み合わせ

ビジー ランプ フィールド短縮ダイ

ヤルとコール ブラインド転送の組

み合わせが Unified IP Phone 間で

正しく機能することを確認します。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

UCJ713F.
Phone.U.0
02

Unified IP 
Phone

 ビジー ランプ フィー

ルド短縮ダイヤルと

コール ブラインド転

送の組み合わせ

epFeatur1（Unified IP Phone 7975 
に適用される機能）から epFeatur2

（Unified IP Phone 7961 に適用され

る機能）に BLF 短縮ダイヤルされ

ることを確認します。転送ソフト

キーを押すと、epFeatur2 から 
epAsstnt1（アシスタント TNP 
39xx SIP 電話機）にコールがブラ

インド転送されます。epFeatur1 と 
epAsstnt1 が直接通話し、

epFeatur2 はコールが切断されま

す。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

UCJ713F.
Phone.U.0
03

Unified IP 
Phone

単一回線上での短縮

ダイヤルと複数コー

ルの組み合わせ

epAsstnt1（IP Communicator）か

ら BLF DN にコールすると、

epFeatur2（Unified IP Phone 7961 
に適用される機能）が通話中にな

ることを確認します。epFeatur1
（Unified IP Phone 7975 に適用され

る機能）で BLF ボタンを押すと、

epFeatur2 に短縮ダイヤルされま

す。epFeatur2 は第 2 のコールを単

一回線上の通常の複数コールとし

て処理します。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格
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  Unified IP Phone    
UCJ713F.
Phone.U.0
04

Unified IP 
Phone

単一回線上でのビ

ジー ランプ フィール

ド短縮ダイヤルと複

数コールの組み合わ

せ

epAsstnt1（アシスタント Unified 
SIP Phone 3911）から BLF DN に
コールすると、epFeatur2（Unified 
IP Phone 7961 に適用される機能）

が通話中になることを確認します。

epFeatur1（Unified IP Phone 7975 
に適用される機能）で BLF ボタン

を押すと、epFeatur2 に短縮ダイヤ

ルされます。epFeatur2 は第 2 の
コールを単一回線上の通常の複数

コールとして処理します。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

UCJ713F.
Phone.U.0
05

Unified IP 
Phone

ビジー ランプ フィー

ルド短縮ダイヤルと

保留およびレジュー

ム機能の組み合わせ

epFeatur1（Unified IP Phone 7975 
に適用される機能）で BLF ボタン

を押すと、epAsstnt1（アシスタン

ト TNP 79xx SCCP 電話機）に短縮

ダイヤルされるかどうかを確認し

ます。コール中にどちらか一方で

保留 /レジュームを 3 回繰り返しま

す。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

UCJ713F.
Phone.U.0
06

Unified IP 
Phone

ビジー ランプ フィー

ルド短縮ダイヤルと

保留およびレジュー

ム機能の組み合わせ

epFeatur1（Unified IP Phone 7975 
に適用される機能）で BLF ボタン

を押すと、epAsstnt1（アシスタン

ト Unified IP Phone IP 
Communicator SCCP）に短縮ダイ

ヤルされるかどうかを確認します。

コール中にどちらか一方で保留 /レ
ジュームを 3 回繰り返します。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネ

ント フロー

ステー

タス 障害
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  Unified IP Phone
UCJ713F.
Phone.U.0
07

Unified IP 
Phone

自動転送先の優先 epFeature（Unified IP Phone 7975 
に適用される機能）が [CFwdALL] 
ソフトキーを備えた電話機である

かどうかを確認します。epAsstnt1
（アシスタント エンドポイント 1）
は、コールを発信する電話機です。

epAsstnt2（アシスタント エンドポ

イント 2）は、不在転送のターゲッ

トです。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

UCJ713F.
Phone.U.0
08

Unified IP 
Phone

自動転送先の優先 epFeature（Unified IP Phone IP 
Communicator に適用される機能）

が [CFwdALL] ソフトキーを備え

た電話機であるかどうかを確認し

ます。epAsstnt1（アシスタント 
TNP 79xx SCCP 電話機）は、コー

ルを発信する電話機です。

epAsstnt2（アシスタント Unified 
IP Phone 7961）は、不在転送の

ターゲットです。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

UCJ713F.
Phone.U.0
09

Unified IP 
Phone

未登録時コール転送

（CFUR）

epFeature（Unified IP Phone 7961 
に適用される機能）が未登録の電

話機であるかどうかを確認します。

epAsstnt1（アシスタント Unified 
IP Phone 7975）は、コールを発信

する電話機です。epAsstnt2（アシ

スタント Unified IP Phone IP 
Communicator）は、未登録時コー

ル転送のターゲットです。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネ

ント フロー

ステー

タス 障害
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  Unified IP Phone    
UCJ713F.
Phone.U.0
10

Unified IP 
Phone

未登録時コール転送

（CFUR）

epFeature（Unified IP Phone IP 
Communicator に適用される機能）

が未登録の電話機であるかどうか

を確認します。epAsstnt1（アシス

タント Unified IP Phone 7975）は、

コールを発信する電話機です。

epAsstnt2（アシスタント Unified 
SIP Phone 3911）は、未登録時コー

ル転送のターゲットです。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

UCJ713F.
Phone.U.0
11

Unified IP 
Phone

カバレッジなし時

コール転送（CFNC）

epFeature（Unified IP Phone 7961 
に適用される機能）がカバレッジ

なし時コール転送が設定された電

話機、epAsstnt1（アシスタント 
Unified IP Phone 7975）が CFNC 
のターゲット、epAsstnt2（アシス

タント IP Communicator）がコー

ルを発信する電話機、epAsstnt3
（アシスタント エンドポイント 3）
がハント リストの最初の電話機、

および epAsstnt4（アシスタント エ
ンドポイント 4）がハント リスト

の 2 番目の電話機であるかどうか

を確認します。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

UCJ713F.
Phone.U.0
12

Unified IP 
Phone

カバレッジなし時

コール転送（CFNC）

epFeature（エンドポイントに適用

される機能）がカバレッジなし時

コール転送が設定された電話機、

epAsstnt1（アシスタント エンドポ

イント 1）が CFNC のターゲット、

epAsstnt2（アシスタント エンドポ

イント 2）がコールを発信する電話

機、epAsstnt3（アシスタント エン

ドポイント 3）がハント リストの

最初の電話機、および epAsstnt4
（アシスタント エンドポイント 4）
がハント リストの 2 番目の電話機

であるかどうかを確認します。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネ

ント フロー

ステー

タス 障害
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  Unified IP Phone
UCJ713F.
Phone.U.0
13

Unified IP 
Phone

ソフトキーによる不

在転送

epFeature（機能が適用されるエン

ドポイント）がソフトキーを押す

電話機、epAsstnt1（アシスタント 
SCCP エンドポイント 1）がコール

を発信する電話機、epAsstnt2（ア

シスタント SCCP エンドポイント 
2）が不在転送のターゲットである

かどうかを確認します。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

UCJ713F.
Phone.U.0
14

Unified IP 
Phone

ソフトキーによる不

在転送

epFeature（機能が適用されるエン

ドポイント）がソフトキーを押す

電話機、epAsstnt1（アシスタント 
SCCP エンドポイント 1）がコール

を発信する電話機、epAsstnt2（ア

シスタント SIP エンドポイント 2）
が不在転送のターゲットであるこ

とを確認します。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

UCJ713F.
Phone.U.0
15

Unified IP 
Phone

ビジー ランプ フィー

ルド（BLF）のア

ラートとコール ピッ

クアップ

epFeature1（BLF-DN を使用して

適用されるエンドポイント 1 
SCCP）が SIP エンドポイント 2 へ
の BLF 短縮ダイヤルを押すことを

確認します。エンドポイント 2 と
同じコール ピックアップ グループ

に属している epAsstnt1（アシスタ

ント エンドポイント 3 IP 
Communicator）がピックアップ ボ
タンを押して、BLF コールをピッ

クアップします。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネ

ント フロー

ステー

タス 障害
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  Unified IP Phone    
UCJ713F.
Phone.U.0
16

Unified IP 
Phone

ビジー ランプ フィー

ルド（BLF）のア

ラートとコール ピッ

クアップ

epFeature1（BLF-DN を使用して

適用されるエンドポイント 1 
SCCP）が SCCP エンドポイント 2 
への BLF 短縮ダイヤルを押すこと

を確認します。エンドポイント 2 
と同じコール ピックアップ グルー

プに属している epAsstnt1（アシス

タント エンドポイント 3 IP 
Communicator）がピックアップ ボ
タンを押して、BLF コールをピッ

クアップします。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

UCJ713F.
Phone.U.0
17

Unified IP 
Phone

無応答時ハント転送 epFeature（機能が適用されるエン

ドポイント）がハント パイロット

番号をコールする電話機になるよ

うに設定することによって確認し

ます。epAsstnt1（アシスタント エ
ンドポイント 1）および epAsstnt2

（アシスタント エンドポイント 2）
は、回線グループの電話機です。

epAsstnt3（アシスタント エンドポ

イント 3）は無応答時ハント転送の

ターゲットです。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

UCJ713F.
Phone.U.0
18

Unified IP 
Phone

無応答時ハント転送 epFeature（機能が適用されるエン

ドポイント）がハント パイロット

番号をコールする電話機になるよ

うに設定することによって確認し

ます。SCCP epAsstnt1（アシスタ

ント エンドポイント 1）および 
SCCP epAsstnt2（アシスタント エ
ンドポイント 2）は、回線グループ

の電話機です。SIP epAsstnt3（ア

シスタント エンドポイント 3）は

無応答時ハント転送のターゲット

です。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネ

ント フロー

ステー

タス 障害
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  Unified IP Phone
UCJ713F.
Phone.U.0
19

Unified IP 
Phone

ハント グループと回

線グループ

ハント グループと回線グループの

機能が次の設定で正しく機能する

ことを確認します。epFeature（機

能が適用されるエンドポイント）

がハント パイロット番号をコール

する電話機です。epAsstnt1（アシ

スタント SCCP エンドポイント 1）
および epAsstnt2（アシスタント 
SCCP エンドポイント 2）は、回線

グループの最初の 2 つの電話機で

す。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

UCJ713F.
Phone.U.0
20

Unified IP 
Phone

ハント グループと回

線グループ

ハント グループと回線グループの

機能が次の設定で正しく機能する

ことを確認します。epFeature（機

能が適用されるエンドポイント）

がハント パイロット番号をコール

する電話機です。epAsstnt1（アシ

スタント SCCP エンドポイント 1）
および epAsstnt2（アシスタント 
SIP エンドポイント 2）は、回線グ

ループの最初の 2 つの電話機です。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

UCJ713F.
Phone.U.0
21

Unified IP 
Phone

組み込みブリッジを

イネーブルにした場

合の Unified IP Phone 
への共有回線割り込

み

epAsstnt2（アシスタント エンドポ

イント 2）および epFeature（機能

が適用されるエンドポイント）が

共有回線を持ち、epAsstnt2 が組み

込みブリッジを持つように設定す

ることによって確認します。SIP 
EpAsstnt1（アシスタント エンドポ

イント 1）が共有回線で epAsstnt2 
にコールします。epFeature で 
[Barge] ソフトキーを押して、

epAsstnt1 と epAsstnt2 による会議

コールを実行します。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネ

ント フロー

ステー

タス 障害
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  Unified IP Phone    
UCJ713F.
Phone.U.0
22

Unified IP 
Phone

組み込みブリッジを

イネーブルにした場

合の Unified IP Phone 
への共有回線割り込

み

epAsstnt2（アシスタント エンドポ

イント 2）および epFeature（機能

が適用されるエンドポイント）が

共有回線を持ち、epAsstnt2 が組み

込みブリッジを持つように設定す

ることによって確認します。IP 
Communicator EpAsstnt1（アシス

タント エンドポイント 1）が共有

回線で epAsstnt2 にコールします。

epFeature で [Barge] ソフトキーを

押して、epAsstnt1 と epAsstnt2 に
よる会議コールを実行します。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

UCJ713F.
Phone.U.0
23

Unified IP 
Phone

共有 DN へのコール IP Communicator と SIP 電話機で

共有 DN にコールすることによっ

て、共有 DN の動作を確認します。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

UCJ713F.
Phone.U.0
24

Unified IP 
Phone

共有 DN へのコール IP Communicator と SCCP 電話機

で共有 DN にコールすることに

よって、共有 DN の動作を確認し

ます。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネ

ント フロー

ステー

タス 障害
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  Unified IP Phone
UCJ713F.
Phone.U.0
25

Unified IP 
Phone

[GPickUp] ソフト

キーによる（他の）

グループのピック

アップ

epFeature（機能が適用されるエン

ドポイント）とは無関係のピック

アップ グループに属している 
epAsstnt2（アシスタント エンドポ

イント 2）を設定し、Unified 
Communications Manager サービス 
パラメータの [Auto Call Pickup 
Enabled] を false として設定するこ

とによって確認します。EpAsstnt1
（独立した他のグループ エンドポイ

ント 1）が epAsstnt2 にコールしま

す。epAsstnt2 を呼び出している間

に、EpFeature で [GPickUp] ソフ

トキーを押します。呼び出し後に、

EpFeature をオフフックして、

GPickUp 番号を入力し、別のグ

ループ内のコールに接続します。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

UCJ713F.
Phone.U.0
26

Unified IP 
Phone

[Pickup] ソフトキー

による同一グループ

の（通常の）ピック

アップ

同じピックアップ グループの 
epFeature（機能が適用されるエン

ドポイント）と epAsstnt2（アシス

タント エンドポイント 2）を設定

し、Unified Communications 
Manager サービス パラメータの 
[Auto Call Pickup Enabled] を false 
に設定することによって確認しま

す。EpAsstnt1（アシスタント エン

ドポイント 1）から epAsstnt2 に
コールします。epAsstnt2 を呼び出

している間に、EpFeature で 
[PickUp] ソフトキーを押します。

呼び出し後、EpFeature をオフフッ

クして、コールを接続します。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネ

ント フロー

ステー

タス 障害
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  Unified IP Phone    
UCJ713F.
Phone.U.0
27

Unified IP 
Phone

[Pickup] ソフトキー

による同一グループ

の（通常の）ピック

アップ

同じピックアップ グループの 
epFeature（機能が適用されるエン

ドポイント）と epAsstnt2（アシス

タント エンドポイント 2）を設定

し、Unified Communications 
Manager サービス パラメータの 
[Auto Call Pickup Enabled] を false 
に設定することによって確認しま

す。EpAsstnt1（アシスタント エン

ドポイント 1）から epAsstnt2 に
コールします。epAsstnt2 を呼び出

している間に、EpFeature で 
[PickUp] ソフトキーを押します。

呼び出し後、EpFeature をオフフッ

クして、コールを接続します。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

UCJ713F.
Phone.U.0
28

Unified IP 
Phone

[Conf] ソフトキーの

使用によるアドホッ

ク会議

epAsstnt1（アシスタント エンドポ

イント 1）から epFeature（機能が

適用されるエンドポイント）への

最初のコールを発信することに

よって確認します。EpAsstnt2（ア

シスタント エンドポイント 2）か

ら epFeature に第 2 のコールを発信

します。EpAsstnt3（アシスタント 
エンドポイント 3）からも 
epFeature にコールを発信します。

[conf] ソフトキーを押すことによっ

て、epFeature でこれら 3 つのコー

ルが結合され、会議コールが作成

されます。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネ

ント フロー

ステー

タス 障害
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  Unified IP Phone
UCJ713F.
Phone.U.0
29

Unified IP 
Phone

[Conf] ソフトキーを

使用した SCCP 電話

機と SIP 電話機間の

アドホック会議

epAsstnt1（アシスタント エンドポ

イント 1）から epFeature（機能が

適用されるエンドポイント）に最

初のコールが発信されるように設

定することによって確認します。

EpAsstnt2（アシスタント エンドポ

イント 2）から epFeature に第 2 の
コールを発信します。EpAsstnt3

（アシスタント エンドポイント 3）
からも epFeature にコールを発信し

ます。[conf] ソフトキーを押すこと

によって、epFeature でこれら 3 つ
のコールが結合され、会議コール

が作成されます。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

UCJ713F.
Phone.U.0
30

Unified IP 
Phone

無応答時コール転送 epAsstnt1（アシスタント エンドポ

イント 1）から epFeature（機能が

適用されるエンドポイント）に

コールされることを確認します。

epFeature で呼び出し音が鳴ります

が、応答はしません。コールは 
epAsstnt2（アシスタント エンドポ

イント 2）に転送されます。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

UCJ713F.
Phone.U.0
31

Unified IP 
Phone

SCCP 電話機または 
SIP 電話機と IP 
Communicator 間の無

応答時コール転送

epAsstnt1（アシスタント エンドポ

イント 1）から epFeature（機能が

適用されるエンドポイント）に

コールされることを確認します。

epFeature で呼び出し音が鳴ります

が、応答はしません。コールは 
epAsstnt2（アシスタント エンドポ

イント 2）に転送されます。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネ

ント フロー

ステー

タス 障害
3-30
Unified Communications System リリース 7.1(3) 日本語版および 7.1(5) 日本語版 検証レポート

OL-22736-01-J



 

第 3 章     リリース 7.1(3) 日本語版 検証レポート概要

  Unified IP Phone    
UCJ713F.
Phone.U.0
32

Unified IP 
Phone

話中転送 epAsstnt1（アシスタント エンドポ

イント 1）から epFeature（機能が

適用されるエンドポイント）に

コールされることを確認します。

epFeature が通話中のとき、コール

は epAsstnt2（アシスタント エンド

ポイント 2）に転送されます。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

UCJ713F.
Phone.U.0
33

Unified IP 
Phone

SCCP 電話機または 
SIP 電話機と IP 
Communicator 間の話

中転送

epAsstnt1（アシスタント エンドポ

イント 1）から epFeature（機能が

適用されるエンドポイント）に

コールされることを確認します。

epFeature が通話中のとき、コール

は epAsstnt2（アシスタント エンド

ポイント 2）に転送されます。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

UCJ713F.
Phone.U.0
34

Unified IP 
Phone

不在転送 epAsstnt1（アシスタント エンドポ

イント 1）から epFeature（機能が

適用されるエンドポイント）に

コールし、epFeature から 
epAsstnt2（アシスタント エンドポ

イント 2）にすべてのコールが転送

されることを確認します。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

UCJ713F.
Phone.U.0
35

Unified IP 
Phone

SCCP 電話機または 
SIP 電話機と IP 
Communicator 間の不

在転送

epAsstnt1（アシスタント エンドポ

イント 1）から epFeature（機能が

適用されるエンドポイント）に

コールし、epFeature から 
epAsstnt2（アシスタント エンドポ

イント 2）にすべてのコールが転送

されることを確認します。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネ

ント フロー

ステー

タス 障害
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  Unified IP Phone
UCJ713F.
Phone.U.0
36

Unified IP 
Phone

1 つの電話機に対する

複数回線上の複数

コール

epFeature（機能が適用されるエン

ドポイント）への最初のコールを

発信することによって、EpAsstnt1
（アシスタント エンドポイント 1）
を確認します。EpAsstnt2（アシス

タント エンドポイント 2）は第 2 の
コールを別の回線で epFeature に発

信します。epFeature では、最初の

コールと第 2 のコールを適切に切

り替えることができます。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

UCJ713L.
Phone.U.0
37

Unified IP 
Phone

1 つの電話機に対する

複数回線上の複数

コール中の MOH

epFeature（機能が適用されるエン

ドポイント）への最初のコールを

発信することによって、EpAsstnt1
（アシスタント エンドポイント 1）
を確認します。EpAsstnt2（アシス

タント エンドポイント 2）は第 2 の
コールを別の回線で epFeature に発

信します。epFeature では第 1 の
コールを第 2 の回線に切り替える

ことができ、Communications 
Manager でクラスタに割り当てら

れた音楽が正しく再生されます。

また、デフォルト ファイルに加え

て、さまざまな音楽ファイルのカ

スタマイズされた選択も MOH とし

て再生された場合に確認されます。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

UCJ713F.
Phone.U.0
38

Unified IP 
Phone

単一回線上の複数

コール

epFeature（機能が適用されるエン

ドポイント）への最初のコールを

発信することによって、EpAsstnt1
（アシスタント エンドポイント 1）
を確認します。epAsstnt2（アシス

タント エンドポイント 2）は第 2 の
コールを同じ回線で epFeature に発

信します。epFeature では、最初の

コールと第 2 のコールを適切に切

り替えることができます。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネ

ント フロー

ステー

タス 障害
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  Unified IP Phone    
UCJ713L.
Phone.U.0
39

Unified IP 
Phone

単一回線上の複数

コール中の MOH
epFeature（機能が適用されるエン

ドポイント）への最初のコールを

発信することによって、EpAsstnt1
（アシスタント エンドポイント 1）
を確認します。epAsstnt2（アシス

タント エンドポイント 2）は第 2 の
コールを同じ回線で epFeature に発

信します。epFeature では第 1 の
コールを第 2 の回線に切り替える

ことができ、Communications 
Manager でクラスタに割り当てら

れた音楽が正しく再生されます。

また、デフォルト ファイルに加え

て、さまざまな音楽ファイルのカ

スタマイズされた選択も MOH とし

て再生された場合に確認されます。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

UCJ713F.
Phone.U.0
40

Unified IP 
Phone

IP Communicator 
コール終了

epAsstnt1（アシスタント エンドポ

イント 1）から epFeature（機能が

適用されるエンドポイント）に

コールされるかどうかを確認しま

す。[epFeature IP Communicator] 
ウィンドウを閉じて（[X] ボタン）

から、[...Do you wish to exit?] に対

して [yes] を選択します。

[epFeature IP Communicator] ウィ

ンドウを閉じると、コールが終了

するはずです。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネ

ント フロー

ステー

タス 障害
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  Unified IP Phone
UCJ713F.
Phone.U.0
41

Unified IP 
Phone

コール終了時の IP 
Phone の応答

epAsstnt1（アシスタント エンドポ

イント 1）から epFeature（機能が

適用されるエンドポイント）に

コールされ、両者の間でコールが

確立されると、そのコールが一定

期間延長されることを確認します。

IP Communicator epFeature では、

[End Call] ソフトキーを使用して

コールが終了します。コールが正

しく終了する必要があります。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

UCJ713F.
Phone.U.0
42

Unified IP 
Phone

g.729b コーデック使

用時の一方向エンド

ツーエンド遅延

epAsstnt1（アシスタント エンドポ

イント 1、PSTN 電話機）から 
epFeature（機能が適用されるエン

ドポイント）にコールされること

を確認します。コールは通常の

コールとして確立される必要があ

ります。IP Communicator 電話機

からのコール フローが遅延した場

合にコーデックをチェックすべき

かどうかを確認します。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

UCJ713F.
Phone.U.0
43

Unified IP 
Phone

2 つのエンドポイント

間のコール

Unified IP Phone A と Unified IP 
Phone B の間のコールを確認しま

す。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

UCJ713F.
Phone.U.0
44

Unified IP 
Phone

保留とレジューム Unified IP Phone A と Unified IP 
Phone B の間のコールを確認しま

す。Unified IP Phone A または 
Unified IP Phone B のいずれかで保

留 /レジュームを 3 回繰り返しま

す。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネ

ント フロー

ステー

タス 障害
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  Unified IP Phone    
UCJ713F.
Phone.U.0
45

Unified IP 
Phone

コール受信後のコー

ル詳細レコード

ボイスメールに転送された放置

コールに関する詳細レコードを確

認します。

（注）IP Phone で日本語 OS と日本

語ロケールをインストールし、

ファームウェアを更新した状態で

確認しました。

合格

UCJ713F.
Phone.U.0
46

Unified IP 
Phone

2 つのエンドポイント

間のコール

Unified IP Phone A と Unified IP 
Phone B の間のコールを確認しま

す。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

UCJ713F.
Phone.U.0
47

Unified IP 
Phone

[X] ボタンを押すと 
IP Communicator が
閉じる

[X] ボタンを押したときの IP 
Communicator の動作が正しいこと

を確認します。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

UCJ713F.
Phone.U.0
48

Unified IP 
Phone

アクティブ コール中

のマイクロフォンの

音量

マイクロフォンの音量設定がアク

ティブ コール中に保持されること

を確認します。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

UCJ713L.
Phone.U.0
49

Unified IP 
Phone

タイマー変更の反映 CUCM 内の [Auto Answer Timer] 
機能設定が正しく機能することを

確認します。

上記は、IP Phone に必要なロケー

ルをインストールし、ファーム

ウェアを更新した状態で確認しま

した。

合格

UCJ713F.
Phone.T.0
08

Unified IP 
Phone

DHCP サーバ /クライ

アント実装を使用し

た DHCP から 
Unified IP Phone への 
IP アドレスの割り当

て

DHCP サーバをルータ /スイッチと

して使用した Unified IP Phone へ
の IP アドレス割り当てが成功する

ことを確認します。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネ

ント フロー

ステー

タス 障害
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  Unified IP Phone
UCJ713F.
Phone.T.0
09

Unified IP 
Phone

Unified 
Communications 
Manager を DHCP 
サーバとして使用し

た IP アドレスの割り

当て

SCCP 電話機と SIP 電話機の電源が

入っている場合に、Unified 
Communications Manager からの 
IP アドレス割り当てが成功するこ

とを確認します。

合格

UCJ713L.
Phone.T.0
10

Unified IP 
Phone

電話機の行テキスト 電話機内の行テキストが漢字を使

用して正しく表示されることを確

認します。

失敗 CSCte
48920

UCJ713L.
Phone.T.0
11

Unified IP 
Phone

電話機ディスプレイ

のアンチエイリアス 
サポート

アンチエイリアス サポートによっ

て、フォントがスケーラブルにな

り、複雑な文字列の色合いと表示

が見やすくなることを確認します。

合格

UCJ713F.
Phone.T.0
14

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone から

アナログ電話機への

コールに関する電話

機の音量設定

発信側で行われた電話機音量設定

に対する変更がコール中は維持さ

れるが、その後の着信コールでは

元に戻ることを確認します。

合格

UCJ713F.
Phone.T.0
16

Unified IP 
Phone

groupCallPickup 中の

アラート

コールが groupCallPickup 経由で他

の電話機でピックアップされた場

合は、Unified IP Phone の鳴動が止

まることを確認します。

Communications 
Manager --> 
Unified IP Phone 2

（鳴動）

ステージ 2：
Unified IP Phone 3 
--> 
groupCallPickup 
--> Unified IP 
Phone 1

合格

UCJ713F.
Phone.T.0
19

Unified IP 
Phone

コールバック ステー

タスの表示 
コールバック機能をアクティブに

した場合にコールバック ステータ

スが正しく表示されることを確認

します。

ステージ 1：
Unified IP Phone 1 
--> Unified 
Communications 
Manager --> 
Unified IP Phone 2

（ビジー）--> 
Unified IP Phone 1 
--> コールバック

ステージ 2：
Unified IP Phone 1 
<-（コールバッ

ク）-- Unified 
Communications 
Manager --> 
Unified IP Phone 2

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネ

ント フロー

ステー

タス 障害
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  Unified IP Phone    
UCJ713L.
Phone.T.0
25

Unified IP 
Phone

7970 - 自動転送情報

の表示

Unified IP Phone 7960 に自動転送

ステータスが正しく表示されるこ

とを確認します。

Unified IP Phone 1 
--> Unified 
Communications 
Manager --> 
Unified IP Phone 2 
--> 自動転送 --> 
Unified IP Phone 3

失敗 CSCte
48920

UCJ713L.
Phone.T.0
26

Unified IP 
Phone

ディスプレイ上の 
7961 行テキスト設定

Unified IP Phone 7961 で行テキス

ト設定が正しく表示されることを

確認します。

失敗 CSCte
48920

UCJ713L.
Phone.T.0
27

Unified IP 
Phone

7970 - 個人アドレス

帳文字の表示

個人アドレス帳情報が Unified IP 
Phone 7970 に必要なロケールで表

示されることを確認します。

失敗 CSCte
48920

UCJ713L.
Phone.T.0
28

Unified IP 
Phone

7970 - 発信側 /着信側

情報の表示

Unified IP Phone 7970 で発信側 /着
信側情報が正しく表示されること

を確認します。

UCJ713L.
Phone.T.0
29

Unified IP 
Phone

7970 - 共通デバイス

設定

7970 - 共通デバイス内の日本語ロ

ケールを使用して、ディレクトリ

が全角漢字 /カタカナで正しく表示

されることを確認します。

UCJ713L.
Phone.T.0
30

Unified IP 
Phone

電話機ディスプレイ [Acct] に関するオプション メ
ニューが Unified IP Phone 7921 上
に正しく表示されることを確認し

ます。

UCJ713F.
Phone.T.0
31

Unified IP 
Phone

QRT QRT レポートの生成および表示時

に、Unified IP Phone が正しく機能

することを確認します。

UCJ713F.
Phone.T.0
32

Unified IP 
Phone

電話機ディスプレイ

の設定

Unified IP Phone でディスプレイ設

定を必要なロケールに変更できる

ことを確認します。

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネ

ント フロー

ステー

タス 障害
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  UC Integration for MOC
UC Integration for MOC
ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポー

ネント フロー

ステー

タス 障害

UCJ713F.CSF.
U.001

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator

 H.323 トランク上での

クラスタ間コール

H.323 トランク上のクラ

スタ間コールが、

Unified IP phone を制御

している UC Integration 
for Microsoft Office 
Communicator クライア

ント間で正常に確立され

ることを確認します。

UC Integration 
for Microsoft 
Office 
Communicator 1 
-> Unified 
Communications 
Manager -> 
SCCP 電話機 1 
-> 会議 -> H.323 
ICT -> Unified 
Communications 

Manager -> UC 
Integration for 
Microsoft Office 
Communicator 2

合格

UCJ713F.CSF.
U.002

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator

パーティションが異な

る UC integration for 
Microsoft Office 
Communicator クライ

アント間のコール

パーティションが異なる 
Unified IP phone を制御

している UC Integration 
for Microsoft Office 
Communicator クライア

ント間でコールが正常に

確立されることを確認し

ます。

UC Integration 
for Microsoft 
Office 
Communicator 1 
-> Unified 
Communications 
Manager -> 
SCCP 電話機 1 
-> 会議 -> QSIG 
ICT -> Unified 
Communications 

Manager -> UC 
Integration for 
Microsoft Office 
Communicator 2

合格

UCJ713F.CSF.
U.003

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator

標準的な IP Phone を
使用した会議 

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator と標準的

な IP Phone 間の会議機

能が正しく機能すること

を確認します。

UC Integration 
for Microsoft 
Office 
Communicator 
-> Unified 
Communications 
Manager -> 
SCCP 電話機 1 
-> 会議 -> QSIG 
ICT -> Unified 
Communications 

Manager -> SIP 
電話機 1

失敗 CSCte
40715
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  UC Integration for MOC     
UCJ713F.CSF.
U.004

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator

マルチパーティ会議で

の UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator

複数の UC integration for 
Microsoft Office 
Communicator 間のマル

チパーティ会議が正しく

機能することを確認しま

す。

UC Integration 
for Microsoft 
Office 
Communicator 1 
-> Unified 
Communications 
Manager -> UC 
Integration for 
Microsoft Office 
Communicator 2 
-> 会議 -> UC 
Integration for 
Microsoft Office 
Communicator 4

失敗 CSCte
40715

UCJ713F.CSF.
U.005

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator ユーザ

による DND がイネー

ブルになっている 
Unified Personal 
Communicator と IP 
Communicator のコー

ル

DND がイネーブルに

なっている Unified 
Personal Communicator 
と IP Communicator への

コール時に UC 
integration for Microsoft 
Office Communicator が
正しく機能することを確

認します。

合格

UCJ713F.CSF.
U.006

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator ユーザ

による DND がイネー

ブルになっている 
SCCP 電話機ユーザの

コール

DND がイネーブルに

なっている SCCP 電話機

へのコール時に UC 
integration for Microsoft 
Office Communicator が
正しく機能することを確

認します。

UCJ713F.CSF.
U.007

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator と IP 
Phone 上でのユーザの

プレゼンス ステータ

スの複製

ユーザのプレゼンス ス
テータスが、UC 
Integration for Microsoft 
Office Communicator か
ら IP Phone に、または、

その逆方向に正しく複製

されることを確認しま

す。

合格

UCJ713F.CSF.
U.008

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator の 
Cisco Unity ボイス

メールおよび SIP 電話

機との相互運用性

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator が SIP 電
話機からの CFNA コール

を Unity ボイスメールに

リダイレクトすることを

確認します。

SIP 電話機 -> 
Unified 
Communications 
Manager -> UC 
Integration for 
Microsoft Office 
Communicator + 
CSF -> CFNA -> 
Unity

合格

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポー

ネント フロー

ステー

タス 障害
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  UC Integration for MOC
UCJ713F.CSF.
U.009

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator

共有回線を使用した UC 
Integration for Microsoft 
Office Communicator か
ら SCCP 電話機への

コール

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator から、
Unified Communications 
Manager に登録され、共

有回線が設定された 
SCCP 電話機へのコール

中のコール接続を確認し

ます。

UC Integration 
for Microsoft 
Office 
Communicator 
-> Unified 
Communications 
Manager -> 
SCCP 電話機 A、

SCCP 電話機 B

失敗 CSCte
41273

UCJ713F.CSF.
U.010

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator

コール中のユーザのプ

レゼンス ステータス

のチェック

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator にコール

中のユーザのプレゼンス 
ステータスが正しく表示

されることを確認しま

す。

SIP 電話機 -> 
CUCM -> MOC 
+ CSF -> CFNA 
-> Unity

合格

UCJ713F.CSF.
U.011

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator

代替デバイスへのコー

ル転送 
UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator 内の転送

オプションが正しく機能

し、代替デバイスとの

コール接続が成功するこ

とを確認します。

合格

UCJ713F.CSF.
U.012

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator

Softphone モードにあ

る UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator でのア

クティブ コールの

パーク

ユーザが、Softphone 
モードにある UC 
Integration for Microsoft 
Office Communicator で
アクティブ コールをパー

クできることを確認しま

す。

合格

UCJ713F.CSF.
U.013

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator

Deskphone モードにあ

る UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator でのア

クティブ コールの

パーク

ユーザが、Deskphone 
モードにある UC 
Integration for Microsoft 
Office Communicator で
アクティブ コールをパー

クできることを確認しま

す。

合格

UCJ713F.CSF.
U.014

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator

会話ペインへのサイン

イン

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator 内の 
[Remember my Details] 
オプションを使用して会

話ペインにサインインで

きることを確認します。

合格

UCJ713F.CSF.
U.015

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator

保留コールの終了 保留コールの終了時の動

作が正しいことを確認し

ます。

合格

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポー

ネント フロー

ステー

タス 障害
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  UC Integration for MOC     
UCJ713F.CSF.
U.016

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator

Microsoft Outlook で
会議をスケジュールし

たときの UC 
Integration for 
Microsoft Office 
Communicator 内のプ

レゼンス ステータス

Microsoft Outlook で会

議をスケジュールしたと

きに、プレゼンス ステー

タスが UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator に正しく

表示されることを確認し

ます。

合格

UCJ713F.CSF.
U.017

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator

あるサイト内の SCCP 
電話機から別のサイト

内の UC Integration 
for Microsoft Office 
Communicator への

コール

あるサイト内の SCCP 電
話機と別のサイト内の 
UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator 間のコー

ル接続を確認します。

SCCP 電話機 1 
-> Unified 
Communications 
Manager 1 -> 
QSIG ICT -> 
Unified 
Communications 
Manager 2 -> UC 
Integration for 
Microsoft Office 
Communicator 

合格

UCJ713F.CSF.
U.018

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator

Office 
Communications 
Server との接続が失わ

れた場合の UC 
Integration for 
Microsoft Office 
Communicator の動作

Office Communications 
Server との接続が失われ

た場合に、UC 
Integration for Microsoft 
Office Communicator の
プレゼンス ステータスと

動作が正しいことを確認

します。

合格

UCJ713F.CSF.
U.019

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator

SIP トランク上のクラ

スタ間コール

SIP トランク上のクラス

タ間コールが、Unified 
IP phone を制御している 
UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator クライア

ント間で正常に確立され

ることを確認します。

UC Integration 
for Microsoft 
Office 
Communicator 
-> OCS 2007 -> 
Unified Presence 
-> CTI -> Unified 
Communications 
Manager 1 -> SIP 
トランク -> 
Unified Mobile 
Communicator 2 
-> Unified IP 
Phone

合格

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポー

ネント フロー

ステー

タス 障害
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  UC Integration for MOC
UCJ713F.CSF.
U.019

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator

 SIP トランク上のクラ

スタ間コール

SIP トランク上のクラス

タ間コールが、Unified 
IP phone を制御している 
UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator クライア

ント間で正常に確立され

ることを確認します。

UC Integration 
for Microsoft 
Office 
Communicator 
-> OCS 2007 -> 
Unified Presence 
-> CTI -> Unified 
Communications 
Manager 1 -> SIP 
トランク -> 
Unified Mobile 
Communicator 2 
-> Unified IP 
Phone

合格

UC712EF.CSF
.016

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator

Office 
Communications 
Server への接続が失わ

れた場合の UC 
Integration 搭載の 
Microsoft Office 
Communicator

（MOC）の動作

合格

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポー

ネント フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Presence   
Unified Presence
ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害

UCJ713F.CUP.
U.001

インストール /
アップグレード

パブリッシャおよ

びサブスクライバ

としての 7845H2 
サーバ上での 
Unified Presence 
7.x のフレッシュ イ
ンストール

7845H2 サーバ上での 
Unified Presence パブリッ

シャおよび Unified 
Presence サブスクライバ

としての Unified Presence 
7.x バージョンのフレッ

シュ インストールが成功

することを確認します。

合格

UCJ713F.CUP.
D.002

Unified 
Presence

Active Directory へ
の新しいユーザの

追加

Active Directory に新しい

ユーザを追加して、その

他のバディのプレゼンス 
ステータスが正しく表示

されることを確認します。

合格

UCJ713F.CUP.
D.003

Unified 
Presence

2 つの Unified 
Presence サーバ間

のクラスタ間同期

2 つの Unified Presence 
サーバ間で SIP トランク

を作成して、それらの間

のクラスタ間同期を確認

します。

Unified Presence 1 -> 
SIP トランク -> 
Unified Presence 2

合格

UCJ713F.CUP.
J.004

Unified 
Presence

クラスタが異なる 2 
つの Unified 
Personal 
Communicator のプ

レゼンス ステータ

スの更新

クラスタが異なる 2 つの 
Unified Personal 
Communicator でお互いの

プレゼンス ステータスが

表示できることを確認し

ます。

Unified Personal 
Communicator 1 -> 
Unified Presence 1 -> 
Unified 
Communications 
Manager 1（クラス

タ 1）-> Unified 
Communications 
Manager 2（クラス

タ 2）-> Unified 
Presence 2 -> Unified 
Personal 
Communicator 2

合格

UCJ713F.CUP.
J.005

ドメイン間フェ

デレーション

IPPM を使用したド

メイン間フェデ

レーション

リモート クラスタに配置

されたバディの IPPM ス
テータスが、IPPM のログ

イン /ログアウトに合わせ

て変化することを確認し

ます。

IP 
Communicator1->Un
ified 
Communications 
Manager1（クラスタ 
1）->Unified 
Communications 
Manager2（リモート 
クラスタ 2）
->Unified 
Presence2->Unified 
Personal 
Communicator2

失敗 CSCte
10929
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  Unified Presence
UCJ713F.CUP.
J.006

ドメイン間フェ

デレーション

IM を使用したドメ

イン間フェデレー

ション

Unified Personal 
Communicator ユーザが、

リモート クラスタに配置

された連絡先と IM の送受

信ができることを確認し

ます。

Unified Personal 
Communicator 1（ク

ラスタ 1）-> Unified 
Presence 1 -> Unified 
Communications 
Manager 1 -> Unified 
Communications 
Manager 2 -> Unified 
Presence 2 -> Unified 
Personal 
Communicator 2（リ

モート クラスタ 2）

合格

UCJ713F.CUP.
J.007

相互運用性 2 つの Unified 
Presence バージョ

ン間の相互運用性

コールが確立し、バー

ジョンが異なる Unified 
Presence Server 間で IM 
を交換できることを確認

します。

Unified Personal 
Communicator 1 -> 
Unified Presence 1

（6.x）-> Unified 
Communications 
Manager 1 -> Unified 
Communications 
Manager 2 -> Unified 
Presence 2（7.x）-> 
Unified Personal 
Communicator 2

合格

UCJ713F.CUP.
D.008

Unified 
Presence

Unified Presence が
バックアップ ノー

ドにフェールオー

バー後のバディの

プレゼンス ステー

タス

Unified Presence がデュア

ル ノードの冗長トポロジ

で設定されている場合に、

フェールオーバー発生後

の Unified Personal 
Communicator バディのプ

レゼンス ステータスが正

しく表示されることを確

認します。

合格

UCJ713F.CUP.
D.009

Unified 
Presence

Unified Personal 
Communicator を通

して追加されたバ

ディ（IP 
Communicator ユー

ザ）のプレゼンス 
ステータス

管理者が、Unified 
Personal Communicator 
経由で追加されたバディ

（IP Communicator ユー

ザ）のプレゼンス ステー

タスを Unified Presence 
UI に表示できることを確

認します。

合格

UCJ713F.CUP.
D.010

フェールオー

バー

フェールオーバー

中の Unified 
Personal 
Communicator のロ

グイン

ユーザが、フェールオー

バー中に Unified Personal 
Communicator に正常にロ

グインできることを確認

します。フェールオー

バーのログインが失敗ま

たは遅延することは許さ

れません。

失敗 CSCtb
98775

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Presence   
UCJ713F.CUP.
D.011

Unified 
Presence

共有 Unified IP 
Phone を制御して

いる Unified 
Personal 
Communicator のプ

レゼンス ステータ

ス

共有回線が設定された電

話機を制御している 
Unified Personal 
Communicator のプレゼン

ス ステータスを確認しま

す。

合格

UCJ713F.CUP.
D.012

Unified 
Presence

ユーザ ページ経由

で追加された新し

い連絡先に関する

プレゼンス情報

Unified Presence 管理者

が、ユーザ ページ経由で

追加された新しい連絡先

に関するプレゼンス情報

を表示できることを確認

します。

合格

UCJ713F.CUP.
D.013

Unified 
Presence

Unified Personal 
Communicator エン

ド ユーザ ID 内の特

殊文字

Unified Personal 
Communicator ユーザの

ユーザ ID に特殊文字が含

まれている場合に、バ

ディのプレゼンス ステー

タスが正しく表示される

ことを確認します。

失敗 CSCte
41212 

UCJ713F.CUP.
D.014

UC Integration 
for Microsoft 
Office 
Communicator

Extension Mobility 
がイネーブルに

なっている Unified 
IP Phone を制御し

ている UC 
Integration for 
Microsoft Office 
Communicator クラ

イアント

（Deskphone モー

ド）

Cisco UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator RCC プラ

グインがインストールさ

れ、OCS が UC 
Integration for Microsoft 
Office Communicator ク
ライアントのサード パー

ティ呼制御用としてプロ

ビジョンされています。

Cisco UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator が、

Extension Mobility 対応 
IP Phone を制御していま

す。

この Cisco UC Integration 
for Microsoft Office 
Communicator にコールし

て、必要に応じて、その

コールを Unified Personal 
Communicator に転送でき

ることを確認します。

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator -> 
OCS2007 -> Unified 
Presence-CTI -> 
Unified 
Communications 
Manager 1 -> Unified 
Personal 
Communicator

合格

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Presence
UCJ713F.CUP.
U.017

相互運用性 管理者が変更を加

えた直後に Unified 
Personal 
Communicator が新

しいサーバ情報で

更新される

管理者が Unified Presence 
Server を更新したら、即

座に、その変更が Unified 
Personal Communicator 
に反映されることを確認

します。

合格

UCJ713F.CUP.
U.018

相互運用性 複数クラスタ内の 
Unified IP Phone 
Messenger ユーザ

と Unified Personal 
Communicator ユー

ザへのインスタン

ト メッセージのブ

ロードキャスト

インスタント メッセージ

が、複数のクラスタ内の

複数のユーザ（Unified 
Personal Communicator 
と IPPM）（クラスタごと

に 3 人以上のユーザ）に

正常にブロードキャスト

されることを確認します。

合格

UCJ713F.CUP.
U.019

Unified 
Presence

Unified Presence 
Server 管理者経由

の可用性および到

達可能性ルールの

更新

Unified Presence Server 
管理者が、ユーザの可用

性および到達可能性ス

テータスを変更できるこ

とを確認します。

合格

UCJ713F.CUP.
U.020

Unified 
Presence

デバイスに関する

ルールのプレゼン

ス範囲

ホワイトリストとブラッ

クリストの作成ルールを

定義できること、また、

定義した新しいルールが

社内ネットワークで正し

く機能することを確認し

ます。

合格

UCJ713F.CUP.
D.021

Unified 
Presence

Unified Personal 
Communicator のデ

バイス タイプと

バージョン

Unified Presence 管理者

が、ログインしているク

ライアント タイプとバー

ジョンを Unified Presence 
UI に表示できることを確

認します。

失敗 CSCte
38750

UCJ713F.CUP.
J.021

Unified 
Presence

エンド ユーザ ペー

ジ内の Unified 
Personal 
Communicator の
バージョン

Unified Presence 管理者

が、ユーザが Unified 
Personal Communicator 
にログインしたときの 
Unified Personal 
Communicator のバージョ

ンを正しく表示できるこ

とを確認します。

失敗 CSCte
16215

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Personal Communicator    
Unified Personal Communicator
ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害

UCJ713F.CUP
C.D.001

Unified 
Personal 
Communicator

Unified Personal 
Communicator と
日本語ロケール

日本語ロケールを使用した

次の内容を確認します。

 • Locale installer（JPN）

のインストール

 • 日本語ロケールを使用

した Unified Personal 
Communicator の起動 

 • Unified Personal 
Communicator から IP 
Communicator または

その他のエンド デバイ

スへのコール

 • Unified Personal 
Communicator の動作

が表示され、その機能

が正常であること

Unified Personal 
Communicator -> 
Unified Presence -> 
Unified 
Communications 
Manager -> IP 
Communicator、
Unified IP Phone

合格

UCJ713F.CUP
C.D.002

基本コール フ
ロー

Unified Personal 
Communicator か
ら 7985 ビデオ電

話機へのコールの

転送

Unified Personal 
Communicator から 7985 
ビデオ電話機へのビデオ 
コールのブラインド転送後

に、着信側の発信者 ID が
正しく表示されることを確

認します。

Unified Personal 
Communicator -> 
Unified Video 
Advantage -> 7985 
ビデオ電話機

合格

UCJ713F.CUP
C.D.003

基本コール フ
ロー

ネットワーク イン

ターフェイスがワ

イヤレスから LAN 
に変更後の Soft 
Phone ステータス

クライアント デバイスがワ

イヤレス接続から LAN 接
続に切り替わった後に、
Unified Personal 
Communicator が正しく機

能することを確認します。

合格

UCJ713F.CUP
C.D.004

基本コール フ
ロー

プレゼンス状態が 
[On the phone] ま
たは [In a meeting] 
に設定されている

リモート ユーザへ

の IM 送信

プレゼンス ステータスが 
[On the phone] または [In a 
meeting] のリモート ユーザ

に送信されたインスタント 
メッセージがローカル ユー

ザのメッセージ会話ウィン

ドウに正しく表示されるこ

とを確認します。

Unified Personal 
Communicator 1 -> 
Unified Presence -> 
Unified 
Communications 
Manager -> Unified 
Personal 
Communicator 2

合格
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  Unified Personal Communicator
UCJ713F.CUP
C.D.005

基本コール フ
ロー

Unified Personal 
Communicator が
発信者の場合の

コール ピックアッ

プ

Unified Personal 
Communicator がコール 
ピックアップ グループに属

しており、コールが開始さ

れた場合のコール ピック

アップ動作を確認します。

Unified Personal 
Communicator 1 -> 
Unified Presence -> 
Unified 
Communications 
Manager -> Unified 
IP Phone 1、2 -> 
Unified Personal 
Communicator

合格

UCJ713F.CUP
C.D.006

Unified 
Personal 
Communicator

Unified Personal 
Communicator 
ツールバーを使用

した Microsoft 
Outlook の終了と

再起動

Unified Personal 
Communicator の動作が、

Microsoft Outlook ツール

バーと同様であることを確

認します。

 • Unified Personal 
Communicator ツール

バーを使用して 
Microsoft Outlook を終

了して再起動します。

 • Microsoft Outlook が起

動中に Unified 
Personal 
Communicator を終了

して再起動します。

合格

UCJ713F.CUP
C.D.007

基本コール フ
ロー

Unified Personal 
Communicator と
ビデオ コール

（Deskphone モー

ド）

Unified Personal 
Communicator が 
Deskphone モードでビデオ 
コールを発信した場合の基

本コール接続を確認しま

す。

Unified Video 
Advantage 1 -> 
Unified Personal 
Communicator 1 -> 
Unified Presence -> 
Unified 
Communications 
Manager -> Unified 
Personal 
Communicator 2 -> 
Unified Video 
Advantage 2

合格

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Personal Communicator    
UCJ713F.CUP
C.D.008

インスタント 
メッセージング

Unified Personal 
Communicator と
インスタント メッ

セージング

Unified Personal 
Communicator でインスタ

ント メッセージを必要な言

語で送受信できることを確

認します。

 • Unified Personal 
Communicator と IP 
Communicator 間の IM 
を確認します。

 • 2 つの Unified Personal 
Communicator クライ

アント間の IM を確認

します。

Unified Personal 
Communicator 1 -> 
Unified Personal 
Communicator 2 -> 
IP Communicator

（IPPM）

合格

UCJ713F.CUP
C.D.009

共有回線動作 Softphone モード

での共有回線動作

2 つのコールが同時に到着

した場合の Unified 
Personal Communicator の
共有回線動作が正常なこと

を確認します。

Unified Personal 
Communicator 1 -> 
Unified Personal 
Communicator 2

（共有回線を使用し

た Softphone）-> 
Unified Personal 
Communicator 3

（共有回線を使用し

た Softphone）

合格

UCJ713F.CUP
C.D.010

フェールオー

バー

バックアップ 
Unified 
Communications 
Manager への 
Unified Personal 
Communicator 
フェールオーバー

プライマリ Unified 
Communications Manager 
で障害が発生した場合に、
Unified Personal 
Communicator がバック

アップ Unified 
Communications Manager 
にフェールオーバーするこ

とを確認します。

Unified Personal 
Communicator -> 
Unified Presence -> 
Unified 
Communications 
Manager 1 -> 
Unified 
Communications 
Manager 2

合格

UCJ713F.CUP
C.J.011

相互運用性 Unified Personal 
Communicator と 
IP Communicator 
間の相互運用性

必要なロケールにインス

トールされた Unified 
Personal Communicator と 
IP Communicator 間のコー

ル接続とインスタント メッ

セージングを確認します。

Unified Personal 
Communicator -> IP 
Communicator

合格

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Personal Communicator
UCJ713F.CUP
C.J.012

コール パーク Cisco Unified 
Personal 
Communicator を
使用したコール 
パーク

Softphone モードの Unified 
Personal Communicator で
コール パーク番号に接続

し、パーク中のコールを取

得できることを確認しま

す。

ステージ 1：Unified 
IP Phone 1 --> 
Unified 
Communications 
Manager --> Unified 
IP Phone 2 --> コー

ル パーク（Unified 
IP Phone 1 による）

ステージ 2：Unified 
Personal 
Communicator

（Softphone モード）

--> コール パーク 
DN --> Unified 
Communications 
Manager --> Unified 
IP Phone 2

失敗 CSCte
45019

UCJ713F.CUP
C.J.013

発信者詳細 Unified Personal 
Communicator 内
の発信者詳細

Unified Personal 
Communicator 内の toast 
ウィンドウに発信者詳細が

正しく表示されることを確

認します。

Unified IP Phone 1 
--> Unified 
Communications 
Manager --> Unified 
Personal 
Communicator --> 
Toast ウィンドウ

失敗 CSCte
44850 

UCJ713F.CUP
C.J.014

Unified 
Personal 
Communicator

ユーザ詳細の追加

と更新

Unified Personal 
Communicator 内の連絡先

詳細の追加と更新が正しく

機能することを確認しま

す。

合格

（例外

あり）

CSCte
45867

UCJ713F.CUP
C.J.015

会議 Unified Personal 
Communicator を
使用した会議

Softphone モードの Unified 
Personal Communicator で
既存のコールを使用して会

議ができることを確認しま

す。

ステージ 1：Unified 
IP Phone 1 --> 
Unified 
Communications 
Manager --> Unified 
IP Phone 2

ステージ 2：Unified 
IP Phone 1 --> 会議 
--> Unified Personal 
Communicator 

失敗 CSCte
55120

UCJ713F.CUP
C.J.016

ユーザ グルー

プ

ユーザ グループ名

の変更

ユーザが、ユーザ グループ

名を必要な言語で変更でき

ることを確認します。

失敗 CSCte
45490

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  アップグレード  
アップグレード

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コン

ポーネント 
フロー

ステー

タス 障害

UCJ713F.IUP.
J.001

6.1(3) から 
7.1(3) へのアッ

プグレード

SRST モデルを

使用して集中化

されたマルチサ

イト（マルチス

テージ）

顧客向けアップグレード マニュアルの

場合は、アップグレード後に次の内容

を確認します。

 • スイッチとルータのアップグレー

ド終了基準

 • 音声ゲートウェイとデータ ゲート

ウェイのアップグレード終了基準

 • Unified Communications Manager 
のアップグレード終了基準

 • Unity のアップグレード終了基準

 • Unity Connection のアップグレー

ド終了基準 

 • Unified Presence のアップグレー

ド終了基準

 • Unified IP Phone、IP 
Communicator、および Unified 
Personal Communicator が Unified 
Communications Manager に登録

され、正しく機能すること

合格

UCJ713F.IUP.
J.002

7.1(2) から 
7.1(3) へのアッ

プグレード

マルチサイト 
WAN 分散モデ

ル（マルチス

テージ）

顧客向けアップグレード マニュアルに

従って、アップグレード後に次の内容

を確認します。

 • スイッチとルータのアップグレー

ド終了基準

 • 音声ゲートウェイとデータ ゲート

ウェイのアップグレード終了基準

 • Unified Communications Manager 
のアップグレード終了基準

 • Cisco Unity のアップグレード終了

基準

 • Cisco Unity Connection のアップ

グレード終了基準 

 • Unified Presence のアップグレー

ド終了基準

 • Unified IP Phone、IP 
Communicator、および Unified 
Personal Communicator が Unified 
Communications Manager に登録

され、正しく機能すること

合格
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  アップグレード
UCJ713F.IUP.
J.003

7.0(1) から 
7.1(3) へのアッ

プグレード

SRST モデルを

使用して集中化

されたマルチサ

イト（マルチス

テージ）

顧客向けアップグレード マニュアルに

従って、アップグレード後に次の内容

を確認します。

 • スイッチとルータのアップグレー

ド終了基準

 • 音声ゲートウェイとデータ ゲート

ウェイのアップグレード終了基準

 • Unified Communications Manager 
のアップグレード終了基準

 • Cisco Unity のアップグレード終了

基準

 • Cisco Unity Connection のアップ

グレード終了基準 

 • Unified Presence のアップグレー

ド終了基準

 • Unified IP Phone、IP 
Communicator、および Unified 
Personal Communicator が Unified 
Communications Manager に登録

され、正しく機能すること

合格

UCJ713F.IUP.
J.004

4.5 から 7.1(3) 
へのアップグ

レード

シングルステー

ジのシングルサ

イト

顧客向けアップグレード マニュアルに

従って、次の終了基準を確認します。

 • アップグレード プロセス中にエラー 
メッセージが表示されないこと 

 • アップグレード ログにエラーがな

いこと

 • すべてのパブリッシャ サーバとサ

ブスクライバ サーバが問題なく起

動すること

 • クラスタ内のすべてのサーバで

チェック サービスが正常に起動す

ること

 • Unified IP Phone が正常に登録さ

れていること

 • メディア リソース（会議 /MTP/ト
ランスコーダ）ステータスの確認

合格

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コン

ポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager    
Unified Communications Manager
ID

テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害

UCJ713S.CUCM
.D.001

SIP Trunk g729 コーデックを使

用した SIP トランク 
コール

G729 コーデックを使

用した SIP トランク経

由のコールが成功する

ことを確認します。

Unified IP Phone -> 
Unified 
Communications 
Manager -> SIP トラ

ンク -> Unified 
Communications 
Manager -> Unified IP 
Phone

合格

UCJ713F.CUCM.
D.002

SIP コール 共有回線を使用した 
Unified IP Phone で
のコール

Unified IP Phone の共

有回線上で基本コール

と補助機能が正しく動

作することを確認しま

す。

Unified IP Phone -> 
Unified 
Communications 
Manager -> Unified IP 
Phone（共有回線）-> 
コール転送 /会議 /
コール パーク

合格

UCJ713F.CUCM.
D.003

Unified 
Communicat
ions 
Manager

サービス パラメータ

を使用したコール - 
CTI での次のディ

ジット待ち

IP Communicator から

のコールがサービス パ
ラメータ設定に従って

正しく機能することを

確認します（「CTI での

次のディジット待ち」）。

IP Communicator -> 
Unified 
Communications 
Manager -> Unified IP 
Phone

合格

UCJ713F.CUCM.
D.004

Unified 
Communicat
ions Manage

Unified 
Communications 
Manager の日本語ダ

イヤル プラン インス

トール

Unified 
Communications 
Manager のパブリッ

シャ サーバとサブスク

ライブ サーバ上で日本

語ダイヤル プランを正

常にインストールでき

ることを確認します。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.005

Locale 
Installer

[Directories]、
[Services]、および 
[Help] メニューの日

本語固有表示の確認

[Phone Services]、
[Directories]、および 
[Help] メニューに表示

される文字とテキスト

が正しい日本語で表示

されることを確認しま

す。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.006

Unified 
Communicat
ions 
Manager

基本コール中の 
Unified IP Phone と
補助機能における日

本語固有の文法とテ

キストの表示

基本 Unified IP Phone 
コールと転送や会議な

どの補助機能の日本語

固有の出力に関するテ

キスト表示を確認しま

す。また、転送情報な

どの電話機内の日本語

固有表示における文法

も確認します。

合格
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  Unified Communications Manager
UCJ713F.CUCM.
D.007

MLPP MLPP 優先順位がイ

ネーブルになってい

る場合の優先順位リ

ングバック トーン

MLPP 優先順位がイ

ネーブルになっている

場合に、優先順位リン

グバック トーンが再生

されることを確認しま

す。

Unified IP Phone -> 
Unified 
Communications 
Manager -> MLPP 
ルート パターン -> 
Unified IP Phone

UCJ713F.CUCM.
D.008

MLPP MLPP と共有回線 共有回線で MLPP 優先

順位が正しく機能する

ことを確認します。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.009

Unified 
Communicat
ions 
Manager

共有電話機の着信

コール履歴

外部電話番号マスクが

設定された共有電話機

に発信されたコールに

関するコール履歴設定

を確認します。また、

表示された情報が正し

いことを確認します。

Unified IP Phone -> 
Unified 
Communications 
Manager -> 共有 DN 
内の Unified IP Phone

合格

UCJ713F.CUCM.
D.010

コール パー

ク

サービス パラメータ

が設定されたコール 
パーク

コール パーク表示タイ

マーが 0 で、イネーブ

ルにされた発信者 ID 
表示優先順位が True に
設定されていることを

確認します。また、

コール パークが正しく

機能することを確認し

ます。

IP Phone -> Cisco 
Unified 
Communications 
Manager -> 共有 DN 
内の IP Phone

合格

UCJ713F.CUCM.
D.011

 BAT BAT 内の電話機ボタ

ン テンプレートを通

した短縮ダイヤルの

更新

BAT の電話機テンプ

レート内で設定された

短縮ダイヤルが既存の

短縮ダイヤルよりも優

先されることを確認し

ます。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.012

BAT EM 設定と BAT Extension Mobility ロ
グアウト プロファイル

設定値が BAT 経由で正

しく構成されることを

確認します。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.013

ピックアッ

プ

共有回線上の自動

ピックアップ機能

共有回線上で自動ピッ

クアップ機能が正しく

機能することを確認し

ます。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.014

MOH コール パークとブラ

インド転送用の 
MOH

コール パークまたはブ

ラインド転送の実行中

に MOH が再生される

ことを確認します。ま

た、適切なステータス 
メッセージが Unified 
IP Phone に表示される

ことを確認します。

Unified IP Phone -> 
Unified 
Communications 
Manager -> Unified IP 
Phone -> コール パー

ク /ブラインド転送

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager    
UCJ713F.CUCM.
D.015

ダイレクト 
コール パー

ク

リモート電話機を使

用したダイレクト 
コール パーク、パー

ティション内の復帰

番号への回復

リモート電話機とメイ

ン サイト電話機間でダ

イレクト コール パーク

機能が正しく機能する

ことと、パーティショ

ン内に復帰番号が設定

された回復を確認しま

す。

リモート Unified IP 
Phone -> Unified 
Communications 
Manager -> Unified IP 
Phone -> ダイレクト 
コール パーク

合格

UCJ713F.CUCM.
D.016

ダイレクト 
コール ピッ

クアップ

パーティションが異

なるダイレクト コー

ル ピックアップとグ

ループ ピックアップ

ピックアップ グループ

がパーティションと 
CSS で設定されている

場合に、ダイレクト 
コール ピックアップが

正しく機能することを

確認します。

Unified IP Phone -> 
Unified 
Communications 
Manager -> Unified IP 
Phone -> ダイレクト 
ピックアップ

合格

UCJ713F.CUCM.
D.017

グループ 
コール ピッ

クアップ

受信コールに表示さ

れるグループ コール 
ピックアップの詳細

グループ ピックアップ

機能を通して返された

コールのコール詳細が

受信コール レコード内

に表示されることを確

認します。

Unified IP Phone -> 
Unified 
Communications 
Manager -> Unified IP 
Phone -> グループ 
ピックアップ

合格

UCJ713F.CUCM.
D.018

コール転送 オンフック転送と転

送中のリングバック 
トーン

サービス パラメータと

地域が設定されている

場合に、コール転送

（オンフック）が正しく

機能することを確認し

ます。

Unified IP Phone -> 
Unified 
Communications 
Manager -> Unified IP 
Phone -> コール転送

合格

UCJ713F.CUCM.
D.019

エクステン

ション モビ

リティ

複数行の Extension 
Mobility

ユーザが、複数行の 
EM デバイス プロファ

イルにログインできる

ことを確認します。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.020

エクステン

ション モビ

リティ

複数行と CFA が設定

された Extension 
Mobility

ユーザが、複数行（最

初の行が CFA）の EM 
デバイス プロファイル

にログインできること

を確認します。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.021

ハント リス

ト

無応答時ハント転送

が設定されたハント 
パイロット

VM パイロットとして

無応答時ハント転送が

設定されたハント パイ

ロットへのコールが正

しく転送されることを

確認します。

Unified IP Phone -> 
Unified 
Communications 
Manager -> ハント パ
イロット -> VM パイ

ロット

合格

UCJ713F.CUCM.
D.022

Unified 
Communicat
ions 
Manager

日本語ロケールに関

する Unified IP 
Phone オンライン ヘ
ルプ ガイド

Unified IP Phone 内の

オンライン ヘルプに日

本語ロケールによる正

しい出力が表示される

ことを確認します。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager
UCJ713S.CUCM
.D.023

cBarge 共有回線とコール ロ
グ内の cBarge

共有回線上の cBarge 
がコール ログに反映さ

れることを確認します。

Unified IP Phone -> 
Unified 
Communications 
Manager -> Unified IP 
Phone -> cBarge

合格

UCJ713F.CUCM.
D.024

QSIG トラン

ク

名前に特殊文字が含

まれる QSIG トラン

ク経由のコール

名前に特殊文字が含ま

れる QSIG トランク経

由のコールが成功する

ことを確認します。

Unified IP Phone -> 
ゲートウェイ -> Cisco 
Unified 
Communications ゲー

トウェイ -> ゲート

ウェイ -> Unified IP 
Phone

合格

UCJ713F.CUCM.
D.025

Unified 
Communicat
ions 
Manager

ハント パイロット番

号の削除と追加

削除したハント パイ

ロット DN を再度追加

できることを確認しま

す。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.026

Unified 
Communicat
ions 
Manager

Communications 
Manager への不正ア

クセス

[Feature Services] ペー

ジから [OS Admin] 
ページで 
Communications 
Manager への不正アク

セスが阻止されること

を確認します。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.027

エクステン

ション モビ

リティ

自動転送が設定され

た Extension 
Mobility

EM ログインとフェー

ルオーバー中に自動転

送設定が成功すること

を確認します。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.028

コール転送 サブスクライバの

フェールオーバー中

の自動転送設定

サブスクライバの

フェールオーバー中に、

自動転送設定の変更が

正しく機能することを

確認します。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.029

Unified 
Communicat
ions 
Manager

DN が重複している

コール 
IP Communicator から

のコールが、サービス 
パラメータ設定 - T302 
タイマーに従って正し

く機能することを確認

します。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.030

Unified 
Communicat
ions 
Manager

共有回線上のプライ

バシー設定

共有回線上の [privacy 
on hold toggling] 設定

が正しく機能すること

を確認します。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.031

Unified 
Communicat
ions 
Manager

コール モニタリング 「サイレント コール モ
ニタリング」を伴う

コールをスーパーバイ

ザ間で転送（ブライン

ド）できることを確認

します。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager    
UCJ713F.CUCM.
D.032

Unified 
Communicat
ions 
Manager

コール モニタリング 「サイレント コール モ
ニタリング」を伴う

コールを、別々のコー

デックで設定された

スーパーバイザ間で転

送（ブラインド）でき

ることを確認します。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.033

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone の
インライン パワー ス
テータス

Unified IP Phone のプ

ラグイン時とプラグア

ウト時に、インライン 
パワー ステータスが更

新されることを確認し

ます。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.034

Unified 
Communicat
ions 
Manager

CDR ファイル収集 CDR ファイル収集が、

サービス パラメータと

エンタープライズ パラ

メータの設定で正しく

機能することを確認し

ます。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.035

ハント リス

ト

EM 番号が「Forward 
No Answer」のハン

ト リスト

EM 番号が CFNA 番号

として設定されている

場合に、ハント リスト

内の CFNA が正しく機

能することを確認しま

す。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.036

Unified 
Communicat
ions 
Manager

PreAt ルート パター

ンの追加

Pre-At 破棄命令を含む

ルート パターンが追加

できることを確認しま

す。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.037

日本語ロ

ケールのイ

ンストール

[OS Administration] 
ページからのロケー

ルのインストール

CCO からダウンロード

した日本語ロケール 
ファイルを [OS 
Administration] の 
[Software Upgrade] 
ページからインストー

ルできることを確認し

ます。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.038

CMUI トランスレーション 
パターンの検索

追加されたトランス

レーション パターンを 
[Find] ページと [List] 
ページから検索できる

ことを確認します。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager
UCJ713F.CUCM.
D.039

H.323 コーデック設定と

サービス パラメータ

設定を伴う H.323 
コール

Communications 
Manager でサービス パ
ラメータが [Faststart 
configuration] に設定

されたゲートウェイ内

のコーデック設定を使

用して H.323 エンドポ

イントと Unified IP 
Phone 間のコールが確

立されることを確認し

ます。

H.323 エンドポイント 
-> Unified 
Communications 
Manager -> Unified IP 
Phone

合格

UCJ713F.CUCM.
D.040

変更通知 自動転送設定を伴う

変更通知

DN 設定が変更 /削除さ

れたときに、自動転送

設定を使用して変更通

知が正しく機能するこ

とを確認します。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.041

SIP Trunk SIP トランク経由で

経路指定されたパイ

ロット ポイントへの

コール

SIP トランク経由で経

路指定されたパイロッ

ト ポイントへのコール

が正しく機能すること

を確認します。

Unified IP Phone -> 
Unified 
Communications 
Manager -> SIP トラ

ンク -> パイロット ポ
イント -> Unified IP 
Phone

合格

UCJ713F.CUCM.
D.042

ハント グ
ループ

クラスタ全体に散在

するハント グループ 
メンバーに経路指定

されたコール

1 つのクラスタ内の複

数の Communications 
Manager に登録された

メンバーを含むハント 
グループに経路指定さ

れたコールが正常に処

理されることを確認し

ます。

Unified IP Phone -> 
Unified 
Communications 
Manager -> ハント グ
ループ -> Unified IP 
Phone

合格

UCJ713F.CUCM.
D.043

Unified 
Communicat
ions 
Manager

サブスクライバに登

録された電話機内の

自動転送設定

サブスクライバに登録

された電話機で、共有

回線上で設定された自

動転送設定に基づいて

コールを転送できるこ

とを確認します。

合格

UCJ713S.CUCM
.D.044

コール パー

ク

中央展開における

コール パーク

中央展開でコール パー

クが成功することを確

認します。

Unified IP Phone（リ

モート）-> Unified 
Communications 
Manager -> Unified IP 
Phone（中央）-> コー

ル パーク

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager    
UCJ713F.CUCM.
D.045

コール ピッ

クアップ

複数のパーティショ

ン内のコール ピック

アップ

コール ピックアップ グ
ループが複数のパー

ティションに存在する

が、同じコーリング 
サーチ スペースに含ま

れている場合に、コー

ル ピックアップが成功

することを確認します。

Unified IP Phone -> 
Unified 
Communications 
Manager -> Unified IP 
Phone -> コール ピッ

クアップ

合格

UCJ713F.CUCM.
D.046

CDR クラスタに関して収

集される CDR
コールの完了後に CDR 
が正常に生成されるこ

とを確認します。

Unified IP Phone --> 
Unified 
Communications 
Manager --> Unified 
IP Phone（共有回線）

合格

UCJ713F.CUCM.
D.047

コール ピッ

クアップ グ
ループの音

声アラート

コール ピックアップ 
グループの音声ア

ラート設定のパラ

メータ変更

次のコール ピックアッ

プ設定に基づく動作が

正しいことを確認しま

す。

[Group Audio Alert 
Setting]（電話機アイ

ドル）を [Beep Once]、
[System Default]、
[Ring once] に設定。

[Group Audio Alert 
Setting]（電話機アク

ティブ）を [Beep 
Once]、[System 
Default]、[Disable] に
設定。

合格

UCJ713S.CUCM
.D.048

ビデオ電話

機

会議 2 つのビデオ電話機と

音声電話機間の会議が

成功することを確認し

ます。表示された情報

が正しいことを確認し

ます。

電話機 A --> 電話機 B
（テレビ会議）--> 電話

機 C（音声対応電話

機）

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager
UCJ713F.CUCM.
D.049

SCCP 電話機

のリング設

定

[Ring Setting]（アク

ティブ /アイドル状

態の電話機とその他

の 2 つの電話機が接

続された共有回線）

次のリング設定に基づ

く動作が正しいことを

確認します。

（電話機アイドル）

[Use System Default]、
[Disable]、

[Flash Only]、[Ring 
Once]、[Ring]、[Beep 
Once] 

（電話機アクティブ）

[Use System Default]、
[Disable]、[Flash 
Only]、[Ring Once]、
[Ring]、[Beep Once] 

Unified IP Phone --> 
Unified 
Communications 
Manager --> Unified 
IP Phone（共有回線）

合格

UCJ713F.CUCM.
D.050

SCCP 電話機

のリング設

定

[Ring Setting]（アイ

ドル状態の電話機と

その他の 2 つの電話

機が接続された共有

回線）

アイドル状態の電話機

の [Ring Setting] のパ

ラメータを確認します。

Unified IP Phone --> 
Unified 
Communications 
Manager --> Unified 
IP Phone（共有回線）

合格

UCJ713F.CUCM.
D.051

BAT BAT ファイル設定 [maximum number of 
lines] パラメータを 2 
に変更後に BAT ファイ

ルが正常にロードされ

ることを確認します。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.052

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone の
自動登録 

デフォルトの自動登録

プロトコルが SCCP の
場合に、Unified IP 
Phone の自動登録が成

功することを確認しま

す。

合格

UCJ713F.CUCM.
J.001

コール ピッ

クアップ

クラスタ規模のパラ

メータに含まれる 
[Auto Call Pickup 
Enabled]

クラスタ規模のパラ

メータに含まれる 
[Auto Call Pickup 
Enabled] が正しく機能

することを確認します。

電話機 A（1001）-> 
電話機 B にコール、

電話機 B（1002）が

鳴動。電話機 C で 
[Call Pickup] ボタンを

押すとコールが接続さ

れる。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager    
UCJ713S.CUCM
.J.002

iDivert 接続状態で呼び出さ

れる ICT トランクを

伴う自動転送と 
iDivert 機能

コール接続状態で ICT 
トランクを伴う自動転

送と iDivert 機能が呼

び出されることを確認

します。接続状態で 
iDivert 機能を呼び出せ

ることを確認します。

また、CCM に統合さ

れた ICT トランクと 
Unity Connection 全体

に転送されるコールと

一緒にこの機能が使用

できることを確認しま

す。

電話機 A（クラスタ 
1）-> ICT トランク -> 
電話機 B（クラスタ 
2）-> iDivert -> CUC

合格

UCJ713F.CUCM.
J.003

共有回線 無応答時にボイス

メールに送信される

共有回線への自動転

送

共有回線への自動転送

が無応答時にボイス

メールに送信されるこ

とを確認します。

電話機 A -> 電話機 B 
-> 電話機 C に転送

（電話機 D が接続され

た共有回線）-> 電話

機 C と D が無応答 -> 
ボイスメールへ

合格

UCJ713F.CUCM.
J.004

コール ピッ

クアップ

コール ピックアップ 
グループから応答が

返されないコール 
ピックアップ

コール ピックアップ グ
ループからコールに対

する応答がない場合に

適切な通知が送信され

ることを確認します。

合格

UCJ713F.CUCM.
J.005

Dpark [BLF Dpark] ボタン

を使用したコール取

得 

サブスクライバ ノード

に登録された SCCP 
7961 電話機の [BLF 
Dpark] ボタンを使用し

たコール取得が正しく

機能することを確認し

ます。

合格

UCJ713F.CUCM.
J.006

Dpark Assisted BLF Dpark 
後にパーク側がコー

ルを切断する

「Assisted BLF Dpark」
後にパーク側がコール

を切断したときに正し

いステータス メッセー

ジが表示されることを

確認します。

合格

UCJ713F.CUCM.
J.007

エクステン

ション モビ

リティ

メッセージ カウント

と EMWI のオン /オ
フ ステータスの確認

Extension Mobility 
ユーザが、QSIG ICT 
トランク上のボイス

メールへの CFNA を使

用して、提供された

ユーザ クラスタにログ

インした場合に、メッ

セージ カウントと 
EMWI のオン /オフ ス
テータスが表示される

ことを確認します。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager
UCJ713F.CUCM.
J.008

MWI メッセージ通知と

ポート設定

MWI のオン /オフ設定

とメッセージ通知表示

のチェック用に設定さ

れたポートを確認しま

す。

合格

UCJ713F.CUCM.
J.009

MWI MWI のオン /オフ機

能をチェックするた

めの Unified 
Communications 
Manager と CUC の 
SIP 統合

Unified 
Communications 
Manager と CUC の 
SIP 統合が MWI のオ

ン /オフ機能で正しく

機能することを確認し

ます。

合格

UCJ713S.CUCM
.J.010

ハント パイ

ロット

ハント グループへの

外部コール 
ハント グループへの外

部コールが、設定され

た配信アルゴリズムに

従って正しく機能する

ことを確認します。

電話機 A（クラスタ 
1）-> ICT -> ハント 
パイロット（クラスタ 
2）

合格

UCJ713F.CUCM.
J.011

Dpark 早期仲介転送経由の 
D-Park

早期仲介転送経由で呼

び出された D-Park が
成功することを確認し

ます。

合格

UCJ713F.CUCM.
J.012

DND ハント パイロット番

号に転送される DND 
[Incoming Alert 
Flash only] オプショ

ンを使用した DND 
[Ringer off]

ハント パイロット番号

に転送される DND 
[Incoming Alert Flash 
only] オプションを使

用した DND [Ringer 
off] が成功することを

確認します。

合格

UCJ713F.CUCM.
J.013

SIP Trunk SIP トランク上の 
PRACK のイネーブ

ル化

SIP トランク上の 
PRACK がサービス パ
ラメータ内で設定され

ている場合に、SIP ト
ランク経由のコールが

正しく機能することを

確認します。

合格

UCJ713S.CUCM
.J.014

保留 2 つのクラスタ間で 
ICT トランクが設定

されている場合の保

留機能

2 つのクラスタの接続

に ICT トランクが使用

されている場合に、一

方のクラスタ内の電話

機が保留になるとユー

ザに MOH が流れるこ

とを確認します。

電話機 A（クラスタ 
1）-> ICT -> 電話機 B

（クラスタ 2）-> 電話

機 B 保留

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager    
UCJ713F.CUCM.
J.015

ハント パイ

ロット

ハント パイロット番

号の作成と VM への

コール転送

配信アルゴリズムが

「ブロードキャスト」で

復帰タイムアウトが

「7」秒の場合に、ハン

ト パイロット番号から

ボイスメールへのコー

ルが正常に転送される

ことを確認します。

合格

UCJ713F.CUCM.
J.016

転送 オンフック転送機能 [Transfer on-hook 
Enabled] サービス パラ

メータをイネーブルに

することによって、オ

ンフック転送が正しく

機能することを確認し

ます。

合格

UCJ713F.CUCM.
J.017

コール パー

ク

DND 未対応電話機で

共有回線上に設定さ

れたパーク復帰

DND 未対応電話機で

共有回線上に設定され

たパーク復帰が正しく

機能することを確認し

ます。

合格

UCJ713F.CUCM.
J.018

コール パー

ク

デフォルトの復帰値

に対して復帰タイ

マーが切れた後の

パーク元へのコール

の復帰

デフォルトの復帰値に

対して復帰タイマーが

切れた後に、コール 
パーク復帰が正しく機

能することを確認しま

す。

合格

UCJ713F.CUCM.
J.019

ICT Unified 
Communications 
Manager 内の地域設

定経由の CAC

ICT トランク上のコー

ルに使用される帯域幅

は、トランクごとに割

り当てられた Unified 
CM 内の地域設定の使

用を通して制御できる

ことを確認します。

合格

UCJ713F.CUCM.
J.020

保留 保留 /レジューム機

能 
Unified IP Phone 間で

複数回呼び出されたと

きに、保留機能とレ

ジューム機能が正しく

機能することを確認し

ます。

合格

UCJ713F.CUCM.
J.021

CFB SCCP 対応 VM への 
CFB を使用したクラ

スタ内コール

SCCP 経由で Unified 
Communications 
Manager と CUC を統

合します。SCCP 対応 
VM への CFB を使用し

たクラスタ内コールが

成功することを確認し

ます。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager
UCJ713F.CUCM.
J.022

CFB SIP 対応 VM への 
CFB を使用したクラ

スタ内コール

SIP 経由で Unified 
Communications 
Manager と CUC を統

合します。SIP 対応 
VM への CFB を使用し

たクラスタ内コールが

成功することを確認し

ます。

合格

UCJ713F.CUCM.
J.023

CFNA SCCP 対応 VM への 
CFNA を使用したク

ラスタ内コール

SCCP 経由で Unified 
Communications 
Manager と CUC を統

合します。SCCP 対応 
VM への CFNA を使用

したクラスタ内コール

が成功することを確認

します。

合格

UCJ713F.CUCM.
J.024

CFU SCCP 対応 VM への

「内部未登録転送」を

使用したクラスタ内

コール

SCCP 対応 VM への

「内部未登録転送」を使

用したクラスタ内コー

ルが成功することを確

認します。

合格

UCJ713S.CUCM
.J.025

iDivert SCCP 対応 VM への 
iDivert を使用したク

ラスタ内コール

SCCP 経由で Unified 
Communications 
Manager と CUC を統

合します。SCCP 対応 
VM への iDivert を使

用したクラスタ内コー

ルが成功することを確

認します。

合格

UCJ713S.CUCM
.J.026

ICT ボイスメールに転送

されるクラスタ間

コール

クラスタ間のクラスタ 
1 電話機からクラスタ 
2 Unified IP Phone へ
のコールを確認します。

トランクが成功します。

無応答時に、コールが 
VM に転送されます。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.052

EM Extension Mobility 
が設定された電話機

に対する新しい DN 
の追加

Extension Mobility が
設定された電話機に対

する新しい DN の追加

が成功することを確認

します。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.053

BAT BAT からの更新時に

変化しない話中転送

（CFB）設定

BAT からの更新時に話

中転送（CFB）設定が

変化しないことを確認

します。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager    
UCJ713S.CUCM
.D.054

BAT 新しいサービスを追

加する前の既存の 
BLF と既存の加入済

みサービスの削除

新しい BLF 短縮ダイヤ

ルを追加する前に、既

存のすべての BLF 短縮

ダイヤルを削除できる

ことを確認します。ま

た、新しいサービスを

追加する前に、既存の

すべての加入済みサー

ビスを削除できること

も確認します。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.055

BAT 電話ボタン テンプ

レートで設定された 
BLF 短縮ダイヤルの

優先性

電話ボタン テンプレー

トで設定された新しい 
BLF 短縮ダイヤルが、

既存の BLF 短縮ダイヤ

ルより優先されること

を確認します。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.056

BAT BAT 内のテキスト 
ファイルへのユーザ

のエクスポート

BAT 経由のテキスト 
ファイルへのユーザの

エクスポートが正しく

機能することを確認し

ます。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.057

BAT csv ファイルで指定

されたインターコム

値を使用した電話機

の挿入

csv ファイルで指定さ

れたインターコム値を

使用した電話機の挿入

が成功することを確認

します。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.058

Unified 
Communicat
ions 
Manager 

回線グループに新し

く追加されたルート 
パーティション（メ

ンバー）上のコール 
ルーティング

回線グループに新しく

追加されたルート パー

ティション（メンバー）

上のコール ルーティン

グが正しく機能するこ

とを確認します。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.059

Unified 
Communicat
ions 
Manager 

ルート グループに新

しく追加されたゲー

トウェイ（メンバー）

上のコール ルーティ

ング

ルート グループに新し

く追加されたゲート

ウェイ（メンバー）上

のコール ルーティング

が正しく機能すること

を確認します。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.060

Unified 
Communicat
ions 
Manager 

ファームウェア アッ

プグレード

Unified IP Phone での

あるバージョンから別

のバージョンへの

ファームウェア アップ

グレードが正しく機能

することを確認します。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager
UCJ713F.CUCM.
D.061

Unified 
Communicat
ions 
Manager

Unified 
Communications 
Manager と Active 
Directory を統合した

場合のユーザ情報の

可用性

Unified 
Communications 
Manager と Active 
Directory を統合した場

合に、詳細データのあ

るユーザの電話番号が

検索できることを確認

します。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.062

CMUI 新しいエンド ユーザ

の追加とデバイス制

御設定のチェック

Unified 
Communications 
Manager で新しいエン

ド ユーザの追加とエン

ド ユーザに関するデバ

イス制御設定のチェッ

クが成功することを確

認します。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.063

CFNA 共有回線上の CFNA 
のチェック

共有回線上の CFNA が
正しく機能することを

確認します。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.064

MOH デバイス レベルとデ

バイス プール レベル

で適用される MOH

デバイス レベルで適用

される MOH 設定が、

デバイス プール レベル

で適用される設定より

優先されることを確認

します。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.065

Unified 
Communicat
ions 
Manager

ブラインド転送中の

リングバック トーン

ブラインド転送中のリ

ングバック トーンが成

功することを確認しま

す。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.066

Unified 
Communicat
ions 
Manager 

フォールバック中の 
CCM への Unity 
Connection ポート登

録

プライマリが起動する

と、CUC がセカンダリ

からプライマリに登録

されることを確認しま

す。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.067

Unified 
Communicat
ions 
Manager 

ブラインド転送用の

マルチキャスト 
MOH 

ブラインド転送用のマ

ルチキャスト MOH が 
コード G711 に対して

正しく機能することを

確認します。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.068

Unified 
Communicat
ions 
Manager 

ブラインド転送用の

マルチキャスト 
MOH 

ブラインド転送用のマ

ルチキャスト MOH が 
G729 コーデックで正

しく機能することを確

認します。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager    
UCJ713F.CUCM.
D.069

Unified 
Communicat
ions 
Manager 

HQ 内の Unified IP 
Phone 7985 とリモー

ト サイト内の 
Unified Personal 
Communicator 間の

コール

中央展開モデルで、

HQ とリモート サイト

内の Unified IP Phone 
間のビデオ コールが正

しく機能することを確

認します。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.070

Unified 
Communicat
ions 
Manager 

Unified IP Phone 用
の MOH

Unified IP Phone 間の

コールが保留にされ、

別のコーデック間で確

立された場合に、

MOH が正しく機能す

ることを確認します。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.071

Unified 
Communicat
ions 
Manager 

ビデオ コールと音声

コールの中央展開に

おける CAC

中央展開用に設定され

た CAC がビデオ コー

ルと音声コールに対し

て正しく機能すること

を確認します。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.072

Unified 
Communicat
ions 
Manager 

メディア確立 Unified IP Phone と 
POTS 電話機間のコー

ルが成功することを確

認します。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.073

Unified 
Communicat
ions 
Manager 

シスコ製電話機上で

ダイジェスト認証が

イネーブルになって

いる場合のデバイス

登録

ダイジェスト認証がイ

ネーブルの場合に、
Unified 
Communications 
Manager へのデバイス

登録が成功することを

確認します。

合格

UCJ713S.CUCM
.D.074

Unified 
Communicat
ions 
Manager 

 Unified IP Phone の
ビジー トーン

Unified 
Communications 
Manager A 内の電話機

と Unified 
Communications 
Manager B 内の電話機

間で SIP トランク コー

ルが確立できることを

確認します。

合格

UCJ713S.CUCM
.D.075

Unified 
Communicat
ions 
Manager

SIP トランク上のブ

ラインド転送

SIP トランク上のブラ

インド転送が正しく機

能することを確認しま

す。

合格

UCJ713S.CUCM
.D.076

Unified 
Communicat
ions 
Manager 

Unified IP Phone を
使用したコール転送

Unified IP Phone を使

用したコール転送が正

しく機能することを確

認します。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager
UCJ713F.CUCM.
D.077

Unified 
Communicat
ions 
Manager

コール転送シナリオ

でのリング バック 
トーン

Unified IP Phone を使

用したコール転送中に

リングバック トーンが

流れることを確認しま

す。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.078

Unified 
Communicat
ions 
Manager 

コール転送シナリオ

における Unified IP 
Phone のリングバッ

ク トーン

Unified IP Phone を使

用したコール転送中に

リングバック トーンが

流れることを確認しま

す。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.079

Unified 
Communicat
ions 
Manager 

IP から IP へのビデ

オ コール

2 つのビデオ電話機間

のビデオ コールが正し

く機能することを確認

します。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.080

Unified 
Communicat
ions 
Manager 

DND SCCP 電話機の 7961 
と 7975 の DND 機能が

正しく機能することを

確認します。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.081

Unified 
Communicat
ions 
Manager 

SRST モードの IP 
Phone 7961

Unified 
Communications 
Manager または WAN 
で障害が発生した場合

に、SRST を使用した 
7961 Unified IP Phone 
の登録が正しく機能す

ることを確認します。

合格

UCJ713S.CUCM
.T.081

Unified 
Communicat
ions 
Manager 

InterClusterTrunk Unified 
Communications 
Manager クラスタ間で 
自動転送用の 
InterclusterTrunk が正

しく機能することを確

認します。

Unified IP Phone -> 
Cisco Unified 
Communications 
Manager（クラスタ 
1）--> ICT -> Cisco 
Unified 
Communications 
Manager（クラスタ 
2）--> Unified IP 
Phone

合格

UCJ713F.CUCM.
T.082

Unified 
Communicat
ions 
Manager 

共有回線 コール パーク機能が共

有回線上で正しく機能

することを確認します。

合格

UCJ713F.CUCM.
T.083

Unified 
Communicat
ions 
Manager 

コールバック 必要なロケールに設定

されたコールバック機

能が正しく機能するこ

とを確認します。

合格

UCJ713F.CUCM.
T.084

Unified 
Communicat
ions 
Manager 

ISDN 経由の Unified 
IP Phone 間のコール

ISDN 経由の Unified 
IP Phone 間のコールが

成功することを確認し

ます。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager    
UCJ713F.CUCM.
T.085

Unified 
Communicat
ions 
Manager 

CDR ファイル転送 課金サーバへの CDR 
ファイル転送（SFTP）
を確認します。CDR 
ファイルが自動的に課

金サーバに転送される

ことを確認します。

合格

UCJ713F.CUCM.
T.086

Unified 
Communicat
ions 
Manager 

クラスタ（中央クラ

スタ）内のコール 
パーク

中央クラスタ内のノー

ド全体を移動するコー

ル パークを確認しま

す。コール パークと取

得が成功することを確

認します。

合格

UCJ713F.CUCM.
T.087

Unified 
Communicat
ions 
Manager 

MOH H.323 ゲートウェイを

経由して ISDN（NTT）
上で Unified 
Communications 
Manager に登録された 
Unified IP Phone を呼

び出している場合の 
MOH を確認します。

Unified IP Phone 
-CCM-> ISDN NTT 
--> H.323 ゲートウェ

イ --> Unified IP 
Phone

合格

UCJ713F.CUCM.
D.081

Unified 
Communicat
ions 
Manager 

基本コール フロー アナログ電話機から 
SCCP 電話機 7985 へ
のクラスタ内コールが

正しく機能することを

確認します。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.082

Unified 
Communicat
ions 
Manager 

アドホック電話会議 SCCP Unified IP Phone 
とビデオ電話機間のア

ドホック会議が正しく

機能することを確認し

ます。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.083

Unified 
Communicat
ions 
Manager 

Meet Me 電話会議 SCCP Unified IP Phone 
と IP communicator 間
の Meet Me 会議が正し

く機能することを確認

します。

合格

UCJ713F.CUCM.
D.084

Unified 
Communicat
ions 
Manager 

コール転送 SIP トランク上の自動

転送が正しく機能する

ことを確認します。

Unified IP Phone 
--CCM（クラスタ 1）
--> SIP トランク 
--CCM（クラスタ 2）
--> Unified IP Phone

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager
UCJ713F.CUCM.
T.001

Unified 
Communicat
ions 
Manager 

アップグレード中に 
BAT を使用して

エクスポート /イン

ポートされるデータ

Unified 
Communications 
Manager からエクス

ポートされたデータ、

短縮ダイヤルに関する

データ、行テキスト情

報などを、アップグ

レードしたバージョン

の Unified 
Communications 
Manager にインポート

しても失われないこと

を確認します。

合格

UCJ713F.CUCM.
T.013

Unified 
Communicat
ions 
Manager

ライセンス ファイル

の削除

管理者が、CLI 経由で 
Unified 
Communications 
Manager にインストー

ルされたライセンス 
ファイルを削除できる

ことを確認します。

CUCM - IP Phone 
------ ISDN NTT ---- 
H.323 ゲートウェイ - 
IP Phone 

合格

UCJ713F.CUCM.
T.017

Unified 
Communicat
ions 
Manager

複数ライセンス ファ

イルのアップロード

さまざまな機能に関す

る有効なライセンス 
ファイルのすべてを

アップロードして、加

入者が対応する機能を

使用できることを確認

します。

ステージ 1：Unified 
IP Phone 1 --> 会議 --> 
Unified IP Phone 2

ステージ 2：Unified 
IP Phone 1 --> 保留 --> 
MoH --> Unified IP 
Phone 2

合格

UCJ713F.CUCM.
T.018

Unified 
Communicat
ions 
Manager

ライセンス ファイル

の削除

管理者としてログイン

したユーザが、CLI 経
由で破損した不正なラ

イセンス ファイルを削

除できることを確認し

ます。

合格

UCJ713F.CUCM.
T.023

MOH H.323 ゲートウェイ

経由で ISDN（NTT）
電話機にコールして

いる Unified IP 
Phone --> 会議 --> 
MOH

会議中に着信側が保留

にすると MoH が流れ

ることを確認します。

ステージ 1：Unified 
IP Phone 1 --> 会議 --> 
Unified IP Phone 2

ステージ 2：Unified 
IP Phone 1 --> 保留 --> 
MoH --> Unified IP 
Phone 2

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
3-70
Unified Communications System リリース 7.1(3) 日本語版および 7.1(5) 日本語版 検証レポート

OL-22736-01-J



 

第 3 章     リリース 7.1(3) 日本語版 検証レポート概要

  関連資料  
関連資料

Cisco Unified Communications Manager Documentation Guide for Release 7.1(3)
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/docguide/7_1_3/dg713.html

Cisco Unified Communications System Documentation
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/uc_system/unified/communications/system/ucstart.
htm

Cisco Unified Communications System Description
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/uc_system/UC7.1.3/system_description/SD713.pdf

System Release Notes for IP Telephony: Unified Communications System, Release 7.1(3)
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/uc_system/UC7.1.3/release_notes/rnipt713.html
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C H A P T E R 4

リリース 7.1(5) 日本語版 検証レポート

この項では、リリース 7.1(5) 日本語版のさまざまな機能、機能ごとのテスト ケース、およびその結果

を一覧表示します。テスト対象機能は次のとおりです。

 • Unified Communications Manager

 • Unified SRST

 • Unity

 • Unity Connection

 • ゲートウェイ

 • IP Communicator

 • Unified Presence

 • Unified Personal Communicator

 • UC Integration for MOC

 • アップグレード
4-1
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  Unified Communications Manager
Unified Communications Manager
ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害

UCJ715F.CUCM.
D.057

コール転送 SCCP 電話機か

ら SIP 電話機へ

のクラスタ内転

送コール 

同じクラスタ内の SCCP 
電話機から SIP 電話機へ

のコール転送が成功する

ことを確認します。

Unified IP Phone 1 -> 
Unified IP Phone 2 -> 
転送 -> SIP IP 電話機 

合格

UCJ715F.CUCM.
D.058

コール転送 SCCP 電話機か

ら SIP 電話機へ

のクラスタ間転

送コール 

異なるクラスタ内の 
SCCP 電話機から SIP 電
話機へのコール転送が成

功することを確認しま

す。

Unified IP Phone -> 
Unified 
Communications 
Manager -> Unified 
IP Phone（共有回線）

-> コール転送 /会議 /
コール パーク

合格

UCJ715S.CUCM
.D.060

SIP トランク 
コール

SIP トランクを介

したクラスタ間

コール

Unified IP Phone から 
SIP トランクを介した 
MGCP アナログ電話機

へのクラスタ間コールが

成功することを確認しま

す。

Unified IP Phone 1 -> 
Unified 
Communications 
Manager（クラスタ 
1）-> SIP トランク 
-> Unified 
Communications 
Manager（クラスタ 
2）-> MGCP ゲート

ウェイ -> アナログ電

話機

合格

UCJ715S.CUCM
.D.061

SIP トランク 
コール

SIP トランクを介

したクラスタ間

コール

Unified IP Phone から 
SIP トランクを介した 
H.323 アナログ電話機へ

のクラスタ間コールが成

功することを確認しま

す。

Unified IP Phone 1 -> 
Unified 
Communications 
Manager（クラスタ 
1）-> SIP トランク 
-> Unified 
Communications 
Manager（クラスタ 
2）-> H.323 ゲート

ウェイ -> アナログ電

話機

合格

UCJ715S.CUCM
.D.062

SIP トランク 
コール

SIP トランクを介

したクラスタ間

コール

MGCP 電話機から SIP 
トランクを介した H.323 
アナログ電話機へのクラ

スタ間コールが成功する

ことを確認します。

アナログ電話機 -> 
MGCP ゲートウェイ 
-> Unified 
Communications 
Manager（クラスタ 
1）-> SIP トランク 
-> Unified 
Communications 
Manager（クラスタ 
2）-> H.323 ゲート

ウェイ -> アナログ電

話機

合格
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  Unified Communications Manager    
UCJ715S.CUCM
.D.063

SIP トランク 
コール

SIP トランクを介

したクラスタ間

コール

SIP トランクを介した 
H.323 アナログ電話機か

ら H.323 アナログ電話機

へのクラスタ間コールが

成功することを確認しま

す。

アナログ電話機 -> 
H.323 ゲートウェイ 
-> Unified 
Communications 
Manager（クラスタ 
1）-> SIP トランク 
-> Unified 
Communications 
Manager（クラスタ 
2）-> H.323 ゲート

ウェイ -> アナログ電

話機

合格

UCJ715S.CUCM
.D.067

アナログ MGCP アナログ

電話機 と H.323 
アナログ電話機

のコール

H.323 ゲートウェイに接

続されたアナログ電話機

から Unified 
Communications 
Manager に登録されてい

る MGCP アナログ電話

機に発信されたコールが

成功することを確認しま

す。

アナログ電話機 1 -> 
H.323 ゲートウェイ 
-> Unified 
Communications 
Manager -> MGCP 
ゲートウェイ ->アナ

ログ電話機 2

合格

UCJ715F.CUCM.
D.068

IPMA マネージャ電話

機またはアシス

タント電話機の

レポート

ジョブ スケジューラを

使用したマネージャまた

はアシスタント電話機の

レポートが正常に生成さ

れることを確認します。

合格

UCJ715F.CUCM.
D.013

ピックアップ Unified IP Phone 
での自動ピック

アップ 

Unified IP Phone の自動

ピックアップ機能が正常

であることを確認しま

す。

Unified IP Phone 
1->Unified 
Communications 
Manager -> Unified 
IP Phone 2 -> 自動

ピックアップ -> 
Unified Phone 3

合格

UCJ715F.CUCM.
D.014

グループ ピック

アップ

Unified IP Phone 
でのグループ 
ピックアップと 
OPickup

Unified IP Phone のグ

ループ ピックアップお

よび OPickup 機能が正

常であることを確認しま

す。

Unified IP Phone1 -> 
Unified 
Communications 
Manager -> Unified 
IP Phone 2 -> 
OPickup/グループ 
ピックアップ -> 
Unified Phone 3

合格

UCJ715F.CUCM.
D.015

ピックアップ Unified IP Phone 
での BLF ピック

アップ

Unified IP Phone の BLF 
ピックアップ機能が正常

であることを確認しま

す。

Unified IP Phone 1 -> 
Unified 
Communications 
Manager -> Unified 
IP Phone 2 -> ピック

アップ -> Unified 
Phone 3

合格

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager
UCJ715F.CUCM.
D.016

ビデオ コール Cisco Unified IP 
Communicator で
のビデオ機能

Unified IP 
Communicator 間のビデ

オ コール機能を確認し

ます。

Unified IP 
Communicator 1 -> 
Unified 
Communications 
Manager -> Unified 
IP Communicator 2

合格

UCJ715F.CUCM.
D.017

ビデオ コール ビデオ機能 ビデオ コールの保留ま

たはレジューム機能が正

常であることを確認しま

す。

Unified Video Phone 
-> Unified 
Communications 
Manager -> Unified 
Video Phone

合格

UCJ715F.CUCM.
D.018

ビデオ コール クラスタ間ビデ

オ コール機能

クラスタ間のビデオ 
コールの保留またはレ

ジューム機能が正常であ

ることを確認します。

Unified IP Video 
Phone 1 -> Unified 
Communications 
Manager 1 -> H323 
ICT -> Unified 
Communications 
Manager 2 -> Unified 
IP Video Phone 2

合格

UCJ715S.CUCM
.D.035

Gatekeeper 同じ Unified 
Communications 
Manager バー

ジョンでのゲー

トキーパーの

コール リリース

クラスタ間ゲートキー

パー トランクのコール 
クリア機能が正常である

ことを確認します。

Unified IP Phone 1 -> 
Unified 
Communications 
Manager 1 -> GK ト
ランク -> Unified 
Communications 
Manager 2 -> Unified 
IP Phone 2

合格

UCJ715F.CUCM.
D.027

ビデオ コール マルチサイト分

散展開での 7985 
を使用したクラ

スタ間ビデオ 
コール

非ゲートキーパー トラ

ンク間のクラスタ間ビデ

オ コールが正常に機能

することを確認します。

Unified IP Video 
Phone 1 -> Unified 
Communications 
Manager 1 -> 非ゲー

トキーパー ICT -> 
Unified 
Communications 
Manager 2 -> Unified 
IP Video Phone 2

合格

UCJ715F.CUCM.
D.028

Gatekeeper マルチサイト分

散展開での 7985 
を使用したクラ

スタ間ビデオ 
コール

ゲートキーパー トラン

ク間のクラスタ間ビデオ 
コールが正常に機能する

ことを確認します。

Unified IP Video 
Phone 1 -> Unified 
Communications 
Manager 1 -> ゲート

キーパー ICT -> 
Unified 
Communications 
Manager 2 -> Unified 
IP Video Phone 3

合格

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager    
UCJ715F.CUCM.
D.026

ビデオ コール マルチサイト中

央展開での 7985 
を使用したビデ

オ コール

マルチサイト中央展開で

のクラスタ間ビデオ 
コールが正常に機能する

ことを確認します。

Unified IP Video 
Phone 1 -> Unified 
Communications 
Manager 1 -> Unified 
IP Video Phone 4（リ

モート サイト）

合格

UCJ715S.CUCM
.T.103

Unified 
Communications 
Manager

IP WAN リンク

を介した Unified 
Communications 
Manager と PBX 
間のコール

IP WAN リンクを介した 
Unified Communications 
Manager から PBX 電話

機へのコール フローが

正常に機能することを確

認します。

合格

UCJ715S.CUCM
.T.118

Unified 
Communications 
Manager

IOS MTP を使用

した Unified IP 
Phone と PBX 電
話機のコール

Unified IP Phone と PBX
（MTP ソースとして機能

している音声ゲートウェ

イ付き）に接続されたア

ナログ電話機のコール 
フローが正常に機能して

いることを確認します。

合格

UCJ715S.CUCM
.T.119

保留 /レジュー

ム

IOS MTP を使用

した Unified IP 
Phone と PBX 電
話機のコールの

保留とレジュー

ム

Unified IP Phone と PBX
（MTP ソースとして機能

している音声ゲートウェ

イ付き）に接続されたア

ナログ電話機の保留とレ

ジューム機能が正常に機

能していることを確認し

ます。

合格

UCJ715S.CUCM
.T.120

保留 /レジュー

ム

IOS MTP を使用

した Unified IP 
Phone と PBX 電
話機のコール切

断

Unified IP Phone と PBX
（MTP ソースとして機能

している音声ゲートウェ

イ付き）に接続されたア

ナログ電話機の保留また

はレジューム機能、コー

ル切断機能が正常に機能

していることを確認しま

す。

合格

UCJ715S.CUCM
.T.140

コール パーク IOS MTP を使用

した Unified IP 
Phone と PBX 電
話機のコール 
パーク

PBX（MTP ソースとし

て機能している音声ゲー

トウェイ付き）に接続さ

れたアナログ電話機に

よってコール パークが

正常に取得されることを

確認します。

合格

UCJ715F.CUCM.
T.141

Unified 
Communications 
Manager

 Unified IP Phone 
と PBX アナログ

電話機のコール

のコーデック変

更

発信元とは異なるコー

デックを使用する 
Unified IP Phone でコー

ルを正常に確立できるこ

とを確認します。

合格

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager
UCJ715F.CUCM.
T.142

Unified 
Communications 
Manager

Unified IP Phone 
とアナログ電話

機間のコールに

対する発信者情

報表示

Unified IP Phone とサイ

トが異なる PBX に接続

されたアナログ電話機の

発信者情報（CLID な
ど）が正常に表示されて

いることを確認します。

合格

UCJ715F.CUCM.
T.143

Unified 
Communications 
Manager

Unified IP Phone 
と PBX 電話機間

のコールに対す

る発信者情報表

示

Unified IP Phone と同じ

サイト内の PBX に接続

されたアナログ電話機間

のコールの発信者情報

（CLID など）が正常に

表示されていることを確

認します。

合格

UCJ715S.CUCM
.T.145

SIP Trunk SIP トランクを介

した Unified 
Communications 
Manager と PBX 
間のコール

SIP トランクを介した 
Unified Communications 
Manager から PBX 電話

機へのコール フローが

正常に機能することを確

認します。

合格

UCJ715S.CUCM
.T.147

コール転送 Unified IP Phone 
と PBX 電話機間

のコール転送に

対する発信者情

報表示

Unified IP Phone と同じ

サイト内の PBX に接続

されたアナログ電話機間

で送受信されるコール転

送の発信者情報（CLID 
など）が正常に表示され

ていることを確認しま

す。

合格

UCJ715S.CUCM
.T.148

コール転送 Unified IP Phone 
と PBX 電話機間

のコール転送に

対する発信者情

報表示

Unified IP Phone と異な

るサイトの PBX に接続

されたアナログ電話機間

で送受信されるコール転

送の発信者情報（CLID 
など）が正常に表示され

ていることを確認しま

す。

合格

UCJ715S.CUCM
.T.155

Unified 
Communications 
Manager

緊急優先度が設

定された日本番

号計画

緊急優先度がイネーブル

の場合にダイアルされる

番号の桁数が設定された

ルート パターンと一致

することを確認します。

合格

UCJ715S.CUCM
.T.156

Unified 
Communications 
Manager

サービス宛て

コールの日本番

号計画

任意の場所から同じ番号

を使用して、サービスに

到達ために設定された番

号計画が正常に機能する

ことを確認します。

合格

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager    
UCJ715F.CUCM.
T.158

Unified 
Communications 
Manager

Unified 
Communication 
Manager クラス

タの複製エラー

Publisher CLI で UTILS 
コマンドを使用した 
Unified Communication 
Manager クラスタのデー

タ複製が正常に機能する

ことを確認します。

合格

UCJ715S.CUCM
.T.159

障害回復システ

ム

障害回復システ

ムを使用したサ

ブスクライバの

復元

パブリッシャで DRS 回
復の実行後、サブスクラ

イバが復元されているこ

とを確認します。

合格

UCJ715S.CUCM
.T.160

障害回復システ

ム

新たに構築した 
Unified 
Communications 
Manager クラス

タでのデータ回

復

新たに構築した Unified 
Communications 
Manager クラスタでの

データ回復が成功してい

ることを確認します。

合格

UCJ715S.CUCM
.T.161

障害回復システ

ム

障害回復システ

ムを使用したパ

ブリッシャの復

元

パブリッシャを再度イ

メージ化して、障害回復

システムを使用してパブ

リッシャでデータが正常

に回復していることを確

認します。

合格

UCJ715F.UTC.R.
016

ユニバーサル ト
ランスコーディ

ング

トランスコーダ

が RSVP エー

ジェントとして

設定されたクラ

スタ内コール 

トランスコーダに RSVP 
エージェントを指定され

たクラスタ内コールと 2 
リージョン間の RSVP 関
係の設定が正常であるこ

とを確認します。

Unified IP Phone 1 -> 
RSVP1 -> Unified 
Communications 
Manager -> RSVP 
エージェント 2（ユ

ニバーサル トランス

コーダ）-> H.323 
ゲートウェイ -> アナ

ログ電話機 1

合格

UCJ715F.UTC.R.
017

ユニバーサル ト
ランスコーディ

ング

コーデックが異

なるトランス

コーダが RSVP 
エージェントと

して設定された

クラスタ内コー

ル

トランスコーダの RSVP 
エージェントに異なる

コーデックとリージョン

が指定された、クラスタ

内コールが正常であるこ

とを確認します。

Unified IP Phone 1 -> 
RSVP1 -> Unified 
Communications 
Manager -> RSVP 
エージェント 2（ユ

ニバーサル トランス

コーダ）-> H.323 
ゲートウェイ -> アナ

ログ電話機 2

合格

UCJ715F.UTC.R.
018

ユニバーサル ト
ランスコーディ

ング

ユニバーサル ト
ランスコーダが

コーデック不一

致に割り当てら

れているクラス

タ内コール 

異なるコーデックが設定

されたユニバーサル ト
ランスコーダのクラスタ

内コールが正常であるこ

とを確認します。

合格

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager
UCJ715F.UTC.R.
021

ユニバーサル ト
ランスコーディ

ング

H.323 ICT 間の

コール

ユニバーサル トランス

コーダおよび ICT トラ

ンクが異なるリージョン

にある場合にクラスタ間

コール（H.323 ICT）が

正常であることを確認し

ます。

Unified IP Phone 1 -> 
H.323/SIP トランク 
-> Unified IP Phone 2

合格

UCJ715F.UTC.R.
022

ユニバーサル ト
ランスコーディ

ング

SIP ICT 間のコー

ル

トランクが異なるリー

ジョンにあるユニバーサ

ル トランスコーダをも

つクラスタ間コール

（SIP ICT）が正常である

ことを確認します。

Unified IP Phone 1 -> 
H323/SIP トランク 
-> Unified IP Phone 2

合格

UCJ715F.UTC.R.
024

ユニバーサル ト
ランスコーディ

ング

SIP ICT 間のコー

ル 
ユニバーサル トランス

コーダおよび MTP が組

み合わされたクラスタ間

コール（初期モデルでは 
SIP ICT ）が正常である

ことを確認します。

Unified IP Phone 1 -> 
SIP トランク -> 
Unified IP Phone 2

合格

UCJ715F.UTC.R.
028

ユニバーサル ト
ランスコーディ

ング

ユニバーサル ト
ランスコーダが 
TRP として使用

されているクラ

スタ内コール 

ユニバーサル トランス

コーダが TRP で、

MRGL が追加されてい

るクラスタ内コールが正

常であることを確認しま

す。

合格

UCJ715F.UTC.R.
029

ユニバーサル ト
ランスコーディ

ング

ユニバーサル ト
ランスコーダが 
TRP として使用

されている LBR 
コーデックを備

えないクラスタ

内コール 

LBR コーデックを備え

ず、トランスコーダが 
MRGL の場合にユニ

バーサル コーディング

が正常であることを確認

します。

合格

UCJ715F.UTC.R.
030

ユニバーサル ト
ランスコーディ

ング

ユニバーサル ト
ランスコーダが 
TRP として使用

されているクラ

スタ内コール 

ユニバーサル トランス

コーダ が TRP として使

用されている場合に 
G.711 コーデックでのク

ラスタ内コールが正常で

あることを確認します。

合格

UCJ715F.UTC.R.
033

ユニバーサル ト
ランスコーディ

ング

ユニバーサル ト
ランスコーダが 
G.711 コーデック

に使用されてい

るクラスタ内

コール

H.323 ゲートウェイを介

した G.711 コーデックで

のクラスタ内コールが正

常であることを確認しま

す。

合格

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager    
UCJ715F.UTC.R.
037

ユニバーサル ト
ランスコーディ

ング

iLBC コーデック

を備えた SIP 
ゲートウェイと 
Unified IP Phone 
のクラスタ内

コール

SIP ゲートウェイを介し

た iLBC コーデックをサ

ポートするコールが正常

であることを確認しま

す。

合格

UCJ715F.UTC.R.
039

ユニバーサル ト
ランスコーディ

ング

G.722、iLBC、

G.711 および 
G.729 コーデック

を使用した電話

機のセキュア会

議

リージョンが異なるまた

は同じ電話機のセキュア 
コンファレンス ブリッ

ジを介したユニバーサル 
トランスコーディングが

正常であることを確認し

ます。

Unified IP Phone
（G.722、G.711、
G.729、iLBC）-> セ
キュア コンファレン

ス ブリッジ

合格

UCJ715F.UTC.R.
040

ユニバーサル ト
ランスコーディ

ング

Unified CM 
Express でトラン

スコーディング

を行うパラレル 
ハント

ユニバーサル トランス

コーディングおよびトラ

ンスコーダの起動検証が

正常であることを確認し

ます。

合格

UCJ715F.UTC.R.
042

ユニバーサル ト
ランスコーディ

ング

Unified CM のス

タティック ロ
ケーション ベー

ス CAC

ロケーションを使用した

ユニバーサル トランス

コーディングおよび帯域

幅の設定が正常であるこ

とを確認します。

合格

UCJ715F.UTC.R.
043

ユニバーサル ト
ランスコーディ

ング

損失が多いリン

クでの Unified 
CM スタティッ

ク ロケーション 
ベース CAC

リージョン間コーデック

が G.711 に設定され、リ

ンク損失タイプが 
[Lossy] に設定されたユ

ニバーサル トランス

コーディングが正常であ

ることを確認します。

合格

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unified SRST
Unified SRST
ID

テスト対

象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害

UCJ715F.SRST.
D.001

SRST SRST モードの 
SIP 電話機 と 
SCCP 電話機の

コール

プライマリおよびセカンダリ 
Unified Communications 
Manager との接続が切断さ

れても Unified SRST ゲート

ウェイに登録された SCCP 
電話機 と SIP 電話機のコー

ル フローが正常であること

を確認します。

Unified IP Phone -> 
SRST ルータ -> SIP 電
話機

合格

UCJ715F.SRST.
D.002

SRST SRST フォール 
バック時のボイス 
メール

SRST フォール バック モー

ド時に電話機にボイス メー

ルを正常に残せることを確認

します。

Unified IP Phone -> 
SRST ルータ -> ボイス 
メール

合格

UCJ715F.SRST.
D.003

SRST SRST モードでの

アドホック会議

SRST モードで SRST ルータ

によって登録された Unified 
IP Phone に会議サービスが

提供されることを確認しま

す。

Unified IP Phone -> 
SRST ルータ -> 
Unified IP Phone -> 会
議 -> PSTN アナログ電

話機（メイン サイト）

合格

UCJ715F.SRST.
D.004

SRST 転送されたコール

のグループ ピック

アップおよびコー

ル ピックアップ 

ビジー、グループ ピック

アップおよびピックアップで

転送されたコールが SRST 
ルータに登録された共有回線

の IP Phones で動作できるこ

とを確認します。

PSTN アナログ電話機

（メイン サイト）-> 
SRST ルータ -> 
Unified IP Phone -> 
CFA -> Unified IP 
Phone -> ピックアップ 
-> Unified IP Phone

合格

UCJ715F.SRST.
D.005

SRST ボイス メールの取

得 
SRST モードで Message 
Waiting Indicator（MWI; 
メッセージ受信インジケー

タ）がない場合にボイス 
メールが取得できることを確

認します。

合格
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  Unity  
Unity
ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネ

ント フロー

ステー

タス 障害

UCJ715S.CU.U
.006

Unity ダイレクト コー

ル

ICT を介した Unity へのダ

イレクト コールが正常で

あることを確認します。

合格

UCJ715S.CU.U
.005

Unity Telephone User 
Interface（TUI; 
テレフォン ユー

ザ インターフェ

イス）を介した

オプション グ
リーティング

Unity サブスクライバが 
Unity Inbox からオプショ

ン グリーティングをイ

ネーブルにすると、Unity 
によって Exchange 2000 
にオフィス不在タイプの

ルールがイネーブルされる

ことを確認します。

合格

UCJ715S.CU.U
.004

Unity ICT トランクを

介して Unity に
転送されたコー

ル

ICT を介した Unity への転

送されたコールが正常であ

ることを確認します。

合格

UCJ715S.CU.U
.003

Unity MGCP ゲート

ウェイを介して 
Unity に転送さ

れたコール

MGCP ゲートウェイを介

した PSTN から Unity に転

送されたコールが正常であ

ることを確認します。

合格

UCJ715S.CU.U
.001

Unity メッセージの配

信、取得、削除 
PSTN 電話機および SCCP 
統合を介して同じクラスタ

の CCM に登録された電話

機からコールを発信した場

合に、Unity でメッセージ

の配信、取得、削除がサ

ポートされていることを確

認します。

合格

UCJ715S.CU.U
.002

Unity 共有回線用に設

定された電話機

に対する Unity 
サポート

共有回線用に設定された電

話機が Unity でサポートで

きることを確認します。

合格

UCJ715S.CU.D
.002

Unity 認証バイパス 無効なエントリ時、認証が

バイパスされることを確認

します。

合格

UCJ715S.CU.D
.001

Unity 一括インポート 既存のアカウントの csv 
ファイルを使用した一括イ

ンポートが正常であること

を確認します。

合格

UCJ715S.CU.D
.014

Unity 一括インポート 一括インポートを使用して

管理者ユーザがインポート

されることを確認します。

合格

UCJ715S.CU.D
.011

Unity Cisco PCA グ
リーティング

ES の適用後もグリーティ

ングをアップロードできる

ことを確認します。

合格
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  Unity
UCJ715S.CU.D
.012

Unity Cisco PCA タイ

ムスタンプ

Cisco PCA のタイムスタン

プが Unity サーバに正確に

一致することを確認しま

す。

合格

UCJ715S.CU.D
.009

Unity TUI を介した E 
メール

交換サーバからの E メール

が TUI を介して再生され

ることを確認します。

合格

UCJ715S.CU.D
.003

Unity 転送メッセージ レコーディングが添付され

ていないメッセージの転送

が正常であることを確認し

ます。

合格

UCJ715S.CU.D
.008

Unity 受信確認 TUI 経由で受信確認が維持

されていることを確認しま

す。

合格

UCJ715S.CU.D
.016

Unity TUI パスワード TUI パスワードが 1 回目の

ログインによって変更さ

れ、2 回目のログインで失

効していることを確認しま

す。

合格

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネ

ント フロー

ステー

タス 障害
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  Unity Connection   
Unity Connection
ID

テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害

UCJ715S.CUC
.U.001

Unity 
Connection

混合 SCCP 環境での

代替内線

SCCP 環境で代替内線が動

作することを確認します。

Unified 
Communications 
Manager -> Unity 
Connection -> 
Unified IP Phone

合格

UCJ715S.CUC
.U.002

Unity 
Connection

ダイレクト コール ICT を介した Unity 
Connection へのダイレク

ト コールが正常であるこ

とを確認します。

Unified 
Communications 
Manager -> Unity 
Connection -> 
Unified IP Phone

合格

UCJ715S.CUC
.U.003

Unity 
Connection

Unity Connection へ
の転送コールおよび

ダイレクト コール

H.323 ゲートウェイを介し

て PSTN から送信された 
Unity Connection へのダイ

レクト コールおよび転送

されたコールが正常である

ことを確認します。

Unified 
Communications 
Manager -> Unity 
Connection -> 
Unified IP Phone

合格

UCJ715S.CUC
.U.004

Unity 
Connection

Unity Connection へ
の転送コール 

MGCP ゲートウェイを介

した PSTN から Unity 
Connection に転送された

コールが正常であることを

確認します。

Unified 
Communications 
Manager -> Unity 
Connection -> 
Unified IP Phone

合格

UCJ715F.CUC
.D.010

Unity 
Connection

一括編集を使用した

代替内線

一括編集を使用して、代替

内線を最大長に変更できる

ことを確認します。

合格

UCJ715F.CUC
.D.009

Unity 
Connection

BAT を使用した一括

削除

一括削除で BAT を使用し

た削除をユーザが実行でき

ないことを確認します。

合格

UCJ715F.CUC
.D.005

Unity 
Connection

発信者 ID 通知メッ

セージ

通知メッセージが正しく表

示されることを確認しま

す。

合格

UCJ715S.CUC
.D.013

Unity 
Connection

Cisco PCA 個人用連

絡先

Cisco PCA でロギングした

ユーザの個人用連絡先情報

が表示されることを確認し

ます。

合格

UCJ715F.CUC
.D.003

Unity 
Connection

変換マネージャのク

ラッシュ 
IMAP メールが外部に設定

された交換サーバからアク

セスされた場合に変換マ

ネージャがクラッシュしな

いことを確認します。

合格
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  Unity Connection
UCJ715F.CUC
.D.007

Unity 
Connection

ユーザ定義内線

フィールドの CPCA
ユーザが LDAP からイン

ポートされた場合もユーザ

定義内線フィールドの 
CPCA が動作することを確

認します。

合格

UCJ715F.CUC
.D.008

Unity 
Connection

Unity Connection 
RSS の URL

CUC RSS の URL に正常

にアクセスできることを確

認します。

合格

UCJ715S.CUC
.D.004

Unity 
Connection

レプリケータによっ

て変更される SMTP 
アドレス

レプリケータが GUID の
場合に SMTP アドレスが

変更されることを確認しま

す。

合格

UCJ715S.CUC
.D.006

Unity 
Connection

Unity Connection SIP 
のインターフェイス

Unity Connection SIP で複

数のサーバにインターフェ

イスすることでコールが許

可されることを確認しま

す。

合格

UCJ715F.CUC
.D.002

Unity 
Connection

添付名が他言語文字

の VMN
転送された VMN の他言語

文字の添付名が文字化けし

ていないことを確認しま

す。

合格

UCJ715F.CUC
.D.001

Unity 
Connection

ボイス メールの遅延 メッセージ ボタンを押す、

またはパイロット番号に

コールすると、ユーザがボ

イス メールを再生できる

ことを確認します。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  ゲートウェイ  
ゲートウェイ 
ID

テスト対

象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害

UCJ715S.VGW.
D.001

音声ゲー

トウェイ

SIP ゲートウェイ

から Unity ボイス 
メールへのコール 
フロー

SIP ゲートウェイから Unity 
ボイス メールへのコールが正

常であることを確認します。

アナログ電話機 -> SIP 
ゲートウェイ -> 
Unified 
Communications 
Manager -> Unity ボイ

ス メール

合格

UCJ715S.VGW.
D.002

音声ゲー

トウェイ

SCCP 電話機から 
SIP ゲートウェイ

へのコールの SIP 
セッション タイ

マーのアクティ

ベーション

SCCP 電話機から PSTN SIP 
ゲートウェイへのコール時に 
Unified Communications 
Manager で SIP セッション 
タイマーがアクティベートさ

れることを確認します。

SCCP 電話機 -> 
Unified 
Communications 
Manager -> SIP ゲート

ウェイ -> アナログ電話

機

合格

UCJ715S.VGW.
D.003

音声ゲー

トウェイ

SIP 電話機から 
SIP ゲートウェイ

へのコールの SIP 
セッション タイ

マーのアクティ

ベーション

SIP 電話機から PSTN SIP 
ゲートウェイへのコール時に 
Unified Communications 
Manager で SIP セッション 
タイマーがアクティベートさ

れることを確認します。

SIP 電話機 -> Unified 
Communications 
Manager -> SIP ゲート

ウェイ -> アナログ電話

機

合格

UCJ715S.VGW.
D.004

音声ゲー

トウェイ

SIP ゲートウェイ

で KPML フォー

マットでディジッ

トを送信

KPML をサポートする OOB 
DTMF が設定された場合に 
SIP ゲートウェイによって

ディジットが KPML フォー

マットで送信されることを確

認します。

アナログ電話機 -> SIP 
ゲートウェイ -> 
Unified 
Communications 
Manager -> SIP 電話機

合格

UCJ715S.VGW.
T.129

ファック

ス リレー

タンデム接続の

ファックス リレー

音声ゲートウェイ間でタンデ

ム接続されたファックス リ
レー コールが正常であるこ

とを確認します。

合格

UCJ715S.VGW.
T.130

ファック

ス パスス

ルー

タンデム接続の

ファックス パスス

ルー

音声ゲートウェイ間でタンデ

ム接続されたファックス パ
ススルー コールが正常であ

ることを確認します。

合格

UCJ715S.VGW.
T.131

T.38 
ファック

ス

タンデム接続の

ファックス T.38
音声ゲートウェイ間でタンデ

ム接続されたファックス 
T.38 コールが正常であるこ

とを確認します。

合格
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  IP Communicator
IP Communicator 
ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害

UCJ715S.CIP
C.D.36

IP Communicator 会議中のコール 
パーク保留

IP Communicator 電話機 B 
および IP Communicator 電
話機 C と会議中の IP 
Communicator 電話機 A か
らパークされたコールが他

の電話機によってピック

アップされない場合に IP 
Communicator 電話機 A に
戻されることを確認します。

合格

UCJ715S.CIP
C.D.44

IP Communicator アプリケーショ

ン終了後のコー

ル終了

IP Communicator アプリ

ケーションが強制終了され

た場合に、2 つの IP 
Communicators 間のコール

が正しく終了されることを

確認します。

合格

UCJ715S.CIP
C.D.42

IP Communicator IP 
Communicator 
の登録

PC のネットワーク ケーブ

ルの取り外しまたは取り付

け後の IP Communicator の
登録を確認し、IP 
Communicator が正常に実

行されていることを確認し

ます。

合格

UCJ715S.CIP
C.D.41

IP Communicator IP 
Communicator 
ピックアップ会

議電話

IP Communicator 電話機へ

の会議電話が他の電話機に

よってピックアップされる

と、会議が確立されること

を確認します。

合格

UCJ715S.CIP
C.D.39

IP Communicator IP 
Communicator 
アプリケーショ

ン（共有回線）

からのパークさ

れたコールの

ピックアップ

いずれかのハード電話機の

同じピックアップ グループ

に属し、他の電話機と回線

を共有しているハード電話

機からパークされた電話が 
IP Communicator 電話機に

よって正常にピックアップ

されることを確認します。

合格
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  Unified Presence   
Unified Presence 
ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害

UCJ715F.CUP
.U.001

インストール /
アップグレード

Unified Presence 
Server パブリッ

シャ ノードおよび

サブスクライバ 
ノードのフレッ

シュ インストール

Unified Presence パブ

リッシャ ノードおよびサ

ブスクライバ ノードの 
7845H2 サーバに Unified 
Presence Server 7.0(6) 
バージョンを正常にフ

レッシュ インストールさ

れたことを確認します。

合格

UCJ715F.CUP
.D.002

DND DND と共有回線 セカンダリ 電話機が 
Unified Communications 
Manager から登録解除さ

れた場合に、DND が正

常であることを確認しま

す。

合格

UCJ715F.CUP
.D.003

Unified 
Presence

クラスタ間ウォッ

チャ プレゼンスの

ステータス

クラスタ間ウォッチャ プ
レゼンスのステータスが

許可リストから削除され

た後、正しく更新されて

いることを確認します。

合格

UCJ715F.CUP
.D.004

Unified 
Presence

リスタート後の以

前組み込まれた

ルート テンプレー

ト

グレースフル リスタート

後に以前の組み込まれた

ルート テンプレートが 
GUI から削除されている

ことを確認します。

合格

UCJ715F.CUP
.D.005

Unified 
Presence

Presence Viewer 
ページのプレゼン

ス ステータス

連絡先リストのユーザ 
ID にスペースが含まれ

ている場合に Presence 
Viewer ページに正しい

バディのプレゼンスが表

示されることを確認しま

す。

失敗 CSCte3
8830

UCJ715F.CUP
.D.006

フェールオー

バー

デュアル ノード 
フェールオーバー

を備えた Unified 
Presence

 • Unified Presence の
デュアル ノード 
フェールオーバーが

正常に動作している

ことを確認します。

 • アップデートされた

バディのプレゼンス 
ステータスを確認し

ます。

合格

UCJ715F.CUP
.D.007

フェールオー

バー

フェールオーバー

中の Unified 
Personal 
Communicator の
ログイン

ユーザが、フェールオー

バー中に Unified 
Personal Communicator 
にエラーまたは遅延なく

ログインできることを確

認します。

合格
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  Unified Presence
UCJ715F.CUP
.D.008

Unified 
Presence

2 つの Unified 
Presence サーバ間

のクラスタ間同期

2 つの Unified Presence 
サーバ間で作成される 
SIP トランクのクラスタ

間同期を確認します。

Unified Presence1 -> 
SIP トランク -> 
Unified Presence 2

合格

UCJ715F.CUP
.D.009

Unified 
Presence

クラスタが異なる 
2 つの Unified 
Personal 
Communicator の
プレゼンス ステー

タスの更新

クラスタが異なる 2 つの 
Unified Personal 
Communicator でお互い

のプレゼンス ステータス

が表示できることを確認

します。

Unified Personal 
Communicator 1 -> 
Unified Presence 1 -> 
Unified 
Communications 
Manager1（クラスタ 
1）-> Unified 
Communications 
Manager 2（クラスタ 
2）-> Unified 
Presence2 -> Unified 
Personal 
Communicator 2

合格

UCJ715F.CUP
.D.010

相互運用性 2 つの Unified 
Presence バージョ

ン間の相互運用性

バージョンが異なる 
Unified Presence Server 
間でコールが確立し、イ

ンスタント メッセージを

交換できることを確認し

ます。

Unified Personal 
Communicator 1 -> 
Unified Presence1

（6.x）-> Unified 
Communications 
Manager 1 -> Unified 
Communications 
Manager 2 -> Unified 
Presence2（7.x）-> 
Unified Personal 
Communicator 2

合格

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Personal Communicator    
Unified Personal Communicator
ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネ

ント フロー

ステー

タス 障害

UCJ715F.CUPC
.D.009

フェールオー

バー

プライマリから

バックアップへの 
Unity のフェール

オーバー

プライマリ Unity で障害が

発生しても Unified 
Personal Communicator で
ボイス メールを送受信で

きることを確認します。

合格

UCJ715F.CUPC
.D.002

フェールオー

バー

バックアップ 
Unified 
Communications 
Manager への 
Unified Personal 
Communicator 
フェールオーバー

プライマリ Unified 
Communications Manager 
で障害が発生した場合に、
Unified Personal 
Communicator がバック

アップの Unified 
Communications Manager 
にフォールバックすること

を確認します。

合格

UCJ715F.CUPC
.D.001

Unified 
Personal 
Communicator

連絡先リストに上

限まで連絡先を追

加

CUPS ページで設定したと

おりに、上限まで連絡先を

追加できることを確認しま

す。

前提条件：

Unified Personal 
Communicator ユーザは連

絡先リストに登録されてい

る連絡先が 0 である必要が

あります。

合格

UCJ715F.CUPC
.D.003

プレゼンスのス

テータス

リモート ユーザが

不在であるかの表

示

リモート ユーザが現在の

ステータスを不在に変更し

てもメッセージ履歴ウィン

ドウの通知が正しく表示さ

れていることを確認しま

す。

合格

UCJ715F.CUPC
.D.004

Softphone モー

ドでの Unified 
Personal 
Communicator

Softphone モード

での発信 
Unified Personal 
Communicator でコールを

発信し、双方向音声コール

を確立できることを確認し

ます。

合格
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  Unified Personal Communicator
UCJ715F.CUPC
.D.005

コール ピック

アップ

会議電話の着信呼

び出し音のピック

アップ

卓上電話 1 から Unified 
Personal Communicator へ
の会議電話を卓上電話 2 で
ピックアップして、3 方向

音声コールが確立されるこ

とを確認します。

前提条件：

Unified Personal 
Communicator と卓上電話 
2 は同じピックアップ グ
ループに属する必要があり

ます。

合格

UCJ715F.CUPC
.D.006

コール パーク Unified Personal 
Communicator か
らのパークされた

コールのピック

アップ（共有回線）

Unified Personal 
Communicator で共有回線

の卓上電話から発信された

パーク コールをピック

アップして、Unified 
Personal Communicator と
リモート卓上電話間で双方

向音声コールを確立できる

ことを確認します。

合格

UCJ715F.CUPC
.D.007

Outlook での 
Unified 
Personal 
Communicator

連絡先に E メール 
ID がない場合、

Outlook ツール

バーで通話

連絡先に E メール ID がな

い場合、Outlook ツール

バー によってコールが発

信されることを確認しま

す。

合格

UCJ715F.CUPC
.D.008

Deskphone 
モードでの 
Unified 
Personal 
Communicator

内部コールの受信 Deskphone モードの 
Unified Personal 
Communicator が Unified 
IP Phone からの着信コー

ルに応答して、双方向音声

コールを確立できることを

確認します。

合格

UCJ715F.CUPC
.D.010

Unified 
Personal 
Communicator

連絡先リストから

のコール発信

Unified Personal 
Communicator によってバ

ディ リストの連絡先に

コールを発信できるオプ

ションが提供されているこ

とを確認します。

合格

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネ

ント フロー

ステー

タス 障害
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  UC Integration for MOC     
UC Integration for MOC
ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネ

ント フロー

ステー

タス 障害

UCJ715F.CSF.
U.001

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator

H.323 トランク上で

のクラスタ間コール

H.323 トランク上のクラ

スタ間コールが、

Unified IP Phone を制御

している UC Integration 
for Microsoft Office 
Communicator クライア

ント間で正常に確立され

ることを確認します。

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator 1 -> 
Unified 
Communications 
Manager -> SCCP 
電話機 1 -> 会議 -> 
H.323 ICT - > 
Unified 
Communications 
Manager -> UC 
Integration for 
Microsoft Office 
Communicator 2

合格

UCJ715F.CSF.
U.002

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator

パーティションが異

なる UC Integration 
for Microsoft Office 
Communicator クラ

イアント間のコール

異なるパーティションに

あり、Unified IP Phone 
を制御している UC 
Integration for Microsoft 
Office Communicator ク
ライアント間のコールが

正常であることを確認し

ます。

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator 1 -> 
Unified 
Communications 
Manager -> SCCP 
電話機 1 -> 会議 -> 
QSIG ICT -> 
Unified 
Communications 
Manager -> UC 
Integration for 
Microsoft Office 
Communicator 2

合格

UCJ715F.CSF.
U.003

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator

マルチパーティ会議

での UC Integration 
for Microsoft Office 
Communicator

複数の UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator 間のマル

チパーティ会議機能が正

しく機能することを確認

します。

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator 1 -> 
Unified 
Communications 
Manager -> UC 
Integration for 
Microsoft Office 
Communicator 2 -> 
会議 -> UC 
Integration for 
Microsoft Office 
Communicator 4

合格

（例外

あり）

CSCte
40715
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  UC Integration for MOC
UCJ715F.CSF.
U.004

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator ユー

ザによる DND がイ

ネーブルになってい

る Unified Personal 
Communicator と IP 
Communicator への

コール

DND がイネーブルに

なっている Unified 
Personal Communicator 
と IP Communicator への

コール時に UC 
integration for Microsoft 
Office Communicator が
正しく機能することを確

認します。

合格

UCJ715F.CSF.
U.005

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator ユー

ザによる DND がイ

ネーブルになってい

る SCCP 電話機ユー

ザのコール

UC integration for 
Microsoft Office 
Communicator が DND 
がイネーブルになってい

る SCCP にコールできる

ことを確認します。

合格

UCJ715F.CSF.
U.006

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator と IP 
Phone 上でのユーザ

のプレゼンス ステー

タスの複製

ユーザのプレゼンス ス
テータスが、UC 
Integration for Microsoft 
Office Communicator か
ら Unified IP Phone に、

または、その逆方向に正

しくアップデートされる

ことを確認します。

合格

UCJ715F.CSF.
U.007

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator の 
Cisco Unity ボイス 
メールおよび SIP 電
話機との相互運用性

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator が SIP 電
話機からの CFNA コール

を Unity ボイス メールに

リダイレクトすることを

確認します。

SIP 電話機 -> 
Unified 
Communications 
Manager -> UC 
Integration for 
Microsoft Office 
Communicator + 
CSF -> CFNA -> 
Unity

合格

UCJ715F.CSF.
U.008

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator

代替デバイスへの

コール転送 
UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator 内の転送

オプションが正しく機能

し、代替デバイスとの

コール接続が成功するこ

とを確認します。

合格

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネ

ント フロー

ステー

タス 障害
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  UC Integration for MOC     
UCJ715F.CSF.
U.009

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator

Softphone モードで

のコール パーク

ユーザが、Softphone 
モードにある UC 
Integration for Microsoft 
Office Communicator で
アクティブ コールをパー

クできることを確認しま

す。

合格

UCJ715F.CSF.
U.010

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator

Deskphone モードで

のコール パーク

ユーザが、Deskphone 
モードにある UC 
Integration for Microsoft 
Office Communicator で
アクティブ コールをパー

クできることを確認しま

す。

合格

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネ

ント フロー

ステー

タス 障害
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  アップグレード
アップグレード

ID テスト対象機能

ケース タイ

トル 説明

コール コ
ンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害

UCJ715F.IUP.
J.001

6.1(3) から 
7.1(5) 日本語版

へのアップグ

レード

マルチサイ

ト WAN 分
散モデル

（シングル 
ステージ）

顧客向けアップグレード マニュアルに

従って、アップグレード後に次の内容

を確認します。

• スイッチとルータのアップグレー

ド終了基準

• 音声ゲートウェイとデータ ゲート

ウェイのアップグレード終了基準

• Unified Communications Manager 
のアップグレード終了基準

• Unity のアップグレード終了基準

• Unity Connection のアップグレー

ド終了基準 

• Unified Presence のアップグレー

ド終了基準

• Unified IP Phone、IP 
Communicator および Unified 
Personal Communicator は 
Unified Communications Manager 
に登録され、正しく機能すること

CUP 
エラー

CSCtf58570、
CSCtf58865、
CSCtf58555

UCJ715F.IUP.
J.002

7.1(3) 日本語版

から 7.1(5) 日本

語版へのアップ

グレード

マルチサイ

ト WAN 分
散モデル

（マルチス

テージ）

顧客向けアップグレード マニュアルに

従って、アップグレード後に次の内容

を確認します。

• スイッチとルータのアップグレー

ド終了基準

• 音声ゲートウェイとデータ ゲート

ウェイのアップグレード終了基準

• Unified Communications Manager 
のアップグレード終了基準

• Cisco Unity のアップグレード終

了基準

• Cisco Unity Connection のアップ

グレード終了基準 

• Unified Presence のアップグレー

ド終了基準

• Unified IP Phone、IP 
Communicator および Unified 
Personal Communicator は 
Unified Communications Manager 
に登録され、正しく機能すること

合格
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  アップグレード  
UCJ715F.IUP.
J.003

5.1(3) から 
7.1(5) 日本語版

へのアップグ

レード

SRST モデ

ルを使用し

て集中化さ

れたマルチ

サイト（マ

ルチステー

ジ）

顧客向けアップグレード マニュアルに

従って、次のアップグレード コンポー

ネントについて終了基準を確認しま

す。

 • スイッチとルータのアップグレー

ド終了基準

 • 音声ゲートウェイとデータ ゲート

ウェイのアップグレード終了基準

 • Unified Communications Manager 
のアップグレード終了基準

 • Cisco Unity のアップグレード終

了基準

 • Unified IP Phone および IP 
Communicator が Unified 
Communications Manager に登録

され、正しく機能すること

合格

（例外

あり）

CSCtg24562

UCJ715F.IUP.
J.004

4.5 から 7.1(5) 
日本語版への

アップグレード

マルチサイ

ト WAN 分
散モデル

（シングル 
ステージ）

顧客向けアップグレード マニュアルに

従って、次のアップグレード コンポー

ネントについて終了基準を確認します。

 • スイッチとルータのアップグレー

ド終了基準

 • 音声ゲートウェイとデータ ゲート

ウェイのアップグレード終了基準

 • Unified Communications Manager 
のアップグレード終了基準

 • Cisco Unity のアップグレード終

了基準

 • Unified IP Phone および IP 
Communicator が Unified 
Communications Manager に登録

され、正しく機能すること

 • 新しく追加された Unified 
Presence および Unified Personal 
Communicator コンポーネントが

正しく機能すること

合格

ID テスト対象機能

ケース タイ

トル 説明

コール コ
ンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  関連資料
関連資料

Cisco Unified Communications Manager Documentation Guide
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/docguide/7_1_3/dg713.html

Cisco Unified Communications System Documentation
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/uc_system/unified/communications/system/ucstart.
htm

Cisco Unified Communications System Description
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/uc_system/UC7.1.3/system_description/SD713.pdf
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C H A P T E R 5

IP テレフォニーに関するシステム リリース 
ノート：Cisco Unified Communications 
System リリース 7.1(3) 日本語版

この項では、さまざまな機能、機能ごとのテスト ケース、およびその結果を一覧表示します。テスト
対象機能は次のとおりです。

 • アナログ

 • Cisco Emergency Responder

 • ゲートウェイ

 • クラスタ間トランク

 • 相互運用性

 • IP Communicator

 • ネットワーク管理

 • PhoneSuite

 • QSIG

 • Quality of Service

 • UC Integration for MOC

 • パフォーマンス

 • Unified Attendant Console

 • Unified Border Element

 • Unified CM Business Edition

 • Unified CM Express

 • Unified Communications Manager

 • Unified Contact Center Express

 • Unified IP Phone

 • Unified MeetingPlace

 • Unified MeetingPlace Express

 • Unified Mobility Advantage

 • Unified Operations Manager

 • Unified Personal Communicator
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 • Unified Phone Application Suite

 • Unified PhoneProxy

 • Unified Presence

 • Unified SIP Proxy

 • Unified SRST

 • Unity

 • Unity Connection

 • Unity Express

 • ビデオ テレフォニー

 • ワイヤレス

 • ロールバック テスト
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  アナログ  
アナログ

Cisco Emergency Responder

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コン

ポーネント 
フロー

ステー

タス 障害

UC713L.ANA
.001

Unified 
Communications 
Manager

IP からアナログへのコー

ル

SFO-ORD Unified IP 
Phone から SFO-ORD 
アナログ電話へのコール

が成功することを確認し

ます。

合格

UC713L.ANA
.001 

アナログ Unified IP Phone とアナ

ログ電話間のコール

SFO-ORD Unified IP 
Phone から SFO-ORD 
アナログ電話へのコール

が成功することを確認し

ます。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害

SR60.CER.1
03.3 

Emergency 
Responder

サーバ グループ内の 1 
台の Emergency 
Responder サーバに障

害が発生した場合のシ

ステムの信頼性：

フォールバック

Emergency Responder 
サーバ グループに単一障

害点が存在しないことを確

認します。

失敗 CSCtb0
4572 

SR60.CER.1
02.1

Emergency 
Responder

Unified IP Phone：
Session Initiation 
Protocol（SIP）Voice 
over IP（VoIP）プロ

トコルを介した Public 
Safety Answering 
Point（PSAP）から 
E911 発信者へのコー

ルバック

PSAP から E911 発信者に

コールバックできることを

確認します。

PSAP -> PSTN -> ゲー

トウェイ -> Unified 
Communications 
Manager -> Emergency 
Responder -> Unified 
Communications 
Manager -> Unified IP 
Phone

合格

SR60.CER.1
00.4

Emergency 
Responder

Unified IP Phone およ

び IP Phone 
6921/6941/6961：IP 
Phone の現在地の追

跡、および E911 コー

ルが、最も近い PSAP 
にルーティングされる

かどうか

Emergency Responder が 
Unified IP Phone の現在地

を追跡できるかどうか、ま

た、ユーザによる E911 
コールが、最も近い PSAP 
にルーティングされるかど

うかを確認します。

Unified IP Phone -> 
Unified 
Communications 
Manager -> Emergency 
Responder -> Unified 
Communications 
Manager -> ゲートウェ

イ -> PSTN -> PSAP

合格
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  Cisco Emergency Responder
OXN51.CER
.004

Emergency 
Responder

911 コール後の 
Emergency Responder 
PSAP から IP 
Communicator への到

達可能性

Cisco IP Communicator が 
911 コールを発信した後

に、Cisco Emergency 
Responder から Cisco IP 
Communicator にコールで

きることを確認します。

IP Communicator -> 
Unified 
Communications 
Manager -> Emergency 
Responder

合格

GB40.ER.00
5

Emergency 
Responder

電話機を再配置した後

の IP-IP のクラスタ内 
Emergency Responder 
コール

電話機が別のアクセス ス
イッチに再配置された後

で、Emergency Responder 
コールを発信できることを

確認します。

合格

GB40.ER.00
3

Emergency 
Responder

コール転送回線に対応

する IP-IP のクラスタ

間 Emergency 
Responder

E911 コールに対するコー

ル転送に Emergency 
Responder を利用できるこ

とを確認します。

合格

GB40.ER.00
2

Emergency 
Responder

共有回線に対応する 
IP-IP のクラスタ内 
IP-IP Emergency 
Responder

共有回線電話機からの 
E911 コールに Emergency 
Responder を利用できるこ

とを確認します。

合格

GB31.ER.28
5

Emergency 
Responder

IP-IP のクラスタ内に

おける複数の 
Emergency Responder 
コール

IP-IP のクラスタ内におけ

る複数の Emergency 
Responder コールを確認し

ます。

合格

GB31.ER.28
2

Emergency 
Responder

Extension Mobility を
使用した IP-IP のクラ

スタ内 Emergency 
Responder コール

Extension Mobility を使用

した IP-IP のクラスタ内 
Emergency Responder 
コールを発信することに

よって確認します。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  ゲートウェイ  
ゲートウェイ

クラスタ間トランク

相互運用性

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コン

ポーネント 
フロー

ステー

タス 障害

UCS712IF.G
TW.001

VG204 および 
FXS カードの

付加機能

Unified Communications 
Manager VG202 電話機か

ら PSTN 電話機へのコール

上の Request for 
Comments（RFC; コメン

ト要求）2833 の確認

Unified Communications 
Manager が制御する VG202 
ポートで RFC 2833 が機能

することを確認します。
Unified Communications 
Manager が制御する VG202 
電話機から PSTN 電話機へ

のコールが確立されます。

合格

UC713L.GT
W.105 

ゲートウェイ PSTN を介した IP から IP 
へのコール

PSTN を介した、AZO 
Unified IP Phone から AZO 
Unified IP Phone へのコー

ルが成功することを確認し

ます。

合格

UC713IL.GT
W.105

ゲートウェイ PSTN を介した Unified IP 
Phone 間のコール

PSTN を介した Unified IP 
Phone 間のコールが成功す

ることを確認します。

合格

UC713IL.GT
W.003

ゲートウェイ Unified IP Phone と PSTN 
電話機間のコール

Unified IP Phone と PSTN 
電話機間のコールが成功す

ることを確認します。

合格

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コン

ポーネント 
フロー

ステー

タス 障害

UC713IL.ICT.
002

クラスタ間トランク クラスタ間トランクを介

した Unified IP Phone 間
のコール

クラスタ間トランクを

介した Unified IP Phone 
間のコールが成功する

ことを確認します。

合格  

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コン

ポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害

SR60.E.102 Interoperability6 H.323 トランクを介した、

Interoperability 6.0 と 4.2 
の間のコールの着信

H.323 トランクを介し

た、4.2 から 6.0 への着

信コールを確立します。

そのコールを別の 
Unified IP Phone に転

送します。

合格  
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  IP Communicator
IP Communicator
ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害

UC712IF.IPC.
004 

IP Communicator G.722 を使用し

た、SCCP IP 
Communicator、
Unified IP Phone 
の認証と、セ

キュアな Meet-
Me 会議への参加

G.722 コーデックを使用

して、認証済みの SIP IP 
Communicator コールを

発信して確認し、セキュ

アな Meet-Me 会議に参

加します。

IP Communicator -> 
Unified 
Communications 
Manager -> 会議

合格

UC712IF.IPC.
005 

IP Communicator コール パークを

含む、保護され

た非 GateKeeper
（GK; ゲートキー

パー）制御の 
H.323 ICT を介

した SIP IP 
Communicator 
コールの認証

保護された非 GK 制御の 
H.323 ICT を介して、IP 
Phone 6921/6941/6961 
へ認証済みの SIP IP 
Communicator コールを

発信することによって確

認します。IP Phone 
6921/6941/6961 は、同

一クラスタ内の第 3 の電

話機によって取得される

コールをパークします。

IP Communicator -> 
Unified 
Communications 
Manager -> ICT -> 
Unified 
Communications 
Manager -> Unified IP 
Phone B -> Unified 
Communications 
Manager -> Unified IP 
Phone C

合格

UC712IF.IPC.
007

IP Communicator IP Communicator 
の使用による 
TLS プロキシを

介した認証済み

コールの発信

IP Communicator を使用

して、TLS プロキシを介

した認証済みのコールを

発信することによって確

認します。

合格
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  ネットワーク管理  
ネットワーク管理

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コン

ポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害

UC713IL.NME
.003

ネットワーク管

理

デバイスに対する 
Unified Service 
Statistics Manager の
サポート

最大 30,000 台のデバイスから

なる大規模企業のテストベッ

ドに対して、コールの音量、

サービス可用性、コールの品

質、リソースの使用、容量な

ど、主要なメトリックの表示

と使用を可能にする機能を確

認します。

合格

UC713IL.NME
.002

ネットワーク管

理

デバイスに対する 
Unified Service 
Monitor のサポート

Cisco 1040 センサーと Cisco 
Voice Transmission Quality

（VTQ）の組み合わせを使用

した総合的な音声品質測定

と、Mean Opinion Score
（MOS; 平均オピニオン スコ

ア）しきい値に違反した場合

にアップストリーム アプリ

ケーション（Unified 
Operations Manager）に送信

されるアラートの生成を確認

します。確認には、最大 
30,000 台のデバイスをサポー

トするテストベッドを使用し

ます。

合格

UC713IL.NME
.001

ネットワーク管

理

デバイスおよびユー

ザに対する Unified 
Operations Manager 
のサポート

最大 30,000 台のデバイスおよ

びユーザをサポートする大規

模なテストベッドを使用して

いる間の Unified Operations 
Manager の機能性を確認しま

す。

合格

OXN51.NME.0
01

アラートおよび

アクティビティ

の表示

サービス レベル 
ビューでのアラート

およびアクティビ

ティの表示

Unified Communications 
Manager アラートのステータ

スが [Active]（新たに生成さ

れたアラート）、[ACK]
（ユーザ応答済み）、および 
[Clear]（クリア済み）として

表示されることを確認しま

す。

合格

GB40.NM.007 ネットワーク管

理

ITM による SRST 
モードでの電話機の

表示と関連するア

ラートの生成

サイト 6、7、および 8 の 
SRST 情報をインポートして

確認し、ITM に SRST 電話機

を表示してアラートを確認す

る SRST コンポーネントを識

別します。

合格
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  ネットワーク管理
GB40.NM.005 ネットワーク管

理

ITM を使用したすべ

ての新規電話機の検

出と検出スケジュー

ルの作成

WAN およびサイト内の 
GB4.0 テストベッドにあるす

べての電話機を検出できるこ

とを確認します。

合格

GB40.NM.004 ネットワーク管

理

ITM 設定ツールを使

用した電話機の設定

ITM 設定ツールを使用して電

話機の調査を設定することに

よって確認します。

合格

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コン

ポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害
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  PhoneSuite  
PhoneSuite

QSIG

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コン

ポーネント 
フロー

ステー

タス 障害

UC712IF.UC
W.100

PhoneSuite Microsoft Internet 
Explorer からダイヤルす

るためのクリック

MS Internet Explorer 内
の電話番号に 1 度のク

リックでダイヤルでき

ることを確認します。

合格  

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害

UC712EF.QSG.
003

トランクご

との QSIG
Unified 
Communications 
Manager クラスタ経

由の Private Branch 
Exchange（PBX; 構
内交換機）間コール

Unified 
Communications 
Manager クラスタ経

由の PBX 間コール

を確認します。

PBX 電話機 1 -> QSIG トラ

ンク -> Unified 
Communications Manager -
> QSIG ICT -> Unified 
Communications Manager -
> QSIG トランク -> PBX 電
話機 1 -> CFNA -> QSIG ト
ランク -> Unified 
Communications Manager -
> Unity

合格

UC712EF.QSG.
005

トランクご

との QSIG
コールバック機能と

の相互作用

トランクごとの 
QSIG を確認します。

SCCP 電話機 1 -> Unified 
Communications Manager -
> QSIG ICT -> Unified 
Communications Manager -
> QSIG ICT -> Unified 
Communications Manager -
> QSIG トランク -> Westell 
-> PBX 電話機 1

合格

UC712EF.QSG.
016

再ルーティ

ングによる 
Call 
Diversion

再ルーティング、

Extension Mobility、
およびボイスメール

による Call 
Diversion

再ルーティングによ

る Call Diversion を
確認します。

Extension Mobility A -> 
Unified Communications 
Manager 1 -> ICT -> Unified 
Communications Manager 2 
-> Unified IP Phone 1 -> 
CFNA -> ICT -> Unified 
Communications Manager 3 
-> ボイスメール

合格
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  QSIG
UC712EF.QSG.
018

トロンボー

ン型コール

のパス置換

QSIG PBX および 
Unity を含むパス置

換

トロンボーン型コー

ルのパス置換を確認

します。

電話機 1 -> Unified 
Communications Manager 1 
-> QSIG トランク -> PBX 電
話機 1 -> XFER -> QSIG ト
ランク -> Unified 
Communications Manager 1 
-> Unity

合格

UC712EF.QSG.
020

トロンボー

ン型コール

のパス置換

DPNSS PBX および 
2 回線の Unified IP 
Phone を含むトロン

ボーン型コールのパ

ス置換

トロンボーン型コー

ルのパス置換を確認

します。

電話機 1 -> Unified 
Communications Manager 1 
-> ICT -> Unified 
Communications Manager 2 
-> 電話機 1（回線 1）-> コ
ンファレンス ブリッジ -> 電
話機 1（回線 2）-> XFER -> 
QSIG トランク -> Westell -> 
PBX 電話機 1 -> XFER -> 
Westell -> QSIG トランク -> 
Unified Communications 
Manager 1 -> 電話機 2

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害
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  Quality of Service    
Quality of Service

UC Integration for MOC

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害

UCS713-
QOS-010

QOS ワイヤレス WAN QOS テス

ト

リモート サイト（T1 
接続）からの混合音声

（有線および無線）と

データ トラフィック

（Pageant）のテストを

確認します。

電話機 -> Aironet 
Access Point -> 
LWAPP/WAN -> 
Wireless LAN 
Controller -> Unified 
Communications 
Manager

合格  

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネ

ント フロー

ステー

タス 障害

UCS712IF.CSF
.019 

Unified 
Personal 
Communicator

Unified Personal 
Communicator ク
ライアント：サー

ビス性とメンテナ

ンス性

次の情報を基に、Unified 
Personal Communicator ク
ライアントのサービス性と

メンテナンス性を確認しま

す。（1）コールの特性と統

計情報 （2）問題およびエ

ラー レポート （3）サーバ

の状態 （4）デバッグ ツー

ル （5）ログの継続。次の

情報を基に、Unified 
Personal Communicator ク
ライアントのサービス性と

メンテナンス性を確認しま

す。（1）コールの特性と統

計情報 （2）問題およびエ

ラー レポート （3）サーバ

の状態 （4）デバッグ ツー

ル （5）ログの継続。

UC Integration for 
MOC クライアント 
1 -> Unified 
Communications 
Manager

合格

UCS712IF.CSF
.018 

Unified 
Personal 
Communicator

IPv4/IPv6 電話機

に関連付けられた 
Phone Associated 
モードの Unified 
Personal 
Communicator ク
ライアントによる

緊急コールの発信

Unified Personal 
Communicator プラグイン

がインストールされた UC 
Integration for Microsoft 
Office Communicator クラ

イアントが IPV4/IPV6 電
話機に関連付けられている

ことを確認します。緊急

コールを発信します。

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator+CS
F1 -> Unified 
Communications 
Manager -> 
Emergency 
Responder

合格
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  UC Integration for MOC
UCS712IF.CSF
.015 

Unified 
Personal 
Communicator

Extension 
Mobility Unified 
IP Phone に関連付

けられた Desk 
Phone Associated 
モードの Unified 
Personal 
Communicator ク
ライアントによる 
Unified Mobile 
Communicator か
らの DVO コール

のグループ ピック

アップ

Unified Personal 
Communicator クライアン

ト プラグインがインストー

ルされた UC Integration for 
MOC が、Extension 
Mobility Unified IP Phone 
卓上電話に関連付けられて

いることを確認します。こ

のクライアントは、グルー

プ ピックアップの一部であ

り、Unified Mobile 
Communicator によって設

定された着信 DVO コール

のグループ ピックアップを

実行します。

UC Integration for 
MOC クライアント 
1 -> Unified 
Communications 
Manager1

（Extension 
Mobility + グループ 
ピックアップ）

合格

UCS712IF.CSF
.010 

Unified 
Personal 
Communicator

セキュアな 
Unified IP Phone 
に関連付けられた 
Phone Associated 
モードの Unified 
Personal 
Communicator ク
ライアントによる

セキュアなアド

ホック会議の設定

Unified Personal 
Communicator プラグイン

がインストールされた UC 
Integration for Microsoft 
Office Communicator クラ

イアントが、セキュアな 
Unified IP Phone に関連付

けられた Phone Associated 
モードであることを確認し

ます。セキュア会議を設定

します。

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator+CS
F1 -> Unified 
Communications 
Manager -> 会議 <- 
UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator+CS
F2

合格

UCS712IF.CSF
.009

Unified 
Personal 
Communicator

Unified Personal 
Communicator ク
ライアントによ

る、クラスタ間エ

ンド ポイントを含

むアドホック会議

の設定

Unified Personal 
Communicator プラグイン

がインストールされた UC 
Integration for Microsoft 
Office Communicator クラ

イアントで、別のクラス

タ、PSTN 電話機、および

ローカル エンド ポイント

の UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator クライアン

トを含む 5 パーティ アド

ホック会議が設定されるか

どうかを確認します。

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator+CS
F1 -> 電話プロキシ 
-> Unified 
Communications 
Manager 1 -> 会議 
<- Unified 
Communications 
Manager 2 <- UC 
Integration for 
Microsoft Office 
Communicator+CS
F2 <- PSTN

合格

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネ

ント フロー

ステー

タス 障害
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  UC Integration for MOC     
UCS712IF.CSF
.007

Unified 
Personal 
Communicator

セキュアなエンド 
ポイントへのセ

キュアなコールの

転送におけるセ

キュアな Unified 
Personal 
Communicator ク
ライアント

Unified Personal 
Communicator プラグイン

がインストールされた UC 
Integration for Microsoft 
Office Communicator クラ

イアントが、セキュアな 
Softphone モードであるか

どうかを確認します。セ

キュアな Unified IP Phone 
から、この UC Integration 
for Microsoft Office 
Communicator クライアン

トにコールします。UC 
Integration for Microsoft 
Office Communicator クラ

イアントにセキュア インジ

ケータが設定されることを

確認します。コールをセ

キュアな電話機に転送しま

す。

Unified IP Phone -> 
Unified 
Communications 
Manager 1 -> UC 
Integration for 
Microsoft Office 
Communicator+CS
F1 -> セキュア SIP -
> Unified 
Communications 
Manager 2 -> UC 
Integration for 
Microsoft Office 
Communicator+CS
F2

合格

UCS712IF.CSF
.004 

Unified 
Personal 
Communicator

IPv4/IPv6 Unified 
IP Phone に関連付

けられた Desk 
Phone Associated 
モードの Unified 
Personal 
Communicator ク
ライアントによ

る、Unified 
MeetingPlace から

のコールへの応答

と電話会議への参

加

Unified Personal 
Communicator プラグイン

がインストールされた UC 
Integration for Microsoft 
Office Communicator クラ

イアントが、IPV4/IPV6 IP 
卓上電話に関連付けられて

いるかどうかを確認しま

す。Unified MeetingPlace 
会議を確立し、Unified 
MeetingPlace からクライア

ントへのコールを発信しま

す。コールに応答し、会議

パスワードをダイヤルし

て、会議に参加します。

Unified 
MeetingPlace -> 
Unified 
Communications 
Manager1 -> UC 
Integration for 
Microsoft Office 
Communicator+CS
F

合格

UCS712IF.CSF
.003

Unified 
Personal 
Communicator

Soft Phone モード

の Unified 
Personal 
Communicator ク
ライアントによ

る、セキュアな 
SIP トランクを介

したセキュアなク

ラスタ間コールの

確立

Unified Personal 
Communicator プラグイン

がインストールされた UC 
Integration for Microsoft 
Office Communicator が、

電話プロキシを介して 
Unified Communications 
Manager に接続しているか

どうかを確認します。セ

キュアな SIP トランクを介

してセキュアな電話機への

クラスタ間コールを確立し

ます。

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator+CS
F1 -> Unified 
Communications 
Manager1 -> セキュ

ア SIP -> Unified 
Mobile 
Communicator2 -> 
電話プロキシ -UC 
Integration for 
Microsoft Office 
Communicator+CS
F2

合格

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネ

ント フロー

ステー

タス 障害
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  UC Integration for MOC
UCS712IF.CSF
.001 

Unified 
Personal 
Communicator

Unified IP Phone 
に関連付けられた 
Desk Phone 
Associated モード

の Unified 
Personal 
Communicator ク
ライアントによ

る、SIP トランク

を介したクラスタ

間コールの確立

Unified Personal 
Communicator プラグイン

がインストールされた UC 
Integration for Microsoft 
Office Communicator クラ

イアントが、Unified IP 
Phone 卓上電話に関連付け

られていることを確認しま

す。SIP トランクを介して

電話プロキシ経由で接続さ

れた別の UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator クライアン

トへのクラスタ間コールを

確立し、ベアラ パスを

チェックします。

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator+CS
F1 -> Unified 
Communications 
Manager1-SIP -> 
Unified Mobile 
Communicator2 -> 
電話プロキシ -UC 
Integration for 
Microsoft Office 
Communicator+CS
F2

合格

UC713EF.CSF.
054 

UC Integration 
for Microsoft 
Office 
Communicator

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator と 
Unified IP Phone 
との相互作用

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator クライアン

トと Unified IP Phone との

相互作用を確認します。

Unified IP Phone -> 
Unified 
Communications 
Manager>UC 
Integration for 
Microsoft Office 
Communicator

合格

UC713EF.CSF.
053 

UC Integration 
for Microsoft 
Office 
Communicator

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator お
よび通常の電話機

を使用した会議

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator クライアン

トおよび通常の電話機を使

用した会議を確認します。

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator -> 
Unified 
Communications 
Manager>SCCP 電
話機 1 -> 会議 -> 
QSIG ICT -> 
Unified 
Communications 
Manager>SIP 電話

機 1

合格

UC713EF.CSF.
052 

UC Integration 
for Microsoft 
Office 
Communicator

UC Integration for 
MOC のマルチ

パーティ会議

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator マルチパー

ティ会議を確認します。

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator 1 -> 
Unified 
Communications 
Manager>UC 
Integration for 
Microsoft Office 
Communicator 2 -> 
会議 -> UC 
Integration for 
Microsoft Office 
Communicator 3

合格

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネ

ント フロー

ステー

タス 障害
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  UC Integration for MOC     
UC713EF.CSF.
051

UC Integration 
for Microsoft 
Office 
Communicator

UC Integration for 
MOC のクリック

コール機能

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator のクリック

コール機能を確認します。

UC Integration for 
MOC 搭載の MOC 
1 -> Unified 
Communications 
Manager -> UC 
Integration for 
MOC 搭載の MOC 
2

合格

UC712EF.CSF.
016

UC Integration 
for Microsoft 
Office 
Communicator

Office 
Communications 
サーバへの接続が

失われた場合の、

UC Integration 搭
載の Microsoft 
Office 
Communicator

（MOC）の動作

Office Communications 
Server との接続が失われた

場合の Microsoft Office 
Communicator の動作を確

認します。

合格

UC712EF.CSF.
012

UC Integration 
for Microsoft 
Office 
Communicator

Cisco UC 
Interaction for 
Microsoft Office 
Communicator 搭
載の Microsoft 
Office 
Communicator

（MOC）と 
Unified CCX の相

互作用

Cisco UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator 搭載の 
Microsoft Office 
Communicator と、発信側

電話機としての Unified 
CCX との相互作用を確認

します。

UC Integration for 
MOC 搭載の MOC -
> Unified 
Communications 
Manager -> Unified 
CCX -> CAD エー

ジェント

合格

UC712EF.CSF.
010

UC Integration 
for Microsoft 
Office 
Communicator

Cisco UC 
Integration for 
Microsoft Office 
Communicator 搭
載の Microsoft 
Office 
Communicator と 
Unity Voicemail の
相互作用

Cisco UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator 搭載の 
Microsoft Office 
Communicator と Unity 
Voicemail との相互作用を

確認します。

SCCP 電話機 -> 
Unified 
Communications 
Manager -> UC 
Integration for 
MOC 搭載の MOC -
> CFNA -> Unity

合格

UC712EF.CSF.
006

UC Integration 
for Microsoft 
Office 
Communicator

Interoperability サ
イトの SCCP 電話

機から、Cisco UC 
Integration for 
Microsoft Office 
Communicator 搭
載の Microsoft 
Office 
Communicator へ
のコール

Interoperability サイト 
SCCP 電話機から、Cisco 
UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator 搭載の 
Microsoft Office 
Communicator にコールす

ることによって確認しま

す。

SCCP 電話機 1 -> 
Unified 
Communications 
Manager

（Interoperability）-
> QSIG ICT -> 
Unified 
Communications 
Manager -> UC 
Integration for 
MOC 搭載の MOC

合格

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネ

ント フロー

ステー

タス 障害
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  パフォーマンス
パフォーマンス

ID
テスト対

象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害

UC713EL.PER
.001

ロード 中規模サイトで

の 12,000 回の 
Busy Hour Call 
Attempt

（BHCA; 最頻時

発呼数）を伴う

ロードの実行

中規模サイトから 12,000 
回の BHCA を達成するた

めに、あらゆる種類の

コール フローが 5 日間実

行されることを確認しま

す。

SCCP 電話機 1 -> Unified 
Communications Manager -> 
ICT トランク -> Unified 
Communications Manager -> 
SCCP 電話機 2、SCCP 電話

機 1 -> Unified 
Communications Manager -> 
ゲートキーパー -> IP-IP ゲー

トウェイ -> ゲートキーパー 
-> Unified CME -> SCCP 電
話機 2

合格

UC713EL.PER
.002

ロード 大規模サイトで

の 36,000 回の 
BHCA を伴う

ロードの実行

大規模サイトから 36,000 
回の BHCA を達成するた

めに、あらゆる種類の

コール フローが 5 日間実

行されることを確認しま

す。

SCCP 電話機 1 -> Unified 
Communications Manager -> 
ICT トランク -> Unified 
Communications Manager -> 
SCCP 電話機 2、SCCP 電話

機 1 -> Unified 
Communications Manager -> 
ゲートキーパー -> IP-IP ゲー

トウェイ -> ゲートキーパー 
-> Unified CME -> SCCP 電
話機 2

合格

UC713EL.PER
.003

ロード TLS 暗号化を使

用した SCCP/SIP 
コールの基本的

なロード

保護されたモードで、ク

ラスタに登録されている

電話機との間で、あらゆ

る種類のコール フローが

確認されることを確認し

ます。すべての電話機は

セキュリティで保護され

ているか、または認証さ

れています。

SCCP 電話機 1 -> Unified 
Communications Manager -> 
MGCP ゲートウェイ -> 
Unified Communications 
Manager -> SCCP 電話機 2、
SIP 電話機 1 -> Unified 
Communications Manager -> 
MGCP ゲートウェイ -> 
Unified Communications 
Manager -> SIP 電話機 2

合格

UC713EL.PER
.004

ロード SCCP コールに

対する基本的な

ロード

24 時間トラフィックを実

行することによって、あ

らゆる種類のコール フ
ローが確認されることを

確認します。

SCCP 電話機 1 -> Unified 
Communications Manager -> 
ICT トランク -> Unified 
Communications Manager -> 
SCCP 電話機 2、SCCP 電話

機 1 -> Unified 
Communications Manager -> 
ゲートキーパー -> IP-IP ゲー

トウェイ -> ゲートキーパー 
-> Unified CME -> SCCP 電
話機 2

合格
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  パフォーマンス  
UC713EL.PER
.005

ロード ロード実行中の

バルク プロビ

ジョニング

電話機へのコールと電話

機からのコールが並行し

て発信されているときに、

多数の電話機を追加、削

除、または変更すること

によって、Bulk 
Administration Tool

（BAT; バルク アドミニス

トレーション ツール）を

確認します。

SCCP 電話機 1 -> Unified 
Communications Manager -> 
ICT トランク -> Unified 
Communications Manager -> 
SCCP 電話機 2、SCCP 電話

機 1 -> Unified 
Communications Manager -> 
ゲートキーパー -> IP-IP ゲー

トウェイ -> ゲートキーパー 
-> Unified CME -> SCCP 電
話機 2

合格

UC713EL.PER
.006

ロード ロード実行中の

アップグレード

Unified Communications 
Manager ノードに登録さ

れている電話機との間で

継続的にコールが発着信

されているときに、
Unified Communications 
Manager クラスタがアッ

プグレードされることを

確認します。

SCCP 電話機 1 -> Unified 
Communications Manager -> 
ICT トランク -> Unified 
Communications Manager -> 
SCCP 電話機 2、SCCP 電話

機 1 -> Unified 
Communications Manager -> 
ゲートキーパー -> IP-IP ゲー

トウェイ -> ゲートキーパー 
-> Unified CME -> SCCP 電
話機 2

合格

ID
テスト対

象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害
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  Unified Attendant Console
Unified Attendant Console
ID

テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害

UC713EF.ARC
.051

Unified 
Attendant 
Console

Unified Attendant 
Console を使用し

た、2 台の IP Phone 
6900 シリーズ電話

機間の打診転送

オペレータが IP 
Phone 6900 の回線 2 
へのコールに対して

打診転送できるかど

うかを確認します。

ステージ 1：IP Phone 6900 
電話機 1 -> Unified 
Communications Manager 
-> Unified Attendant 
Console（オペレータのコ

ンソールでのアラート生

成）ステージ 2：Unified 
Attendant Console -> 打診

転送 -> IP Phone 6900 電話

機 2（回線 1）

合格

UC713EF.ARC
.052

Unified 
Attendant 
Console

Unified Attendant 
Console を使用し

た、IP Phone 6900 
シリーズ電話機間の

コールのブラインド

転送

Unified Attendant 
Console を使用して 
IP Phone 6900 電話機

間にコールをブライ

ンド転送することに

よって確認します。

ステージ 1：IP Phone 6900 
シリーズ電話機 1 -> 
Unified Communications 
Manager -> Unified 
Attendant Console（オペ

レータのコンソールでのア

ラート生成）ステージ 2：
Unified Attendant Console 
-> Unified 
Communications Manager 
-> ブラインド転送 -> IP 
Phone 6900 シリーズ電話

機 2

合格

UC713EF.ARC
.053

Unified 
Attendant 
Console

Unified Attendant 
Console からダウン

状態の IP Phone 
6900 シリーズへの

コール

IP Phone 6900 電話機 
1 から Unified 
Attendant Console に
コールして、別の IP 
Phone 6900 シリーズ

電話機 2 に接続する

ことによって確認し

ます。この IP Phone 
6900 シリーズ電話機 
2 回線はダウン状態

にあり、Unified 
Attendant Console は
アラートを受信しま

す。Unified 
Attendant Console は 
IP Phone 6900 電話機 
2 にコールを接続し

ません。

IP Phone 6900 シリーズ電

話機 1 -> Unified 
Communications Manager 
-> Cisco Unified Attendant 
Console -> IP Phone 6900 
シリーズ電話機 2

合格
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  Unified Attendant Console    
UC713EF.ARC
.054

Unified 
Attendant 
Console

Unified Attendant 
Console によって

パークされたコール

の取得

Unified Attendant 
Console によって

パークされたコール

の取得を確認します。

IP Phone 6900 シリーズ電

話機 1 -> Unified 
Communications 
Manager>Unified 
Attendant Console -> IP 
Phone 6900 シリーズの

コール パーク、電話機 2 -> 
パークの取得

合格

UC713EF.ARC
.055

Unified 
Attendant 
Console

2 回線の IP Phone 
6900 シリーズ電話

機のプレゼンス ス
テータス

2 回線の IP Phone 
6900 シリーズ電話機

のプレゼンス ステー

タスを確認します。

Unified Attendant Console 
-> Unified 
Communications Manager 
-> IP Phone 6900（回線 1）

失敗 CSCta6
4714 

UC713EF.ARC
.056

Unified 
Attendant 
Console

Unified Attendant 
Console によるマル

チチャネル会議

Unified Attendant 
Console によるマル

チチャネル会議を確

認します。

ステージ 1：Unified IP 
Phone 1 -> Unified 
Communications Manager 
-> Unified Attendant 
Console、ステージ 2：
Unified Attendant Console 
-> Unified 
Communications Manager 
-> 会議 -> 内線 A、ステー

ジ 3：Unified Attendant 
Console -> Unified 
Communications Manager 
-> 会議 -> 内線 B

合格

UC713EF.ARC
.057

Unified 
Attendant 
Console

Unified 
MeetingPlace 
Express から Unified 
Attendant Console 
へのコールのスケ

ジューリング

Unified MeetingPlace 
Express から Unified 
Attendant Console へ
のコールをスケ

ジュールすることに

よって確認します。

ステージ 1：Unified 
MeetingPlace Express -> 
Unified Communications 
Manager -> Unified 
Attendant Console ステー

ジ 2：Unified Attendant 
Console -> ブラインド転送 
-> Unified IP Phone 1

合格

UC713EF.ARC
.058

Unified 
Attendant 
Console

Unified Attendant 
Console のアクセシ

ビリティ機能

Unified Attendant 
Console のアクセシ

ビリティ機能を確認

します。

Unified Attendant Console 
-> Unified 
Communications 
Manager>Unified IP Phone 
1

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害
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  Unified Attendant Console
UC713EF.ARC
.059

Unified 
Attendant 
Console

優先順位に基づいた

キューの次のコール

への応答

優先順位に基づいた

キューの次のコール

への応答を確認しま

す。

ステージ 1：Unified IP 
Phone 1 -> Unified 
Communications Manager 
-> Unified Attendant 
Console -> キュー 1、ス

テージ 2：Unified IP 
Phone 1 -> Unified 
Communications Manager 
-> Unified Attendant 
Console -> キュー 2、ス

テージ 3：Unified IP 
Phone 1 -> Unified 
Communications Manager 
-> Unified Attendant 
Console -> キュー 3

合格

UC713EF.ARC
.060

Unified 
Attendant 
Console

Unified Attendant 
Console における

キューのコールの

チェリー ピッキング

Unified Attendant 
Console における

キューのコールの

チェリー ピッキング

を確認します。

ステージ 1：Unified IP 
Phone 1 -> Unified 
Communications Manager 
-> Unified Attendant 
Console -> キュー 1、ス

テージ 2：Unified IP 
Phone 1 -> Unified 
Communications Manager 
-> Unified Attendant 
Console -> キュー 2、ス

テージ 3：Unified IP 
Phone 1-> Unified 
Communications Manager 
-> Unified Attendant 
Console -> キュー 3

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害
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  Unified Border Element    
Unified Border Element
ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害

UC713IF.
CUB.006

MGCP ゲート

ウェイを使用し

た iLBC のサポー

ト

コーデックのビット 
レートが 256 未満の

場合の XCODER の
呼び出し

コーデックのビット レー

トが 256 未満の場合に 
XCODER が呼び出される

かどうかを確認します。

アナログ電話機 -> 
MGCP ゲートウェイ -
> Unified 
Communications 
Manager -> SIP トラン

ク -> IP-IP ゲートウェ

イ -> Unified CME -> 
Unified IP Phone

合格

UC713IF.
CUB.005

Unified Border 
Element

ボイスメール システ

ムへのスキニー トラ

ンクに対応する 
Unified 
Communications 
Manager を使用した 
iSAC トランスコー

ディング

Unified CME 電話機から 
Head Quarter（HQ; 本部）

のサブスクライバにボイ

スメールを保管した場合

の、iSAC、G.711、
G.729、G.722、および 
iLBC 間のトランスコー

ディングのサポートを確

認します。この場合、
Unified Communications 
Manager と Unity リー

ジョン間のコーデック不

一致により、Unified 
Communications Manager 
は IOS トランスコーダを

起動し、Unified CME 電
話機にボイスメールを残

すことができる必要があ

ります。

Unified CME -> SIP ト
ランク -> Unified 
Border Element -> SIP 
トランク -> Unified 
Communications 
Manager -> Call 
Forward Display

（CFWD; 自動転送表

示）-> Unity

合格

UC713IF.
CUB.004

Unified Border 
Element

再パケット化を伴う 
SIP EO <-> H.323 
Fast Start コール

異なる再パッケージ化に

対してトランスコーダを

起動することによって確

認します。

Unified 
Communications 
Manager -> G.729r8 -> 
Unified Border 
Element -> G.729br8 -
> Unified CME

合格

UC713IF.
CUB.003

Unified Border 
Element

Rapid Transport 
Protocol（RTP; 敏速

移送プロトコル）と 
sRTP（Secure RTP）
間のインターワーキ

ング

sRTP と RTP 間のイン

ターワーキングを確認し

ます。

Unified 
Communications 
Manager -> sRTP -> 
Unified Border 
Element -> RTP -> 
Unified CME

合格
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  Unified Border Element
UC713IF.
CUB.002

Unified Border 
Element

OPTION PING CLI 
に設定されている場

合の、Unified 
Border Element から

アクティブな 
Unified 
Communications 
Manager ノードへの 
INVITE の送信

プライマリ サブスクライ

バがダウン状態のときに、

Unified Border Element が 
OPTION PING を介して 
Unified Communications 
Manager のステータスを

認識し、セカンダリ サブ

スクライバにコール要求

を転送できることを確認

します。

Unified CME -> 
Unified Border 
Element -> Unified 
Communications 
Manager（サブスクラ

イバ 1）-> サブスクラ

イバ 1 がダウン -> 
Unified Border 
Element から Unified 
Communications 
Manager（サブスクラ

イバ 2）に INVITE を
送信

合格

UC713IF.
CUB.001

Unified Border 
Element

SIP/H.323 トランク

に対応する Unified 
Border Element の 
iSAC トランスコー

ディング

iSAC、G.711、G.729、
G.722、iLBC 間のトラン

スコーディング サポート

を確認します。

失敗 CSCta
49687 

UC701IF.
CUB.007

G.722/iLBC セ
キュア トランス

コーディングお

よび会議

G.722/iLBC と 
G.711 間のセキュア

なトランスコーディ

ングおよび会議

Unified Communications 
Manager と Unified CME 
参加者の間でセキュア ト
ランスコーディングおよ

びセキュア会議を使用し

た、IP-IP ゲートウェイを

介した Unified 
Communications Manager 
と Unified CME 電話機間

のコールを確認します。

Unified CM 電話機 -> 
SIP トランク -> IP-IP 
ゲートウェイ -> 
Unified CME -> 
Unified IP Phone -> 会
議 -> IP-IP ゲートウェ

イ -> Unified 
Communications 
Manager -> Unified IP 
Phone

合格

UC701IF.
CUB.003

Unified Border 
Element の 
DTMF パスス

ルー

Unified 
Communications 
Manager 電話機から

ボイスメールを 
Unified CME 電話機

に残し、Unified 
Border Element を介

して Unity Express 
に自動転送する機能

Unified Communications 
Manager 電話機から、

Unified CME に登録され

た SIP 電話機へのコール

と、Unified CME 電話機

から Unity Express への自

動転送を確認し、Unified 
Communications Manager 
電話機がボイスメールを

残すことができることを

確認します。

Unified IP Phone -> 
Unified 
Communications 
Manager -> SIP トラン

ク -> Unified Border 
Element -> SIP トラン

ク -> Unified 
Communications 
Manager Express -> 
SIP 電話機 -> Unity 
Express

合格

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Border Element    
UC700IF.
CUB.008

MGCP ゲート

ウェイを使用し

た iLBC のサポー

ト

iLBC をイネーブル

にした MGCP コー

ル

MGCP でコーデックを 
iLBC に設定し、Unified 
Communications Manager 
と IP-IP ゲートウェイ間で

もコーデックを iLBC に
設定している状態で、

MGCP ゲートウェイの後

ろに接続されたアナログ

電話機と Unified CME 電
話機間の IP-IP ゲートウェ

イを介したコールを確認

します。

アナログ電話機 -> 
MGCP ゲートウェイ -
> Unified 
Communications 
Manager -> SIP トラン

ク -> IP-IP ゲートウェ

イ -> Unified CME -> 
Unified IP Phone

合格

UC700IF.
CUB.004

Unified Border 
Element の 
DTMF パスス

ルー

Unified CME 電話機

から Unified Border 
Element を介して 
Unified 
MeetingPlace がホス

トする会議に参加す

る機能と、コーデッ

ク不一致によるイン

ボックス トランス

コーダの起動

Unified CME 電話機から 
SIP トランクを介した 
Unified MeetingPlace へ
のコールを確認し、

Unified Border Element を
介して会議に参加します。

Unified CME 電話機 -
> SIP トランク -> 
Unified Border 
Element -> SIP トラン

ク -> Unified 
Communications 
Manager -> SIP トラン

ク -> Unified 
MeetingPlace

合格

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  Unified CM Business Edition
Unified CM Business Edition
ID

テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害

UC702EF.SMB
.004

Unity 
Connection

SIP 電話機によ

る、Unified 
Communications 
Manager 
Business Edition 
の Unity 
Connection から

のボイスメール

の取得

SIP 電話機から、Unified 
Communications Manager 
Business Edition の Unity 
Connection にあるボイス 
メッセージを正常に取得

できる機能を確認します。

ステージ 1：PSTN 電話機 
1 -> PSTN ゲートウェイ -
> Unified 
Communications Manager 
BE -> SCCP 電話機 1 -> 
XFER -> SIP 電話機 1 -> 
Unified Communications 
Manager BE -> Unity 
Connection ステージ 2：
SIP 電話機 1 -> Unified 
Communications Manager 
BE -> Unity Connection

合格

UC702EF.SMB
.010

Unity 
Connection

リモート サイト

から G.729 コー

デックを使用し

た Unity 
Connection への

ボイスメールの

保管

リモート サイトから 
G.729 コーデックを使用

して Unity Connection に
ボイス メッセージを保管

する機能を確認します。

ステージ 1：PSTN 電話機 
1 -> PSTN ゲートウェイ -
> Unified 
Communications Manager 
BE -> リモートの SCCP 
電話機 1 -> CFNA -> 
Unified Communications 
Manager BE -> Unity 
Connection ステージ 2：
リモートの SCCP 電話機 1 
-> Unified 
Communications Manager 
BE -> Unity Connection

合格

UC702EF.SMB
.021

DND コールバック時

の DND 機能

通話中のリモートの SIP 
電話機に対して、サイレ

ント（DND）機能をアク

ティブにした中央サイト

の SCCP 電話機からコー

ルすることによって確認

します。中央サイトの 
SCCP 電話機では、コー

ルバックをアクティブに

する必要があります。

ステージ 1：リモートの 
SIP 電話機 1 -> Unified 
Communications Manager 
Business Edition -> PSTN 
ゲートウェイ -> PSTN 電
話機 1 ステージ 2：SCCP 
電話機 1 -> Unified 
Communications Manager 
Business Edition -> リモー

トの SIP 電話機 1 -> コー

ルバック

合格
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  Unified CM Business Edition     
UC702EF.SMB
.025

Unified 
Communic
ations 
Manager 商
用機能イン

ターコム

Extension 
Mobility を使用

した保留復帰

Extension Mobility を使用

した保留復帰を確認しま

す。中央サイトのいずれ

かの SIP 電話機に類似す

る Extension Mobility プ
ロファイルを作成します。

このプロファイルを使用

して、リモート電話機に

ログインします。

ステージ 1：PSTN 電話機 
1 -> PSTN ゲートウェイ -
> Unified 
Communications Manager 
Business Edition -> SIP 電
話機 1 -> 保留 ステージ 
2：SIP 電話機 1 -> レ
ジューム

合格

UC702EF.SMB
.034

Unified 
Communic
ations 
Manager 商
用機能イン

ターコム

異なるリモート 
サイトの SIP 電
話機と SCCP 電
話機間のイン

ターコム

リモート サイトの SCCP 
電話機をコールでアク

ティブにした状態で、そ

のリモート サイトの SIP 
電話機と別のリモート サ
イトの SCCP 電話機間に

インターコム コールを発

信することによって確認

します。

リモートの SIP 電話機 1 -
> インターコム -> Unified 
Communications Manager 
Business Edition -> リモー

トの SCCP 電話機 1

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害
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  Unified CM Express
Unified CM Express
ID

テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害

SR60.CME
.007.2

基本コール 
フロー

Unified 
Communications 
Manager への 
Unified CME-
SCCP ハードウェ

ア会議

アドホック会議を介して 
Unified Communications 
Manager サイトに Unified 
CME 内のハードウェア会議

リソースの使用を実証するこ

とによって確認します。

Unified IP Phone -> 
Unified CME -> WAN -> 
Unified Communications 
Manager A -> Unified 
CME -> アドホック会議 -
> WAN -> Unified 
Communications 
Manager B

合格

SR60.CME
.008.9

基本コール 
フロー

MeetMe 会議 Unified CME 内のハードウェ

ア会議リソースを使用して 
Meet-Me 会議を開催すること

によって確認します。

Unified IP Phone 1 -> 
Unified CME 1 -> 
MeetMe 会議、Unified 
CME 2 -> WAN -> 
MeetMe 会議

合格

SR60.CME
.010.2a

基本コール 
フロー

Voice Activity 
Detection（VAD; 
音声アクティビ

ティ検出）会議

のイネーブル化

VAD をイネーブルまたはディ

セーブルにして、WAN をま

たがった電話会議を実行する

ことによって確認します。

合格

SR60.CME
.011.7

基本コール 
フロー

Unified CME 電
話会議がドロッ

プされないこと

の確認

会議の開始側が電話会議から

ドロップしたときに、電話会

議が「ドロップされない」こ

とを実証することによって確

認します。

合格

SR60.CME
.107.17

基本コール 
フロー

アウトオブダイ

アログに対する 
Unified CME の
サポート

ある Unified CME サイトから

リモートの Unified CME サイ

トへの Out-of-dialog REFER
（OOD-R; アウトオブダイアロ

グを参照）の使用を実証でき

ることを確認します。

PC -> ディレクトリ -> 
Unified CME 1 -> Unified 
IP Phone -> Unified CME 
2 -> Unified IP Phone -> 
自動転送

合格

SR60.CME
.108.10

基本コール 
フロー

Unified CME に
統合された Unity 
Connection によ

るリリース転送

ゲートキーパー制御の 
Unified Communications 
Manager Express SCCP 電話

機から IP-IP ゲートウェイを

介して、Unified 
Communications Manager 
Express に統合された Unity 
Connection へのコールが成功

するかどうか、また、Unity 
Connection からコールを転送

できるかどうかを確認します。

SIP 電話機 -> Unified 
CME 1 -> SIP トランク -> 
IP-IP ゲートウェイ -> 
ゲートキーパー -> 
Unified CME 2 -> Unity 
Connection -> リリース転

送 -> Unified CME 2 -> 
Unified IP Phone

合格
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  Unified CM Express    
SR60.CME
.108.11

基本コール 
フロー

MGCP ゲート

ウェイを含む IP-
IP ゲートウェイ

を介した H.323 
および SIP サイ

ト間のコール

PSTN 電話機から Unified 
Communications Manager 
Express に登録された Unified 
IP Phone へのコールを、リ

モートの Unified 
Communications Manager 
Express 電話機に不在転送で

きることと、応答がない場合

に Unity Express に転送でき

ることを確認します。

PSTN 電話機 -> MGCP 
ゲートウェイ -> Unified 
CME 1 -> IP Phone -> 
CFA -> ゲートキーパー -
> IP-IP ゲートウェイ -> 
SIP トランク -> Unified 
CME 2 -> IP Phone -> 
CFNA -> Unity Express

合格

SR60.CME
.108.13

基本コール 
フロー

共有回線に転送

される H.323 
ゲートウェイを

介した PSTN 電
話機からのコー

ル

PSTN 電話機から Unified 
Communications Manager 
Express に登録された Unified 
IP Phone へのコールを、共有

回線用に設定されたリモート

の Unified Communications 
Manager Express 電話機に転

送できるかどうかを確認しま

す。

PSTN 電話機 -> H.323 
ゲートウェイ -> Unified 
CME 1 -> Unified IP 
Phone -> CFA -> ゲート

キーパー -> IP-IP ゲート

ウェイ -> SIP トランク -> 
Unified CME 2 -> Unified 
IP Phone（共有回線）-> 
転送 -> Unified 
Communications 
Manager -> Unified IP 
Phone

合格

SR60.CME
.108.5

基本コール 
フロー

SIP ネットワーク

でコールが保留

にされた場合の

保留とレジュー

ム

ゲートキーパー制御の Cisco 
Unified Communications 
Manager Express SCCP 電話

機から、SIP トランクを介し

た IP-IP ゲートウェイ経由の 
Unified Communications 
Manager Express SIP 電話機

へのコールを、保留にしたあ

とにレジュームできるかどう

かを確認します。

SCCP 電話機 -> Unified 
CME 1 -> ゲートキーパー 
-> IP-IP ゲートウェイ -> 
SIP トランク -> Unified 
CME 2 -> SIP 電話機

合格

UC701IF.C
ME.014

Unified 
CME

Unified CME で
のトランスコー

ディングを行わ

ないパラレル ハ
ント

ハント メンバーが SIP 電話

機、SCCP 電話機、および 
Unified IP Phone 7985 である

場合に、パラレル ハントが機

能するかどうかを確認します。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害
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  Unified CM Express
UC702EF.
CME.005

Unified 
CME H.450

Unified CME の 
QSIG PBX から 
IPMA Manager 
への不在転送

SIP プロキシ制御の SIP 電話

機から、Unified 
Communications Manager を
経由して Unified 
Communications Manager の 
QSIG PBX 電話機にコールし

て、Unified CME に接続され

た QSIG PBX 電話機に不在転

送し、次に IPMA Manager に
話中転送することによって確

認します。

SIP 電話機 1 -> SIP プロ

キシ サーバ -> SIP -> 
Unified Communications 
Manager -> QSIG -> PBX 
電話機 1 -> コンファレン

ス ブリッジ -> QSIG -> 
Unified Communications 
Manager -> IP-IP ゲート

ウェイ（H.323）-> 
Unified CME -> QSIG -> 
PBX 電話機 1 -> CFA -> 
QSIG -> Unified CME -> 
IP-IP ゲートウェイ

（H.323）-> Unified 
Communications 
Manager -> IPMA

合格

UC702EF.
CME.015

会議 DPNSS PBX 電話

機と IPMA 
Manager 電話機

による Unified 
CME でのアド

ホック会議

ローカルの Unified CME 電話

機で DPNSS PBX 電話機およ

び IPMA Manager 電話機との

アドホック会議を設定するこ

とによって確認します。

ステージ 1：SCCP 電話

機 1 -> Unified CME -> 
IP-IP ゲートウェイ

（H.323）-> Unified 
Communications 
Manager -> QSIG -> 
Westell ゲートウェイ -> 
DPNSS PBX 電話機 1 ス
テージ 2：SCCP 電話機 1 
-> Unified CME -> CNF -
> CME -> IP-IP ゲート

ウェイ（H.323）-> 
Unified Communications 
Manager -> IPMA 
Manager ステージ 3：
SCCP 電話機 1 -> Unified 
CME -> CNF -> DPNSS 
PBX 電話機 1 および 
IPMA Manager

合格

UC702EF.
CME.028

Unified 
CME Dixie 
Cup ハード

ウェア会議

Unified CME の 
QSIG PBX 電話

機と DPNSS PBX 
電話機間の Meet-
Me 会議

Unified CME で、2 台の 
Unified CME 電話機（Unified 
CME に接続された SCCP お
よび QSIG PBX 電話機）と 
DPNSS PBX 電話機間で 
Meet-Me 会議を実施すること

によって確認します。

ステージ 1：SCCP 電話

機 1 -> Unified CME -> 
CNF_MM ステージ 2：
PBX 電話機 1 -> QSIG ト
ランク -> Unified CME -> 
CNF_MM ステージ 3：
DPNSS PBX 電話機 1 -> 
Westell -> QSIG トランク 
-> Unified 
Communications 
Manager>IP-IP ゲート

ウェイ（H.323）-> 
Unified CME -> 
CNF_MM

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害
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  Unified CM Express    
UC702EF.
CME.078

ボイスメー

ルへの転送

TrnsfVM ソフト 
キーを使用した 
PSTN 電話機から 
Unified CME 電
話機のボイス

メールへのコー

ル転送

PSTN 電話機（電話機 A）か

ら Unified CME SCCP 電話機

（電話機 B）にコールし、無応

答の場合に別の Unified CME 
SCCP 電話機（電話機 C）に

転送することによって確認し

ます。Unified CME SCCP 電
話機（電話機 C）から、

TrnsfVM ソフト キーを使用し

て Unified CME 電話機（電話

機 B）のボイスメール ボック

スにコールを送信します。

ステージ 1：PSTN 電話

機 1 -> MGCP Basic Rate 
Interface（BRI）-> 
Unified Communications 
Manager -> ゲートキー

パー -> IP-IP ゲートウェ

イ -> ゲートキーパー -> 
Unified CME -> SCCP 電
話機 1 -> CFNA -> 
Unified CME -> SCCP 電
話機 2 ステージ 2：SCCP 
電話機 2 -> TrnsfVM -> 
SCCP 電話機 1 DN# -> 
Unified CME -> Unity 
Express（Network 
Module[NM; ネットワー

ク モジュール ]）ステー

ジ 3：SCCP 電話機 1 -> 
Unified CME -> Unity 
Express（NM）

合格

UC702EF.
CME.156

共有回線の 
cBarge およ

びプライバ

シー

Unified 
Communications 
Manager ビデオ

電話機への打診

転送を使用した 
Unified CME で
の共有回線の 
cBarge およびプ

ライバシーのサ

ポート

QSIG PBX 電話機（電話機 C）

から SCCP Unified CME 共有

回線電話機（電話機 A）に

コールし、別の Unified CME 
共有回線 SCCP 電話機（電話

機 B）から割り込ませること

によって確認します。Unified 
CME 電話機（電話機 A）か

ら Unified Communications 
Manager ビデオ電話機（電話

機 D）へのコールが打診転送

されます。

ステージ 1：PBX 電話機 
1 -> QSIG トランク -> 
Unified Communications 
Manager -> ゲートキー

パー -> IP-IP ゲートウェ

イ -> ゲートキーパー -> 
Unified CME -> SCCP 電
話機 1（Shared Line[SL; 
共有回線 ]）ステージ 2：
SCCP 電話機 2（SL）-> 
Unified CME -> cBarge -
> SCCP 電話機 1（SL）-
> XFER_C -> Unified 
CME -> ゲートキーパー -
> IP-IP ゲートウェイ -> 
ゲートキーパー -> 
Unified Communications 
Manager -> SCCP ビデオ

電話機 1

合格

UC713IF.C
ME.001

Unified 
CME

コーデック不一

致によって 
Unified CME に
呼び出されるト

ランスコーダを

使用したパラレ

ル /シリアル ハン

ト

Unified IP Phone 
6921/6941/6961 でのコーデッ

ク不一致によって Unified 
CME でトランスコーダが起

動するかどうかを確認します。

IP Phone 6921/6941/6961 
-> Unified 
Communications 
Manager -> Unified 
Border Element -> 
Unified CME -> ハント パ
イロット -> パラレル ハン

ト グループ -> Xcoder 起
動 -> IP Phone 
6921/6941/6961

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害
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  Unified CM Express
UC713IL.
CME.003

Unified 
CME

クラスタ間トラ

ンクを介した 
Unified IP Phone 
および Unified 
CME 間のコール

クラスタ間トランクを介した 
Unified IP Phone と Unified 
CME 間のコールが成功する

ことを確認します。

合格

UC713IL.
CME.002 

Unified 
CME

ICT と Unified 
CME を経由する 
IP から IP への

コール

クラスタ間トランクを介した 
SFO-ORD Unified IP Phone 
から Unified CME IP Phone へ
のコールが成功することを確

認します。

合格

UC713L.C
ME.002 

Unified 
CME

 ICT と Unified 
CME を経由する 
IP から IP への

コール

クラスタ間トランクを介した 
SFO-ORD Unified IP Phone 
から Communications 
Manager Express Unified IP 
Phone へのコールが成功する

ことを確認します。

合格

UC713L.C
ME.002 

Unified 
CME

Unified IP Phone 
から ICT を介し

た Unified CME 
Unified IP Phone 
へのコール

クラスタ間トランクを介した 
SFO-ORD IP Phone から 
Unified CME Unified IP 
Phone へのコールが成功する

ことを確認します。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager    
Unified Communications Manager
ID

テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害

UCS713IF.
CCM.014

コール転送 SIP トランクを介して

転送される PSTN コー

ルに対する Unified IP 
Phone 9951/9971 の使

用とアラート ステート

時に呼び出される 
Divert 機能

リンギング ステートで 
iDivert 機能を呼び出せ

ることを確認します。

SIP トランクを介して

転送されるコールと、

SIP トランクおよび 
Unified IP Phone を使

用して Unified 
Communications 
Manager に統合される

ボイスメール システム

でこの機能を使用でき

ることも確認します。

PSTN 電話機 -> MGCP 
ゲートウェイ -> Unified 
Communications 
Manager -> IP Phone -> 
転送 -> SCCP IP Phone -
> CFA -> SIP トランク -
> Unified IP Phone -> 
SIP トランク -> Unity

合格

UCS713IF.
CCM.013

基本コール 
フロー

ダイレクト コール パー

クを使用する Unified 
IP Phone 9951/9971 に
よる 3 台の電話機の会

議への参加

Unified IP Phone 
9951/9971 の [Join] を
使用して、すでに直接

パークされている参加

者と新規の発信者によ

るアドホック会議を作

成できることを確認し

ます。ダイレクト コー

ル パークを使用して 3 
台の電話機を会議に参

加させます。

Unified IP Phone（電話

機 3 台）-> Unified 
Communications 
Manager -> ダイレクト 
コール パーク -> コン

ファレンス ブリッジ

合格

UCS713IF.
CCM.012

基本コール 
フロー

Unified IP Phone 
9951/9971 のデバイス 
モビリティ：ローミン

グ ユーザによるアド

ホック会議

これについては、デバ

イス モビリティ機能に

ついて詳しく学習した

後で記入されます。

Unified IP Phone -> 
Unified Communications 
Manager Device 
Mobility -> 会議

合格

UCS713IF.
CCM.007

会議内の Unified IP 
Phone 9951/9971 によ

るコールのグループ 
ピックアップと会議の

チェーニング

2 つの会議。会議 1 の
いずれかの参加者が番

号をダイヤルします。

会議 2 グループのいず

れかの参加者がコール

をピックし、会議の

チェーニングを行いま

す。

会議 1 -> Unified IP 
Phone -> 会議のチェーニ

ング -> 会議 2

合格

UCS713IF.
CCM.006

Unified IP Phone 
9951/9971 を使用した

セキュア コールのパー

クと別の Unified IP 
Phone からのピック

アップ

クラスタ間のセキュア

な着信 SIP コールを

パークします。パーク

復帰が実行された後、

別のセキュアな Unified 
IP Phone 9951/9971 か
らのコールをピック

アップします。

電話機（セキュア）-> 
Unified Communications 
Manager 1<SIP トランク
> -> Unified 
Communications 
Manager 2 -> Unified IP 
Phone 1 -> コール パーク 
-> Unified IP Phone 2

合格
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  Unified Communications Manager
UCS713IF.
CCM.005

Unified IP Phone を含

む組み込み会議リソー

スを使用する cBarge と
会議の設定

7900 シリーズ電話機お

よび Unified IP Phone 
による cBarge を確認し

ます。

合格

UCS713IF.
CCM.004

Unified IP Phone 
9951/9971 によるセ

キュア コールへの割り

込み

Unified IP Phone を使

用してセキュア コール

に割り込みます。

合格

UCS713IF.
CCM.003

組み込み会議リソース

を使用した Unified IP 
Phone 9951/9971 によ

る会議

Unified IP Phone 
9951/9971 の組み込み

リソースを使用して会

議を設定することに

よって確認します。認

証された電話機と暗号

化された電話機の混合

を使用します。会議か

ら電話機を削除し、認

証モードと暗号化モー

ドの間でコールが適切

に切り替わることを確

認します。

合格

UCS713IF.
CCM.002

Unified 
Communicati
ons Manager

Unified IP Phone 
9951/9971 および TNP 
電話機を使用したセ

キュアな Meet-Me 会議

Unified IP Phone 
9951/9971 および TNP 
電話機を使用してセ

キュアな Meet-Me 会議

を確立することによっ

て確認します。

Unified IP Phone -> TNP 
電話機 -> Unified 
Communications 
Manager -> セキュア 
Meet-Me 会議

合格

UCS712IF.
CCM.119

IPv6 Unified SRST ゲート

ウェイの後ろのデュア

ル スタック SCCP 電話

機

Unified 
Communications 
Manager への WAN リ
ンクまたは接続がダウ

ンしているときに、

デュアル スタック電話

機が SRST ルータに

フォールバックできる

ことを確認します。ま

た、Unified 
Communications 
Manager が到達可能に

なったときに、デュア

ル スタック電話機が再

び Unified 
Communications 
Manager に登録できる

ことも確認します。

SCCP（v6/v4）（セキュ

ア）-> Unified 
Communications 
Manager、WAN リンク

障害 SCCP（v4）（セ

キュア）-> SRST/SIP 
ゲートウェイ、コールの

発信、WAN リンク復元 
SCCP（v6/v4）（セキュ

ア）-> Unified 
Communications 
Manager

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager    
UCS712IF.
CCM.118

IPv6 Trusted Relay Point
（TRP; 信頼できるリ

レー ポイント）イネー

ブルのエンドポイント

に対するデュアル ス
タック SIP トランクを

介したアーリー オ
ファー

エンドポイントに TRP 
が設定されている場合

に、MTP が呼び出され

ることを確認します。

また、コールが v6 であ

る場合に、1 つの MTP 
だけがそのコールに対

して呼び出されること

も確認します。

SCCP（v6/v4）-> 
Unified Communications 
Manager -> SIP トランク

（v6/v4）（メディアおよ

びシグナリングの v6 優
先）（ANAT オン）

（MTP）-> Unified 
Communications 
Manager -> MTP/TRP -> 
Unified Personal 
Communicator

合格

UCS712IF.
CCM.117

IPv6 デュアル スタック SIP 
トランクを介したデュ

アル スタック エンドポ

イントを含む 2 つの会

議からなるセキュア会

議チェーニング

異なる Media Resource 
Gateway List（MRGL）
を使用する 2 つの会議

で [Join] ソフトキーを

使用した場合の会議の

チェーニング動作を確

認します。

SCCP（v4/v6）（セキュ

ア）SIP 電話機（セキュ

ア）、SCCP（v6/v4）（セ

キュア）-> コンファレン

ス ブリッジ 1、IP 
Communicator Unified 
Personal Communicator 
PSTN 電話機 -> コン

ファレンス ブリッジ 2、
SCCP（v6/v4）会議の

チェーニング -> 会議 -> 
IP Communicator

合格

UCS712IF.
CCM.115

IPv6 デュアル スタック SIP 
トランクとサード パー

ティのビデオ エンドポ

イントを介した Unified 
MeetingPlace からデュ

アル スタック電話機へ

の発信ダイヤル

Unified MeetingPlace 
で、デュアル スタック 
SIP トランクを介した

デュアル スタック電話

機とサード パーティの

ビデオ デバイスによる

会議を実行できること

を確認します。

APP サーバ -> SIP -> 
Unified Communications 
Manager 1 -> SCCP 
Unified Video 
Advantage、APP サーバ 
-> SIP -> Unified 
Communications 
Manager 1 -> SIP トラン

ク -> Unified 
Communications 
Manager 2 -> SCCP 
Unified Video 
Advantage、APP サーバ 
-> SIP -> Unified 
Communications 
Manager 1 -> サード 
パーティ ビデオ、APP 
サーバ -> SIP -> Unified 
Communications 
Manager 1 -> Unified 
Personal Communicator

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager
UCS712IF.
CCM.114

IPv6 別のデュアル スタック

電話機に転送される、

デュアル スタック電話

機から Unity Express 
AA へのコール

デュアル スタック電話

機から、Unity Express 
などの CTI デバイスに

コールを発信できるこ

とを確認します。

SCCP（v6/v4）-> 
Unified Communications 
Manager -> CTI -> Unity 
Express -> AA -> 
Unified Communications 
Manager -> SCCP

（v6/v4）

合格

UCS712IF.
CCM.113

IPv6 Unity Connection への 
Alternative Network 
Address Types（ANAT; 
代替ネットワーク アド

レス タイプ）イネーブ

ルの SIP トランク

Unity Connection が v4 
専用アプリケーション

であるかどうかを確認

します。このテスト 
ケースの目的は、INV 
の SDP に 2 つの m-line

（v4 および v6）が存在

する場合に、Unity 
Connection がコールに

応答できるかどうかを

確認することにありま

す。

SCCP（v6/v4）-> 
Unified Communications 
Manager -> SIP トランク

（v6/v4）（ANAT オン）

（MTP）（シグナリングお

よびメディアの v6 優先）
-> Unity Connection

合格

UCS712IF.
CCM.109

IPv6 メディアおよびシグナ

リングの初期設定が 
IPv6 である SIP トラン

クを介したコール パー

ク

SIP トランクもデュア

ル スタックであり、シ

グナリングおよびメ

ディアに v6 を優先する

ように設定されている

場合に、デュアル ス
タック電話機から別の

デュアル スタック電話

機にコールを発信でき

ることを確認します。

その後、コールはパー

クされ、7925 電話機に

よって取得されます。

SCCP（v6/v4）-> 
Unified Communications 
Manager -> SIP トランク

（v4/v6）（シグナリング

およびメディアの v6 優
先）-> SCCP（v6/v4）-
> コール パーク SCCP

（v6/v4）-> Unified 
Communications 
Manager -> SIP トランク

（v4/v6）（シグナリング

およびメディアの v6 優
先）-> 7925

合格

UCS712IF.
CCM.107 

IPv6 ICT 経由で Unified 
CME に転送されるデュ

アル スタック SIP トラ

ンクを介したコール

SIP トランクも v4 およ

び v6 をサポートするよ

うに設定されており、

メディアとシグナリン

グの優先は v6 に設定さ

れている場合に、デュ

アル スタック電話機か

ら別のデュアル スタッ

ク電話機にコールを発

信できることを確認し

ます。通話中、コール

は ICT を介して 
Unified CME に転送さ

れます。

SCCP 電話機（v4/v6）-
> Unified 
Communications 
Manager -> SIP トランク

（v4/v6）-> Unified 
Communications 
Manager -> SCCP 電話機

（v4/v6）-> コンファレン

ス ブリッジ -> ICT -> 
Unified CME -> SIP 電話

機

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager    
UCS712IF.
CCM.107

IPv6 ICT 経由で Unified 
CME に転送されるデュ

アル スタック SIP トラ

ンクを介したコール

SIP トランクも v4 およ

び v6 をサポートするよ

うに設定されており、

メディアとシグナリン

グの優先は v6 に設定さ

れている場合に、デュ

アル スタック電話機か

ら別のデュアル スタッ

ク電話機にコールを発

信することによって確

認します。通話中、

コールは ICT を介して 
Unified CME に転送さ

れます。

SCCP 電話機（v4/v6）-
> Unified 
Communications 
Manager -> SIP トランク

（v4/v6）-> Unified 
Communications 
Manager -> SCCP 電話機

（v4/v6）-> コンファレン

ス ブリッジ -> ICT -> 
Unified CME -> SIP 電話

機

合格

UCS712IF.
CCM.106

IPv6 デュアル スタック 
VG224 への PSTN コー

ルとグループ ピック

アップによって応答さ

れるコール

PSTN から Unified IP 
Phone にコールを発信

することによって確認

します。コールは、グ

ループ ピックアップを

使用して VG224 電話

機によって応答されま

す。VG224 によるグ

ループ ピックアップに

は、FXS 電話機の **4 
からアクセスします。

PSTN 電話機 -> SIP ゲー

トウェイ（v6/v4）-> 
SIP トランク（シグナリ

ングの v4 優先およびメ

ディアの v6 優先）-> 
Unified Communications 
Manager -> VG224 ゲー

トウェイ（v6/v4）-> IP 
Phone -> グループ ピッ

クアップ -> FXS 電話機

合格

UCS712IF.
CCM.105

IPv6 デュアル スタック電話

機と V4 専用電話機を

含む SIP トランクを介

したセキュア会議

SIP トランクが v6 メ
ディアおよびシグナリ

ングを優先するように

設定されている場合の、

SIP トランクを介した

セキュア会議を確認し

ます。

SCCP 電話機 1 -> 
Unified Communications 
Manager -> SIP -> SCCP 
電話機 2、SCCP 電話機 
2（会議）-> Unified 
Communications 
Manager -> コンファレ

ンス ブリッジ、SCCP 電
話機 1 -> Unified 
Communications 
Manager -> SIP -> 
Unified Communications 
Manager -> MTP -> コン

ファレンス ブリッジ、

SCCP 電話機 2（v4）
（暗号化）-> Unified 
Communications 
Manager -> コンファレ

ンス ブリッジ

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager
UCS712IF.
CCM.103

IPv6 ANAT がイネーブルの 
SIP トランクを介した

ビデオ コール

ANAT がイネーブルの 
SIP トランクを介して 
7985 から別の 7985 電
話機にコールを発信す

ることによって確認し

ます。コールは最終的

に、Unified Video 
Advantage を備えた 
Unified Personal 
Communicator に転送

されます。

7985（v4）-> Unified 
Communications 
Manager -> SIP トランク

（ANAT オン）（アドレッ

シング モード v6/v4）
（シグナリングの v6 優
先）（メディアの v6 優
先）-> Unified 
Communications 
Manager -> 7985（v4）-
> XFER -> Unified 
Personal Communicator

合格

UCS712IF.
CCM.102

IPv6 デュアル スタック SIP 
トランクと SIP ゲート

ウェイを介した、PSTN 
からのコール対応の保

留音

PSTN からのコールが

デュアル スタック SIP 
ゲートウェイおよび 
SIP トランクを介して

クラスタに入ることを

確認します。発信側用

の保留音をテストしま

す。

PSTN -> SIP ゲートウェ

イ -> SIP トランク -> 
Unified Communications 
Manager -> SCCP（v4）
-> 保留音 -> Unified 
Communications 
Manager -> SIP トランク 
-> SIP ゲートウェイ -> 
PSTN（レジューム）

PSTN -> SIP ゲートウェ

イ -> SIP トランク -> 
Unified Communications 
Manager -> SCCP

合格

UCS712IF.
CCM.101

IPv6 Unified CCX 電話機

エージェントへの IPv6 
コールのブラインド転

送

デュアル スタック SIP 
トランクを介した、リ

モート クラスタから

デュアル スタック 
SCCP 電話機へのコー

ルを確認します。

SCCP 電話機からは、

エージェントとして

デュアル スタック電話

機を使用する Unified 
CCX にコールがブライ

ンド転送されます。

SCCP（v6/v4）-> 
Unified Communications 
Manager -> SIP トランク

（ANAT オン）（アドレッ

シング モード v6/v4）
（シグナリングおよびメ

ディアの v6 優先）-> 
Unified Communications 
Manager -> SCCP

（v6/v4）-> ブラインド転

送 -> Unified CCX -> 
SCCP 電話機（v6/v4）
Unified IP Phone Agent

合格

UC713L.C
CM.120 

Unified 
Communicati
ons Manager

クラスタのアップグ

レード

アップグレード時間の

統計情報を収集します。

合格

UC713L.C
CM.108 

Unified 
Communicati
ons Manager

 IP から IP へのコール AZO Unified IP Phone 
から AZO Unified IP 
Phone へのコールが成

功することを確認しま

す。

合格

UC713L.C
CM.020 

Unified 
Communicati
ons Manager

SFO-ORD クラスタの

アップグレード

アップグレード時間の

統計情報を収集します。

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager    
UC713L.C
CM.005 

Unified 
Communicati
ons Manager

Unified IP Phone 間の

コール

SFO-ORD Unified IP 
Phone から SFO-ORD 
Unified IP Phone への

コールが成功すること

を確認します。

合格

UC713IL.C
CM.120 

Unified 
Communicati
ons Manager

クラスタのアップグ

レード

アップグレード時間の

統計情報を収集します。

合格

UC713IL.C
CM.120

AZO クラスタのアップ

グレード

I/O スロットリングを

イネーブルにした状態

でアップグレードでき

ることを確認します。

この際、システムに適

度な負荷が掛かった状

態で、電話機が登録解

除されず、Code 
Yellow 状態が発生せ

ず、アップグレードが

妥当な時間内に完了す

るようにします。

合格

UC713IL.C
CM.108

Unified 
Communicati
ons Manager

Unified IP Phone 間の

コール

Unified IP Phone 間の

コールが成功すること

を確認します。

合格

UC713IL.C
CM.100 

Unified 
Communicati
ons Manager

[Table Out of Sync 
Detection] サービス パ
ラメータのオン設定

[Table Out of Sync 
Detection] サービス パ
ラメータをイネーブル

にして、データベース 
テーブルの同期操作中

にコール処理による影

響がないことを確認し

ます。

合格

UC713IL.C
CM.020

Unified 
Communicati
ons Manager

SFO-ORD クラスタの

アップグレード

I/O スロットリングを

イネーブルにした状態

でアップグレードでき

ることを確認します。

この際、システムに適

度な負荷が掛かった状

態で、電話機が登録解

除されず、Code 
Yellow 状態が発生せ

ず、アップグレードが

妥当な時間内に完了す

るようにします。

合格

UC713IL.C
CM.005

Unified 
Communicati
ons Manager

Unified IP Phone から 
Unified IP Phone への

コール

Unified IP Phone から

別の Unified IP Phone 
へのコールが成功する

ことを確認します。

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager
UC713IL.C
CM.003

Unified 
Communicati
ons Manager

IP から IP へのビデオ 
コール

SFO-ORD Unified IP 
Phone から SFO-ORD 
Unified IP Phone への

コールが成功すること

を確認します。

合格

UC713IL.C
CM.001

Unified 
Communicati
ons Manager

[Table Out of Sync 
Detection] サービス パ
ラメータのイネーブル

化

[Table Out of Sync 
Detection] サービス パ
ラメータをイネーブル

にして、データベース 
テーブルの同期操作中

のコール処理による影

響がないことを確認し

ます。

合格

UC713IF.C
CM011 

Extension 
Mobility

Unified IP Phone の 
Extension へのモバイル 
ユーザ ログインと、モ

ビリティとモバイルの

接続および MVA のア

クティブ化

Extension Mobility プ
ロファイルでモビリ

ティがイネーブルであ

り、リモートの宛先が

設定されているかどう

かを確認します。モバ

イル ユーザが Unified 
IP Phone 9951/9971 に
ログインします。モバ

イル接続が電話機で動

作することを確認しま

す。携帯電話と Unified 
IP Phone 間でコールを 
3 回を切り替えます。

Unified IP Phone -> 
Unified Communications 
Manager Extension 
Mobility -> Unified 
Communications 
Manager Mobility -> 
PSTN -> 携帯電話

合格

UC713IF.C
CM.022

Unified 
Communicati
ons Manager

WAN サイトを介した

クラスタ内のシームレ

スなアップグレードと、

TFTP サーバの再起動

時および Unified 
Communications 
Manager サービスの再

起動時の Unified IP 
Phone 9951/9971 の復

元性

適度な負荷の掛かった

状態で Unified IP 
Phone 9951/9971 の
シームレスなアップグ

レードおよびダウング

レードを実行できるこ

と、TFTP サーバの再

起動または Unified 
Communications 
Manager サービスの再

起動がその通常の動作

に影響しないことを確

認します。

Unified IP Phone -> 
Unified Communications 
Manager 1 -> WAN を介

したクラスタ化 -> 
Unified Communications 
Manager 2 -> Unified IP 
Phone

合格

UC713IF.C
CM.020

Unified 
Communicati
ons Manager

Unified IP Phone DND Unified 
Communications 
Manager の 
[useradmin] ページと 
Unified IP Phone 8961 
でサイレント機能を設

定して、正常に動作す

るかどうかを確認しま

す。

Unified IP Phone 8961 -> 
Unified Communications 
Manager

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager    
UC713IF.C
CM.010

基本コール 
フロー

暗号化された Unified 
IP Phone 9951/9971 間
のクラスタ間コールの

打診転送

暗号化された Unified 
IP Phone 9951/9971 間
の H.323 ICT を介した

クラスタ間コールに対

して、打診転送が機能

するかどうかを確認し

ます。

SIP 電話機 1 -> Unified 
Communications 
Manager -> ICT -> 
Unified Communications 
Manager -> SIP 電話機 2 
-> 打診 XFER -> SIP 電
話機 3

合格

UC713IF.C
CM.009

Unified 
Communicati
ons Manager

リモート サイトでの 
cBarge を使用した 
Unified IP Phone によ

る会議のチェーニング

cBarge を使用した場合

と、会議のいずれかが

メイン キャンパスのコ

ンファレンス ブリッジ 
リソースを使用してリ

モート サイトで実施さ

れる場合の会議の

チェーニング動作を確

認します。このテスト

では、リモート サイト

への WAN に障害が発

生した場合に適切なリ

ソースがクリアされる

ことも確認します。

電話機 -> Unified 
Communications 
Manager -> コンファレ

ンス ブリッジ

合格

UC713IF.C
CM.008

Unified 
Communicati
ons Manager

sRTP がイネーブルの 
SIP トランクを介した 
Unified IP Phone から

ハント パイロットへの

コールの応答

SIP トランクが確実に 
Unified IP Phone の 
sRTP をサポートするこ

とを確認します。

電話機 A -> Unified 
Communications 
Manager -> SIP トランク 
-> Unified 
Communications 
Manager -> 電話機 B、

電話機 A -> Unified 
Communications 
Manager -> SIP トランク 
-> Unified 
Communications 
Manager -> 電話機 C

合格

UC713IF.C
CM.001

共有回線 Unified IP Phone 
9951/9971 を使用した

コールのピックアップ

とブラインド転送

ハント グループ内の 
Unified IP Phone 1。ハ

ント グループ番号への 
H.323 クラスタ間着信

コール。Unified IP 
Phone 1 で呼び出し音

が鳴った後に Phone 2 
がコールをピックアッ

プして、そのコールを 
Phone 1 に転送します。

Unified IP Phone -> 
Unified Communications 
Manager 1 -> H.323 -> 
Unified Communications 
Manager 2 -> ハント グ
ループ -> Unified IP 
Phone -> ブラインド 
XFER -> 電話機 2

合格

UC713EF.C
CM.219 

IM セッショ

ン、Unified 
Personal 
Communicat
or 

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager
Unified 
Presence

Unified 
Personal 
Communicat
or と 
Extension 
Mobility の
インターワー

キング

Unified Personal 
Communicator と 
Extension Mobility の
インターワーキングを

確認します。

合格

UC713EF.C
CM.218

リモート サ
イトでのビデ

オ コールお

よび RSVP 
インターワー

キング

ビデオ電話機、Unified 
IP Phone、Unified 
Personal 
Communicator、および 
RSVP を使用したビデ

オ コールの発信

RSVP を使用したビデ

オ コールを発信するこ

とによって、ビデオ電

話機、Unified IP Phone 
9951/9971、Unified 
Personal 
Communicator を確認

します。

合格

UC713EF.C
CM.217 

Unified IP 
Phone

Unified Attendant 
Console とのインター

ワーキング

リモートの Unified IP 
Phone 9951/9971 から 
Unified Attendant 
Console にコールし、

そのコールを別の 
Unified IP Phone 
9951/9971 にブライン

ド転送することによっ

て確認します。

合格

UC713EF.C
CM.216

Unified IP 
Phone

Unity Express とのイン

ターワーキング

リモートの Unified IP 
Phone 9951/9971 から、

CFNA がボイスメール

に設定された Unified 
CME Unified IP Phone 
9951/9971 にコールす

ることによって確認し

ます。

合格

UC713EF.C
CM.215

Unified IP 
Phone

Unified CCX とのイン

ターワーキング

PSTN 電話機から 
SCCP 電話機にコール

し、QSIG ICT を介し

て Unified CCX に転送

して、そこから Unified 
IP Phone 9951/9971 を
備えた Cisco Agent 
Desktop（CAD）に転

送することによって確

認します。

合格

（例外

あり）

UC713EF.C
CM.214

Unified IP 
Phone

Unified MeetingPlace 
Express とのインター

ワーキング

Unified IP Phone 
9951/9971 を 1 つのエ

ンド ポイントとする予

約不要の会議をスケ

ジュールすることに

よって確認します。

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager    
UC713EF.C
CM.213

Unified IP 
Phone

IP Communicator との

インターワーキング

SIP IP Communicator 
から QSIG ICT を介し

てリモートの SCCP 電
話機にコールすること

によって確認します。

SCCP 電話機では 
CFNA を QSIG PBX 電
話機に設定し、QSIG 
PBX 電話機では CFA 
をリモートの Unified 
IP Phone 9951/9971 に
設定します。

合格

（例外

あり）

CSCsz
89579 

UC713EF.C
CM.212 

Unified IP 
Phone

Unified IP Phones 
9951/9971 を使用した

コールバックと DND 
の優先判定

Unified IP Phone 
9951/9971 を使用して、

コールバックが DND 
よりも優先されること

を確認します。

合格

UC713EF.C
CM.211

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone 9951、
9971、および Unity を
使用したボイスメール

の保管

Unified IP Phone 
9951/9971 を使用した

ボイスメールの保管お

よび取得によって確認

します。

合格

UC713EF.C
CM.210

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone 
9951/9971 を使用した

打診転送

第 1 の回線が通話中で

ある場合に、Unified IP 
Phone 9951/9971 の第 
2 の回線にコールが打

診転送されることを確

認します。

合格

UC713EF.C
CM.209

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone 
9951/9971 を使用した

コール パークとパーク

取得

Unified IP Phone 
9951/9971 を使用した

コール パークとパーク

取得を確認します。

合格

UC713EF.C
CM.208

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone 
9951/9971 での保留復

帰

Unified IP Phone 
9951/9971 で保留復帰

タイマーが期限切れに

なることを確認します。

合格

UC713EF.C
CM.207

IP Phone 
6900 シリー

ズ

SRST モードの IP 
Phone 6900 シリーズ電

話機での + ダイヤル

SRST モードの IP 
Phone 6900 シリーズ電

話機で + ダイヤルを確

認します。

合格

UC713EF.C
CM.206

IP Phone 
6900 シリー

ズ

SRST モードの IP 
Phone 6900 シリーズ電

話機

SRST モードの IP 
Phone 6900 シリーズ電

話機を確認します。

合格

（例外

あり）

UC713EF.C
CM.205

IP Phone 
6900 シリー

ズ

SRST モードの IP 
Phone 6900 シリーズ電

話機

SRST モードの IP 
Phone 6900 シリーズ電

話機を確認します。

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager
UC713EF.C
CM.204

IP Phone 
6900 シリー

ズ

IP Phone 6900 シリーズ

電話機を使用したデュ

アル スタック クラスタ

内の Unity Connection 
への Voice Mail（VM; 
ボイスメール）の保管

IP Phone 6900 シリーズ

電話機からの VM を、

H225 トランクを介し

て非デュアル スタック 
クラスタへ、次に 
QSIG ICT を介して

デュアル スタック クラ

スタに転送し、VG224 
DS 電話機に保管する

ことによって確認しま

す。

合格

（例外

あり）

UC713EF.C
CM.202

IP Phone 
6900 シリー

ズ

Unified CME の IP 
Phone 6900 シリーズ電

話機

Unified CME の QSIG 
PBX から、Unified 
Communications 
Manager クラスタの IP 
Phone 6900 シリーズ 
SCCP 電話機への自動

転送を確認します。

SCCP IP Phone 6900-1 -
> Unified CME -> H.323 
ゲートウェイ -> PSTN -
> MGCP PRI -> Unified 
Communications 
Manager -> SCCP 電話機 
2 -> XFER -> QSIG ICT 
-> Unified CM>SIP 電話

機 1 -> CFA -> Unified 
CME -> QSIG -> PBX 電
話機 1 -> CFA -> Unified 
CME -> ゲートキーパー 
-> IP-IP ゲートウェイ -> 
ゲートキーパー -> 
Unified Communications 
Manager -> SCCP IP 
Phone 6900-2

合格

UC713EF.C
CM.201

IP Phone 
6900 シリー

ズ

Unified CME の IP 
Phone 6900 シリーズ電

話機

Unified CME の QSIG 
PBX から、別の 
Unified CME の IP 
Phone 6900 シリーズ 
SCCP 電話機への自動

転送を確認します。

合格

UC713EF.C
CM.165

タンデム ク
ラスタ

タンデムの Unified 
Communications 
Manager とラウンド ロ
ビン トランクとの相互

作用

タンデムの Unified 
Communications 
Manager とラウンド ロ
ビン トランクとの相互

作用を確認します。

合格

UC713EF.C
CM.164

タンデム ク
ラスタ

タンデムの Unified 
Communications 
Manager とラウンド ロ
ビン トランクとの相互

作用

タンデムの Unified 
Communications 
Manager とラウンド ロ
ビン トランクとの相互

作用を確認します。

合格

UC713EF.C
CM.163

タンデム ク
ラスタ

タンデムの Unified 
Communications 
Manager と MCU との

相互作用

タンデムの Unified 
Communications 
Manager と MCU との

相互作用を確認します。

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
5-42
Unified Communications System リリース 7.1(3) 日本語版および 7.1(5) 日本語版 検証レポート

OL-22736-01-J



 

第 5 章     IP テレフォニーに関するシステム リリース ノート：Cisco Unified Communications System リリース 7.1(3) 日本語版

  Unified Communications Manager    
UC713EF.C
CM.162

タンデム ク
ラスタ

タンデムの Unified 
Communications 
Manager と UC 
Integration for 
Microsoft Office 
Communicator との相

互作用

タンデムの Unified 
Communications 
Manager と UC 
Integration for 
Microsoft Office 
Communicator との相

互作用を確認します。

合格

UC713EF.C
CM.161

タンデム ク
ラスタ

FXS 電話機に接続する 
SIP トランク、QSIG 
PBX との相互作用

FXS 電話機に接続する 
SIP トランク、QSIG 
PBX との相互作用を確

認します。

合格

UC713EF.C
CM.160

タンデム ク
ラスタ

iLBC に設定されたタン

デムの SIP トランクと

の相互作用

iLBC に設定されたタ

ンデムの SIP トランク

との相互作用を確認し

ます。

合格

UC713EF.C
CM.159

タンデム ク
ラスタ

タンデム コールにおけ

る RSVP/Connection 
Admission Control

（CAC; 接続アドミッ

ション制御）

タンデム コールにおけ

る RSVP/CAC を確認

します。

合格

UC713EF.C
CM.158

タンデム ク
ラスタ

FXS 電話機に接続する 
SIP および Annex M1 
トランクとの相互作用

FXS 電話機に接続する 
SIP および Annex M1 
トランクとの相互作用

を確認します。

合格

UC713EF.C
CM.157

タンデム ク
ラスタ

PSTN 電話機に接続す

る SIP および Annex 
M1 トランクとの相互

作用

PSTN 電話機に接続す

る SIP および Annex 
M1 トランクとの相互

作用を確認します。

合格

（例外

あり）

CSCsz
97185 

UC713EF.C
CM.156

タンデム ク
ラスタ

QSIG PBX に接続する 
SIP および Annex M1 
トランクとの相互作用

QSIG PBX に接続する 
SIP および Annex M1 
トランクとの相互作用

を確認します。

合格

（例外

あり）

UC713EF.C
CM.155

タンデム ク
ラスタ

SIP プロキシ サーバ、
Unified Contact Center 
Express、および 
Unified 
Communications 
Manager との相互作用

SIP プロキシ サーバ、
Unified Contact Center 
Express、および 
Unified 
Communications 
Manager との相互作用

を確認します。

合格

（例外

あり）

CSCsz
97185 

UC713EF.C
CM.154

タンデム ク
ラスタ

保留 /レジュームが設定

された SIP および 
SCCP 電話機との相互

作用

保留 /レジュームが設

定された SIP および 
SCCP 電話機との相互

作用を確認します。

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager
UC713EF.C
CM.153

タンデム ク
ラスタ

ローカルのコール転送

が設定された SIP およ

び Annex M1 トランク

との相互作用

ローカルのコール転送

が設定された SIP およ

び Annex M1 トランク

との相互作用を確認し

ます。

合格

（例外

あり）

CSCsz
97185 

UC713EF.C
CM.152

タンデム ク
ラスタ

リモートのコール転送

が設定された SIP およ

び Annex M1 トランク

との相互作用

リモートのコール転送

が設定された SIP およ

び Annex M1 トランク

との相互作用を確認し

ます。

合格

（例外

あり）

CSCsz
97185 

UC713EF.C
CM.151

タンデム ク
ラスタ

タンデムの Unified 
Communications 
Manager と Unity との

相互作用

タンデムの Unified 
Communications 
Manager と Unity との

相互作用を確認します。

合格

UC713EF.C
CM.126

コンサルト転

送

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator におけ

るコールの打診転送

異なるジオロケーショ

ンにある 2 台の UC 
Integration for 
Microsoft Office 
Communicator クライ

アント間のコールの打

診転送を確認します。

ステージ 1：SCCP 電話

機 A -> MGCP PRI -> 
PSTN -> MGCP PRI -> 
UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator A、ス

テージ 2：UC 
Integration for Microsoft 
Office Communicator A -
> Unified 
Communications 
Manager> 打診転送 -> 
UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator B

合格

（例外

あり）

UC713EF.C
CM.125

リモート レ
ジュームまた

はコール割り

込み

異なるジオロケーショ

ンにある共有回線電話

機のリモート レジュー

ム /コール割り込み

異なるジオロケーショ

ンの SCCP 電話機 A と 
SCCP 電話機 B が回線

を共有することを確認

します。SCCP 電話機 
A で PSTN コールを保

留中にした場合、

SCCP 電話機 B ではリ

モートのレジューム /
コール割り込みを利用

できません。

SIP -> Unified 
Communications 
Manager -> SCCP 電話機 
A（共有回線の SCCP 電
話機 B）

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager    
UC713EF.C
CM.124

共有回線 異なるジオロケーショ

ンの共有回線

SCCP 電話機 A と 
SCCP 電話機 B が共有

回線であることを確認

します。SCCP 電話機 
A はジオロケーション 
X にあり、SCCP 電話

機はジオロケーション 
Y にあります。ジオロ

ケーション X の PSTN 
電話機から SCCP 電話

機 A にコールした場

合、SCCP 電話機 A が 
VOIP コールとして共

有回線の SCCP 電話機 
B に転送されるかどう

かを確認します。コー

ルは拒否されます。

電話機 C -> MGCP PRI 
ゲートウェイ -> Unified 
Communications 
Manager -> SCCP 電話機 
A -> 転送 -> Unified 
Communications 
Manager -> SCCP 電話機 
B

合格

UC713EF.C
CM.123

MeetMe 会議 異なるジオロケーショ

ンの電話機間の Meet-
Me 会議

ジオロケーション X の 
SCCP 電話機 A が 
VOIP 回線を介して会

議に参加できることを

確認します。ジオロ

ケーション Y の SCCP 
電話機 B は VOIP 回線

を介して会議に参加し、

ジオロケーション X の 
SIP 電話機 A は PSTN 
回線を介して Meet-Me 
会議に参加します。

ステージ 1：SCCP 電話

機 A -> Unified 
Communications 
Manager>Meet-Me 会
議、ステージ 2：SCCP 
電話機 B -> Unified 
Communications 
Manager>Meet-Me 会
議、ステージ 3：SIP 電
話機 A -> MGCP PRI -> 
PSTN -> Meet-Me 会議

合格

UC713EF.C
CM.122

コール ピッ

クアップ

異なるジオロケーショ

ンからのコール ピック

アップ

SCCP 電話機 A が 
PSTN 回線を使用して、

同じジオロケーション 
X にある SCCP 電話機 
B に PSTN コールを発

信できることを確認し

ます。SCCP 電話機 B 
と同じピック グループ

でジオロケーション Y 
にある SIP 電話機が

コールをピックしよう

とします。

ステージ 1：SCCP 電話

機 A -> Unified 
Communications 
Manager>MGCP PRI -> 
PSTN -> MGCP PRI -> 
SCCP 電話機 B、ステー

ジ 2：SIP 電話機 A -> 
コール ピックアップ -> 
SCCP 電話機 B

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager
UC713EF.C
CM.121 

ダイレクト 
コール パー

ク

異なるジオロケーショ

ンへのダイレクト コー

ル パーク

SIP 電話機 1 が PSTN 
回線を使用して、同じ

ジオロケーションにあ

る SIP 電話機 2 にコー

ルできることを確認し

ます。SIP 電話機 2 は、

別のジオロケーション

の VOIP 電話機への

コールを直接パークし

ます。

SIP 電話機 A -> Unified 
Communications 
Manager>MGCP PRI -> 
PSTN ゲートウェイ -> 
MGCP PRI -> SIP 電話機 
B、SIP 電話機 B -> ダイ

レクト コール パーク -> 
Unified Communications 
Manager>SIP 電話機 C

合格

UC713.CC
M.003 

Unified 
Communicati
ons Manager

Unified IP Phone 間の

ビデオ コール

SFO-ORD Unified IP 
Phone から SFO-ORD 
Unified IP Phone への

コールが成功すること

を確認します。

合格

UC712EF.C
CM.060

Extension 
Mobility お
よびコールへ

の参加

（JAL）

異なるクラスタのコー

ルへの Extension 
Mobility コールの参加

SIP 電話機から 
Extension Mobility 用
の回線 1 を使用して、

同じクラスタ内の別の 
SIP 電話機にログイン

し、そこから PSTN に
コールします。クラス

タ 2 の SIP 電話機と 
SCCP 電話機間には、

回線 2 に別の IP コール

が存在します。クラス

タ 1 の SIP 電話機は 
JAL を使用して、SIP 
電話機の両方の回線で

コールを接続します。

SIP 電話機 A（回線 1）-
> Unified 
Communications 
Manager -> Extension 
Mobility、SIP 電話機 -> 
MGCP PRI -> PSTN、

Unified IP Phone A（回

線 2）-> Unified 
Communications 
Manager -> ICT -> 
Unified Communications 
Manager -> SCCP 電話機

が SIP 電話機（回線 1 お
よび回線 2）に参加

（JAL）

合格

UC712EF.C
CM.059

パークの取得 異なるクラスタからの

パークの取得

ジオロケーション X の 
SIP 電話機からジオロ

ケーション Y の SIP 電
話機への PSTN コール

を発信することによっ

て確認します。ジオロ

ケーション Y の SIP 電
話機はコールをパーク

します。コール パーク

の取得は、ジオロケー

ション Z から実行され

ます。

SIP 電話機 -> Unified 
Communications 
Manager -> ICT -> 
Unified Communications 
Manager -> SIP 電話機

（SIP 電話機がコールを

パーク）

合格

UC712EF.C
CM.058

自動転送コー

ル

Unified IP Phone から 
PSTN 電話機へのコー

ルの自動転送

別のクラスタ内の 
PSTN 電話機に、IP 
コールを自動転送する

ことによって確認しま

す。

電話機 -> QSIG PBX -> 
Unified Communications 
Manager>ICT -> Unified 
Communications 
Manager>SCCP 電話機 -
> 自動転送 -> MGCP 
PRI -> PSTN

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager    
UC712EF.C
CM.057

自動転送 Unified IP Phone から 
Unified CME 電話機へ

のコールの自動転送

Unified CME 電話機

に、IP コールを自動転

送することによって確

認します。

SIP 電話機 -> Unified 
Communications 
Manager>SCCP 電話機 -
> 自動転送 -> H.323 -> 
IP-IP ゲートウェイ -> 
Unified CME 電話機

合格

UC712EF.C
CM.056

アドホック電

話会議

SCCP 電話機、SIP 電
話機、および PSTN 電
話機間のアドホック会

議

SCCP 電話機 1、SIP 電
話機 1、SIP 電話機 2、
および PSTN 電話機 1 
にアドホック会議コー

ルを発信することに

よって確認します。

SCCP 電話機 -> Unified 
Communications 
Manager>QSIG ICT -> 
Unified Communications 
Manager -> SCCP 電話機 
-> アドホック会議 -> 
QSIG ICT -> Unified 
Communications 
Manager -> SIP 電話機 -
> アドホック会議 -> 
Unified Communications 
Manager -> MGCP PRI -
> PSTN

合格

UC712EF.C
CM.055

ブラインド転

送コール

SCCP 電話機から SIP 
電話機へのコールの 
PSTN 電話機へのブラ

インド転送

SCCP 電話機から SIP 
電話機へのコールを 
PSTN 電話機にブライ

ンド転送することに

よって確認します。

SIP 電話機 -> Unified 
Communications 
Manager>SCCP 電話機、

SCCP 電話機 -> Unified 
Communications 
Manager> ブラインド転

送 -> MGCP PRI ゲート

ウェイ -> PSTN 電話機

合格

（例外

あり）

UC712EF.C
CM.054

コンサルト会

議コール

PBX 電話機、SCCP 電
話機コール、および 
Unified CME 電話機に

よるコンサルト会議

同じクラスタ内の PBX 
電話機、SCCP 電話機、

および Unified CME 電
話機間にコンサルト会

議コールを発信するこ

とによって確認します。

SCCP 電話機と Unified 
CME 電話機は同じジオ

ロケーションにありま

す。

Unified CME 電話機 -> 
H.323（IP-IP ゲート

ウェイ）-> Unified 
Communications 
Manager>SCCP 電話機

のコンサルト会議 -> 
QSIG PBX -> PSTN 電話

機

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager
UC712EF.C
CM.053

スケジュール

された会議

コール

3 つの異なるクラスタ

と PSTN 電話機間のス

ケジュールされた会議

コール

SCCP 電話機間にスケ

ジュールされた 
Meeting Place Express 
コールを発信すること

によって確認します。

SCCP 電話機 -> Unified 
Communications 
Manager 1 -> Unified 
MeetingPlace Express 番
号、SIP 電話機 -> 
Unified Communications 
Manager 2 -> Unified 
MeetingPlace Express 番
号、SCCP 電話機 -> 
Unified CME -> Unified 
MeetingPlace Express 番
号、PSTN 電話機 -> 
MGCP PRI -> Unified 
Communications 
Manager 1 -> Unified 
MeetingPlace Express 番
号

失敗 CSCsy
86514 

UC712EF.C
CM.052

ブラインド会

議コール

PSTN 電話機から 
SCCP 電話機へのコー

ルによるコンサルト会

議

ジオロケーション X か
らジオロケーション Y 
の PSTN 回線の SIP 電
話機に PSTN 電話コー

ルを発信し、SIP 電話

機からジオロケーショ

ン X の VOIP へコンサ

ルト会議のコールを発

信することによって確

認します。

PSTN 1（ジオロケー

ション X）-> MGCP PRI 
-> Unified 
Communications 
Manager>MGCP PRI -> 
PSTN 2（ジオロケー

ション Y）-> コンサルト

会議 -> SCCP 電話機

（ジオロケーション X）

合格

UC712EF.C
CM.051

打診転送での 
LPT

Unified IP Phone から

異なるジオロケーショ

ンにある PSTN 電話機

へのコールの打診転送

ジオロケーション X の 
SCCP 電話機からジオ

ロケーション Y の 
SCCP 電話機にコール

を発信し、SCCP 電話

機からジオロケーショ

ン X の別の SCCP 電話

機へ PSTN 電話コール

として再び転送される

ことを確認します。

SCCP 電話機 1 -> 
Unified Communications 
Manager>SCCP 電話機 -
> 打診転送 -> MGCP 
PRI ゲートウェイ -> 
PSTN 電話機

合格

（例外

あり）

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager    
UC712EF.C
CM.041

Unified 
MeetingPlac
e Express ア
プリケーショ

ン

H.323 Direct Unified 
MeetingPlace Express 
にスケジュールされた

会議による 4 人の参加

者へのダイヤル アウト

と、管理上、新規の参

加者に会議に参加を許

可するためのいずれか

のエンド ポイントの接

続解除

会議をスケジュールす

ることによって確認し

ます。最初に 4 人の参

加者が参加します。1 
人の参加者が管理者に

よって接続解除され、

新規の参加者が参加し

ます。

Unified MeetingPlace 
Express（H.323）-> 
Unified CM（DS）-> IP 
Communicator+Unified 
Video Advantage -> 
Unified MeetingPlace 
Express（H.323）-> 
Unified CM（DS）-> 
ICT -> Unified CM

（Interoperability）-> 
SCCP ビデオ電話機、
Unified MeetingPlace 
Express（H.323）-> 
Unified CM（DS）-> 
SIP ゲートウェイ（DS）
-> PSTN 電話機 Unified 
MeetingPlace Express

（H.323）-> Unified CM
（DS）-> SCCP 電話機 1
（DS）

合格

UC712EF.C
CM.039

Unified 
MeetingPlac
e Express

H.323 Direct Meeting 
Place-Express での異な

るエンドポイントによ

る予約不要の会議

（Web/オーディオ）

予約不要の会議を確認

します。SCCP 電話機、

PSTN 電話機、VG224 
電話機、リモート デュ

アル スタック電話機な

どのデュアル スタック 
サイト内のすべての電

話機が会議に参加しま

す。

SCCP（DS）電話機 1 -> 
Unified CM（DS）-> 
Unified MeetingPlace 
Express（H.323）（DS）
PSTN 電話機 1 -> 
Unified CM（DS）-> 
Unified MeetingPlace 
Express（H.323）（DS）
VG224 電話機 1 -> 
Unified CM（DS）-> 
Unified MeetingPlace 
Express（H.323）（DS）
リモート電話機 1（DS）
-> Unified CM（DS）-> 
Unified MeetingPlace 
Express（H.323）（DS）

合格

UC712EF.C
CM.009

IPV6 デュアル スタック クラ

スタ上の IPv4 電話機か

ら VG224 ゲートウェイ 
Plain Old Telephone 
Service（POTS; 一般電

話サービス）電話機へ

のコールの転送

非デュアル スタック ク
ラスタからデュアル ス
タック クラスタの IPv4 
電話機にコールし、

VG224 ゲートウェイの 
POTS 電話機に転送す

ることによって確認し

ます。

SIP 電話機 1 -> Unified 
Communications 
Manager -> QSIG ICT -> 
Unified Communications 
Manager（DS）-> SCCP 
電話機 1 -> XFER -> 
Unified Communications 
Manager（DS）-> 
VG224 ゲートウェイ

（DS）-> POTS 電話機 1

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager
UC712EF.C
CM.005

IPV6 IPMA での会議を使用

したコールの設定

NON DS クラスタから 
QSIG ICT を介して DS 
クラスタ内の DS IPMA 
Manager 電話機にコー

ルし、IPMA Assistant 
電話機の会議ソフト

キーを押し、SCCP 
ゲートウェイ（DS）を

介して QSIG PBX 電話

機と FXS 電話機を会議

参加者として追加する

ことによって確認しま

す。

ステージ 1：SCCP 電話

機 1 -> Unified 
Communications 
Manager -> QSIG -> 
Unified Communications 
Manager（DS）-> SCCP 
IPMA Manager 電話機 1

（DS）ステージ 2：
SCCP IPMA Assistant 電
話機 1（DS）-> 会議 -> 
Unified Communications 
Manager -> QSIG -> 
PBX 電話機 1 -> 会議 -> 
SCCP ゲートウェイ

（DS）-> FXS 電話機 1

合格

（例外

あり）

UC712EF.C
CM.001

IPV6 IPv6 の動作と IPv4 ま
たは IPv6 のインター

ワーキングを使用した

セキュリティ

Interoperability サイト

から QSIG ICT を介し

て DS クラスタにある

中央サイトの DS セ
キュア SCCP 電話機に

発信されたコールが、

DS のリモートのセ

キュア SCCP 電話機に

転送され、そこから 
QSIG ICT を介して転

送されることを確認し

ます。この機能は、

QSIG トランクを介し

た QSIG PBX 電話機へ

の CFWDALL です。

SCCP 電話機 1 -> 
Unified CM

（Interoperability）-> 
QSIG ICT -> Unified 
CM（DS）-> SCCP 電話

機 2（DS セキュア）、

SCCP 電話機 2（DS セ
キュア）-> XFER -> リ
モート SCCP 電話機 3

（DS セキュア）、リモー

ト SCCP 電話機 3（DS 
セキュア）-> XFER -> 
QSIG ICT -> Unified 
Communications 
Manager -> SCCP 電話機 
4 -> CFWDALL -> QSIG 
-> PBX 電話機 1

合格

UC701IF.C
CM.308 

Unified 
Communicati
ons Manager

暗号化されたエンドポ

イントを使用する、

TRP を含むセキュアな 
SIP トランクを介した

セキュア コール

TRP が呼び出されたと

きの SIP トランクによ

るセキュア メディアの

サポートを確認します。

電話機 A -> Unified 
Communications 
Manager -> SIP トランク 
-> Unified 
Communications 
Manager -> 電話機 B -> 
XFER -> TRP -> 電話機 
C

合格

UC701IF.C
CM.303

Unified 
Communicati
ons Manager

ハードウェアの Media 
Termination Point

（MTP; メディア ターミ

ネーション ポイント）

を TRP とする PSTN 
ゲートウェイを使用し

た Unity への DTMF パ
ススルー

PSTN から SIP ゲート

ウェイを経由し、SIP 
トランクを介して 
Unity にコールを発信

することによって確認

します。

PSTN -> SIP ゲートウェ

イ -> SIP トランク -> 
TRP -> Unified 
Communications 
Manager -> SIP トランク 
-> MTP -> Unity

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager    
UC701IF.C
CM.302 

Unified 
Communicati
ons Manager

G.729 に必要な MTP を
使用した SIP トランク

を含むコール パーク

MTP が必要とする有効

な優先コーデックが 
G.729 に設定された状

態で SIP トランクを介

してコールをパークお

よび取得する場合、設

定のとおりに Unified 
Communications 
Manager によって TRP 
が呼び出されることを

確認します。

SCCP 7945/75 電話機 A 
-> Unified 
Communications 
Manager -> SIP トランク 
-> IP-IP ゲートウェイ -> 
H.225 -> Unified CME -
> SCCP 7962 電話機 B、

保留音 -> Unified 
Communications 
Manager -> TRP -> SIP 
トランク -> IP-IP ゲート

ウェイ -> H.225 -> 
Unified CME -> SCCP 
7962 電話機 B、Unified 
Personal Communicator 
SIP -> Unified 
Communications 
Manager -> TRP -> SIP 
トランク -> IP-IP ゲート

ウェイ -> H.225 -> 
Unified CME -> SCCP 
7962 電話機 B

合格

UC701IF.C
CM.100.1

Unified 
Communicati
ons Manager

アドホック会議でのイ

ンテリジェント ブリッ

ジ選択

Unified 
Communications 
Manager が、エンドポ

イント機能、MRGL コ
ンテンツ、および優先

順位に基づいて、アド

ホック会議に必要なブ

リッジ タイプを正しく

選択するかどうかを確

認します。

ビデオ /非ビデオ コール 
-> Unified 
Communications 
Manager -> コンファレ

ンス ブリッジ（ビデオ /
オーディオ）-> エンドポ

イント（ビデオ /非ビデ

オ）

合格

UC700IF.C
CM.316

Unified 
Communicati
ons Manager

SIP トランクに対して 
sRTP をイネーブルにし

たセキュア会議

SIP トランクが sRTP 
を確実にサポートでき

ることを確認します。

合格

UC700IF.C
CM.314

Unified 
Communicati
ons Manager

セキュアな SIP トラン

クとセキュアな MGCP 
ゲートウェイを含む

コール パークと取得

SIP トランクが sRTP 
を確実にサポートでき

ることを確認します。

電話機 A -> Unified 
Communications 
Manager -> SIP トランク 
-> Unified 
Communications 
Manager -> MGCP ゲー

トウェイ -> PSTN、電話

機 B -> Unified 
Communications 
Manager -> SIP トランク 
-> Unified 
Communications 
Manager -> MGCP ゲー

トウェイ

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager
UC700IF.C
CM.210.1

Unified 
Communicati
ons Manager

ワンボタンの cBarge と 
cBarge のターゲットで

の転送：ケース 1

ワンボタン cBarge の動

作を確認し、暗号化を

使用して cBarge ター

ゲットから別のエンド

ポイントに転送します。

合格

UC700IF.C
CM.200.1

Unified 
Communicati
ons Manager

ワンボタンの cBare と 
cBarge のターゲットで

の会議：ケース 1

ワンボタン cBarge の動

作を確認し、保護され

た会議を使用して 
cBarge ターゲットで別

のエンドポイントとの

会議を開始します。

合格

UC700IF.C
CM.100.2

Unified 
Communicati
ons Manager

アドホック会議でのイ

ンテリジェント ブリッ

ジ選択機能の確認：

ケース 2

Unified 
Communications 
Manager が、エンドポ

イント機能、MRGL コ
ンテンツ、および優先

順位に基づいて、アド

ホック会議に必要なブ

リッジ タイプを正しく

選択するかどうかを確

認します。

合格

UC700IF.C
CM.072

基本コール 
フロー

Unified 
Communications 
Manager によるコール

処理ノードの再起動

Unified 
Communications 
Manager コール処理

ノードの再起動を繰り

返して、有害な問題が

発生しないことを確認

します。

合格

UC700IF.C
CM.056

Unified 
Communicati
ons Manager 
の保留音

プライマリがダウン状

態のときのスタンバイ 
マルチキャスト保留音

サーバからの保留音ス

トリームの配信を確認

本社サイトで、プライ

マリの保留音サーバが

ダウン状態であるとき

に、スタンバイのマル

チキャスト保留音のイ

ンストールによって保

留音ストリームが引き

続き配信されることを

確認します。保留音

サーバはユニキャスト

およびマルチキャスト

に設定されます。

保留音 -> Unified IP 
Phone

合格

UC700IF.C
CM.055

携帯電話から Meet-Me 
会議に参加するための

モバイル ボイス アクセ

ス コールへのダイヤル

携帯電話から、企業ダ

イヤル トーンを取得

し、Meet-Me 番号にダ

イヤルして会議に参加

できることを確認しま

す。

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager    
UC700IF.C
CM.052

Unified 
Communicati
ons Manager 
および 
Unified 
Presence

セキュアな IP Phone で
のコール履歴リスト、
Busy Lamp Field

（BLF; ビジー ランプ 
フィールド）短縮ダイ

ヤル、および SIP 
Uniform Resource 
Identifier（URI）に対

する Unified 
Communications 
Manager Presence の動

作

セキュアな IP Phone で
のコール履歴リスト、

BLF 短縮ダイヤル、お

よび SIP URI に対する 
Unified 
Communications 
Manager Presence の機

能を確認します。

Unified Personal 
Communicator -> 
Unified Communications 
Manager

合格

UC700IF.C
CM.050

Unified 
Communicati
ons Manager 
および 
Unified 
Presence

2 台の 7916 拡張モ

ジュールを使用した 
SIP 電話機の BLF 短縮

ダイヤル

最初の 3 回線、中央の 
3 回線、および最後の 3 
回線に BLF 短縮ダイヤ

ルを設定することに

よって確認します。2 
台の 7916 拡張モ

ジュールによる 36 回線

が存在します。番号の

プレゼンス ステータス

の設定を監視します。

Unified Personal 
Communicator -> 
Unified Communications 
Manager

合格

SR61.CCM.
111.3

Unified 
Communicati
ons Manager

Unified IP Phone に対

する接続モニタ（接続

モニタのタイムアウト

後に Unified 
Communications 
Manager に復帰）

WAN 接続が復元し、

安定したまま設定可能

期間が経過した後で、

SRST モードで動作す

る Unified IP Phone が
リモートの集中化 
Cisco Unified 
Communications 
Manager に復帰するこ

とを確認します。

合格

SR60.CCM.
603.33

基本コール 
フロー

コーデック サポート：

電話機からアプリケー

ション、ケース 33

異なるコーデックを使

用する電話機とアプリ

ケーション間のコール

を確認します。

Unified IP Phone -> トラ

ンスコーダ -> アプリ

ケーション

合格

SR60.CCM.
603.22

基本コール 
フロー

コーデック サポート：

電話機からアプリケー

ション、ケース 22

異なるコーデックを使

用する電話機とアプリ

ケーション間のコール

を確認します。

Unified IP Phone -> トラ

ンスコーダ -> アプリ

ケーション

合格

SR60.CCM.
603.12

基本コール 
フロー

コーデック サポート：

電話機からアプリケー

ション、ケース 12

異なるコーデックを使

用する電話機とアプリ

ケーション間のコール

を確認します。

電話機 -> トランスコー

ダ -> アプリケーション

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager
SR60.CCM.
040.2

基本コール 
フロー

保留復帰：Unified IP 
Phone へのゲートウェ

イ コール、ケース 2

保留復帰に対する適切

なシステムの相互作用

を確認します。コール 
フローには、Unified IP 
Phone エンドポイント

への PSTN ゲートウェ

イが含まれます。

PSTN 発信者 -> ゲート

ウェイ -> Unified IP 
Phone

合格

OXN512.C
CM.520

フェールオー

バー

進行中のコールに対す

る MGCP フェールオー

バー /フェールバック 
コール動作

フェールオーバー /
フェールバック時の進

行中のコール動作を確

認します。

PSTN -> MGCP ゲート

ウェイ -> Unified 
Communications 
Manager -> Unified IP 
Phone

合格

OXN512.C
CM.519

フェールオー

バー

フェールオーバー /
フェールバックおよび

コール プリザベーショ

ンを伴う MGCP 着信

コール

電話機が同一の Unified 
Communications 
Manager ノードに登録

されるときのコール プ
リザベーションを伴う 
MGCP フェールオー

バー /フェールバック

を確認します。

PSTN -> MGCP ゲート

ウェイ -> Unified 
Communications 
Manager -> Unified IP 
Phone

合格

OXN512.C
CM.518

フェールオー

バー

フェールオーバー /
フェールバックおよび

コール プリザベーショ

ンを伴う MGCP 着信

コール

電話機が同一の Unified 
Communications 
Manager ノードに登録

されるときのコール プ
リザベーションを伴う 
MGCP フェールオー

バー /フェールバック

を確認します。

PSTN -> MGCP ゲート

ウェイ -> Unified 
Communications 
Manager -> Unified IP 
Phone

合格

OXN512.C
CM.514

フェールオー

バー

コール設定中にルート 
リストがダウンしてい

る場合の SIP ゲート

ウェイ発信コールの失

敗

フェールオーバー /
フェールバック時の進

行中のコール動作を確

認します。

Unified IP Phone -> 
Unified Communications 
Manager -> SIP ゲート

ウェイ -> PSTN

合格

OXN512.C
CM.513

フェールオー

バー

フェールオーバー /
フェールバックおよび

コール プリザベーショ

ンを伴う SIP ゲート

ウェイ発信コール

コール プリザベーショ

ンを伴うルート リスト

のフェールオーバー /
フェールバック時の 
SIP ゲートウェイ発信

コールを確認します。

Unified IP Phone -> 
Unified Communications 
Manager -> SIP ゲート

ウェイ -> PSTN

合格

OXN512.C
CM.512

フェールオー

バー

フェールオーバー /
フェールバックおよび

コール プリザベーショ

ンを伴う SIP ゲート

ウェイ発信コール

コール プリザベーショ

ンを伴うルート リスト

のフェールオーバー /
フェールバック時の 
SIP ゲートウェイ発信

コールを確認します。

Unified IP Phone -> 
Unified Communications 
Manager -> SIP ゲート

ウェイ -> PSTN

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager    
OXN512.C
CM.511

フェールオー

バー

コールが接続されな

かった場合の SIP 
フェールオーバー /
フェールバックの動作

フェールオーバー /
フェールバック時の進

行中のコール動作を確

認します。

PSTN -> SIP ゲートウェ

イ -> Unified 
Communications 
Manager -> Unified IP 
Phone

合格

OXN512.C
CM.510

フェールオー

バー

コール プリザベーショ

ンを伴う SIP 着信コー

ルのフェールオーバー /
フェールバック

電話機が同一の Unified 
Communications 
Manager ノードに登録

されるときのコール プ
リザベーションを伴う 
SIP フェールオーバー /
フェールバックを確認

します。

PSTN -> SIP ゲートウェ

イ -> Unified 
Communications 
Manager>Unified IP 
Phone

合格

OXN512.C
CM.509

フェールオー

バー

コール プリザベーショ

ンを伴う SIP 着信コー

ルのフェールオーバー /
フェールバック

電話機が同一の Unified 
Communications 
Manager ノードに登録

されるときのコール プ
リザベーションを伴う 
SIP フェールオーバー /
フェールバックを確認

します。

PSTN -> SIP ゲートウェ

イ -> Unified 
Communications 
Manager -> Unified IP 
Phone

合格

OXN512.C
CM.505

フェールオー

バー

コールが接続されな

かった場合の H.323 
フェールオーバー /
フェールバックの動作

フェールオーバー /
フェールバック時の進

行中のコールの動作を

確認します。

Unified IP Phone -> 
Unified Communications 
Manager -> H.323 ゲー

トウェイ -> PSTN

合格

OXN512.C
CM.504

フェールオー

バー

フェールオーバー /
フェールバックおよび

コール プリザベーショ

ンを伴う H.323 ゲート

ウェイ発信コール

コール プリザベーショ

ンを伴うルート リスト

のフェールオーバー /
フェールバック時の 
H.323 ゲートウェイ発

信コールを確認します。

Unified IP Phone -> 
Unified Communications 
Manager -> H.323 ゲー

トウェイ -> PSTN

合格

OXN512.C
CM.503

フェールオー

バー

フェールオーバー /
フェールバックおよび

コール プリザベーショ

ンを伴う H.323 ゲート

ウェイ発信コール

コール プリザベーショ

ンを伴うルート リスト

のフェールオーバー /
フェールバック時の 
H.323 ゲートウェイ発

信コールを確認します。

Unified IP Phone -> 
Unified Communications 
Manager -> H.323 ゲー

トウェイ -> PSTN

合格

OXN512.C
CM.502

フェールオー

バー

コールが接続されな

かった場合の H.323 
フェールオーバー /
フェールバックの動作

フェールオーバー /
フェールバック時の進

行中のコール動作を確

認します。

PSTN -> H.323 ゲート

ウェイ -> Unified 
Communications 
Manager -> Unified IP 
Phone

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager
OXN512.C
CM.501

フェールオー

バー

フェールオーバー /
フェールバックおよび

コール プリザベーショ

ンを伴う H.323 ゲート

ウェイ着信コール

電話機が同一の Unified 
Communications 
Manager ノードに登録

されるときのコール プ
リザベーションを伴う 
H.323 フェールオー

バー /フェールバック

を確認します。

PSTN -> H.323 ゲート

ウェイ -> Unified 
Communications 
Manager -> Unified IP 
Phone

合格

OXN512.C
CM.500

フェールオー

バー

フェールオーバー /
フェールバックおよび

コール プリザベーショ

ンを伴う H.323 ゲート

ウェイ着信コール

電話機が同一の Unified 
Communications 
Manager ノードに登録

されるときのコール プ
リザベーションを伴う 
H.323 フェールオー

バー /フェールバック

を確認します。

PSTN -> H.323 ゲート

ウェイ -> Unified 
Communications 
Manager -> Unified IP 
Phone

合格

GB43.CCM
.005.001B

基本コール 
フロー

デバイス モビリティ、

ホーム ロケーションか

ら Cisco Unity を介した

ロケーションのローミ

ング、SIP 電話機

ユーザがローミング中

に、ユーザのホーム ロ
ケーションにあるデバ

イスから中間テレフォ

ニー デバイスを経由し

てユーザにコールを発

信できること、また、

すべてのリアルタイム 
パラメータがコールの

間に適切に更新される

ことを確認します。SIP 
電話機。

合格

GB43.CCM
.003.003B

基本コール 
フロー

ダイレクト コール パー

ク：現在パークされて

いる発信者への新規

コールの転送、SIP 電
話機

別の発信者をすでに直

接パークされている発

信者に転送できること

を確認します。SIP 電
話機。

合格

GB22.CM.6
58

ICT コール 
フロー

IP-IP 非ゲートキーパー

制御のクラスタ間トラ

ンク：代替エンドポイ

ント

IP-IP の非ゲートキー

パー制御クラスタ間ト

ランクを介した代替エ

ンドポイントへのコー

ルが機能することを確

認します。

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Communications Manager    
GB22.CM.6
56

ICT コール 
フロー

IP-IP 非ゲートキーパー

制御のクラスタ間トラ

ンク：Unified 
Communications 
Manager の障害

Unified 
Communications 
Manager に障害が発生

した後で、IP-IP の非

ゲートキーパー制御ク

ラスタ間トランクを介

したコールが機能する

ことを確認します。

合格

CO10.CCM
.102

基本コール 
フロー

VG248 のアナログ電話

機から共有回線を使用

した SCCP 電話機への

クラスタ内コール

VG248 ゲートウェイに

接続されたアナログ電

話機から共有回線を使

用して SCCP 電話機に

コールできることを確

認します。

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Contact Center Express
Unified Contact Center Express
ID

テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害

UC713EF.UCX
.001

Unified IP 
Phone および 
Unified CCX

Unified IP Phone か
ら Unified CCX へ
のコール

Unified IP Phone からの 
Unified CCX コールを確

認します。

Unified IP Phone -> 
Unified 
Communications 
Manager -> Unified 
CCX -> SCCP 電話機 
1（CAD）

合格

UC701IF.CRS.
302

Unified CCX Unity Connection 
の [Call Transfer] 
オプションによっ

てエージェントの

ボイスメールへの

コールを Unified 
CCX-CSQ に再

キューイング

Unity Connection でエー

ジェントのボイスメール

のコールを、別の使用可

能なエージェントによっ

て処理されるよう、CSQ 
に再キューイングするオ

プションを実行できるこ

とを確認します。

発信者 -> エージェン

ト 1 -> ボイスメール -
> 転送 -> Unified CCX 
-> CSQ -> エージェン

ト 2 -> 転送 -> エー

ジェント 1

合格

UC701IF.CRS.
300

Unified CCX AXL を使用した 
Unified 
Communications 
Manager から 
Unity Connection 
へのエージェント 
ユーザのインポー

ト

Unity Connection に、

AXL を使用して Unified 
Communications 
Manager からエージェン

ト ユーザをインポートで

きることを確認します。

Unity Connection -> 
AXL -> Unified 
Communications 
Manager

合格

UC701IF.CRS.
121

Unified CCX カスタマーから 
Unified CCX の E 
メール受信箱への

ボイスメールの応

答

Unified CCX 着信メール

でボイスメールの応答を

処理できることを確認し

ます。

カスタマー -> ボイス

メール -> ボイスメー

ルの応答 -> Unified 
CCX E メール CSQ -> 
E メール処理可能エー

ジェント

合格

UC701IF.CRS.
120

Unified CCX Unity 内のボイス

メールを添付ファ

イルとして Unified 
CCX の着信メール

に送信

エンド ユーザは E メール 
CSQ に関連付けられた

番号をサポートするボイ

スメールを残します。ボ

イスメールは E メール 
CSQ に添付ファイルと

して送信されます。E 
メールはエージェントに

送信されます。

カスタマー -> Unified 
CCX パイロット番号 -
> ボイスメール -> 
Unified CCX E メール 
CSQ -> E メール処理

可能エージェント

合格

UC701IF.CRS.
107

Unified CCX [Chat Selection] 
ウィンドウでの 
CAD および SME 
の Unified Presence 
ステータスのリア

ル タイム アップ

デート

[Chat Selection] ウィン

ドウで CAD と SME の
プレゼンス ステータスの

リアル タイム アップ

デートを実行できること

を確認します。

Unified Personal 
Communicator 1 -> 
<TLS> -> Unified 
Personal 
Communicator 2 -> 
CAD

合格
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  Unified Contact Center Express     
SR60.CRS.097 Unified CCX 発信キャンペーン

での混合 Contact 
Service Queue

（CSQ; コンタクト 
サービス キュー）

の利用

混合 CSQ で発信キャン

ペーンに許可されている

よりも多くのエージェン

トが使用されないことを

確認します。

ステージ 1：Contact 
Center Express -> <
エージェントの予約> 
-> Unified 
Communications 
Manager、ステージ 
2：Contact Center 
Express -> <プレ

ビュー > -> CAD、ス

テージ 3：CAD -> 
Unified 
Communications 
Manager -> ゲート

ウェイ -> PSTN -> 電
話機

合格

GB42.CRS.030
.1

スーパーバイ

ザ エージェン

ト

エージェントの

スーパーバイザ、

割り込み

セキュリティ インフラス

トラクチャの設定と 
Unified CCX Express シ
ステムの通常のメッセー

ジ フローの間の非互換性

を識別できるように、保

護されたインフラストラ

クチャで Unified CCX シ
ステムの各種デバイス間

の通信を確認します。異

なるロケーションで装備

も異なるさまざまなエー

ジェントとスーパーバイ

ザの操作が使用されま

す。

H.323 ゲートウェイ -> 
Unified CCX -> エー

ジェント -> スーパー

バイザ電話機 7960/40
（割り込み）

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  Unified IP Phone
Unified IP Phone

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コン

ポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害

UC713IA.RTP
.716

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：
コールのブラインド

転送を組み合わせた

ビジー ランプ フィー

ルド短縮ダイヤルの

確認

epFeatur1（Unified IP Phone 
6921 に適用される機能）による 
epFeatur2（Unified IP Phone 
9971 に適用される機能）への 
BLF 短縮ダイヤルを確認しま

す。転送ソフトキーを押すと、

epFeatur2 によって epAsstnt1
（アシスタント TNP 79xx SIP 電
話）にコールがブラインド転送

されます。epFeatur1 および 
epAsstnt1 は直接通話し、

epFeatur2 はコールからドロッ

プされます。

合格

UC713IA.RTP
.715

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：
コールのブラインド

転送を組み合わせた

ビジー ランプ フィー

ルド短縮ダイヤルの

確認

epFeatur1（Unified IP Phone 
6921 に適用される機能）による 
epFeatur2（Unified IP Phone 
6921 に適用される機能）への 
BLF 短縮ダイヤルを確認しま

す。転送ソフトキーを押すと、

epFeatur2 によって epAsstnt1
（アシスタント TNP 79xx SIP 電
話）にコールがブラインド転送

されます。epFeatur1 および 
epAsstnt1 は直接通話し、

epFeatur2 はコールからドロッ

プされます。

合格

UC713IA.RTP
.704

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：単

一回線での複数コー

ルを組み合わせたビ

ジー ランプ フィール

ド短縮ダイヤルの確

認

epAsstnt1（アシスタント エン

ドポイント 1）から BLF DN に
コールすることで、epFeatur2

（Unified IP Phone 9971 に適用

される機能）が通話中になるこ

とを確認します。epFeatur1
（Unified IP Phone 6921 に適用

される機能）で BLF ボタンを押

すと、epFeatur2 への短縮ダイ

ヤルが実行されます。epFeatur2 
は第 2 のコールを単一回線上の

通常の複数コールとして処理し

ます。

合格
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  Unified IP Phone    
UC713IA.RTP
.703

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：単

一回線での複数コー

ルを組み合わせたビ

ジー ランプ フィール

ド短縮ダイヤルの確

認

epAsstnt1（アシスタント 
Unified IP Phone 6941）から 
BLF DN にコールすることで、

epFeatur2（Unified IP Phone 
9971 に適用される機能）が通話

中になることを確認します。

epFeatur1（Unified IP Phone 
6921 に適用される機能）で 
BLF ボタンを押すと、

epFeatur2 への短縮ダイヤルが

実行されます。epFeatur2 は第 2 
のコールを単一回線上の通常の

複数コールとして処理します。

合格

UC713IA.RTP
.702

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：保

留およびレジューム

機能を組み合わせた

ビジー ランプ フィー

ルド短縮ダイヤルの

確認

epFeatur1（Unified IP Phone 
9971 に適用される機能）で 
BLF ボタンを押すことにより、

epAsstnt1（アシスタント TNP 
79xx SCCP 電話）への短縮ダイ

ヤルが実行されるかどうかを確

認します。コール中にどちらか

一方で保留 /レジュームを 3 回繰

り返します。

合格

UC713IA.RTP
.701

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：保

留およびレジューム

機能を組み合わせた

ビジー ランプ フィー

ルド短縮ダイヤルの

確認

epFeatur1（Unified IP Phone 
6921 に適用される機能）で 
BLF ボタンを押すことにより、

epAsstnt1（アシスタント 
Unified IP Phone 6921）への短

縮ダイヤルが実行されるかどう

かを確認します。コール中にど

ちらか一方で保留 /レジューム

を 3 回繰り返します。

合格

UC713IA.RTP
.658

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：自

動転送先の優先の確

認

epFeature（Unified IP Phone 
9971 に適用される機能）が 
[CFwdALL] ソフトキーを備え

た電話機であるかどうかを確認

します。epAsstnt1（アシスタン

ト エンドポイント 1）は、コー

ルを発信する電話機です。

epAsstnt2（アシスタント エン

ドポイント 2）は、不在転送の

ターゲットです。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コン

ポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害
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  Unified IP Phone
UC713IA.RTP
.657

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：自

動転送先の優先の確

認

epFeature（Unified IP Phone 
6921 に適用される機能）が 
[CFwdALL] ソフトキーを備え

た電話機であるかどうかを確認

します。epAsstnt1（アシスタン

ト TNP 79xx SCCP 電話機）は、

コールを発信する電話機です。

epAsstnt2（アシスタント 
Unified IP Phone 6921）は、自

動転送のターゲットです。

合格

UC713IA.RTP
.656

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：
Call Forward 
Unregistered

（CFUR; 未登録時コー

ル転送）の確認

epFeature（Unified IP Phone 
9971 に適用される機能）が未登

録の電話機であることを確認し

ます。epAsstnt1（アシスタント 
Unified IP Phone 6641）は、

コールを発信する電話機です。

epAsstnt2（アシスタント 
Unified IP Phone 6621）は、未

登録時コール転送のターゲット

です。

合格

UC713IA.RTP
.655

Unified IP Phone：
CFUR の確認

epFeature（Unified IP Phone 
6921 に適用される機能）が未登

録の電話機であることを確認し

ます。epAsstnt1（アシスタント 
Unified IP Phone 9971）は、

コールを発信する電話機です。

epAsstnt2（アシスタント TNP 
79xx SIP 電話機）は、未登録時

コール転送のターゲットです。

合格

UC713IA.RTP
.654

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：
Call Forward No 
Coverage（CFNC; カ
バレッジなし時コー

ル転送）の確認

epFeature（Unified IP Phone 
9971 に適用される機能）がカバ

レッジなし時コール転送が設定

された電話機、epAsstnt1（アシ

スタント Unified IP Phone 
9971）が CFNC のターゲット、

epAsstnt2（アシスタント TNP 
79xx SCCP 電話機）がコールを

発信する電話機、epAsstnt3（ア

シスタント エンドポイント 3）
がハント リストの最初の電話

機、および epAsstnt4（アシス

タント エンドポイント 4）がハ

ント リストの 2 番目の電話機で

あるかどうかを確認します。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コン

ポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害
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  Unified IP Phone    
UC713IA.RTP
.653

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：
CFNC の確認

epFeature（エンドポイントに適

用される機能）がカバレッジな

し時コール転送が設定された電

話機、epAsstnt1（アシスタント 
エンドポイント 1）が CFNC の
ターゲット、epAsstnt2（アシス

タント エンドポイント 2）が

コールを発信する電話機、

epAsstnt3（アシスタント エン

ドポイント 3）がハント リスト

の最初の電話機、および 
epAsstnt4（アシスタント エン

ドポイント 4）がハント リスト

の 2 番目の電話機であるかどう

かを確認します。

合格

UC713IA.RTP
.652

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：ソ

フトキーによる不在

転送の確認

epFeature（機能が適用されるエ

ンドポイント）がソフトキーを

押す電話機、epAsstnt1（アシス

タント エンドポイント 1）が

コールを発信する電話機、

epAsstnt2（アシスタント エン

ドポイント 2）が不在転送の

ターゲットであるかどうかを確

認します。

合格

UC713IA.RTP
.651

Unified IP Phone：ソ

フトキーによる不在

転送の確認

epFeature（機能が適用されるエ

ンドポイント）がソフトキーを

押す電話機、epAsstnt1（アシス

タント エンドポイント 1）が

コールを発信する電話機、

epAsstnt2（アシスタント エン

ドポイント 2）が不在転送の

ターゲットであることを確認し

ます。

合格

UC713IA.RTP
.642

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：ビ

ジー ランプ フィール

ド（BLF）のアラー

トとコール ピック

アップの確認

epFeature（機能が適用されるエ

ンドポイント）が BLF ピック

アップを実行する電話機、

epAsstnt1（アシスタント エン

ドポイント 1）が BLF-DN を持

つ電話機、および epAsstnt2
（アシスタント エンドポイント 
2）がコールを発信する電話機に

なるように設定することによっ

て確認します。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コン

ポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害
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  Unified IP Phone
UC713IA.RTP
.641

Unified IP Phone：ビ

ジー ランプ フィール

ド（BLF）のアラー

トとコール ピック

アップの確認

epFeature（機能が適用されるエ

ンドポイント）が BLF ピック

アップを実行する電話機、

epAsstnt1（アシスタント エン

ドポイント 1）が BLF-DN を持

つ電話機、および epAsstnt2
（アシスタント エンドポイント 
2）がコールを発信する電話機に

なるように設定することによっ

て確認します。

合格

UC713IA.RTP
.636

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：無

応答時ハント転送の

確認

epFeature（機能が適用されるエ

ンドポイント）がハント パイ

ロット番号をコールする電話機

になるように設定することに

よって確認します。epAsstnt1
（アシスタント エンドポイント 
1）および epAsstnt2（アシスタ

ント エンドポイント 2）は、回

線グループの電話機です。

epAsstnt3（アシスタント エン

ドポイント 3）は無応答時ハン

ト転送のターゲットです。

合格

UC713IA.RTP
.635

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：無

応答時ハント転送の

確認

epFeature（機能が適用されるエ

ンドポイント）がハント パイ

ロット番号をコールする電話機

になるように設定することに

よって確認します。epAsstnt1
（アシスタント エンドポイント 
1）および epAsstnt2（アシスタ

ント エンドポイント 2）は、回

線グループの電話機です。

epAsstnt3（アシスタント エン

ドポイント 3）は無応答時ハン

ト転送のターゲットです。

合格

UC713IA.RTP
.634

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：ハ

ント グループおよび

回線グループの確認

epFeature（機能が適用されるエ

ンドポイント）は、ハント パイ

ロット番号をコールする電話機

です。epAsstnt1（アシスタント 
エンドポイント 1）および 
epAsstnt2（アシスタント エン

ドポイント 2）は、回線グルー

プの最初の 2 つの電話機です。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コン

ポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害
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  Unified IP Phone    
UC713IA.RTP
.633

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：ハ

ント グループおよび

回線グループの確認

epFeature（機能が適用されるエ

ンドポイント）は、ハント パイ

ロット番号をコールする電話機

です。epAsstnt1（アシスタント 
エンドポイント 1）および 
epAsstnt2（アシスタント エン

ドポイント 2）は、回線グルー

プの最初の 2 つの電話機です。

合格

UC713IA.RTP
.630

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：組

み込みブリッジをイ

ネーブルにした場合

の Unified IP Phone 
への共有回線割り込

みの確認

epAsstnt2（アシスタント エン

ドポイント 2）および epFeature
（機能が適用されるエンドポイン

ト）が共有回線を持ち、

epAsstnt2 が組み込みブリッジ

を持つように設定することに

よって確認します。epAsstnt1
（アシスタント エンドポイント 
1）が共有回線で epAsstnt2 に
コールします。epFeature で 
[Barge] ソフトキーを押して、

epAsstnt1 と epAsstnt2 による会

議コールを実行します。

合格

UC713IA.RTP
.629

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：組

み込みブリッジをイ

ネーブルにした場合

の Unified IP Phone 
への共有回線割り込

みの確認

epAsstnt2（アシスタント エン

ドポイント 2）および epFeature
（機能が適用されるエンドポイン

ト）が共有回線を持ち、

epAsstnt2 が組み込みブリッジ

を持つように設定することに

よって確認します。epAsstnt1
（アシスタント エンドポイント 
1）が共有回線で epAsstnt2 に
コールします。epFeature で 
[Barge] ソフトキーを押して、

epAsstnt1 と epAsstnt2 による会

議コールを実行します。

合格

UC713IA.RTP
.628

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：共

有 DN へのコール

共有 DN にコールすることに

よって確認します。

合格

UC713IA.RTP
.627

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：共

有 DN へのコール

共有 DN にコールすることに

よって確認します。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コン

ポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害
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  Unified IP Phone
UC713IA.RTP
.625

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone 
6961：[OPickUp] ソ
フトキーによるその

他のグループ ピック

アップ

epFeature（機能が適用されるエ

ンドポイント）に関連するピッ

クアップ グループの epAsstnt2
（アシスタント エンドポイント 
2）を設定し、Unified 
Communications Manager サー

ビス パラメータの [Auto Call 
Pickup Enabled] を false として

設定することによって確認しま

す。EpAsstnt1（アシスタント 
エンドポイント 1）から 
epAsstnt2 にコールします。

epAsstnt2 を呼び出している間

に、EpFeature で [OPickUp] ソ
フトキーを押します。呼び出し

後、EpFeature をオフフックし

て、コールを接続します。

合格

UC713IA.RTP
.622

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：
（通常の）[Pickup] ソ
フトキーによる同一

グループピックアッ

プの確認

同じピックアップ グループの 
epFeature（機能が適用されるエ

ンドポイント）と epAsstnt2
（アシスタント エンドポイント 
2）を設定し、Unified 
Communications Manager サー

ビス パラメータ [Auto Call 
Pickup Enabled] を false として

設定することによって確認しま

す。EpAsstnt1（アシスタント 
エンドポイント 1）から 
epAsstnt2 にコールします。

epAsstnt2 を呼び出している間

に、EpFeature で [PickUp] ソフ

トキーを押します。呼び出し後、

EpFeature をオフフックして、

コールを接続します。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コン

ポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害
5-66
Unified Communications System リリース 7.1(3) 日本語版および 7.1(5) 日本語版 検証レポート

OL-22736-01-J



 

第 5 章     IP テレフォニーに関するシステム リリース ノート：Cisco Unified Communications System リリース 7.1(3) 日本語版

  Unified IP Phone    
UC713IA.RTP
.621

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：
（通常の）[Pickup] ソ
フトキーによる同一

グループピックアッ

プの確認

同じピックアップ グループの 
epFeature（機能が適用されるエ

ンドポイント）と epAsstnt2
（アシスタント エンドポイント 
2）を設定し、Unified 
Communications Manager サー

ビス パラメータ [Auto Call 
Pickup Enabled] を false として

設定することによって確認しま

す。EpAsstnt1（アシスタント 
エンドポイント 1）から 
epAsstnt2 にコールします。

epAsstnt2 を呼び出している間

に、EpFeature で [PickUp] ソフ

トキーを押します。呼び出し後、

EpFeature をオフフックして、

コールを接続します。

合格

UC713IA.RTP
.620

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone 
6961：[Conf] ソフト

キーの使用によるア

ドホック会議の確認

epAsstnt1（アシスタント エン

ドポイント 1）から epFeature
（機能が適用されるエンドポイン

ト）への最初のコールを発信す

ることによって確認します。

EpAsstnt2（アシスタント エン

ドポイント 2）から epFeature に
第 2 のコールを発信します。

epFeature はこれらの 2 つのコー

ルを会議コールとして結合しま

す。

合格

UC713IA.RTP
.619

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone 
6961：[Conf] ソフト

キーの使用によるア

ドホック会議

epAsstnt1（アシスタント エン

ドポイント 1）から epFeature
（機能が適用されるエンドポイン

ト）に最初のコールが発信され

るように設定することによって

確認します。EpAsstnt2（アシ

スタント エンドポイント 2）か

ら epFeature に第 2 のコールを

発信します。epFeature はこれら

の 2 つのコールを会議コールと

して結合します。

合格

UC713IA.RTP
.610

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：無

応答時コール転送の

確認

epAsstnt1（アシスタント エン

ドポイント 1）から epFeature
（機能が適用されるエンドポイン

ト）にコールされることを確認

します。epFeature で呼び出し音

が鳴りますが、応答はしません。

コールは epAsstnt2（アシスタ

ント エンドポイント 2）に転送

されます。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コン

ポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害
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  Unified IP Phone
UC713IA.RTP
.609

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：無

応答時コール転送の

確認

epAsstnt1（アシスタント エン

ドポイント 1）から epFeature
（機能が適用されるエンドポイン

ト）にコールされることを確認

します。epFeature で呼び出し音

が鳴りますが、応答はしません。

コールは epAsstnt2（アシスタ

ント エンドポイント 2）に転送

されます。

合格

UC713IA.RTP
.608

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：話

中転送の確認

epAsstnt1（アシスタント エン

ドポイント 1）から epFeature
（機能が適用されるエンドポイン

ト）にコールされることを確認

します。epFeature が通話中のと

き、コールは epAsstnt2（アシ

スタント エンドポイント 2）に

転送されます。

合格

UC713IA.RTP
.607

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：話

中転送の確認

epAsstnt1（アシスタント エン

ドポイント 1）から epFeature
（機能が適用されるエンドポイン

ト）にコールされることを確認

します。epFeature が通話中のと

き、コールは epAsstnt2（アシ

スタント エンドポイント 2）に

転送されます。

合格

UC713IA.RTP
.606

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：不

在転送の確認

epAsstnt1（アシスタント エン

ドポイント 1）から epFeature
（機能が適用されるエンドポイン

ト）にコールし、epFeature から 
epAsstnt2（アシスタント エン

ドポイント 2）にすべてのコー

ルが転送されることを確認しま

す。

合格

UC713IA.RTP
.605

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：不

在転送の確認

epAsstnt1（アシスタント エン

ドポイント 1）から epFeature
（機能が適用されるエンドポイン

ト）にコールし、epFeature から 
epAsstnt2（アシスタント エン

ドポイント 2）にすべてのコー

ルが転送されることを確認しま

す。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コン

ポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害
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  Unified IP Phone    
UC713IA.RTP
.604

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：同

一電話機の複数回線

における複数コール

の確認

epFeature（機能が適用されるエ

ンドポイント）への最初のコー

ルを発信することによって、

EpAsstnt1（アシスタント エン

ドポイント 1）を確認します。

EpAsstnt2（アシスタント エン

ドポイント 2）は第 2 のコール

を別の回線で epFeature に発信

します。epFeature では、最初の

コールと第 2 のコールを適切に

切り替えることができます。

合格

UC713IA.RTP
.603

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：同

一電話機の複数回線

における複数コール

の確認

epFeature（機能が適用されるエ

ンドポイント）への最初のコー

ルを発信することによって、

EpAsstnt1（アシスタント エン

ドポイント 1）を確認します。

EpAsstnt2（アシスタント エン

ドポイント 2）は第 2 のコール

を別の回線で epFeature に発信

します。epFeature では、最初の

コールと第 2 のコールを適切に

切り替えることができます。

合格

UC713IA.RTP
.602

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：単

一回線における複数

コールの確認

epFeature（機能が適用されるエ

ンドポイント）への最初のコー

ルを発信することによって、

EpAsstnt1（アシスタント エン

ドポイント 1）を確認します。

epAsstnt2（アシスタント エン

ドポイント 2）は第 2 のコール

を同じ回線で epFeature に発信

します。epFeature では、最初の

コールと第 2 のコールを適切に

切り替えることができます。

合格

UC713IA.RTP
.601

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：単

一回線における複数

コールの確認

epFeature（機能が適用されるエ

ンドポイント）への最初のコー

ルを発信することによって、

EpAsstnt1（アシスタント エン

ドポイント 1）を確認します。

epAsstnt2（アシスタント エン

ドポイント 2）は第 2 のコール

を同じ回線で epFeature に発信

します。epFeature では、最初の

コールと第 2 のコールを適切に

切り替えることができます。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コン

ポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害
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  Unified IP Phone
UC713IA.RTP
.511

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：ビ

ジー ランプ フィール

ド短縮ダイヤルの確

認

epAsstnt1（アシスタント エン

ドポイント 1）がアイドル状態

になっていることと、epFeature
（機能が適用されるエンドポイン

ト）で BLF ボタンを押して 
epAsstnt1 への短縮ダイヤルが

実行されるかどうかを確認しま

す。コールは通常のコールとし

て確立される必要があります。

合格

UC713IA.RTP
.510

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：ビ

ジー ランプ フィール

ド短縮ダイヤルの確

認

epAsstnt1（アシスタント エン

ドポイント 1）がアイドル状態

になっていることと、epFeature
（機能が適用されるエンドポイン

ト）で BLF ボタンを押して 
epAsstnt1 への短縮ダイヤルが

実行されるかどうかを確認しま

す。コールは通常のコールとし

て確立される必要があります。

合格

UC713IA.RTP
.509

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：ビ

ジー ランプ フィール

ド短縮ダイヤルの確

認

epAsstnt1（アシスタント エン

ドポイント 1）がアイドル状態

であり、epFeature（機能が適用

されるエンドポイント）で BLF 
ボタンを押して epAsstnt1 への

短縮ダイヤルが実行されるよう

に設定することによって確認し

ます。コールは通常のコールと

して確立される必要があります。

合格

UC713IA.RTP
.507

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：2 
つのエンドポイント

間のコールの確認

Unified IP Phone A と Unified IP 
Phone B の間のコールを確認し

ます。

合格

UC713IA.RTP
.506

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：保

留およびレジューム

の確認

Unified IP Phone A と Unified IP 
Phone B の間のコールを確認し

ます。Unified IP Phone A また

は Unified IP Phone B のいずれ

かで保留 /レジュームを 3 回繰り

返します。

合格

UC713IA.RTP
.505

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：保

留およびレジューム

の確認

Unified IP Phone A と Unified IP 
Phone B の間のコールを確認し

ます。Unified IP Phone A また

は Unified IP Phone B のいずれ

かで保留 /レジュームを 3 回繰り

返します。

合格

UC713IA.RTP
.504

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：2 
つのエンドポイント

間のコールの確認

Unified IP Phone A と Unified IP 
Phone B の間のコールを確認し

ます。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コン

ポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害
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  Unified IP Phone    
UC713IA.RTP
.503

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：2 
つのエンドポイント

間のコールの確認

Unified IP Phone A と Unified IP 
Phone B の間のコールを確認し

ます。

合格

UC713IA.RTP
.502

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：2 
つのエンドポイント

間のコールの確認

Unified IP Phone A と Unified IP 
Phone B の間のコールを確認し

ます。

合格

UC713IA.RTP
.501

Unified IP 
Phone

Unified IP Phone：2 
つのエンドポイント

間のコールの確認

Unified IP Phone A と Unified IP 
Phone B の間のコールを確認し

ます。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コン

ポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害
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  Unified MeetingPlace
Unified MeetingPlace

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コン

ポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害

UCS713L.MPL.
001 

Unified 
MeetingPlace

Unified IP Phone から 
Unified MeetingPlace 
へのコール

SFO-ORD Unified IP Phone 
から SFO-ORD Unified 
MeetingPlace Phone への

コールが成功することを確

認します。

合格

UC712IF.MP.00
1

Unified 
MeetingPlace

Web 会議プロバイ

ダーとして Webex
（タイプ 1 統合）を使

用した会議の確立

タイプ 1 統合（Unified 
MeetingPlace スケジューリ

ング、WebEx 会議）を介し

て、Webex を Web 会議プ

ロバイダーとするダイヤル

イン Unified MeetingPlace 
会議を確立することによっ

て確認します。会議に参加

するエンドポイント タイプ

に IP Communicator、
Unified Video Advantage、
および 7985 が含まれる必

要があります。ネットワー

ク ベースのレコーディング

を介して会議を記録します。

Web およびオーディオが記

録されます。レコーディン

グを再生して確認します。

合格

UC701IF.MP.10
8

異なるエンドポ

イントを使用し

たオーディオお

よびビデオ 
コーデック

異なるエンドポイン

トを使用したオー

ディオおよびビデオ 
コーデック

Unified MeetingPlace エン

ドポイントでクラスタ内お

よびクラスタ間環境の 
G.711 コーデックと G.722 
コーデックが組み合わされ、

クラスタ内およびクラスタ

間の ICT ゲートキーパー ト
ランクで H.263 と高品質ビ

デオ プリファレンスが使用

されることを確認します。

合格

UC701IF.MP.10
7

Unified 
MeetingPlace

異なるエンドポイン

トを使用したオー

ディオおよびビデオ 
コーデック

Unified MeetingPlace ソフ

ト クライアントが、クラス

タ内およびクラスタ間環境

から G.711 および G.722 
コーデックによる会議に参

加し、非ゲートキーパー制

御の ICT を使用してクラス

タ内およびクラスタ間に 
H.263 を使用することを確

認します。

合格
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  Unified MeetingPlace   
UC701IF.MP.10
5

Unified 
MeetingPlace 
と再生および統

合レコーディン

グ機能

SIP トランクおよび 
ICT トランクを使用

した、クラスタ内お

よびクラスタ間のミ

キサー セキュアおよ

び非セキュア エンド

ポイントとの Unified 
MeetingPlace による

統合レコーディング

スケジュールされた会議の

音声と Web、音声とビデオ

に SIP トランクと ICT トラ

ンクを使用して、クラスタ

内およびクラスタ間のミキ

サー セキュアおよび非セ

キュア エンドポイントとの 
Unified MeetingPlace 統合

レコーディングを確認し、

多様なコーデックが設定さ

れたデスクトップ メディア 
プレイヤーおよび 
Quicktime を使用して再生

します。

エンドポイン

ト -> Unified 
Communicatio
ns Manager 2 -
> ICT トランク 
-> Unified 
Communicatio
ns Manager 1 -
> SIP トランク 
-> アプリケー

ション サーバ -
> MCU

合格

SR61.MPL.101 Unified 
MeetingPlace

予約不要の会議で最

初の発信者がドロッ

プした後に会議全体

が終了するかどうか

の確認

音声発信者が予約不要の会

議の待合室に入り、メイン

の会議室に移動したときに、

会議に最初に参加した参加

者が待合室に留まることを

確認します。最初の参加者

が接続を解除すると、会議

全体が終了します。

合格

SR60.MPL.020.
3 

E メールによる

招待

E メールを介した 
Unified MeetingPlace 
招待参加者、Outlook 
Exchange

会議に参加するよう、E 
メールを介して参加者が招

待されることを確認します。

Outlook Exchange。

合格

SR60.MPL.020.
3

E メールによる

招待

E メールを介した 
Unified MeetingPlace 
招待参加者、Outlook 
Exchange

会議に参加するよう、E 
メールを介して参加者が招

待されることを確認します。

Outlook Exchange。

合格

SR60.MPL.010.
2

保留 保留中の Unified 
MeetingPlace 参加者、

Unified CME、SIP

Unified MeetingPlace GUI 
を介してすべての参加者を

「待合室」に配置できること

を確認します。Unified 
CME、SIP。

Unified IP 
Phone -> 
Unified 
MeetingPlace

失敗 CSCta9
7855 

SR60.MPL.010.
1

保留 保留中の Unified 
MeetingPlace 参加者、
Unified 
Communications 
Manager、SIP

MeetingPlace GUI を介して

すべての参加者を「待合室」

に配置できることを確認し

ます。Unified 
Communications Manager-
SIP 統合。

Unified IP 
Phone -> 
Unified 
MeetingPlace

失敗 CSCta9
7855 

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コン

ポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害
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  Unified MeetingPlace
CO10.MPL.006 Cisco Unified 
MeetingPlace

Demilitarized Zone
（DMZ; 非武装地帯）

の後ろにある Unified 
MeetingPlace Web 
サーバのデータ会議

へのインターネット 
クライアントからの

参加

DMZ の後ろにある外部の 
Unified MeetingPlace Web 
サーバで内部ユーザによっ

てスケジュールされた会議

に、インターネット クライ

アントから参加できること

を確認します。

合格

CO10.MPL.004 Unified 
MeetingPlace

Unified MeetingPlace 
Meeting への Cisco 
Unity Connection 自
動参加コール

Cisco Unity Connection 自
動参加機能を使用して、

Unified MeetingPlace 会議

に参加することを確認しま

す。

Unified IP 
Phone -> 
Unified 
Communicatio
ns Manager -> 
Unity 
Connection -> 
Unified 
Communicatio
ns Manager -> 
Unified 
MeetingPlace

合格

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コン

ポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害
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  Unified MeetingPlace Express    
Unified MeetingPlace Express

Unified Mobility Advantage

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コン

ポーネント 
フロー

ステー

タス 障害

UC713IL.MPE
.101

Unified 
MeetingPlace 
Express

Unified IP Phone から 
Unified MeetingPlace 
Express へのコール

Unified IP Phone から 
Unified MeetingPlace 
Express へのコールが成功

することを確認します。

合格

UC700IF.MPE.
104

Unified 
MeetingPlace 
Express

7985、Unified Personal 
Communicator、および 
Unified Video 
Advantage エンドポイン

トによるテレビ会議

7985、Unified Personal 
Communicator、および 
IP Communicator/Unified 
Video Advantage ビデオ 
エンドポイントによるテ

レビ会議を確認します。

合格

SR60.MPE.111 Unified 
MeetingPlace 
Express

Unified MeetingPlace 
Express インターネット

（SMA）予約不要の会議

を作成する機能の確認

Unified MeetingPlace 
Express インターネット

（SMA）予約不要の会議

を作成する機能を確認し

ます。

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポー

ネント フロー

ステー

タス 障害

UC713IF.CUM
.022

Unified 
Mobility 
Advantage

VPIM を使用してボ

イスメールが保管さ

れるときのボイス

メールのダウンロー

ド

2 台のボイスメール サーバ

がデジタル ネットワーキン

グ モードである場合に、
iPhone Unified Mobile 
Communicator クライアント

が両方の Unity Connection 
サーバからボイスメールを

ダウンロードできることを

確認します。

iPhone -> 
Unified Mobility 
Advantage -> 
Unity 
Connection

合格  

UC713IF.CUM
.021

Unified 
Mobility 
Advantage

アクティブな Unified 
Communications 
Manager サーバの障

害とフェールバック

アクティブな Unified 
Communications Manager が
ダウンしたときに、iPhone 
Unified Mobile 
Communicator クライアント

がコール ログを維持し、

DVO が機能することを確認

します。また、障害が発生

した Unified 
Communications Manager が
回復した後は、Unified 
Mobility Advantage によっ

てアクティブな Unified 
Communications Manager と
の通信が再開されます。

iPhone -> 
Unified Mobility 
Advantage -> 
Unified 
Communications 
Manager

合格
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  Unified Mobility Advantage
UC713IF.CUM
.020

Unified 
Mobility 
Advantage

Unified MeetingPlace 
会議の夜間の実行

iPhone Unified Mobile 
Communicator クライアント

から会議に参加し、夜間も

会議をアクティブのままに

できることを確認します。

iPhone -> 
Unified Mobility 
Advantage -> 
Unified 
Communications 
Manager -> 
Unified 
MeetingPlace お
よび Exchange

合格

UC713IF.CUM
.019

Unified 
Mobility 
Advantage

Unified MeetingPlace 
と Webex の混成会

議、会議リスト、お

よび Webex クライア

ントを使用したオー

ディオ コールの確立

失敗による Unified 
MeetingPlace のコー

ルバック

Unified Mobile 
Communicator があらゆるタ

イプの会議の会議リストを

取得すること、および、

WebEx クライアントを起動

できることを確認します。

WebEx クライアントは正常

に起動しますが、WebEx ク
ライアントを使用してオー

ディオを確立することはで

きず、Unified MeetingPlace 
コールバックが機能します。

iPhone -> 
Unified Mobility 
Advantage -> 
Unified 
Communications 
Manager -> 
Unified 
MeetingPlace お
よび Exchange

失敗 CSCtb0
3557 

UC713IF.CUM
.017

Unified 
Mobility 
Advantage

Unified MeetingPlace 
と Webex の混成会

議、会議リスト、お

よび Webex Meeting 
クライアントの起動

を伴うコールバック

Unified Mobile 
Communicator があらゆるタ

イプの会議の会議リストを

取得すること、および、

WebEx クライアントを起動

できることを確認します。

WebEx クライアントが会議

への参加をサポートします。

iPhone -> 
Unified Mobility 
Advantage -> 
Unified 
Communications 
Manager -> 
Unified 
MeetingPlace お
よび Exchange

合格

（例外あ

り）

CSCtb0
3557 

UC713IF.CUM
.015

Unified 
Mobility 
Advantage

Unified MeetingPlace 
専用会議、会議リス

ト、および Unified 
MeetingPlace のコー

ルバック

Unified Mobile 
Communicator があらゆるタ

イプの会議の会議リストを

取得すること、および、

Unified MeetingPlace 専用会

議に対してコールバックが

機能することを確認します。

iPhone -> 
Unified Mobility 
Advantage -> 
Unified 
Communications 
Manager -> 
Unified 
MeetingPlace お
よび Exchange

合格

UC713IF.CUM
.014

Unified 
Mobility 
Advantage

Active Directory 
2008 による部分文字

列のディレクトリ検

索とコールの発信

Unified Mobile 
Communicator クライアント

で、部分的な文字列を使用

した AD2008 サーバでの

ディレクトリ検索を実行し、

DVO-F コールと DVO コー

ルバック コールを発信でき

ることを確認します。

iPhone -> 
Unified Mobility 
Advantage -> 
Active Directory 
および Unified 
Communications 
Manager> 
Unified IP Phone

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポー

ネント フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Mobility Advantage    
UC713IF.CUM
.013

Unified 
Mobility 
Advantage

DVOF、着信 DVOF 
コールのコール ピッ

クアップ

iPhone によって確立された 
DVO-F コールが別の 
Unified IP Phone からピック

できる状況を確認します。

iPhone -> 
Unified Mobility 
Advantage -> 
Unified 
Communications 
Manager -> 
Unified IP Phone

合格

UC713IF.CUM
.012

Unified 
Mobility 
Advantage

DVOF、Unified 
Mobile 
Communicator クラ

イアントから Meet-
Me 番号のダイヤルに

よる会議への参加

iPhone ユーザが Meet-Me 会
議番号をダイヤルすること

によって Meet-Me 会議に参

加できる状況を確認します。

iPhone -> 
Unified Mobility 
Advantage -> 
Unified 
Communications 
Manager -> 
Unified IP Phone

合格

UC713IF.CUM
.011

Unified 
Mobility 
Advantage

Unified Mobile 
Communicator ユー

ザの Extension 
Mobility から Unified 
IP Phone へのログイ

ン、および DND が有

効な Unified IP Phone 
に到達するユーザの 
iPhone クライアント

Unified IP Phone にログイン

している別のオフィスの 
Extension Mobility の 
iPhone ユーザが、DND に設

定されている別の Unified IP 
Phone に到達する DVO コー

ルを発信できることを確認

します。

iPhone -> 
Unified Mobility 
Advantage -> 
Unified 
Communications 
Manager -> 
Unified IP Phone

合格

UC713IF.CUM
.010

Unified 
Mobility 
Advantage

DVOF、ボイスメー

ルへの CFNA に設定

されたユーザおよび

着信 DN のディレク

トリ検索と、CFA に
設定された Unified 
Mobile 
Communicator の卓

上電話

VM への CFNA に送信先番

号として設定されている DN 
の VM に、iPhone Unified 
Mobile Communicator クラ

イアントから到達できるこ

とを確認します。iPhone ク
ライアントの卓上電話は、

別の宛先への CFA に設定さ

れています。ユーザの DN 
は、AD2008 でのディレク

トリ検索によって検出され

ます。

iPhone -> 
Unified Mobility 
Advantage -> 
Unified 
Communications 
Manager -> 
Unity

合格

UC713IF.CUM
.008

Unified 
Mobility 
Advantage

ディレクトリ検索と

クラスタ間宛先への 
DVO-F

iPhone Unified Mobile 
Communicator クライアント

が SIP トランクを介して企

業 DN に到達できることを

確認します。ユーザは、

ディレクトリ検索の実行に

よって検出されます。

iPhone -> 
Unified Mobility 
Advantage -> 
Unified 
Communications 
Manager 1 -> 
<SIP セキュア> 
-> Unified 
Communications 
Manager 2 -> 
Unified IP Phone

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポー

ネント フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Mobility Advantage
UC713IF.CUM
.007

Unified 
Mobility 
Advantage

応答済みのボイス

メールをダウンロー

ドするアクティブ -ア
クティブ設定の Unity 
Connection

iPhone Unified Mobile 
Communicator クライアント

が、アクティブ -アクティブ 
モードの Unity Connection 
から、そのいずれかがダウ

ン状態のときに応答ボイス

メールをダウンロードでき

ることを確認します。

iPhone -> 
Unified Mobility 
Advantage -> 
Unity 
Connection

合格

UC713IF.CUM
.006

Unified 
Mobility 
Advantage

デジタル ネットワー

キング設定の Unity 
による、添付ファイ

ルで送信されたボイ

スメールのダウン

ロード

VM サーバがデジタル ネッ

トワーキング モードの 
Unity である場合に、iPhone 
Unified Mobile 
Communicator クライアント

が、pdf 文書と一緒にボイス

メールをダウンロードでき

ることを確認します。

Unity -> Unified 
Mobility 
Advantage -> 
iPhone

合格

UC713IF.CUM
.005

Unified 
Mobility 
Advantage

Unified Mobile 
Communicator によ

るボイスメールの処

理

iPhone Unified Mobile 
Communicator クライアント

がボイスメールをダウン

ロードできることを確認し

ます。ダウンロードしたボ

イスメールを TUI を使用し

て削除すると、クライアン

トにダウンロードされたボ

イスメールも自動的に削除

されます。

iPhone -> 
Unified Mobility 
Advantage -> 
Unity 
Connection

合格

UC713IF.CUM
.004

Unified 
Mobility 
Advantage

ボイスメール サーバ

がデジタル ネット

ワーキング モードの 
Unity である場合のセ

キュアなボイスメー

ルのダウンロード

2 台のボイスメール サーバ

がデジタル ネットワーキン

グ モードの Unity である場

合に、iPhone Unified 
Mobile Communicator クラ

イアントが両方の Unity 
サーバからボイスメールを

ダウンロードできることを

確認します。

iPhone -> 
Unified Mobility 
Advantage -> 
Unity

合格

UC713IF.CUM
.003

Unified 
Mobility 
Advantage

Unified Messaging 環
境における Unified 
Mobile 
Communicator への

ボイスメールのダウ

ンロード

Unity が Unified Messaging 
環境にある場合に、iPhone 
Unified Mobile 
Communicator クライアント

が Unity からボイスメール

をダウンロードできること

を確認します。

iPhone -> 
Unified Mobility 
Advantage -> 
Unity 
Connection

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポー

ネント フロー

ステー

タス 障害
5-78
Unified Communications System リリース 7.1(3) 日本語版および 7.1(5) 日本語版 検証レポート

OL-22736-01-J



 

第 5 章     IP テレフォニーに関するシステム リリース ノート：Cisco Unified Communications System リリース 7.1(3) 日本語版

  Unified Mobility Advantage    
UC713IF.CUM
.002

Unified 
Mobility 
Advantage

ボイスメール サーバ

がデジタル ネット

ワーキング モードの 
Unity Connection で
ある場合のセキュア

なボイスメールのダ

ウンロード

ボイスメール サーバがデジ

タル ネットワーキング モー

ドの Unity Connection であ

る場合に、iPhone Unified 
Mobile Communicator クラ

イアントがボイスメールを

ダウンロードできることを

確認します。

iPhone -> 
Unified Mobility 
Advantage -> 
Unity 
Connection

合格

UC713IF.CUM
.001

Unified 
Mobility 
Advantage

VM サーバがアク

ティブ -アクティブ 
モードの Unity 
Connection である場

合のセキュアなボイ

スメールのダウン

ロード

iPhone Unified Mobile 
Communicator クライアント

がペアの Unity Connection 
からボイスメールをダウン

ロードできることを確認し

ます。ボイスメール サーバ

がアクティブ -アクティブ 
モードの Unity Connection 
である場合のサーバ。

iPhone -> 
Unified Mobility 
Advantage -> 
Unity 
Connection

合格

UC700IF.CUM
.008.1

基本コール 
フロー

アクティブ - アクティ

ブ モードの Unity 
Connection からのボ

イスメール アラート

とボイスメールのダ

ウンロード

ボイスメール サーバがアク

ティブ -アクティブ モードに

設定された Unity 
Connection である場合に、
Unified Mobile 
Communicator クライアント

がボイスメール通知を受信

し、企業のメッセージを傍

受できることを確認します。

Unified Mobile 
Communicator

（WM6）-> 
Unified Mobility 
Advantage -> 
Unity 
Connection

合格

UC700IF.CUM
.007

基本コール 
フロー

Exchange 2007 から

の会議通知と PBX 経
由のダイヤルによる

会議への参加

Windows Exchange 2007 が
ストレージとして使用され、

Outlook 統合によって会議が

設定されている場合に、
Unified Mobile 
Communicator クライアント

が会議通知を受信すること

を確認します。

Unified Mobile 
Communicator

（WM6）-> 
Unified Mobility 
Advantage -> 
Exchange -> 
Unified Mobility 
Advantage -> 
Unified 
Communications 
Manager

合格

UC700IF.CUM
.001

基本コール 
フロー

PBX 経由のダイヤ

ル、SIP トランクを

介して企業番号に到

達する WM6 携帯電

話、および H.323 
ゲートウェイを介し

た PSTN 宛先への

コールの転送

Windows Mobile 6 OS の携

帯電話がロードされた 
Unified Mobile 
Communicator が、SIP トラ

ンク経由で到達可能な企業

番号に到達することを確認

します。企業番号からは、

H.323 ゲートウェイを介し

て PSTN 宛先にコールが転

送されます。

Unified Mobile 
Communicator

（WM6）-> 
Unified Mobility 
Advantage -> 
Unified 
Communications 
Manager -> 
Unified 
Communications 
Manager -> 
Unified IP Phone

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポー

ネント フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Operations Manager
Unified Operations Manager

Unified Personal Communicator

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コン

ポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害

UC701IF.UOM
.008

Unified Operations 
Manager の Syslog 
処理

Unified Operations 
Manager によるユー

ザへの DRF 障害のア

ラート

Unified Operations 
Manager が、1. Unified 
Communications 
Manager がバックアップ

に失敗した場合の DRF 
障害と 2. DRF 障害があ

るノードを示す Syslog 
メッセージを警告できる

ことを確認します。

合格

UC701IF.UOM
.009

Unified Operations 
Manager のリカバリ

Unified Operations 
Manager によるボッ

クス リブート後のア

ラートとアラート時

間の同期

Unified Operations 
Manager がボックスのリ

ブート後に正確なアラー

トとアラート時間を表示

できることを確認しま

す。

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステータ

ス 障害

SR60.UCA
.000.2

基本コール 
フロー

Unified Personal 
Communicator：最近

ダウンロードされた

メッセージのカウン

タ、ケース 2

最近ダウンロードされた

メッセージのカウンタが

適切に更新されることを

確認します。

発信者 -> ボイスメー

ル、取得者 -> ボイス

メール

合格

SR60.UCA
.000.3

基本コール 
フロー

Unified Personal 
Communicator：最近

ダウンロードされた

メッセージのカウン

タ、ケース 3

最近ダウンロードされた

メッセージのカウンタが

適切に更新されることを

確認します。

発信者 -> ボイスメー

ル、取得者 -> ボイス

メール

合格

SR60.UCA
.000.4

基本コール 
フロー

Unified Personal 
Communicator：最近

ダウンロードされた

メッセージのカウン

タ、ケース 4

最近ダウンロードされた

メッセージのカウンタが

適切に更新されることを

確認します。

発信者 -> ボイスメー

ル、取得者 -> ボイス

メール

合格（例

外あり）

SR60.UCA
.000.5

基本コール 
フロー

Unified Personal 
Communicator：最近

ダウンロードされた

メッセージのカウン

タ、ケース 5

最近ダウンロードされた

メッセージのカウンタが

適切に更新されることを

確認します。

発信者 -> ボイスメー

ル、取得者 -> ボイス

メール

合格（例

外あり）
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  Unified Personal Communicator    
SR60.UCA
.000.8

基本コール 
フロー

Unified Personal 
Communicator：最近

ダウンロードされた

メッセージのカウン

タ、ケース 8

最近ダウンロードされた

メッセージのカウンタが

適切に更新されることを

確認します。

発信者 -> ボイスメー

ル、取得者 -> ボイス

メール

合格

SR60.UCA
.001.10

基本コール 
フロー

Unified Personal 
Communicator：IPPM 
を使用したインスタン

ト メッセージ、ケース 
10

IPPM と Unified 
Personal Communicator 
の間でインスタント メッ

セージが送信されること

を確認します。

合格

SR60.UCA
.001.13

基本コール 
フロー

Unified Personal 
Communicator：IPPM 
を使用したインスタン

ト メッセージ、ケース 
13

IPPM と Unified 
Personal Communicator 
の間でインスタント メッ

セージが送信されること

を確認します。

合格

SR60.UCA
.001.2

基本コール 
フロー

Unified Personal 
Communicator：IPPM 
を使用したインスタン

ト メッセージ、ケース 
2

IPPM と Unified 
Personal Communicator 
の間でインスタント メッ

セージが送信されること

を確認します。

合格

SR60.UCA
.001.3

基本コール 
フロー

Unified Personal 
Communicator：IPPM 
を使用したインスタン

ト メッセージ、ケース 
3

IPPM と Unified 
Personal Communicator 
の間でインスタント メッ

セージが送信されること

を確認します。

合格

SR60.UCA
.001.6

基本コール 
フロー

Unified Personal 
Communicator：IPPM 
を使用したインスタン

ト メッセージ、ケース 
6

IPPM と Unified 
Personal Communicator 
の間でインスタント メッ

セージが送信されること

を確認します。

合格（例

外あり）

UC700IF.
UCA.016.1

Unified 
Mobility 
Advantage、
Unified 
Personal 
Communicat
or、Unified 
Presence

クラスタ間 DND。ID 
1

Unified Personal 
Communicator クライア

ントで DND ステータス

が設定され、すべてのプ

レゼンス イネーブルのエ

ンドポイントでその DND 
ステータスを表示できる

ことを確認します。

Unified Personal 
Communicator -> 
Unified 
Communications 
Manager -> Unified 
Mobility Advantage

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステータ

ス 障害
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  Unified Phone Application Suite
Unified Phone Application Suite
ID

テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポー

ネント フロー

ステー

タス 障害

SR60.PST.
100

PhoneSuite Unified IP Phone での

パーソナライズされた

呼び出し音のサポート

Unified Phone Application Suite 
PC クライアントから 7961G IP 
Phone に、パーソナライズされた

呼び出し音をダウンロードできる

ことを確認します。

合格

SR60.PST.
101

PhoneSuite Unified IP Phone での

パーソナライズされた

壁紙のサポート

Cisco Unified Phone Application 
Suite PC クライアントから Unified 
IP Phone 7962G に、パーソナライ

ズされた壁紙をダウンロードでき

ることを確認します。

合格

SR60.PST.
104

PhoneSuite ユーザが Unified IP 
Phone 7942G のボイス

メール キーを使用し

てログインしていると

きに、電話機ディスプ

レイにボイスメール受

信箱を表示できる機能

ユーザが電話機の標準のボイス

メール キーを介してボイスメール

に切り替えることを選択した場合

に、プライマリ オプションの 1 つ
としてビジュアル ボイスメールの

リストを示すサービス メニューが

表示されるかどうかを確認します。

ビジュアル ボイスメール オプショ

ンを選択すると、ボイスメールの

リストがユーザの電話機ディスプ

レイに表示されます。

合格

SR60.PST.
105

PhoneSuite ユーザが Unified IP 
Phone 7942G のボイス

メール キーを使用し

てログインしていると

きに、電話機ディスプ

レイにボイスメール受

信箱を表示できる機能

ユーザが電話機の標準のボイス

メール キーを介してボイスメール

に切り替えることを選択した場合

に、プライマリ オプションの 1 つ
としてビジュアル ボイスメールの

リストを示すサービス メニューが

表示されるかどうかを確認します。

ビジュアル ボイスメール オプショ

ンを選択すると、ボイスメールの

リストがユーザの電話機ディスプ

レイに表示されます。

合格

SR60.PST.
106

PhoneSuite ユーザが Unified IP 
Phone のボイスメール 
キーを使用してログイ

ンしているときに、電

話機ディスプレイにボ

イスメール受信箱を表

示できる機能

ユーザが電話機の標準のボイス

メール キーを介してボイスメール

に切り替えることを選択した場合

に、プライマリ オプションの 1 つ
としてビジュアル ボイスメールの

リストを示すサービス メニューが

表示されるかどうかを確認します。

ビジュアル ボイスメール オプショ

ンを選択すると、ボイスメールの

リストがユーザに表示されます。

合格

SR60.PST.
107

PhoneSuite Web 会議を作成し、会

議ブラウザを起動し、

会議に参加する機能

Unified IP Phone で Web 会議の作

成、会議の起動、および会議への

参加ができることを確認します。

合格
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  Unified PhoneProxy   
Unified PhoneProxy
ID

テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害

SR60.PPR
.020.7

Unified 
PhoneProxy

PhoneProxy：保留

およびレジューム：

保留音

ASA PhoneProxy ベースの

電話機でコールを保留し、

レジュームできることを確

認します。コールには、ク

ラスタ内の他の電話機、

ゲートウェイ コール、お

よびその他の PhoneProxy 
電話機が含まれます。

合格

UC71.PPR
.002

Unified 
PhoneProxy

インターネット上の 
Unified PhoneProxy 
を介して安全に接続

されている Unified 
IP Phone と、暗号化

されていない 
Unified IP Phone と
のエンドツーエンド

通信

インターネット上の 
Unified PhoneProxy を介し

て接続された 2 台の 
Unified IP Phone と暗号化

されていない Unified IP 
Phone とのエンドツーエン

ド通信を暗号化

（TSL/SRTP）する機能を

確認します。

IP Communicator -> 
Linksys ルータ -> イン

ターネット -> Unified 
PhoneProxy -> ASA ファ

イアウォール -> Unified 
Communications Manager 
-> Unified IP Phone B（暗

号化）-> Unified 
Communications Manager 
-> Unified IP Phone（非

暗号化）

合格
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  Unified Presence
Unified Presence
ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害

UCS712IF.CUP.
009 

Unified 
Personal 
Communicator

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator ク
ライアントによる、

モバイルの接続、

携帯電話での着信

コールへの応答、

卓上電話と携帯電

話間のコールの送

信が可能な制御対

象の IP Extension 
Mobility 電話機の

選択

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator クライ
アントでサード パー
ティの呼制御を可能に
するために Office 
Communications 
Server（OCS）がプロ
ビジョニングされるこ
とを確認します。ディ
レクトリ番号の同じデ
バイスが 3、4 台ありま
す（共有回線）。Cisco 
UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator RCC プ
ラグインをインストー
ルし、Extension 
Mobility IP Phone を選
択します。この電話機
では、[Mobile 
Connect] がオンになっ
ています。この番号へ
の PSTN コールを発信
し、携帯電話でその
コールに応答します。

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator -> 
OCS2007 -> Unified 
Presence-CTI -> 
Unified 
Communications 
Manager1 -> Unified 
CCX -> エージェント 
<- Unified 
Communications 
Manager <- Unified 
Mobility Advantage

合格

UCS712IF.CUP.
003 

Unified 
Personal 
Communicator

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator ク
ライアントによる、

異なるパーティ

ション内の UC 
Integration for 
Microsoft Office 
Communicator 
Client 制御の 
Unified IP Phone に
コールを発信する 
Unified IP Phone の
制御

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator クライア
ントでサード パーティ
の呼制御を可能にする
ために Office 
Communications Server

（OCS）がプロビジョニ
ングされることを確認
します。UC Integration 
for Microsoft Office 
Communicator クライア
ントが IP Phone 卓上電
話に関連付けられます。
もう 1 つの UC 
Integration for Microsoft 
Office Communicator ク
ライアントは SIP 電話
機に関連付けられ、そ
の番号は異なるパー
ティションに含まれま
す。UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator クライア
ント 2 にコールします。

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator1 -> 
OCS2007 -> Unified 
Presence-CTI -> 
Unified 
Communications 
Manager1 -> UC 
Integration for 
Microsoft Office 
Communicator2

合格
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  Unified Presence   
UCS712IF.CUP.
001 

Unified 
Personal 
Communicator

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator ク
ライアントによる 
Unified IP Phone の
制御と SIP トラン

クを介したクラス

タ間コールの発信

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator クライ

アントでサード パー

ティの呼制御を可能に

するために OCS がプロ

ビジョニングされるか

どうかを確認します。
UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator クライ

アントの卓上電話は、

内線電話にログインし

ます。SIP トランクを

介したクラスタ間コー

ルを確立します。

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator -> 
OCS 2007 -> Unified 
Presence -> CTI -> 
Unified 
Communications 
Manager 1 -> SIP -> 
Unified Mobile 
Communicator 2 -> 
Unified IP Phone

合格

UC713IF.CUP.0
07

Unified 
Presence

WAN 経由のクラス

タリングのリモー

ト サイトのクライ

アントを含む、

Web コラボレー

ションとディレク

トリ検索

クライアントから CoW 
のサイトでディレクト

リ検索と Web コラボ

レーションを実行でき

ることを確認します。

Unified Personal 
Communicator 1 -> 
Unified Personal 
Communicator 1 -> 
Unified Personal 
Communicator 2 -> 
Unified Personal 
Communicator 2

合格

UC713IF.CUP.0
06

Unified 
Presence

WAN 経由のクラス

タリングの両サイ

トにある両方の 
Unified Presence 
Server の再起動

CoW で両方の Unified 
Presence サーバが再起

動したときに、サブス

クライバの Unified 
Presence が起動し、正

常に機能することを確

認します。

Unified Personal 
Communicator 1 -> 
Unified Personal 
Communicator 2 -> 
Unified Personal 
Communicator 2

合格

UC713IF.CUP.0
05

Unified 
Presence

卓上電話モードの 
Unified Personal 
Communicator に
対する WAN 経由

のクラスタリング

のサイトの CTI 
Manager のフェー

ルオーバー

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator RCC が 
CoW 上で機能し、

CoW での CTI 
Manager のフェール

オーバーが機能するこ

とを確認します。

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator -> 
Unified Presence1 -> 
Unified 
Communications 
Manager -> Unified IP 
Phone

合格

UC713IF.CUP.0
04

Unified 
Presence

WAN 経由のクラス

タリングのサイト

間での Unified 
Personal 
Communicator 
サーバ ログイン 
サーバのフェール

オーバー

Unified Personal 
Communicator クライ

アントのログイン サー

バ フェールオーバーが

機能することを確認し

ます。

Unified Personal 
Communicator 1 -> 
Unified Personal 
Communicator 1 -> 
Unified Personal 
Communicator 2 -> 
Unified Personal 
Communicator 2

合格

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Presence
UC713IF.CUP.0
03

Unified 
Presence

Clustering Over 
WAN（COW; 
WAN 経由のクラス

タリング）を介し

た UC Integration 
for Microsoft 
Office 
Communicator ク
ライアント（RCC 
モード）

WAN 経由のクラスタ

リング（COW）での 
UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator クライ

アント（RCC モード）

を確認します。

UC Integration for 
Microsoft Office 
Communicator -> 
Unified Presence 1 -> 
Unified 
Communications 
Manager -> Unified IP 
Phone

合格

UC713IF.CUP.0
02

Unified 
Presence

WAN 経由のクラス

タリング サイトに

おける Unified 
Presence のフェー

ルオーバー

CoW で Unified 
Presence フェールオー

バーが機能することを

確認します。

Unified Personal 
Communicator 1 -> 
Unified Personal 
Communicator 1 -> 
Unified Personal 
Communicator 2 -> 
Unified Personal 
Communicator 2

合格

UC713IF.CUP.0
01

Unified 
Presence

WAN 経由のクラス

タリング サイトに

おける Unified 
Personal 
Communicator ク
ライアント上の IM 
およびプレゼンス

CoW のクラスタにある 
Unified Personal 
Communicator クライ

アントがクラスタ間 IM 
を交換し、プレゼンス

を表示できることを確

認します。

Unified Personal 
Communicator 1 -> 
Unified Personal 
Communicator 1 -> 
Unified Personal 
Communicator 2 -> 
Unified Personal 
Communicator 2

合格

UC700IF.CUP.0
28

Unified 
Presence

Unified Personal 
Communicator で
の異なるクラスタ

に分散されたバ

ディのプレゼンス

Unified Personal 
Communicator が、少

なくとも 2 つの異なる

クラスタに分散された 
Unified IP Phone、
Unified Personal 
Communicator クライ

アントのプレゼンス ス
テータスを表示できる

ことを確認します。

合格

UC700IF.CUP.0
27

Unified 
Presence

2 つのクラスタに分

散された Unified 
Personal 
Communicator ク
ライアント間のク

ラスタ間 IM

複数のクラスタに分散

された 3 台以上の 
Unified Personal 
Communicator クライア

ントおよび IPPM クラ

イアントを含む IM セッ

ションを設定すること

によって確認します。

合格

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Presence   
SR60.CUP.031 相互運用性 デバイス メディア 
タイプのプレゼン

ス到達可能性ス

テータス

ユーザのメディア タイ

プに対する到達可能性

ステータスが、企業

ネットワーク内の適格

なユーザによって表示

されることを確認しま

す。

合格

SR60.CUP.030 相互運用性 デバイス タイプの

プレゼンス到達可

能性ステータス

ユーザのデバイス タイ

プに対する到達可能性

ステータスが、企業

ネットワーク内の適格

なユーザによって表示

されることを確認しま

す。

合格

SR60.CUP.029 相互運用性 デバイスおよびア

プリケーションに

対するルールのプ

レゼンス範囲

デバイスおよびアプリ

ケーションに関するブ

ラックリストおよびホ

ワイトリストを作成す

るためのルールを定義

できることを確認しま

す。

Unified Personal 
Communicator -> 
Unified 
Communications 
Manager -> Unified 
Presence Server -> 
Unified Video 
Advantage

合格

SR60.CUP.028 相互運用性 デバイスに関する

ルールのプレゼン

ス範囲

ホワイトリストおよび

ブラックリストを作成

するためのルールを定

義できること、また、

企業ネットワークで新

規ルールが適切に機能

することを確認します。

Unified Personal 
Communicator -> 
Unified 
Communications 
Manager -> Unified 
Presence Server -> 
Unified Video 
Advantage

合格

SR60.CUP.023 相互運用性 Unified Presence 
Server アドミニス

トレータによる可

用性および到達可

能性ルールの更新

Unified Presence 
Server アドミニスト

レータがユーザの可用

性および到達可能性ス

テータスを変更できる

ことを確認します。

合格

SR60.CUP.022 相互運用性 サイレント

（DND）が設定さ

れた Extension 
Mobility のワイヤ

レス Cisco Unified 
IP Phone 7921

ユーザが Extension 
Mobility のワイヤレス 
Cisco Unified IP Phone 
7921 にログインしてお

り、Unified 
Communications 
Manager アドミニスト

レータがサイレント

（DND）を設定してい

る場合に、ユーザのプ

レゼンス ステータスを

表示できることを確認

します。

Unified Personal 
Communicator -> 
Unified 
Communications 
Manager -> Unified 
Presence Server -> 
Unified Video 
Advantage

合格

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unified Presence
SR60.CUP.018 相互運用性 アドミニストレー

タが変更を加えた

ときの新しいサー

バ情報による 
Unified Personal 
Communicator の
即時更新

エンド ユーザまたはア

ドミニストレータが 
Unified Personal 
Communicator のサー

バ情報を更新でき、
Unified Personal 
Communicator が新し

い情報で即時更新され

ることを確認します。

合格

SR60.CUP.011 相互運用性 複数クラスタの 
Unified IP Phone 
Messenger ユーザ

および Unified 
Personal 
Communicator 
ユーザへのインス

タント メッセージ

のブロードキャス

ト

複数クラスタの複数

ユーザ（各クラスタに 
5 ユーザ以上）にイン

スタント メッセージを

ブロードキャストでき

ることを確認します。

合格

SR60.CUP.010 相互運用性 ワイヤレス Unified 
IP Phone 7921 およ

び IP Phone 
Messenger のユー

ザからのインスタ

ント メッセージ

Unified IP 無線電話と、

異なるクラスタの IP 
Phone Messenger ユー

ザ間でインスタント 
メッセージが可能であ

ることを確認します。

IP Phone Messenger -
> Unified 
Communications 
Manager -> Unified 
Presence Server -> 
Unified Personal 
Communicator

合格

SR60.CUP.003 アップグレード Unified Presence 
Server パブリッ

シャ ノードおよび 
7825H2 サーバのサ

ブスクライバ ノー

ドに対する 6.X 
バージョンへのフ

レッシュ インス

トール

手順に従って Cisco 
Unified Presence 
Server（CUPS）パブ

リッシャ ノードおよび

サブスクライバ ノード

の 7825H2 サーバに対

する、CUPS 6.x バー

ジョンのフレッシュ イ
ンストールが正常に行

われることを確認しま

す。

合格

ID テスト対象機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害
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  Unified SIP Proxy    
Unified SIP Proxy
ID

テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害

UC712IF.CUSP.
003 

Unified 
SIP Proxy

Unified IP Phone を使

用した Unified SIP 
Proxy 経由のクラスタ

間 Unified SIP Proxy 
コール

複数の Unified SIP 
Proxy を介した Unified 
Communications 
Manager の間のクラス

タ間が機能することを

確認します。

IP Phone 
6921/6941/6961 -> 任
意の Unified IP Phone

（任意のプロトコル）
<-> Unified 
Communications 
Manager1 <-> Unified 
SIP Proxy1 <-> IP 
WAN <-> Unified 
Communications 
Manager2 <-> 任意の 
Unified IP Phone

合格

UC712IF.CUSP.
004 

Unified 
SIP Proxy 
と PSTN 
との相互運

用性

Unified SIP Proxy 経由

の Unified CME Phone 
から PSTN 電話機への

コール

Unified SIP Proxy を介

した Unified 
Communications 
Manager 電話機から 
PSTN 電話機へのコー

ルを確認します。

合格

UC712IF.CUSP.
005 

Unified 
SIP Proxy 
と Unified 
MeetingPl
ace 
Express と
の相互運用

性

Unified SIP Proxy を介

した Unified CME ビデ

オ電話機から HQ に常

駐する Unified 
MeetingPlace Express 
へのコール

Unified CME 電話機か

ら Unified SIP Proxy を
介した Unified 
MeetingPlace Express 
へのコールを確認しま

す。テスト ケースでは、

mid call re-invite が 
Unified SIP Proxy 経由

でパススルーされるこ

とを確認します。

Unified CME ビデオ エ
ンドポイントが会議に

参加する際は、コール

がビデオにエスカレー

ションされる必要があ

ります。

合格

UC712IF.CUSP.
006 

Unified 
SIP Proxy 
の補足サー

ビスと 
Unity ボイ

スメール 
システムと

の相互運用

性

Unified SIP Proxy を介

した補足サービス

Unified CME 電話機に

よる Unified 
Communications 
Manager 電話機への

コールと次の動作を確

認します。a. コール転

送 b. 保留およびレ

ジューム c.コール転送

Unified CME -> 
Unified SIP Proxy-1 -> 
Unified Border 
Element -> Unified SIP 
Proxy-2 -> Unified 
Communications 
Manager

合格
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  Unified SIP Proxy
UC712IF.CUSP.
007

Unified 
SIP Proxy 
における 
MWI フ
ロー

無指定の NOTIFY メッ

セージが Unified SIP 
Proxy を介して経路選

択されることを確認

Unified CME 電話機か

ら、ボイスメールへの 
CFWDall が設定されて

いる別の Unified CME 
電話機にコールし、HQ 
にある Cisco Unity 
Connection にメール 
ボックスを持つユーザ

にメールが保管される

ことを確認します。こ

のテスト ケースでは、

MWI が、Unified SIP 
Proxy 経由で HQ から 
Unified CME 電話機に

渡されます。

合格

UC712IF.CUSP.
011

Unified 
SIP Proxy 
を介した 
TLS パス

スルー

Unified SIP Proxy を経

由する TLS コール

Unified SIP Proxy-1 お
よび Unified SIP Proxy-
2 を介した Unified 
Communications 
Manager から Unified 
CME サイトへのセキュ

アな暗号化コールを確

認します。

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  Unified SRST   
Unified SRST
ID

テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害

SR60.SRST.
202.1

基本コール 
フロー

Unified Border 
Element（IP-IP ゲー

トウェイ）を含む SIP 
SRST ネットワークか

ら H.323 SRST ネット

ワークへのブラインド

転送

SRST SCCP IP Phone か
ら SIP トランクを介した 
IP-IP ゲートウェイ経由

の Cisco SRST SIP IP 
Phone へのコールが成功

することを確認します。

コールは次に、別の 
SRST サイトに登録され

た SIP IP 電話に転送（ブ

ラインド）され、元の 
SRST サイト（着信側と

同じクラスタ）の SCCP 
IP Phone に返送（ブライ

ンド）されます。

SCCP IP Phone -> 
Unified SRST 1 -> IP-IP 
ゲートウェイ -> SIP ト
ランク -> Unified SRST 
2 -> SIP IP Phone -> 転
送（ブラインド）-> SIP 
IP Phone -> 転送（ブラ

インド）-> SIP トラン

ク -> IP-IP ゲートウェ

イ -> Unified SRST 1 -> 
SCCP IP Phone

合格

SR60.SRST.
202.3

基本コール 
フロー

IP-IP ゲートウェイを

含む SRST SIP ネット

ワークから SRST 
H.323 ネットワークへ

の打診転送

SRST SCCP IP Phone か
ら SIP トランクを介した 
IP-IP ゲートウェイ経由

の Cisco SRST SIP IP 
Phone へのコールを転送

できることを確認しま

す。コールは、別の 
SRST サイトに登録され

た SIP IP Phone に転送

（ブラインド）され、元

の SRST サイト（着信側

と同じクラスタ）の 
SCCP IP Phone に返送

（ブラインド）されます。

SIP IP Phone -> Unified 
SRST 1 -> SIP トランク 
-> IP-IP ゲートウェイ -
> Unified SRST 2 -> 
SCCP IP Phone -> 転送

（打診）-> SCCP IP 
Phone -> 転送（打診）-
> IP-IP ゲートウェイ -> 
SIP トランク -> Unified 
SRST 1 -> SIP IP Phone

合格

SR60.SRST.
202.5

基本コール 
フロー

SIP SRST サイトで

コールが保留になる場

合の保留とレジューム

SRST SCCP IP Phone か
ら SIP トランクを介した 
IP-IP ゲートウェイ経由

の SRST SIP IP Phone へ
のコールを保留し、レ

ジュームできるかどうか

を確認します。

SCCP IP Phone -> 
Unified SRST 1 -> IP-IP 
ゲートウェイ -> SIP ト
ランク -> Unified SRST 
2 -> SIP IP Phone

合格

SR60.SRST.
203.1

基本コール 
フロー

PRI を介した RDNIS 
との SRST ボイスメー

ル統合の PSTN トラ

ンクによるサポート

PSTN 電話機から PSTN 
トランクを介した SRST 
SIP IP Phone へのコール

を、PSTN トランクを介

して Cisco Unity HQ サ
イトに転送できることを

確認します。

PSTN 電話機 -> PSTN 
トランク -> Unified 
SRST -> SIP IP Phone -
> Cisco Unity（HQ サイ

ト）

合格
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  Unified SRST
UC713IF.S
RS.001

Unified 
SRST

SRST モードの IP 
Phone 
6921/6941/6961 の
フェールオーバーおよ

びフォールバック機能

IP Phone 
6921/6941/6961 で、

WAN リンクまたは 
Unified Communications 
Manager がダウンしたと

きに SRST モードに

フェールオーバーでき、

WAN リンクが回復した

ときに HQ サイトに

フォールバックできるか

どうかを確認します。

6921/6941/6961 -> 
Unified 
Communications 
Manager -> WAN -> 
SRST ゲートウェイ -> 
WAN リンクの障害 -> 
SRST モード Ephone -> 
PSTN -> HQ サイト -> 
電話機

合格

UC713IF.S
RS.002

Unified 
SRST

SRST サイトに登録さ

れた IP Phone 
6921/6941/6961 から

の + から始まる国際

番号のダイヤル

SRST サイトの IP Phone 
6921/6941/6961 から、+ 
で始まる国際番号にダイ

ヤルできるかどうかを確

認します。

6921/6941/6961 -> 
Unified 
Communications 
Manager -> WAN -> 
SRST ゲートウェイ -> 
WAN リンクの障害 -> 
SRST モード Ephone -> 
Unified IP Phone（+1 
の後に国際番号をダイ

ヤル）

合格

UC713IF.S
RS.003

Unified 
SRST

メイン サイトにある 
Unified CCX エー

ジェントへの PSTN 
を介したコール

SRST サイトの IP Phone 
6921/6941/6961 から、

メイン サイトの Unified 
CCX エージェントに

コールし、別の PSTN 電
話機と会議できるかどう

かを確認します。

6921/6941/6961 -> 
Unified 
Communications 
Manager -> WAN -> 
SRST ゲートウェイ -> 
WAN リンクの障害 -> 
SRST モード Ephone -> 
PSTN -> Unified CCX

（メイン サイト）

合格

UC713IF.S
RS.004

Unified 
SRST

PSTN を介してメイン 
サイトでホストされる 
Unified MeetingPlace 
Meeting への参加

SRST サイトの IP Phone 
6921/6941/6961 から、

メイン サイトでホストさ

れる Unified 
MeetingPlace 会議に参

加できるかどうかを確認

します。

6921/6941/6961 -> 
Unified 
Communications 
Manager -> WAN -> 
SRST ゲートウェイ -> 
WAN リンクの障害 -> 
SRST モード Ephone -> 
PSTN -> Unified 
MeetingPlace（メイン 
サイト）

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  Unified SRST   
UC713IF.S
RS.005

Unified 
SRST

フォールバック後の 
IP Phone 
6921/6941/6961 から

ボイスメールへのアク

セス

IP Phone 
6921/6941/6961 で、

WAN リンクがダウンし

たときの SRST モードへ

のフェールオーバーと、

WAN リンクが回復した

とき、または Unified 
Communications 
Manager がダウンした場

合の HQ サイトへの

フォールバックが可能で

あり、メイン サイトにあ

るボイスメールにアクセ

スできるかどうかを確認

します。

6921/6941/6961 -> 
Unified 
Communications 
Manager -> WAN -> 
SRST ゲートウェイ -> 
WAN リンクの障害 -> 
SRST モード Ephone -> 
PSTN -> Unified IP 
Phone（メイン サイト）

合格

UC713IF.SS
R.005

Unified 
SRST

SIP TNP セキュア 
フェールオーバーおよ

びフォールバック

SIP TNP 電話機で、

WAN リンクがダウンし

たときの SRST モードへ

のセキュアなフェール

オーバーと、WAN リン

クが回復したとき、また

は Unified 
Communications 
Manager がダウンした場

合の HQ サイトへのセ

キュアなフォールバック

が可能であるかどうかを

確認します。

SIP TNP -> Unified 
Communications 
Manager -> WAN -> 
SRST ゲートウェイ -> 
WAN リンクの障害 -> 
SRST モード -> 暗号化 
Ephone -> HQ サイト -> 
暗号化電話機

合格

UC713IF.SS
R.006

Unified 
SRST

混合モードの電話機間

接続および PSTN 電
話機への SIP 暗号化

コール

SIP TNP 電話機で、

WAN リンクがダウンし

たときの SRST モードへ

のセキュアなフェール

オーバーと、WAN リン

クが回復したとき、また

は Unified 
Communications 
Manager がダウンした場

合の HQ サイトへのセ

キュアなフォールバック

が可能であるかどうかを

確認します。

SIP TNP -> Unified 
Communications 
Manager -> WAN -> 
SRST -> ゲートウェイ -
> WAN リンクの障害 -> 
SRST モード -> 暗号化 
Ephone -> コール（セ

キュアでない SCCP エ
ンドポイント）

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  Unity
Unity
ID

テスト対象機

能

ケース タイト

ル 説明

コール コンポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害

UC713L.UNI
.001 

Unity Unified IP 
Phone から 
Unity へのコー

ル

SFO-ORD Unified IP Phone 
から Unity Voicemail への

コールを保管でき、ボイス

メールを正常に取得できる

ことを確認します。

合格

UC713EF.UN
I.003

SRST および 
Unity メッ

セージの保

管と取得

SRST フェール

オーバー時のリ

モート SCCP 電
話機からのボイ

スメールの保管

と取得

SRST フェールオーバー時

のリモート SCCP 電話機に

対するボイスメールの保管

と取得を確認します。

ステージ 1：PSTN 電話機 
1 -> MGCP PRI -> 
Unified Communications 
Manager -> リモート 
SCCP 電話機 1 -> CFNA -
> Unity ステージ 2：リ

モート SCCP 電話機 1 -> 
Unified Communications 
Manager -> Unity

合格

UC713EF.UN
I.002

Unity リモー

ト モニタリ

ング

QSIG PBX 電話

機から Unity に
保管されたボイ

スメッセージの 
PSTN 電話機に

よるリモート 
モニタリング

ボイスメールを保管するた

め、QSIG PBX 電話機から

中央サイトの SCCP 電話機

へのコールが Unity に転送

されるかどうかを確認しま

す。コールは PSTN 電話機

によってリモートから監視

されます。リモート モニタ

機能によってサブスクライ

バは発信者が残すメッセー

ジを傍受でき、さらにボイ

スメールから発信者を取得

して当事者同士で直接通話

できるようにすることがで

きます。

ステージ 1：PBX 電話機 
1 -> QSIG トランク -> 
Unified Communications 
Manager -> Unified IP 
Phone -> コンファレンス 
ブリッジ -> Unified 
Communications Manager 
-> Unity ステージ 2：
Unity -> Unified 
Communications Manager 
-> MGCP PRI -> PSTN 電
話機 1

合格

UC713EF.UN
I.001

Unity メッ

セージ モニ

タリング

Unified IP 
Phone を使用す

るメッセージ 
モニタ機能

PSTN 電話機から Unified 
IP Phone へのコールを確認

します。ボイスメッセージ

の保管は、Unified IP Phone 
を通じて監視されます。

メッセージ モニタ機能に

よってサブスクライバは発

信者が残すメッセージを傍

受でき、さらにボイスメー

ルから発信者を取得して当

事者同士が直接通話できる

ようにすることができます。

PSTN 電話機 -> MGCP 
PRI -> Unified 
Communications Manager 
-> Unified IP Phone -> 
Unity

合格

UC700IF.UN
I.301

Unity クロスサーバ転

送がリリース転

送に設定された

フォローミー 
ホーム転送

Unity サブスクライバが、

コールを目的のエンドポイ

ントに転送する方法を変更

できることを確認します。

電話機 -> Unified 
Communications Manager 
-> Unity -> Unified 
Communications Manager 
-> PSTN ゲートウェイ -> 
電話機

合格
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  Unity  
UC700IF.UN
I.201

Unity セカンダリがア

クティブである

場合の代替内線

の設定

Unity に、Calling Party ID
（CPID; 発信側 ID）に基づ

いて代替内線の設定を求め

るプロンプトが表示される

ことを確認します。

電話機 -> Unified 
Communications Manager 
-> Unity

合格

CO10.UNI.00
9

ボイスメー

ル

プライマリの 
Gate Controller

（GC; ゲート コ
ントローラ）が

使用不可になっ

た場合の Unity 
の動作

Unity がポイントしている 
GC に障害が発生した場合

でも、Unity は使用可能で

あり、正常に機能している

ことを確認します。

SCCP/SIP 電話機 -> 
Unity -> Public 
Distribution List（PDL; 
パブリック同報リスト） -> 
Exchange 2000/2003 -> 
SCCP/SIP 電話機

合格

ID
テスト対象機

能

ケース タイト

ル 説明

コール コンポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害
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  Unity Connection
Unity Connection
ID

テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害

UC713L.UNC
.102 

Unity 
Connection

Unified IP Phone か
ら Unity 
Connection への

コール

Unity Connection 
Voicemail へのコールを保

管でき、ボイスメールを正

常に取得できることを確認

します。

合格

UC713L.UNC
.001 

Unity 
Connection

Unified IP Phone か
ら Unity 
Connection への

コール

Unity Connection 
Voicemail へのコールを保

管でき、ボイスメールを正

常に取得できることを確認

します。

合格

UC713EF.CU
C.001

Unified IP 
Phone および 
Unity 
Connection

Unified IP Phone を
使用した Unity 
Connection

Unity Connection 送信メッ

セージが、PSTN 電話機か

ら Unity Connection ユー

ザ グループへのコールを

サポートすることを確認し

ます。

PSTN 1 -> MGCP 
PRI ゲートウェイ -> 
Unified 
Communications 
Manager -> Unified 
IP Phone -> CFNA -> 
Unity Connection

合格

UC701IF.UN
C302 

Unity 
Connection

Unity Connection 
デジタル ネット

ワーキングおよび 
Unified Messaging 
Gateway を使用し

たネットワーキン

グ

クロスサーバ転送が成功

し、複数サイト配置で電話

システム トランクを介し

た第 2 の統合に送信できる

ことを確認します。

合格

（例外

あり）

CSCsd0
9541 

UC701IF.UN
C.700.4

Unity 
Connection

Unity Connection 
のコーデック サ
ポートとトランス

コーディング機能

Unity Connection が RTP 
ストリームに対するコー

デック一式をサポートし、

RTP ストリームをレコー

ディング形式にトランス

コードできることを確認し

ます。

合格

UC700IF.UN
C.502

Unity 
Connection

RFC 2833 対応デバ

イスと KPML 対応

接続との間の 
DTMF ネゴシエー

ション

RFC 2833 だけをサポート

するように設定された SIP 
ゲートウェイと、KPML 
だけをサポートするように

設定された Connection 間
のコールに対して、MTP 
が呼び出されることを確認

します。

電話機 -> SIP ゲート

ウェイ -> SIP トラン

ク -> Unified 
Communications 
Manager -> SIP トラ

ンク -> Unity 
Connection

合格
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  Unity Express   
Unity Express
ID

テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネン

ト フロー

ステー

タス 障害

OXN51.CUE
.001

ボイスメー

ル

Cisco Unity Express の
ボイスメールに送信さ

れるクラスタ間コール

のハードウェア トラン

スコーディング

無応答時に Cisco Unity 
Express ボイスメールに転

送される、コーデックの

異なるクラスタ間コール

に対してトランスコーダ

を呼び出す機能を確認し

ます。

Unified IP Phone -> 
ICT/SIP トランク -> 
Unified 
Communications 
Manager -> Unified IP 
Phone -> CFNA -> 
Unity Express

合格

OXN51.CUE
.006

ボイスメー

ル

Unity Express が SRST 
ルータに登録されてい

る場合の REFER を使用

したブラインド転送 
RFC 2833（RTP-NTE）
であるコールの DTMF 
タイプ

REFER を使用して、

Unity Express からコール

を正常にブラインド転送

できることを確認します。

PSTN 電話機 -> SIP 
ゲートウェイ -> 
SRST ゲートウェイ -
> Unity Express -> ブ
ラインド転送 -> 
Unified IP Phone 1 -> 
CFA -> Unified IP 
Phone 2 -> CFNA -> 
Unity Express

合格

OXN51.CUE
.009

ボイスメー

ル

Unified SRST ルータに

登録されている場合の

サブスクライバに対す

るメッセージ通知の 
Unity Express へのルー

プバック

Unity Express が、それ自

体にループバックされる

メッセージ通知コールを

検出できることを確認し

ます。

ステージ 1：PSTN 電
話機 -> PSTN ゲート

ウェイ -> Unified 
SRST ルータ -> 
Unified IP Phone -> 
CFNA -> Unity 
Express、ステージ 
2：Unity Express -> 
Unified SRST ルータ 
-> Unified IP Phone -> 
CFA -> Unity Express

失敗 CSCsg0
1275 
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  ビデオ テレフォニー
ビデオ テレフォニー

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害

UC702EF.V
ID.038

Unified 
Videoconf
erencing

Unified 
Videoconferencing 
3527 を介した中央

サイトとリモート 
サイトにある 
Unified Video 
Advantage 電話機間

の PSTN ビデオ 
コール

Unified Video 
Advantage でイネーブ

ルにしたリモート 
SCCP 電話機から、
Unified Video 
Advantage でイネーブ

ルにした中央にある別

の SCCP 電話機に、
Unified 
Videoconferencing 
3527 を介して PSTN ビ
デオ コールを発信する

ことによって確認しま

す。

SCCP 電話機 1（Unified 
Video Advantage）-> Unified 
Videoconferencing 3527 -> 
Unified Communications 
Manager -> SCCP 電話機 2

（Unified Video Advantage）

合格

UC702EF.V
ID.032

基本ビデオ 
コール

Unified 
Videoconferencing 
3522 を介した 
Unified Video 
Advantage による 
H.320 から SCCP へ
のビデオ コール

リモートの H.320 ビデ

オ エンドポイントから 
Unified Video 
Advantage でイネーブ

ルにしたリモート サイ

トの別の SCCP 電話機

に、Unified 
Videoconferencing 
3522 を使用してビデオ

コールを発信すること

によって確認します。

H.320 ビデオ電話機 1 -> 
Unified Videoconferencing 
3522 -> PSTN -> Unified 
Communications Manager -> 
SCCP 電話機 2（Unified 
Video Advantage）

合格

UC702EF.V
ID.031

予約不要の

テレビ会議

Unified Video 
Advantage 電話機で

の Unified 
Videoconferencing 
3515 を使用した 
H.323 を介した予約

不要のテレビ会議

Unified 
Videoconferencing 3515 
を使用して、H.323 を介

した予約不要の会議を

実行することによって

確認します。発信ユー

ザの電話機は、Unified 
Video Advantage 電話

機、SCCP ビデオ電話機

です。

ステージ 1：SCCP 電話機 1
（Unified Video Advantage）-
> Unified Communications 
Manager -> Unified 
Videoconferencing 3515 ス
テージ 2：リモート SCCP ビ
デオ電話機 2 -> Unified 
Communications Manager -> 
Unified Videoconferencing 
3515 ステージ 3：リモート 
SCCP ビデオ電話機 3

（CUVA）-> Unified 
Communications Manager -> 
Unified Videoconferencing 
3515

合格
5-98
Unified Communications System リリース 7.1(3) 日本語版および 7.1(5) 日本語版 検証レポート

OL-22736-01-J



 

第 5 章     IP テレフォニーに関するシステム リリース ノート：Cisco Unified Communications System リリース 7.1(3) 日本語版

  ビデオ テレフォニー   
UC702EF.V
ID.030

Unified 
Videoconf
erencing

H.320 エンドポイン

トとリモートのサー

ド パーティ ビデオ 
SCCP エンドポイン

トを含む、Unified 
Videoconferencing 
3540 を使用した予

約不要の会議

H.320 エンドポイント

およびリモートのサー

ド パーティ SCCP ビデ

オ電話機を含む、
Unified 
Videoconferencing 
3540 を使用した予約不

要のビデオ会議コール

を確認します。

ステージ 1：ビデオ電話機 1
（H.320）-> PSTN -> Unified 
Communications Manager -> 
Unified Videoconferencing 
3540 ステージ 2：ビデオ 
SCCP 電話機 2（サード パー

ティ）-> Unified 
Communications Manager -> 
PSTN -> Unified 
Communications Manager -> 
Unified Videoconferencing 
3540 ステージ 3：SCCP ビデ

オ電話機 3 -> Unified 
Communications Manager -> 
PSTN -> Unified 
Communications Manager -> 
Unified Videoconferencing 
3540

合格

UC701EF.V
ID.015

予約不要の

テレビ会議

Unified 
Videoconferencing 
3515 を使用した 
SIP を介した予約不

要の会議

Unified 
Videoconferencing 
3515 を使用した SIP を
介した予約不要のテレ

ビ会議を確認します。

発信ユーザは、SCCP 
および H.323 のビデオ 
エンドポイントです。

ステージ 1：リモート SCCP 
ビデオ電話機 1 -> Unified 
Communications Manager -> 
Unified Videoconferencing 
3515 ステージ 2：SCCP ビデ

オ電話機 2 -> Unified 
Communications Manager -> 
Unified Videoconferencing 
3515 ステージ 3：H.323 ビデ

オ電話機 3 -> Unified 
Communications Manager -> 
3515

合格

UC701EF.V
ID.014

予約不要の

テレビ会議

Unified 
Videoconferencing 
3515 を使用した 
H.323 を介した予約

不要の会議

Unified 
Videoconferencing 
3515 を使用して、

H.323 を介した予約不

要の会議を実行するこ

とによって確認します。

発信ユーザの電話機は、

H.323、SCCP ビデオ電

話機です。

ステージ 1：SCCP ビデオ電

話機 1 -> Unified 
Communications Manager -> 
Unified Videoconferencing 
3515 ステージ 2：リモート 
SCCP ビデオ電話機 2 -> 
Unified Communications 
Manager -> Unified 
Videoconferencing 3515 ス
テージ 3：H.323 ビデオ電話

機 3 -> Unified 
Communications Manager -> 
Unified Videoconferencing 
3515

合格

ID
テスト対象

機能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント フ
ロー

ステー

タス 障害
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  ワイヤレス
ワイヤレス

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害

UCS713-
WIR-009

ワイヤレス：
Unified IP 
Phone 
9951/9971

WiFi 接続 Unified IP 
Phone 9951/9971 リ
モート サイト

Unified IP Phone 
9951/9971 と UC アプ

リケーション 
（Unity、Unified 
MeetingPlace など）

との相互作用を確認し

ます。

電話機 -> Aironet 
Access Point -> 
LWAPP/WAN -> 
Wireless LAN 
Controller -> Unified 
Communications 
Manager

合格

UCS713-
WIR-008

Unified IP 
Phone 
9951/9971

（WiFi 接続）

WiFi 接続 Unified IP 
Phone 9951/9971：中

央サイト

Cisco Centralized Key 
Management

（CCKM）を使用した 
Unified IP Phone 
9951/9971（中央サイ

ト）の Temporal Key 
Integrity Protocol

（TKIP）または 
Advanced Encryption 
Standard（AES）認証

を確認します。

電話機 -> Aironet 
Access Point -> 
LWAPP/WAN -> 
Wireless LAN 
Controller -> Unified 
Communications 
Manager

合格

UCS713-
WIR-007

Unified IP 
Phone 
9951/9971

（WiFi 接続）

WiFi 接続 Unified IP 
Phone 9951/9971：リ

モート サイト

ローカル スイッチン

グ、中央集中型認証  
（Unified 
Communications 
Manager の障害）を

確認します。

電話機 -> Aironet 
Access Point -> 
LWAPP/WAN -> 
Wireless LAN 
Controller -> Unified 
Communications 
Manager

合格

UCS713-
WIR-006

ワイヤレス WiFi Unified IP Phone 
9951/9971 Wi-Fi 
Multimedia（WMM）

のサポート /リモート 
サイト /中央集中型ス

イッチング

混合トラフィック タ
イプの優先順位および

リモート サイト T1 接
続を確認します。

Unified IP Phone -> 
Aironet Access Point -
> LWAPP/WAN -> 
Wireless LAN 
Controller -> Unified 
Communications 
Manager

合格

UCS713-
WIR-005

ワイヤレス WiFi Unified IP Phone 
9951/9971 WMM コー

ル アドミッション制御

のサポート、中央サイ

ト

正確な優先順位を確認

します。プラチナの 
Wireless LAN
（WLAN; ワイヤレス 
LAN）の音声トラ

フィックが優先順位の

低い WLAN トラ

フィックよりも優先さ

れることを確認します。

コール アドミッション

制御は、設定されてい

る音声帯域幅に基づい

て実施されます。

Unified IP Phone -> 
Aironet Access Point -
> LWAPP/WAN/CAC -
> Wireless LAN 
Controller -> Unified 
Communications 
Manager

合格
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  ワイヤレス  
UCS713-
WIR-004

ワイヤレス WiFi 接続 Unified IP 
Phone 9951/9971 中央

サイト

アクティブなコールを

伴う Wireless LAN 
Controller の障害を確

認します。

Unified IP Phone -> 
Aironet Access Point -
> Wireless LAN 
Controller -> Unified 
Communications 
Manager

合格

UCS713-
WIR-003

ワイヤレス メイン サイトにおける 
WiFi 接続 Unified IP 
Phone 9951/9971

Aironet Access Point 
の障害によるローミン

グを強制することに

よって確認します。

Unified IP Phone -> 
Aironet Access Point -
> Wireless LAN 
Controller -> Unified 
Communications 
Manager

合格

UCS713-
WIR-002

ワイヤレス リモート サイトにおけ

る WiFi 接続 Unified IP 
Phone 9951/9971

リモート SRST サイト

での H-REAP アクセ

ス ポイントの障害を

確認します。

IP Phone -> Aironet 
Access Point -> 
LWAPP/WAN -> 
Wireless LAN 
Controller -> Unified 
Communications 
Manager

合格

UCS713-
WIR-001

ワイヤレス リモート サイトにおけ

る WiFi 接続 Unified IP 
Phone 9951/9971

中央集中型スイッチン

グと中央集中型認証を

確認します。

Unified IP Phone -> 
Aironet Access Point -
> LWAPP/WAN -> 
Wireless LAN 
Controller -> Unified 
Communications 
Manager

合格

UCS713IF.WI
R.002

ワイヤレス デバイス

（Unified IP Phone）に

対する TCLAS/TSPEC 
のサポート

ワイヤレス ハンドセッ

トに対する Aironet 
Access Point での適切

なワイヤレス キューイ

ングを確認します。

キューイングは、

WLAN に対する 
Wireless LAN 
Controller での QOS 設
定によって決定します。

電話機 -> Aironet 
Access Point -> 
LWAPP/WAN/QOS -> 
Wireless LAN 
Controller -> Unified 
Communications 
Manager

合格

UC713IF.WIR
-011

Unified 
Communicati
ons Manager

負荷の軽い環境におけ

るワイヤレス モードで

の Unified IP Phone の
シームレスなアップグ

レード

適度に負荷のある環境

でワイヤレス モード

の Unified IP Phone の
シームレスなアップグ

レードおよびダウング

レードを実行できるこ

とを確認します。

Unified IP Phone -> 
Aironet Access Point -
> Unified 
Communications 
Manager1 -> SRST-
Aironet Access Point -
> Unified IP Phone

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  ワイヤレス
UC701IF.WIR
.119

ワイヤレス：Wireless 
Control System

（Wireless LAN 
Controller と Aironet 
Access Point の設定お

よび制御）

Wireless Control 
System から Wireless 
LAN Controller およ

び Aironet Access 
Point を設定すること

によって確認します。

合格

UC701IF.WIR
.101

ワイヤレス ワイヤレス：Hybrid 
Remote Edge AP（H-
REAP）/SRST（ロー

カル ソフトウェア、中

央認証、EAP-FAST）

ローカル スイッチン

グ、中央認証、EAP-
FAST 認証、接続モー

ド、7921 ワイヤレス 
エンドポイントを確認

します。

合格

SR60.WIR.11
6

さまざまな無線タイプ

の使用

1 台のデバイスでさま

ざまな無線タイプを使

用することによって確

認します （7921 a/g）。

7921 -> Aironet Access 
Point -> Wireless LAN 
Controller

合格

SR60.WIR.11
5

ワイヤレスからワイヤ

レスへのコールの発信

さまざまなワイヤレス 
デバイスからコールを

発信することによって

確認します （IP 
Communicator、
7920、7921）。

ワイヤレス音声エンド

ポイント -> Aironet 
Access Point -> 
Wireless LAN 
Controller -> Unified 
Communications 
Manager

合格

SR60.WIR.11
2

ログイン失敗後のクラ

イアントのブロッキン

グ

試行に 3 回失敗した後

で、Wireless LAN 
Controller がクライア

ント アクセスをブ

ロックすることを確認

します。

クライアント -> 
Aironet Access Point -
> Wireless LAN 
Controller

合格

SR60.WIR.11
0

ワイヤレス L3 ローミングの強制、
Aironet Access Point 
の障害

Aironet Access Point 
の障害発生でクライア

ント 7921 のローミン

グを強制することに

よって確認します。

7921 -> Aironet Access 
Point 1/Aironet Access 
Point 2 -> Wireless 
LAN Controller

合格

SR60.WIR.10
7

Unified IP Phone 7920 
L2 ローミング

（Wireless LAN 
Controller 1 台）

1 台の Wireless LAN 
Controller で制御され

た Aironet Access 
Point 間の 7920 レイ

ヤ 2 ローミングを確認

します。

7920 -> Aironet Access 
Point -> Wireless LAN 
Controller

合格

SR60.WIR.10
5

ワイヤレス Unified IP Phone 7925 
L3 ローミング

（Wireless LAN 
Controller 2 台）

異なるサブネットにあ

る 2 台の Wireless 
LAN Controller 間で

のレイヤ 3 7925 の
ローミングを実行する

ことによって確認しま

す。

7921 -> Aironet Access 
Point -> Wireless LAN 
Controller

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  ワイヤレス  
SR60.WIR.10
4

Unified IP Phone 7921 
L2 ローミング

（Wireless LAN 
Controller 1 台）

1 台の Wireless LAN 
Controller で制御され

た Aironet Access 
Point 間の 7921 レイ

ヤ 2 ローミングを確認

します。

7921 -> Aironet Access 
Point -> Wireless LAN 
Controller

合格

GB31.WL.747 ワイヤレス Unified IP Phone 7920 
と電話プラットフォー

ム間の Unified 
Communications 
Manager Meet-Me 会議

コール

Unified IP Phone 7920 
と電話プラットフォー

ム間の Unified 
Communications 
Manager Meet-Me 会
議コールを確認しま

す。

合格

GB31.WL.745 ワイヤレス Unified 
Communications 
Manager Unified IP 
Phone 7920 発信側が

コールを開始し、別の 
Unified 
Communications 
Manager/Unified CME 
Unified IP Phone 7920 
によって打診転送され

る

Unified 
Communications 
Manager Unified IP 
Phone 7920 発信側が

コールを開始し、別の 
Unified 
Communications 
Manager/Unified 
CME Unified IP 
Phone 7920 によって

打診転送されることを

確認します。

合格

ID
テスト対象機

能 ケース タイトル 説明

コール コンポーネント 
フロー

ステー

タス 障害
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  ロールバック テスト
ロールバック テスト
テスト対象プロ

ジェクト機能

テスト ケースの

合計 合格 合格（例外あり） 失敗

件数 合計に

対する

割合

件数 合格率

（%）

件数 合格率（%）

（例外あり）

件数 失敗率（%）

FARE 1610 1,567 97.30% 1 0.10% 42 2.60%
CCM-BASIC 293 18.20% 293 100.00% 0 0.00% 0 0.00%
CCM-CFWD 20 1.24% 20 100.00% 0 0.00% 0 0.00%
CCM-CONF 64 3.98% 64 100.00% 0 0.00% 0 0.00%
CCM-EMOB 7 0.43% 7 100.00% 0 0.00% 0 0.00%
CCM-INTER 8 0.50% 8 100.00% 0 0.00% 0 0.00%
CCM-MISC 74 4.60% 74 100.00% 0 0.00% 0 0.00%
CCM-SHARED 28 1.74% 28 100.00% 0 0.00% 0 0.00%
CCM-XFER 48 2.98% 47 97.90% 0 0.00% 1 2.10%
CME-BASIC 14 0.87% 14 100.00% 0 0.00% 0 0.00%
CME-CFWD 21 1.30% 21 100.00% 0 0.00% 0 0.00%
CME-CONF 38 2.36% 38 100.00% 0 0.00% 0 0.00%
CME-MISC 13 0.81% 13 100.00% 0 0.00% 0 0.00%
CME-XFER 28 1.74% 27 96.40% 0 0.00% 1 3.60%
Unity Express 13 0.81% 13 100.00% 0 0.00% 0 0.00%
ENDPOINTS 2 0.12% 2 100.00% 0 0.00% 0 0.00%
FAILOVER 22 1.37% 22 100.00% 0 0.00% 0 0.00%
FAXMOD 38 2.36% 38 100.00% 0 0.00% 0 0.00%
GW-SIP 8 0.50% 8 100.00% 0 0.00% 0 0.00%
   ICT 27 1.68% 26 96.30% 0 0.00% 1 3.70%

   相互運用性 39 2.42% 39 100.00% 0 0.00% 0 0.00%
   Unified CCX 77 4.78% 77 100.00% 0 0.00% 0 0.00%
   IPMA 0 0.00% 0 0.00% 0 0.00% 0 0.00%
   Unified 
MeetingPlace

8 0.50% 8 100.00% 0 0.00% 0 0.00%

   Unified MPE 31 1.93% 31 100.00% 0 0.00% 0 0.00%
   Quality of 
Service

153 9.50% 124 81.00% 0 0.00% 29 19.00%

   セキュリティ 61 3.79% 61 100.00% 0 0.00% 0 0.00%
   Unified SRST 56 3.48% 56 100.00% 0 0.00% 0 0.00%
   Unity Connection 45 2.80% 45 100.00% 0 0.00% 0 0.00%
   Unity 92 5.71% 87 94.60% 0 0.00% 5 5.40%

   ビデオ 44 2.73% 44 100.00% 0 0.00% 0 0.00%
   WAN 6 0.37% 6 100.00% 0 0.00% 0 0.00%
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  ロールバック テスト   
   新規の自動 
Express

77 4.78% 77 100.00% 0 0.00% 0 0.00%

   新規の主回線 17 1.06% 17 100.00% 0 0.00% 0 0.00%
   Release UC 
7.1(3) の新機能

83 5.16% 83 100.00% 0 0.00% 0 0.00%

   手動ロールバッ

ク

52 3.23% 46 88.50% 1 1.90% 5 9.60%

   ワイヤレス 3 0.19% 3 100.00% 0 0.00% 0 0.00%

テスト対象プロ

ジェクト機能

テスト ケースの

合計 合格 合格（例外あり） 失敗
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  ロールバック テスト
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